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皆様を見つめ、耳を傾け、
そして皆様とともに歩んで参ります。

「あなたのいちばんに。」。
真っ先にお客様から選んでいただけるために、
何ができるか見つけて、取り組んで参ります。

さらに、FFGは、価値創造のパートナーとなる様、
目指しています。

地域への理解を深めていただくことが
有益になる様、願っています。

2014年2月
株式会社 ふくおかフィナンシャルグループ

合 併 号

トップに聞く！
児島　圭多朗 氏　児島段ボール 株式会社　代表取締役社長
池満　淵 氏　学校法人 尚絅学園　理事長
貝田　　二 氏　医療法人伴帥会 愛野記念病院　理事長

北九州市制50周年記念
北九州マラソン2014

景況感調査アンケート
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親和銀行
浜町支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g

今回は、親和銀行 浜町支店からの
冬の便りです。

季節の便り

　長崎市では、中国の旧正月に合わせて「長崎ランタンフェス
ティバル」が開催されます。本行事は、華僑の人々が旧正月を祝う
ために行っていた春節祭を、市を挙げた大イベントとして拡大し始
まりました。
　今年は１月31日（金）から２月14日（金）の日程で開催され、各所
に設置されたイベント会場には、干支や中国史の偉人などの大型
オブジェが出現し、中国獅子舞、龍踊り、中国雑技などの多彩な
イベントが行われます。夜は１万５千個のランタン（中国提灯）に
明かりが灯り、長崎の異国情緒が一層高まります。
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写真は、新地中華街会場
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大濠公園
●

護国神社
●

唐人町 大濠公園

赤坂

桜坂
六本松

国道202号

地下鉄七隈線

地下鉄空港線

福岡市美術館
●

舞鶴公園
平和台陸上競技場●

鴻臚館跡展示館
（旧平和台球場）

た
ラ
イ
オ
ン
ズ
。２１
勝
し
て
１・０
６
の
防
御
率
で
新
人
王（
昭

和
３１
年
）を
手
に
し
た
の
は
原
石
に
眠
っ
て
い
た
資
質
の
開
花

で
あ
っ
た
。翌
年
に
は

   2０
連
勝
を
含
む

   ３５
勝
。ぎ
ょ
う
こ
う

僥
倖
で
な
い
こ

と
を
証
明
し
、２０
勝
以
上
を
８
年
間
続
け
て
鉄
腕
の
名
を
ほ
し

い
ま
ま
に
す
る
。抜
群
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
シ
ュ
ー
ト
、ス
ラ
イ

ダ
ー
を
武
器
に
、打
ち
取
る
球
種
を
事
前
に
決
め
て
配
球
を
組

み
立
て
る
稲
尾
流
の
逆
算
投
球
の
魔
術
で
あ
っ
た
。

　
実
働

    １４
年
の
偉
業
を
し
る記
す
紙
幅
は
な
い
が
、昭
和

   ３３
年
の
巨

人
と
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
は
記
憶
の
遺
産
と
し
て
と
ど
め
た
い
。

１
、３
戦
で
先
発
敗
戦
し
て
３
連
敗
し
、土
壇
場
か
ら
の
４
連
投

４
連
勝
。自
ら
サ
ヨ
ナ
ラ
本
塁
打
を
打
っ
て「
神
様
、仏
様
、稲
尾

様
」の
言
葉
を
生
ん
だ
。田
中
将
大
ま
で
破
ら
れ
な
か
っ
た
連
勝

記
録
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
全
試
合
の
４
割
に
近
い
７
５
６
試
合

登
板
の
極
限
を
振
り
返
っ
て
、「
投
げ
ら
れ
る
だ
け
で
う
れ
し

か
っ
た
」と
言
い
切
る
潔
さ
が
痛
ま
し
く
美
し
い
。

　
博
多
湾
を
遠
望
し
て
発
掘
調
査
が
進
む
鴻
臚
館
跡
。こ
の
地

に
あ
っ
た
平
和
台
球
場
は
、野
性
味
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
フ
ァ
ン

を
熱
狂
さ
せ
た
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
豊
田
、中
西
、大
下
ら
猛

者
た
ち
の
夢
舞
台
で
あ
っ
た
。昭
和
三
〇
年
代
の
盛
況
か
ら
半

世
紀
を
経
て
な
お
人
々
の
記
念
碑
と
し
て
残
る
。と
り
わ
け
鉄

腕
と
呼
ば
れ
、〈
シ
ー
ズ
ン
最
多
勝
利
42
勝
〉を
は
じ
め
、超
人

的
な
記
録
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
彩
ら
れ
た
稲
尾
和
久（
一
九
三
七

〜
二
〇
〇
七
）は
別
格
の「
神
様
、仏
様
」で
あ
る
。

　
別
府
湾
の
漁
師
の
家
に
生
ま
れ
、強
靭
な
肉
体
が
父
の
て
ん
ま
せ
ん

伝
馬
船

で
培
わ
れ
た
こ
と
は
語
り
草
だ
が
、自
著
に
語
る
ち
ち
は
は

父
母
の
挿
話

が
超
人
伝
説
、泰
然
と
し
て
動
じ
な
か
っ
た
背
番
号「
24
」の
雄

姿
を
補
強
し
て
面
白
い
。父
は
宇
佐
神
宮
の
奉
納
相
撲
に
出
場

し
て
は
だ
い
は
ち
ぐ
る
ま

大
八
車
い
っ
ぱ
い
の
賞
品
を
持
ち
帰
っ
た
。あ
る
年
の
大

会
で
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
相
手
の
少
年
が
後
の
双
葉
山
だ
っ
た
と

い
う
余
聞
が
い
い
。母
は
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
魚
の
行
商
中
に

産
気
づ
い
て
少
し
も
慌
て
ず
、頑
健
な
夫
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継

ぐ
息
子
を
近
く
の
長
屋
に
上
が
り
込
ん
で
産
ん
だ
。

　
漁
師
を
継
が
せ
た
い
父
を
説
得
し
て
進
ん
だ
高
校
で
は
無

名
の
球
児
だ
っ
た
。打
撃
投
手
と
し
て
し
か
期
待
さ
れ
な
か
っ
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稲
尾 

和
久

投
ゲ
ラ
レ
ル
ダ
ケ
デ
。

所在地：福岡市中央区城内1

提供：西日本鉄道（株）
ナイター設備が整う前の牧歌的な雰囲気の平和台球場外野席（昭和28年）

日本シリーズ第4戦、試合開始前、キャッチボールをする稲尾投手
（昭和31年10月14日　平和台球場）

九
州
を
知
る
！ 

マ
ン
ス
リ
ー
コ
ラ
ム
…
33

福岡
●

日本シリーズのスコア
昭和33年（10月11日-21日）

❶後楽園球場（巨人1勝）
西鉄  0 0 0 0 1 0 0 0 1 2
巨人  1 0 1 1 0 0 6 0× 9
▽勝投 大友（1勝）▼敗投 稲尾（1敗）

❷後楽園球場（巨人2勝）
西鉄  0 0 1 0 0 0 0 2 0 3
巨人  7 0 0 0 0 0 0 0× 7
▽勝投 堀内（1勝）▼敗投 島原（1敗）

❸平和台球場（巨人3勝）
巨人  0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
西鉄  0 0 0 0 0 0 0 0× 0
▽勝投 藤田（1勝）▼敗投 稲尾（2敗）

西鉄の表彰選手／
最高殊勲選手：稲尾　最優秀選手：稲尾
首位打者：豊田　　　優秀選手：中西

❹平和台球場（巨人3勝1敗）
巨人  2 1 0 0 0 0 1 0 0 4
西鉄  0 3 0 0 1 1 1 0× 6
▽勝投 稲尾（1勝2敗）▼敗投 藤田（1勝1敗）

❺平和台球場（巨人3勝2敗）
巨人  3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
西鉄  0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 4
▽勝投 稲尾（2勝2敗）▼敗投 大友（1勝1敗）

❻後楽園球場（3勝3敗）
西鉄  2 0 0 0 0 0 0 0 0 2
巨人  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
▽勝投 稲尾（3勝2敗）▼敗投 藤田（1勝2敗）

❼後楽園球場（西鉄4勝3敗）
西鉄  3 0 0 0 2 0 0 1 0 6
巨人  0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
▽勝投 稲尾（4勝2敗）▼敗投 堀内（1勝1敗）

提供：西日本鉄道（株）

2FFG MONTHLY SURVEY Vol.68

geppou
最新情報を携帯からも

チェック！



大濠公園
●

護国神社
●

唐人町 大濠公園

赤坂

桜坂
六本松

国道202号

地下鉄七隈線

地下鉄空港線

福岡市美術館
●

舞鶴公園
平和台陸上競技場●

鴻臚館跡展示館
（旧平和台球場）

た
ラ
イ
オ
ン
ズ
。２１
勝
し
て
１・０
６
の
防
御
率
で
新
人
王（
昭

和
３１
年
）を
手
に
し
た
の
は
原
石
に
眠
っ
て
い
た
資
質
の
開
花

で
あ
っ
た
。翌
年
に
は

   2０
連
勝
を
含
む

   ３５
勝
。ぎ
ょ
う
こ
う

僥
倖
で
な
い
こ

と
を
証
明
し
、２０
勝
以
上
を
８
年
間
続
け
て
鉄
腕
の
名
を
ほ
し

い
ま
ま
に
す
る
。抜
群
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
シ
ュ
ー
ト
、ス
ラ
イ

ダ
ー
を
武
器
に
、打
ち
取
る
球
種
を
事
前
に
決
め
て
配
球
を
組

み
立
て
る
稲
尾
流
の
逆
算
投
球
の
魔
術
で
あ
っ
た
。

　
実
働

    １４
年
の
偉
業
を
し
る記
す
紙
幅
は
な
い
が
、昭
和

   ３３
年
の
巨

人
と
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
は
記
憶
の
遺
産
と
し
て
と
ど
め
た
い
。

１
、３
戦
で
先
発
敗
戦
し
て
３
連
敗
し
、土
壇
場
か
ら
の
４
連
投

４
連
勝
。自
ら
サ
ヨ
ナ
ラ
本
塁
打
を
打
っ
て「
神
様
、仏
様
、稲
尾

様
」の
言
葉
を
生
ん
だ
。田
中
将
大
ま
で
破
ら
れ
な
か
っ
た
連
勝

記
録
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
全
試
合
の
４
割
に
近
い
７
５
６
試
合

登
板
の
極
限
を
振
り
返
っ
て
、「
投
げ
ら
れ
る
だ
け
で
う
れ
し

か
っ
た
」と
言
い
切
る
潔
さ
が
痛
ま
し
く
美
し
い
。

　
博
多
湾
を
遠
望
し
て
発
掘
調
査
が
進
む
鴻
臚
館
跡
。こ
の
地

に
あ
っ
た
平
和
台
球
場
は
、野
性
味
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
フ
ァ
ン

を
熱
狂
さ
せ
た
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
豊
田
、中
西
、大
下
ら
猛

者
た
ち
の
夢
舞
台
で
あ
っ
た
。昭
和
三
〇
年
代
の
盛
況
か
ら
半

世
紀
を
経
て
な
お
人
々
の
記
念
碑
と
し
て
残
る
。と
り
わ
け
鉄

腕
と
呼
ば
れ
、〈
シ
ー
ズ
ン
最
多
勝
利
42
勝
〉を
は
じ
め
、超
人

的
な
記
録
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
彩
ら
れ
た
稲
尾
和
久（
一
九
三
七

〜
二
〇
〇
七
）は
別
格
の「
神
様
、仏
様
」で
あ
る
。

　
別
府
湾
の
漁
師
の
家
に
生
ま
れ
、強
靭
な
肉
体
が
父
の
て
ん
ま
せ
ん

伝
馬
船

で
培
わ
れ
た
こ
と
は
語
り
草
だ
が
、自
著
に
語
る
ち
ち
は
は

父
母
の
挿
話

が
超
人
伝
説
、泰
然
と
し
て
動
じ
な
か
っ
た
背
番
号「
24
」の
雄

姿
を
補
強
し
て
面
白
い
。父
は
宇
佐
神
宮
の
奉
納
相
撲
に
出
場

し
て
は
だ
い
は
ち
ぐ
る
ま

大
八
車
い
っ
ぱ
い
の
賞
品
を
持
ち
帰
っ
た
。あ
る
年
の
大

会
で
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
相
手
の
少
年
が
後
の
双
葉
山
だ
っ
た
と

い
う
余
聞
が
い
い
。母
は
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
魚
の
行
商
中
に

産
気
づ
い
て
少
し
も
慌
て
ず
、頑
健
な
夫
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継

ぐ
息
子
を
近
く
の
長
屋
に
上
が
り
込
ん
で
産
ん
だ
。

　
漁
師
を
継
が
せ
た
い
父
を
説
得
し
て
進
ん
だ
高
校
で
は
無

名
の
球
児
だ
っ
た
。打
撃
投
手
と
し
て
し
か
期
待
さ
れ
な
か
っ

Monthly
Column

2014.2 FEB VOL.68

稲
尾 

和
久

投
ゲ
ラ
レ
ル
ダ
ケ
デ
。

所在地：福岡市中央区城内1

提供：西日本鉄道（株）
ナイター設備が整う前の牧歌的な雰囲気の平和台球場外野席（昭和28年）

日本シリーズ第4戦、試合開始前、キャッチボールをする稲尾投手
（昭和31年10月14日　平和台球場）

九
州
を
知
る
！ 

マ
ン
ス
リ
ー
コ
ラ
ム
…
33

福岡
●

日本シリーズのスコア
昭和33年（10月11日-21日）

❶後楽園球場（巨人1勝）
西鉄  0 0 0 0 1 0 0 0 1 2
巨人  1 0 1 1 0 0 6 0× 9
▽勝投 大友（1勝）▼敗投 稲尾（1敗）

❷後楽園球場（巨人2勝）
西鉄  0 0 1 0 0 0 0 2 0 3
巨人  7 0 0 0 0 0 0 0× 7
▽勝投 堀内（1勝）▼敗投 島原（1敗）

❸平和台球場（巨人3勝）
巨人  0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
西鉄  0 0 0 0 0 0 0 0× 0
▽勝投 藤田（1勝）▼敗投 稲尾（2敗）

西鉄の表彰選手／
最高殊勲選手：稲尾　最優秀選手：稲尾
首位打者：豊田　　　優秀選手：中西

❹平和台球場（巨人3勝1敗）
巨人  2 1 0 0 0 0 1 0 0 4
西鉄  0 3 0 0 1 1 1 0× 6
▽勝投 稲尾（1勝2敗）▼敗投 藤田（1勝1敗）

❺平和台球場（巨人3勝2敗）
巨人  3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
西鉄  0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 4
▽勝投 稲尾（2勝2敗）▼敗投 大友（1勝1敗）

❻後楽園球場（3勝3敗）
西鉄  2 0 0 0 0 0 0 0 0 2
巨人  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
▽勝投 稲尾（3勝2敗）▼敗投 藤田（1勝2敗）

❼後楽園球場（西鉄4勝3敗）
西鉄  3 0 0 0 2 0 0 1 0 6
巨人  0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
▽勝投 稲尾（4勝2敗）▼敗投 堀内（1勝1敗）

提供：西日本鉄道（株）
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トップに聞く！

【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

6 12 18

3628 402

1

包装力で社会をやさしく包む、
地域と密着する
段ボールメーカー。

児島段ボール 株式会社　児島 圭多朗 氏

智と徳を兼備え自立心豊かな
近代女性の育成を目指す
熊本県下唯一の女子総合学園。

学校法人 尚絅学園　池満　淵 氏

6

12

18 地域社会から必要とされ
愛され続ける病院つくりを目指す。

医療法人伴帥会 愛野記念病院　貝田 　二 氏

40 特集

景況感調査アンケート

28
寄稿
北九州市制50周年記念
北九州マラソン2014

九州を知る！ マンスリーコラム
投ゲラレルダケデ。  稲尾 和久

33

　太宰府天満宮は、菅原道真公を
お祀りする全国約12,000社の総
本宮と称えられ、全国から年間700
万人の参拝者が訪れます。
　

しんじいけ
心字池に掛かる三つの橋は、

過去・現在・未来を表し、この橋を
渡ることで三世の邪念を

はら
祓い、身が

清められると言われています。
　境内には6,000本の梅があり、
日本有数の梅の名所です。１月下
旬から３月上旬にかけて、200種の
梅が順に見ごろを迎え、境内は梅
のやわらかい香りに包まれます。

福岡県太宰府市

太宰府天満宮
［だざいふてんまんぐう］

今月の表紙

47 FFGニュース

52 経済動向・経済指標

36 九州の逸品

宮崎の干し大根

38 DATA in 九州

今月の注目データ

地元高校生が参加した「親和銀行テニス教室」（中央は「長崎がんばらんば国体」のマスコット「がんばくん」）

今
月
の
一
枚  

「
親
和
銀
行
テ
ニ
ス
教
室
」　

今
月
の
一
枚
は
、親
和
銀

行
が
佐
世
保
市
内
の
高
校

生
を
対
象
に
行
っ
た「
親
和

銀
行
テ
ニ
ス
教
室
」（
平
成

25
年
12
月
８
日
）の
集
合
写

真
で
す
。

　
今
回
の
テ
ニ
ス
教
室
は
、

本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る

「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国

体
」に
向
け
、地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
に
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
高
校
生
85
名
が

参
加
し
、親
和
銀
行
の
テ
ニ

ス
部
員
が
分
か
り
や
す
く

実
技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
熱
心
な
指
導
に
、参
加
者

か
ら
は「
教
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
実
戦
に
活
か
せ

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
。」な
ど
多
く
の
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
で
は
、こ
れ
か
ら

も
様
々
な
活
動
を
通
じ
、地

域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

※次号（FFG調査月報４月号）の発行日は、平成26年3月20日を予定しています。次号発行日について
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▲熊本工場正門前（左から児島社長、谷頭取）

児島段ボール 株式会社

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

児
島
段
ボ
ー
ル 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

児
島 

圭
多
朗
氏

包
装
力
で
社
会
を
や
さ
し
く
包
む
、

地
域
と
密
着
す
る

段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
。
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児島段ボール 株式会社

来
、段
ボ
ー
ル
の
包
装
力
で
物
を
包
む

と
同
時
に
、社
会
を
優
し
く
包
み
込
む

存
在
で
あ
り
た
い
と
尽
力
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
当
初
は
事
業
が
思
う
よ
う
に
は
い
か

ず
、祖
父
も
父
も
相
当
苦
労
し
た
よ
う

で
す
。一
時
は
会
社
存
続
の
危
機
も
経

験
し
ま
し
た
が
、70
年
代
前
半
の
オ
イ

ル
シ
ョッ
ク
を
き
っ
か
け
に
持
ち
直
し
ま

し
た
。当
時
は
石
油
不
足
と
と
も
に
紙

が
流
通
し
な
く
な
り
、我
々
の
業
界
で

も
段
ボ
ー
ル
を
大
切
な
お
取
引
先
様
に

き
ち
ん
と
供
給
出
来
る
か
否
か
が
商

売
の
カ
ギ
で
し
た
。お
取
引
先
様
に
は

農
業
関
係
者
も
多
く
、段
ボ
ー
ル
が
な

い
と
農
作
物
が
出
荷
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
う
状
況
の
中
、全
社
一
丸
と
な

り
、あ
ら
ゆ
る
策
を
講
じ
な
ん
と
か
供

給
す
る
事
が
出
来
た
我
が
社
は
、お
取

引
先
様
の
信
頼
を
獲
得
し
、以
後
の
発

展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
会
社
設
立
か
ら
し
ば
ら
く
は
古
賀

市
に
あ
る
福
岡
工
場
で
段
ボ
ー
ル
を

生
産
し
て
き
ま
し
た
が
、81
年（
昭
和

56
年
）の
佐
賀
工
場
新
設
に
よ
り
生
産

能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
こ
と
は
、

大
き
く
成
長
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

　
我
が
社
を
創
業
し
た
児
島
家
は
岡

山
県
の
児
島
湾
近
辺
に
あ
り
、言
い
伝

え
に
よ
る
と
当
時
仕
え
て
い
た
黒
田
家

（
後
の
福
岡
藩
主
）に
帯
同
し
て
現
在
の

福
岡
県
に
や
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

1
6
4
8
年（
慶
安
元
年
）に「
こ
う
ぐ
や

香
具
屋
」

と
い
う
問
屋
と
し
て
中
洲
中
島
町
に

店
を
構
え
、ベ
ン
ガ
ラ（
赤
色
顔
料
の

一
つ
）、お
香
の
道
具
か
ら
紙
な
ど
を

手
広
く
取
り
扱
い
、江
戸
時
代
か
ら
戦

前
ま
で
お
お
だ
な

大
店（
規
模
の
大
き
な
商
店
）

と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
戦
後
、「
紙
を
商
売
と
し
て
い
る
な

ら
、段
ボ
ー
ル
箱
を
作
って
売
る
事
業
を

し
て
み
て
は
」と
勧
め
ら
れ
、博
多
商
人

と
し
て
3
0
0
余
年
培
っ
て
き
た
信
頼

を
ベ
ー
ス
に
、祖
父
の
代
の
1
9
5
9
年

（
昭
和
34
年
）に
児
島
段
ボ
ー
ル
株
式
会

社
を
設
立
、段
ボ
ー
ル
の
製
造
を
開
始

し
ま
し
た
。こ
の
頃
は
、物
流
の
手
段
が

汽
車
や
船
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
へ
、梱
包
が
木

箱
か
ら
段
ボ
ー
ル
へ
と
変
わ
り
、段
ボ
ー

ル
の
需
要
が
高
ま
っ
た
時
代
で
し
た
。以

造
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。九
州
に

は
29
台
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ
シ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
う
ち
３
台
を
我
が
社
が
保

有
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ

シ
ン
を
基
軸
と
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
で
、大
量
か
つ
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
の
製
造

を
実
現
し
て
い
ま
す
。受
注
か
ら
生
産

計
画・設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル・物
流
計
画

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
把
握

す
る
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム（
C
O
A
※
）

を
構
築
し
、お
客
様
の
ご
要
望
に
迅
速

か
つ
的
確
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　
業
界
の
特
性
と
段
ボ
ー
ル
の
特
長

を
活
か
し
、顧
客
第
一・
品
質
本
位
を

守
り
、地
域
に
密
着
し
て
き
た
こ
と

で
、こ
れ
ま
で
生
き
抜
い
て
く
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

※CO
A:Case O

n-D
em
and Application

（
当
社
独
自
の
管
理
シ
ス
テ
ム
）

　
同
業
他
社
と
比
べ
て
特
別
に
優
位
な

点
は
あ
り
ま
せ
ん
。段
ボ
ー
ル
業
界
は
、

い
か
に
お
客
様
の
細
か
い
要
望
に
迅
速・

確
実
に
応
え
、地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力

を
続
け
て
い
け
る
か
が
大
切
な
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、我
が
社
の
行
動
目
標
は

お
客
様
の
抱
え
る
問
題
や
提
案
に
対

し
て「
常
に
挑
戦
し
、知
恵
を
使
い
、弛

ま
ぬ
努
力
を
行
う
こ
と
」で
す
。営
業

の
社
員
に
は「
誠
心
誠
意
を
持
っ
て
物

事
を
見
つ
め
、挑
戦
す
る
気
持
ち
と
努

力
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
」と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。多
少
古
い
考
え

方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、そ
う
す
る
こ

と
で
必
ず
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
は

向
上
し
、そ
れ
が
仕
事
の
好
循
環
と
人

間
的
成
長
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。私
自
身
、「
た
と
え
誰
が
見
て
い

な
く
て
も
、努
力
は
天
と
地
と
自
分
が

知
っ
て
い
る
」と
い
つ
も
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
業
界
で
、是
非
と
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、「
段
ボ
ー
ル
は
エ
コ
に
お
け

る
優
等
生
」と
い
う
こ
と
で
す
。例
え

ば
、1
0
0
％
パ
ル
プ
で
作
ら
れ
る
牛

お
客
様
へ
常
に
安
定
し
た
品
質
と
供

給
体
制
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
や
省
資
源
・
環
境
対
応
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
必
要
以
上
の

改
善
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
３
に
、ブ
ラ
ン
ド
力
が
効
か
な
い

点
で
す
。業
界
に
は
大
手
段
ボ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
が
存
在
し
ま
す
が
、お
客
様

か
ら
の
要
望
は「
ト
ッ
プ
企
業
の
段

ボ
ー
ル
で
な
い
と
ダ
メ
だ
」と
い
う
声

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、お

客
様
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
段
ボ
ー
ル

箱
の
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、納
期
・
品

質
・コ
ス
ト
の
３
要
素
か
ら
成
り
立
つ

安
定
し
た
供
給
力
で
あ
り
、競
争
条

件
は
ど
の
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
も
同
じ
な
の
で
す
。

　
ま
た
、あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
の
梱
包
資
材

と
し
て
、段
ボ
ー
ル
に
は
、高
い
耐
久

性
や
環
境
に
対
す
る
優
し
さ
等
、５
つ

の
素
晴
ら
し
い
特
長
が
あ
り
ま
す

（「
表
」参
照
）。

　
我
が
社
は
福
岡
、佐
賀
、熊
本
の
３
工

場
を
持
ち
、各
工
場
に
は
製
造
の
心
臓

部
に
あ
た
る
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ
シ
ン（
段

ボ
ー
ル
原
紙
を
貼
り
合
わ
せ
、段
ボ
ー
ル

シ
ー
ト
を
製
造
す
る
機
械
）と
い
う
製

ベッ
ド
の
提
供
を
提
案
し
、実
現
に
至
っ

た
も
の
で
す
。現
在
は
鹿
児
島
県
に
も

前
向
き
に
検
討
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
先
に
述
べ
た
業
界
の
特
性
は
、地
場

企
業
だ
か
ら
こ
そ
生
き
る
も
の
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。我
が
社
の
お
取
引
先

様
も
地
場
食
品
会
社
、農
業
協
同
組

合
な
ど
、地
場
企
業
が
大
多
数
で
す
。

今
後
も
九
州
・
山
口
に
お
け
る「
独
立

ふ
　
き
不
羈（
他
か
ら
の
束
縛
や
制
約
を
受
け

る
こ
と
な
く
、自
ら
の
考
え
で
物
事
を

行
う
こ
と
）」の
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、社
会
を
暖
か
く
包
み
込
む
企
業

で
あ
り
続
け
る
よ
う
精
進
い
た
し
ま

す
。

し
た
。2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）10

月
に
は
、南
九
州
向
け
の
拠
点
と
し
て

熊
本
工
場
を
稼
働
し
、さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
し
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
業
界
に
は
３
つ
の
特
性
が

あ
り
ま
す
。第
１
に
、海
外
か
ら
の
輸

入
品
が
入
っ
て
来
な
い
点
で
す
。段

ボ
ー
ル
の
価
格
は
ほ
ぼ
一
定
で
、運
送

コ
ス
ト
の
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
輸
入

品
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、ま
た
物
流
包

装
資
材
の
た
め
、お
客
様
の
出
荷
計
画

に
合
わ
せ
た
細
か
い
デ
リ
バ
リ
ー
が
重

要
な
要
素
と
な
る
か
ら
で
す
。

　
第
２
に
、技
術
革
新
が
比
較
的
少

な
い
点
で
す
。強
化・軽
量
化・耐
水
化

等
の
様
々
な
改
善
努
力
は
行
っ
て
き
た

も
の
の
、素
材
が
紙
で
あ
り
革
新
的
な

変
化
の
余
地
が
少
な
く
、ま
た
、そ
れ

に
よ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
構
造
が
短
期
間

に
大
幅
に
変
化
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、医
薬
品
や

Ｉ
Ｔ
関
係
の
よ
う
に
多
額
の
研
究
開

発
費
を
常
に
投
入
し
て
技
術
革
新
を

追
及
す
る
必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
危
機
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、

３
工
場
を
有
す
る
企
業
へ
成
長

段
ボ
ー
ル
業
界
の
特
性

乳
等
の
紙
パ
ッ
ク
は
、リ
サ
イ
ク
ル
し
て

も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
原
料
と
な

る
だ
け
で
す
。一
方
、段
ボ
ー
ル
は
ボ
ロ

ボ
ロ
で
も
回
収
す
れ
ば
、10
回
転
近
く

は
再
生
可
能
で
あ
り
、リ
サ
イ
ク
ル
率

は
約
95
％
を
誇
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
よ
う
に
行
政
の
補
助
が
な
く
て
も
、

古
紙
回
収
会
社
、問
屋
、製
紙
会
社
、

段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト・
箱
メ
ー
カ
ー
の
各

社
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。段
ボ
ー
ル
産
業

は
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ

れ
た
環
境
型
産
業
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、私
が
理
事
長
を
務
め
る

「
南
日
本
段
ボ
ー
ル
工
業
組
合
」（
九

州・山
口
を
エ
リ
ア
と
す
る
組
合
）が
昨

年
12
月
、災
害
時
に
避
難
所
に
段
ボ
ー

ル
製
の
ベ
ッ
ド
や
ト
イ
レ
等
を
供
給
す

る
防
災
協
定
を
佐
賀
県
と
締
結
し
た

よ
う
に
、段
ボ
ー
ル
は
災
害
時
に
も
大
い

に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。こ
れ

は
新
潟
県
中
越
地
震
で
、ゴ
ロ
寝
状
態

の
人
が
発
症
す
る「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

症
候
群
」が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、そ
の
防
止
策
と
し
て
段
ボ
ー
ル

段ボールの5大特長

公害や汚染を生まず
環境にやさしい

環境保護
古紙を再利用したリ
サイクルによる省資
源、また、保管収納も
省スペース

省資源
衝撃や重さに対する
耐久性が高く、軽くて
丈夫

耐久性
ニーズに応じてサイ
ズと規格を自由に選
べる低コスト包装

コストダウン
あらゆる産業・商品の
様々な形態にあわせ
た加工と形状で幅広
い利用が可能

汎用性

▲段ボールのシートを製造する全長120ｍのコルゲートマシン（段ボール製造機械）

▲高品質と生産性を追及した最新鋭印刷機

▲見学風景

▲熊本工場全景パース ▲香具屋の暖簾▲本社ビル（福岡市博多区）

▲昭和41年、増産を目的に導入されたコルゲートマシン（2号機）の竣工式の様子

のれん
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児島段ボール 株式会社

来
、段
ボ
ー
ル
の
包
装
力
で
物
を
包
む

と
同
時
に
、社
会
を
優
し
く
包
み
込
む

存
在
で
あ
り
た
い
と
尽
力
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
当
初
は
事
業
が
思
う
よ
う
に
は
い
か

ず
、祖
父
も
父
も
相
当
苦
労
し
た
よ
う

で
す
。一
時
は
会
社
存
続
の
危
機
も
経

験
し
ま
し
た
が
、70
年
代
前
半
の
オ
イ

ル
シ
ョッ
ク
を
き
っ
か
け
に
持
ち
直
し
ま

し
た
。当
時
は
石
油
不
足
と
と
も
に
紙

が
流
通
し
な
く
な
り
、我
々
の
業
界
で

も
段
ボ
ー
ル
を
大
切
な
お
取
引
先
様
に

き
ち
ん
と
供
給
出
来
る
か
否
か
が
商

売
の
カ
ギ
で
し
た
。お
取
引
先
様
に
は

農
業
関
係
者
も
多
く
、段
ボ
ー
ル
が
な

い
と
農
作
物
が
出
荷
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
う
状
況
の
中
、全
社
一
丸
と
な

り
、あ
ら
ゆ
る
策
を
講
じ
な
ん
と
か
供

給
す
る
事
が
出
来
た
我
が
社
は
、お
取

引
先
様
の
信
頼
を
獲
得
し
、以
後
の
発

展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
会
社
設
立
か
ら
し
ば
ら
く
は
古
賀

市
に
あ
る
福
岡
工
場
で
段
ボ
ー
ル
を

生
産
し
て
き
ま
し
た
が
、81
年（
昭
和

56
年
）の
佐
賀
工
場
新
設
に
よ
り
生
産

能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
こ
と
は
、

大
き
く
成
長
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

　
我
が
社
を
創
業
し
た
児
島
家
は
岡

山
県
の
児
島
湾
近
辺
に
あ
り
、言
い
伝

え
に
よ
る
と
当
時
仕
え
て
い
た
黒
田
家

（
後
の
福
岡
藩
主
）に
帯
同
し
て
現
在
の

福
岡
県
に
や
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

1
6
4
8
年（
慶
安
元
年
）に「
こ
う
ぐ
や

香
具
屋
」

と
い
う
問
屋
と
し
て
中
洲
中
島
町
に

店
を
構
え
、ベ
ン
ガ
ラ（
赤
色
顔
料
の

一
つ
）、お
香
の
道
具
か
ら
紙
な
ど
を

手
広
く
取
り
扱
い
、江
戸
時
代
か
ら
戦

前
ま
で
お
お
だ
な

大
店（
規
模
の
大
き
な
商
店
）

と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
戦
後
、「
紙
を
商
売
と
し
て
い
る
な

ら
、段
ボ
ー
ル
箱
を
作
って
売
る
事
業
を

し
て
み
て
は
」と
勧
め
ら
れ
、博
多
商
人

と
し
て
3
0
0
余
年
培
っ
て
き
た
信
頼

を
ベ
ー
ス
に
、祖
父
の
代
の
1
9
5
9
年

（
昭
和
34
年
）に
児
島
段
ボ
ー
ル
株
式
会

社
を
設
立
、段
ボ
ー
ル
の
製
造
を
開
始

し
ま
し
た
。こ
の
頃
は
、物
流
の
手
段
が

汽
車
や
船
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
へ
、梱
包
が
木

箱
か
ら
段
ボ
ー
ル
へ
と
変
わ
り
、段
ボ
ー

ル
の
需
要
が
高
ま
っ
た
時
代
で
し
た
。以

造
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。九
州
に

は
29
台
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ
シ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
う
ち
３
台
を
我
が
社
が
保

有
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ

シ
ン
を
基
軸
と
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
で
、大
量
か
つ
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
の
製
造

を
実
現
し
て
い
ま
す
。受
注
か
ら
生
産

計
画・設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル・物
流
計
画

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
把
握

す
る
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム（
C
O
A
※
）

を
構
築
し
、お
客
様
の
ご
要
望
に
迅
速

か
つ
的
確
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　
業
界
の
特
性
と
段
ボ
ー
ル
の
特
長

を
活
か
し
、顧
客
第
一・
品
質
本
位
を

守
り
、地
域
に
密
着
し
て
き
た
こ
と

で
、こ
れ
ま
で
生
き
抜
い
て
く
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

※CO
A:Case O

n-D
em
and Application

（
当
社
独
自
の
管
理
シ
ス
テ
ム
）

　
同
業
他
社
と
比
べ
て
特
別
に
優
位
な

点
は
あ
り
ま
せ
ん
。段
ボ
ー
ル
業
界
は
、

い
か
に
お
客
様
の
細
か
い
要
望
に
迅
速・

確
実
に
応
え
、地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力

を
続
け
て
い
け
る
か
が
大
切
な
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、我
が
社
の
行
動
目
標
は

お
客
様
の
抱
え
る
問
題
や
提
案
に
対

し
て「
常
に
挑
戦
し
、知
恵
を
使
い
、弛

ま
ぬ
努
力
を
行
う
こ
と
」で
す
。営
業

の
社
員
に
は「
誠
心
誠
意
を
持
っ
て
物

事
を
見
つ
め
、挑
戦
す
る
気
持
ち
と
努

力
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
」と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。多
少
古
い
考
え

方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、そ
う
す
る
こ

と
で
必
ず
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
は

向
上
し
、そ
れ
が
仕
事
の
好
循
環
と
人

間
的
成
長
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。私
自
身
、「
た
と
え
誰
が
見
て
い

な
く
て
も
、努
力
は
天
と
地
と
自
分
が

知
っ
て
い
る
」と
い
つ
も
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
業
界
で
、是
非
と
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、「
段
ボ
ー
ル
は
エ
コ
に
お
け

る
優
等
生
」と
い
う
こ
と
で
す
。例
え

ば
、1
0
0
％
パ
ル
プ
で
作
ら
れ
る
牛

お
客
様
へ
常
に
安
定
し
た
品
質
と
供

給
体
制
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
や
省
資
源
・
環
境
対
応
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
必
要
以
上
の

改
善
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
３
に
、ブ
ラ
ン
ド
力
が
効
か
な
い

点
で
す
。業
界
に
は
大
手
段
ボ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
が
存
在
し
ま
す
が
、お
客
様

か
ら
の
要
望
は「
ト
ッ
プ
企
業
の
段

ボ
ー
ル
で
な
い
と
ダ
メ
だ
」と
い
う
声

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、お

客
様
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
段
ボ
ー
ル

箱
の
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、納
期
・
品

質
・コ
ス
ト
の
３
要
素
か
ら
成
り
立
つ

安
定
し
た
供
給
力
で
あ
り
、競
争
条

件
は
ど
の
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
も
同
じ
な
の
で
す
。

　
ま
た
、あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
の
梱
包
資
材

と
し
て
、段
ボ
ー
ル
に
は
、高
い
耐
久

性
や
環
境
に
対
す
る
優
し
さ
等
、５
つ

の
素
晴
ら
し
い
特
長
が
あ
り
ま
す

（「
表
」参
照
）。

　
我
が
社
は
福
岡
、佐
賀
、熊
本
の
３
工

場
を
持
ち
、各
工
場
に
は
製
造
の
心
臓

部
に
あ
た
る
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ
シ
ン（
段

ボ
ー
ル
原
紙
を
貼
り
合
わ
せ
、段
ボ
ー
ル

シ
ー
ト
を
製
造
す
る
機
械
）と
い
う
製

ベッ
ド
の
提
供
を
提
案
し
、実
現
に
至
っ

た
も
の
で
す
。現
在
は
鹿
児
島
県
に
も

前
向
き
に
検
討
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
先
に
述
べ
た
業
界
の
特
性
は
、地
場

企
業
だ
か
ら
こ
そ
生
き
る
も
の
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。我
が
社
の
お
取
引
先

様
も
地
場
食
品
会
社
、農
業
協
同
組

合
な
ど
、地
場
企
業
が
大
多
数
で
す
。

今
後
も
九
州
・
山
口
に
お
け
る「
独
立

ふ
　
き
不
羈（
他
か
ら
の
束
縛
や
制
約
を
受
け

る
こ
と
な
く
、自
ら
の
考
え
で
物
事
を

行
う
こ
と
）」の
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、社
会
を
暖
か
く
包
み
込
む
企
業

で
あ
り
続
け
る
よ
う
精
進
い
た
し
ま

す
。

し
た
。2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）10

月
に
は
、南
九
州
向
け
の
拠
点
と
し
て

熊
本
工
場
を
稼
働
し
、さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
し
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
業
界
に
は
３
つ
の
特
性
が

あ
り
ま
す
。第
１
に
、海
外
か
ら
の
輸

入
品
が
入
っ
て
来
な
い
点
で
す
。段

ボ
ー
ル
の
価
格
は
ほ
ぼ
一
定
で
、運
送

コ
ス
ト
の
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
輸
入

品
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、ま
た
物
流
包

装
資
材
の
た
め
、お
客
様
の
出
荷
計
画

に
合
わ
せ
た
細
か
い
デ
リ
バ
リ
ー
が
重

要
な
要
素
と
な
る
か
ら
で
す
。

　
第
２
に
、技
術
革
新
が
比
較
的
少

な
い
点
で
す
。強
化・軽
量
化・耐
水
化

等
の
様
々
な
改
善
努
力
は
行
っ
て
き
た

も
の
の
、素
材
が
紙
で
あ
り
革
新
的
な

変
化
の
余
地
が
少
な
く
、ま
た
、そ
れ

に
よ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
構
造
が
短
期
間

に
大
幅
に
変
化
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、医
薬
品
や

Ｉ
Ｔ
関
係
の
よ
う
に
多
額
の
研
究
開

発
費
を
常
に
投
入
し
て
技
術
革
新
を

追
及
す
る
必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
危
機
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、

３
工
場
を
有
す
る
企
業
へ
成
長

段
ボ
ー
ル
業
界
の
特
性

乳
等
の
紙
パ
ッ
ク
は
、リ
サ
イ
ク
ル
し
て

も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
原
料
と
な

る
だ
け
で
す
。一
方
、段
ボ
ー
ル
は
ボ
ロ

ボ
ロ
で
も
回
収
す
れ
ば
、10
回
転
近
く

は
再
生
可
能
で
あ
り
、リ
サ
イ
ク
ル
率

は
約
95
％
を
誇
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
よ
う
に
行
政
の
補
助
が
な
く
て
も
、

古
紙
回
収
会
社
、問
屋
、製
紙
会
社
、

段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト・
箱
メ
ー
カ
ー
の
各

社
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。段
ボ
ー
ル
産
業

は
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ

れ
た
環
境
型
産
業
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、私
が
理
事
長
を
務
め
る

「
南
日
本
段
ボ
ー
ル
工
業
組
合
」（
九

州・山
口
を
エ
リ
ア
と
す
る
組
合
）が
昨

年
12
月
、災
害
時
に
避
難
所
に
段
ボ
ー

ル
製
の
ベ
ッ
ド
や
ト
イ
レ
等
を
供
給
す

る
防
災
協
定
を
佐
賀
県
と
締
結
し
た

よ
う
に
、段
ボ
ー
ル
は
災
害
時
に
も
大
い

に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。こ
れ

は
新
潟
県
中
越
地
震
で
、ゴ
ロ
寝
状
態

の
人
が
発
症
す
る「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

症
候
群
」が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、そ
の
防
止
策
と
し
て
段
ボ
ー
ル

段ボールの5大特長

公害や汚染を生まず
環境にやさしい

環境保護
古紙を再利用したリ
サイクルによる省資
源、また、保管収納も
省スペース

省資源
衝撃や重さに対する
耐久性が高く、軽くて
丈夫

耐久性
ニーズに応じてサイ
ズと規格を自由に選
べる低コスト包装

コストダウン
あらゆる産業・商品の
様々な形態にあわせ
た加工と形状で幅広
い利用が可能

汎用性

▲段ボールのシートを製造する全長120ｍのコルゲートマシン（段ボール製造機械）

▲高品質と生産性を追及した最新鋭印刷機

▲見学風景

▲熊本工場全景パース ▲香具屋の暖簾▲本社ビル（福岡市博多区）

▲昭和41年、増産を目的に導入されたコルゲートマシン（2号機）の竣工式の様子

のれん
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福岡銀行
谷　正明取締役頭取

◎インタビューを終えて

児島段ボール 株式会社

来
、段
ボ
ー
ル
の
包
装
力
で
物
を
包
む

と
同
時
に
、社
会
を
優
し
く
包
み
込
む

存
在
で
あ
り
た
い
と
尽
力
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
当
初
は
事
業
が
思
う
よ
う
に
は
い
か

ず
、祖
父
も
父
も
相
当
苦
労
し
た
よ
う

で
す
。一
時
は
会
社
存
続
の
危
機
も
経

験
し
ま
し
た
が
、70
年
代
前
半
の
オ
イ

ル
シ
ョッ
ク
を
き
っ
か
け
に
持
ち
直
し
ま

し
た
。当
時
は
石
油
不
足
と
と
も
に
紙

が
流
通
し
な
く
な
り
、我
々
の
業
界
で

も
段
ボ
ー
ル
を
大
切
な
お
取
引
先
様
に

き
ち
ん
と
供
給
出
来
る
か
否
か
が
商

売
の
カ
ギ
で
し
た
。お
取
引
先
様
に
は

農
業
関
係
者
も
多
く
、段
ボ
ー
ル
が
な

い
と
農
作
物
が
出
荷
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
う
状
況
の
中
、全
社
一
丸
と
な

り
、あ
ら
ゆ
る
策
を
講
じ
な
ん
と
か
供

給
す
る
事
が
出
来
た
我
が
社
は
、お
取

引
先
様
の
信
頼
を
獲
得
し
、以
後
の
発

展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
会
社
設
立
か
ら
し
ば
ら
く
は
古
賀

市
に
あ
る
福
岡
工
場
で
段
ボ
ー
ル
を

生
産
し
て
き
ま
し
た
が
、81
年（
昭
和

56
年
）の
佐
賀
工
場
新
設
に
よ
り
生
産

能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
こ
と
は
、

大
き
く
成
長
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

　
我
が
社
を
創
業
し
た
児
島
家
は
岡

山
県
の
児
島
湾
近
辺
に
あ
り
、言
い
伝

え
に
よ
る
と
当
時
仕
え
て
い
た
黒
田
家

（
後
の
福
岡
藩
主
）に
帯
同
し
て
現
在
の

福
岡
県
に
や
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

1
6
4
8
年（
慶
安
元
年
）に「
こ
う
ぐ
や

香
具
屋
」

と
い
う
問
屋
と
し
て
中
洲
中
島
町
に

店
を
構
え
、ベ
ン
ガ
ラ（
赤
色
顔
料
の

一
つ
）、お
香
の
道
具
か
ら
紙
な
ど
を

手
広
く
取
り
扱
い
、江
戸
時
代
か
ら
戦

前
ま
で
お
お
だ
な

大
店（
規
模
の
大
き
な
商
店
）

と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
戦
後
、「
紙
を
商
売
と
し
て
い
る
な

ら
、段
ボ
ー
ル
箱
を
作
って
売
る
事
業
を

し
て
み
て
は
」と
勧
め
ら
れ
、博
多
商
人

と
し
て
3
0
0
余
年
培
っ
て
き
た
信
頼

を
ベ
ー
ス
に
、祖
父
の
代
の
1
9
5
9
年

（
昭
和
34
年
）に
児
島
段
ボ
ー
ル
株
式
会

社
を
設
立
、段
ボ
ー
ル
の
製
造
を
開
始

し
ま
し
た
。こ
の
頃
は
、物
流
の
手
段
が

汽
車
や
船
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
へ
、梱
包
が
木

箱
か
ら
段
ボ
ー
ル
へ
と
変
わ
り
、段
ボ
ー

ル
の
需
要
が
高
ま
っ
た
時
代
で
し
た
。以

造
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。九
州
に

は
29
台
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ
シ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
う
ち
３
台
を
我
が
社
が
保

有
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ

シ
ン
を
基
軸
と
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
で
、大
量
か
つ
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
の
製
造

を
実
現
し
て
い
ま
す
。受
注
か
ら
生
産

計
画・設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル・物
流
計
画

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
把
握

す
る
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム（
C
O
A
※
）

を
構
築
し
、お
客
様
の
ご
要
望
に
迅
速

か
つ
的
確
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　
業
界
の
特
性
と
段
ボ
ー
ル
の
特
長

を
活
か
し
、顧
客
第
一・
品
質
本
位
を

守
り
、地
域
に
密
着
し
て
き
た
こ
と

で
、こ
れ
ま
で
生
き
抜
い
て
く
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

※CO
A:Case O

n-D
em
and Application

（
当
社
独
自
の
管
理
シ
ス
テ
ム
）

　
同
業
他
社
と
比
べ
て
特
別
に
優
位
な

点
は
あ
り
ま
せ
ん
。段
ボ
ー
ル
業
界
は
、

い
か
に
お
客
様
の
細
か
い
要
望
に
迅
速・

確
実
に
応
え
、地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力

を
続
け
て
い
け
る
か
が
大
切
な
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、我
が
社
の
行
動
目
標
は

お
客
様
の
抱
え
る
問
題
や
提
案
に
対

し
て「
常
に
挑
戦
し
、知
恵
を
使
い
、弛

ま
ぬ
努
力
を
行
う
こ
と
」で
す
。営
業

の
社
員
に
は「
誠
心
誠
意
を
持
っ
て
物

事
を
見
つ
め
、挑
戦
す
る
気
持
ち
と
努

力
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
」と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。多
少
古
い
考
え

方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、そ
う
す
る
こ

と
で
必
ず
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
は

向
上
し
、そ
れ
が
仕
事
の
好
循
環
と
人

間
的
成
長
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。私
自
身
、「
た
と
え
誰
が
見
て
い

な
く
て
も
、努
力
は
天
と
地
と
自
分
が

知
っ
て
い
る
」と
い
つ
も
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
業
界
で
、是
非
と
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、「
段
ボ
ー
ル
は
エ
コ
に
お
け

る
優
等
生
」と
い
う
こ
と
で
す
。例
え

ば
、1
0
0
％
パ
ル
プ
で
作
ら
れ
る
牛

お
客
様
へ
常
に
安
定
し
た
品
質
と
供

給
体
制
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
や
省
資
源
・
環
境
対
応
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
必
要
以
上
の

改
善
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
３
に
、ブ
ラ
ン
ド
力
が
効
か
な
い

点
で
す
。業
界
に
は
大
手
段
ボ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
が
存
在
し
ま
す
が
、お
客
様

か
ら
の
要
望
は「
ト
ッ
プ
企
業
の
段

ボ
ー
ル
で
な
い
と
ダ
メ
だ
」と
い
う
声

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、お

客
様
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
段
ボ
ー
ル

箱
の
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、納
期
・
品

質
・コ
ス
ト
の
３
要
素
か
ら
成
り
立
つ

安
定
し
た
供
給
力
で
あ
り
、競
争
条

件
は
ど
の
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
も
同
じ
な
の
で
す
。

　
ま
た
、あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
の
梱
包
資
材

と
し
て
、段
ボ
ー
ル
に
は
、高
い
耐
久

性
や
環
境
に
対
す
る
優
し
さ
等
、５
つ

の
素
晴
ら
し
い
特
長
が
あ
り
ま
す

（「
表
」参
照
）。

　
我
が
社
は
福
岡
、佐
賀
、熊
本
の
３
工

場
を
持
ち
、各
工
場
に
は
製
造
の
心
臓

部
に
あ
た
る
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ
シ
ン（
段

ボ
ー
ル
原
紙
を
貼
り
合
わ
せ
、段
ボ
ー
ル

シ
ー
ト
を
製
造
す
る
機
械
）と
い
う
製

ベッ
ド
の
提
供
を
提
案
し
、実
現
に
至
っ

た
も
の
で
す
。現
在
は
鹿
児
島
県
に
も

前
向
き
に
検
討
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
先
に
述
べ
た
業
界
の
特
性
は
、地
場

企
業
だ
か
ら
こ
そ
生
き
る
も
の
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。我
が
社
の
お
取
引
先

様
も
地
場
食
品
会
社
、農
業
協
同
組

合
な
ど
、地
場
企
業
が
大
多
数
で
す
。

今
後
も
九
州
・
山
口
に
お
け
る「
独
立

ふ
　
き
不
羈（
他
か
ら
の
束
縛
や
制
約
を
受
け

る
こ
と
な
く
、自
ら
の
考
え
で
物
事
を

行
う
こ
と
）」の
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、社
会
を
暖
か
く
包
み
込
む
企
業

で
あ
り
続
け
る
よ
う
精
進
い
た
し
ま

す
。

し
た
。2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）10

月
に
は
、南
九
州
向
け
の
拠
点
と
し
て

熊
本
工
場
を
稼
働
し
、さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
し
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
業
界
に
は
３
つ
の
特
性
が

あ
り
ま
す
。第
１
に
、海
外
か
ら
の
輸

入
品
が
入
っ
て
来
な
い
点
で
す
。段

ボ
ー
ル
の
価
格
は
ほ
ぼ
一
定
で
、運
送

コ
ス
ト
の
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
輸
入

品
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、ま
た
物
流
包

装
資
材
の
た
め
、お
客
様
の
出
荷
計
画

に
合
わ
せ
た
細
か
い
デ
リ
バ
リ
ー
が
重

要
な
要
素
と
な
る
か
ら
で
す
。

　
第
２
に
、技
術
革
新
が
比
較
的
少

な
い
点
で
す
。強
化・軽
量
化・耐
水
化

等
の
様
々
な
改
善
努
力
は
行
っ
て
き
た

も
の
の
、素
材
が
紙
で
あ
り
革
新
的
な

変
化
の
余
地
が
少
な
く
、ま
た
、そ
れ

に
よ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
構
造
が
短
期
間

に
大
幅
に
変
化
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、医
薬
品
や

Ｉ
Ｔ
関
係
の
よ
う
に
多
額
の
研
究
開

発
費
を
常
に
投
入
し
て
技
術
革
新
を

追
及
す
る
必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▲前列左から４番目より平田常務、児島社長、谷頭取、川波本店営業部長（福岡銀行）、宮崎常務

　苦難の時代を乗り越え、不断の努力で顧客との信頼関係を構築された結果、
今日では九州を代表する段ボールメーカーとしてご活躍されています。
　物流に必要な段ボールを、ベッドやトイレとして災害時に供給する取り組み
を主導し、地域貢献と業界全体の発展に向けて真摯に活動を行われる姿勢に
敬服致しました。
　地域密着型の段ボールメーカーとして、九州の物流を縁の下で支え、段ボール
を通し、社会を暖かく包み込んでいかれることを期待致します。

乳
等
の
紙
パ
ッ
ク
は
、リ
サ
イ
ク
ル
し
て

も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
原
料
と
な

る
だ
け
で
す
。一
方
、段
ボ
ー
ル
は
ボ
ロ

ボ
ロ
で
も
回
収
す
れ
ば
、10
回
転
近
く

は
再
生
可
能
で
あ
り
、リ
サ
イ
ク
ル
率

は
約
95
％
を
誇
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
よ
う
に
行
政
の
補
助
が
な
く
て
も
、

古
紙
回
収
会
社
、問
屋
、製
紙
会
社
、

段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト・
箱
メ
ー
カ
ー
の
各

社
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。段
ボ
ー
ル
産
業

は
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ

れ
た
環
境
型
産
業
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、私
が
理
事
長
を
務
め
る

「
南
日
本
段
ボ
ー
ル
工
業
組
合
」（
九

州・山
口
を
エ
リ
ア
と
す
る
組
合
）が
昨

年
12
月
、災
害
時
に
避
難
所
に
段
ボ
ー

ル
製
の
ベ
ッ
ド
や
ト
イ
レ
等
を
供
給
す

る
防
災
協
定
を
佐
賀
県
と
締
結
し
た

よ
う
に
、段
ボ
ー
ル
は
災
害
時
に
も
大
い

に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。こ
れ

は
新
潟
県
中
越
地
震
で
、ゴ
ロ
寝
状
態

の
人
が
発
症
す
る「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

症
候
群
」が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、そ
の
防
止
策
と
し
て
段
ボ
ー
ル

環
境
保
護
に
貢
献
し
、

災
害
時
に
も
役
立
つ
段
ボ
ー
ル
の
魅
力

努
力
こ
そ
が
強
み

▲児島社長

▲簡易トイレ（左）と簡易ベッド（右）▲佐賀県副知事と児島社長

災害時に活用できる仮設ベッド・トイレ
2013年12月、南日本段ボール工業組合と
佐賀県が防災協定を締結。

▲段ボールのリサイクルマーク

10FFG MONTHLY SURVEY Vol.68



福岡銀行
谷　正明取締役頭取

◎インタビューを終えて

児島段ボール 株式会社

来
、段
ボ
ー
ル
の
包
装
力
で
物
を
包
む

と
同
時
に
、社
会
を
優
し
く
包
み
込
む

存
在
で
あ
り
た
い
と
尽
力
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
当
初
は
事
業
が
思
う
よ
う
に
は
い
か

ず
、祖
父
も
父
も
相
当
苦
労
し
た
よ
う

で
す
。一
時
は
会
社
存
続
の
危
機
も
経

験
し
ま
し
た
が
、70
年
代
前
半
の
オ
イ

ル
シ
ョッ
ク
を
き
っ
か
け
に
持
ち
直
し
ま

し
た
。当
時
は
石
油
不
足
と
と
も
に
紙

が
流
通
し
な
く
な
り
、我
々
の
業
界
で

も
段
ボ
ー
ル
を
大
切
な
お
取
引
先
様
に

き
ち
ん
と
供
給
出
来
る
か
否
か
が
商

売
の
カ
ギ
で
し
た
。お
取
引
先
様
に
は

農
業
関
係
者
も
多
く
、段
ボ
ー
ル
が
な

い
と
農
作
物
が
出
荷
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
う
状
況
の
中
、全
社
一
丸
と
な

り
、あ
ら
ゆ
る
策
を
講
じ
な
ん
と
か
供

給
す
る
事
が
出
来
た
我
が
社
は
、お
取

引
先
様
の
信
頼
を
獲
得
し
、以
後
の
発

展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
会
社
設
立
か
ら
し
ば
ら
く
は
古
賀

市
に
あ
る
福
岡
工
場
で
段
ボ
ー
ル
を

生
産
し
て
き
ま
し
た
が
、81
年（
昭
和

56
年
）の
佐
賀
工
場
新
設
に
よ
り
生
産

能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
こ
と
は
、

大
き
く
成
長
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

　
我
が
社
を
創
業
し
た
児
島
家
は
岡

山
県
の
児
島
湾
近
辺
に
あ
り
、言
い
伝

え
に
よ
る
と
当
時
仕
え
て
い
た
黒
田
家

（
後
の
福
岡
藩
主
）に
帯
同
し
て
現
在
の

福
岡
県
に
や
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

1
6
4
8
年（
慶
安
元
年
）に「
こ
う
ぐ
や

香
具
屋
」

と
い
う
問
屋
と
し
て
中
洲
中
島
町
に

店
を
構
え
、ベ
ン
ガ
ラ（
赤
色
顔
料
の

一
つ
）、お
香
の
道
具
か
ら
紙
な
ど
を

手
広
く
取
り
扱
い
、江
戸
時
代
か
ら
戦

前
ま
で
お
お
だ
な

大
店（
規
模
の
大
き
な
商
店
）

と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
戦
後
、「
紙
を
商
売
と
し
て
い
る
な

ら
、段
ボ
ー
ル
箱
を
作
って
売
る
事
業
を

し
て
み
て
は
」と
勧
め
ら
れ
、博
多
商
人

と
し
て
3
0
0
余
年
培
っ
て
き
た
信
頼

を
ベ
ー
ス
に
、祖
父
の
代
の
1
9
5
9
年

（
昭
和
34
年
）に
児
島
段
ボ
ー
ル
株
式
会

社
を
設
立
、段
ボ
ー
ル
の
製
造
を
開
始

し
ま
し
た
。こ
の
頃
は
、物
流
の
手
段
が

汽
車
や
船
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
へ
、梱
包
が
木

箱
か
ら
段
ボ
ー
ル
へ
と
変
わ
り
、段
ボ
ー

ル
の
需
要
が
高
ま
っ
た
時
代
で
し
た
。以

造
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。九
州
に

は
29
台
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ
シ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
う
ち
３
台
を
我
が
社
が
保

有
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ

シ
ン
を
基
軸
と
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
で
、大
量
か
つ
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
の
製
造

を
実
現
し
て
い
ま
す
。受
注
か
ら
生
産

計
画・設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル・物
流
計
画

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
把
握

す
る
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム（
C
O
A
※
）

を
構
築
し
、お
客
様
の
ご
要
望
に
迅
速

か
つ
的
確
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　
業
界
の
特
性
と
段
ボ
ー
ル
の
特
長

を
活
か
し
、顧
客
第
一・
品
質
本
位
を

守
り
、地
域
に
密
着
し
て
き
た
こ
と

で
、こ
れ
ま
で
生
き
抜
い
て
く
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

※CO
A:Case O

n-D
em
and Application

（
当
社
独
自
の
管
理
シ
ス
テ
ム
）

　
同
業
他
社
と
比
べ
て
特
別
に
優
位
な

点
は
あ
り
ま
せ
ん
。段
ボ
ー
ル
業
界
は
、

い
か
に
お
客
様
の
細
か
い
要
望
に
迅
速・

確
実
に
応
え
、地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力

を
続
け
て
い
け
る
か
が
大
切
な
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、我
が
社
の
行
動
目
標
は

お
客
様
の
抱
え
る
問
題
や
提
案
に
対

し
て「
常
に
挑
戦
し
、知
恵
を
使
い
、弛

ま
ぬ
努
力
を
行
う
こ
と
」で
す
。営
業

の
社
員
に
は「
誠
心
誠
意
を
持
っ
て
物

事
を
見
つ
め
、挑
戦
す
る
気
持
ち
と
努

力
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
」と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。多
少
古
い
考
え

方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、そ
う
す
る
こ

と
で
必
ず
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
は

向
上
し
、そ
れ
が
仕
事
の
好
循
環
と
人

間
的
成
長
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。私
自
身
、「
た
と
え
誰
が
見
て
い

な
く
て
も
、努
力
は
天
と
地
と
自
分
が

知
っ
て
い
る
」と
い
つ
も
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
業
界
で
、是
非
と
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、「
段
ボ
ー
ル
は
エ
コ
に
お
け

る
優
等
生
」と
い
う
こ
と
で
す
。例
え

ば
、1
0
0
％
パ
ル
プ
で
作
ら
れ
る
牛

お
客
様
へ
常
に
安
定
し
た
品
質
と
供

給
体
制
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
や
省
資
源
・
環
境
対
応
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
必
要
以
上
の

改
善
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
３
に
、ブ
ラ
ン
ド
力
が
効
か
な
い

点
で
す
。業
界
に
は
大
手
段
ボ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
が
存
在
し
ま
す
が
、お
客
様

か
ら
の
要
望
は「
ト
ッ
プ
企
業
の
段

ボ
ー
ル
で
な
い
と
ダ
メ
だ
」と
い
う
声

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、お

客
様
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
段
ボ
ー
ル

箱
の
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、納
期
・
品

質
・コ
ス
ト
の
３
要
素
か
ら
成
り
立
つ

安
定
し
た
供
給
力
で
あ
り
、競
争
条

件
は
ど
の
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
も
同
じ
な
の
で
す
。

　
ま
た
、あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
の
梱
包
資
材

と
し
て
、段
ボ
ー
ル
に
は
、高
い
耐
久

性
や
環
境
に
対
す
る
優
し
さ
等
、５
つ

の
素
晴
ら
し
い
特
長
が
あ
り
ま
す

（「
表
」参
照
）。

　
我
が
社
は
福
岡
、佐
賀
、熊
本
の
３
工

場
を
持
ち
、各
工
場
に
は
製
造
の
心
臓

部
に
あ
た
る
コ
ル
ゲ
ー
ト
マ
シ
ン（
段

ボ
ー
ル
原
紙
を
貼
り
合
わ
せ
、段
ボ
ー
ル

シ
ー
ト
を
製
造
す
る
機
械
）と
い
う
製

ベッ
ド
の
提
供
を
提
案
し
、実
現
に
至
っ

た
も
の
で
す
。現
在
は
鹿
児
島
県
に
も

前
向
き
に
検
討
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
先
に
述
べ
た
業
界
の
特
性
は
、地
場

企
業
だ
か
ら
こ
そ
生
き
る
も
の
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。我
が
社
の
お
取
引
先

様
も
地
場
食
品
会
社
、農
業
協
同
組

合
な
ど
、地
場
企
業
が
大
多
数
で
す
。

今
後
も
九
州
・
山
口
に
お
け
る「
独
立

ふ
　
き
不
羈（
他
か
ら
の
束
縛
や
制
約
を
受
け

る
こ
と
な
く
、自
ら
の
考
え
で
物
事
を

行
う
こ
と
）」の
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、社
会
を
暖
か
く
包
み
込
む
企
業

で
あ
り
続
け
る
よ
う
精
進
い
た
し
ま

す
。

し
た
。2
0
1
3
年（
平
成
25
年
）10

月
に
は
、南
九
州
向
け
の
拠
点
と
し
て

熊
本
工
場
を
稼
働
し
、さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
し
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
業
界
に
は
３
つ
の
特
性
が

あ
り
ま
す
。第
１
に
、海
外
か
ら
の
輸

入
品
が
入
っ
て
来
な
い
点
で
す
。段

ボ
ー
ル
の
価
格
は
ほ
ぼ
一
定
で
、運
送

コ
ス
ト
の
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
輸
入

品
で
は
採
算
が
合
わ
ず
、ま
た
物
流
包

装
資
材
の
た
め
、お
客
様
の
出
荷
計
画

に
合
わ
せ
た
細
か
い
デ
リ
バ
リ
ー
が
重

要
な
要
素
と
な
る
か
ら
で
す
。

　
第
２
に
、技
術
革
新
が
比
較
的
少

な
い
点
で
す
。強
化・軽
量
化・耐
水
化

等
の
様
々
な
改
善
努
力
は
行
っ
て
き
た

も
の
の
、素
材
が
紙
で
あ
り
革
新
的
な

変
化
の
余
地
が
少
な
く
、ま
た
、そ
れ

に
よ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
構
造
が
短
期
間

に
大
幅
に
変
化
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、医
薬
品
や

Ｉ
Ｔ
関
係
の
よ
う
に
多
額
の
研
究
開

発
費
を
常
に
投
入
し
て
技
術
革
新
を

追
及
す
る
必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▲前列左から４番目より平田常務、児島社長、谷頭取、川波本店営業部長（福岡銀行）、宮崎常務

　苦難の時代を乗り越え、不断の努力で顧客との信頼関係を構築された結果、
今日では九州を代表する段ボールメーカーとしてご活躍されています。
　物流に必要な段ボールを、ベッドやトイレとして災害時に供給する取り組み
を主導し、地域貢献と業界全体の発展に向けて真摯に活動を行われる姿勢に
敬服致しました。
　地域密着型の段ボールメーカーとして、九州の物流を縁の下で支え、段ボール
を通し、社会を暖かく包み込んでいかれることを期待致します。

乳
等
の
紙
パ
ッ
ク
は
、リ
サ
イ
ク
ル
し
て

も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
原
料
と
な

る
だ
け
で
す
。一
方
、段
ボ
ー
ル
は
ボ
ロ

ボ
ロ
で
も
回
収
す
れ
ば
、10
回
転
近
く

は
再
生
可
能
で
あ
り
、リ
サ
イ
ク
ル
率

は
約
95
％
を
誇
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
よ
う
に
行
政
の
補
助
が
な
く
て
も
、

古
紙
回
収
会
社
、問
屋
、製
紙
会
社
、

段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト・
箱
メ
ー
カ
ー
の
各

社
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。段
ボ
ー
ル
産
業

は
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ

れ
た
環
境
型
産
業
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、私
が
理
事
長
を
務
め
る

「
南
日
本
段
ボ
ー
ル
工
業
組
合
」（
九

州・山
口
を
エ
リ
ア
と
す
る
組
合
）が
昨

年
12
月
、災
害
時
に
避
難
所
に
段
ボ
ー

ル
製
の
ベ
ッ
ド
や
ト
イ
レ
等
を
供
給
す

る
防
災
協
定
を
佐
賀
県
と
締
結
し
た

よ
う
に
、段
ボ
ー
ル
は
災
害
時
に
も
大
い

に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。こ
れ

は
新
潟
県
中
越
地
震
で
、ゴ
ロ
寝
状
態

の
人
が
発
症
す
る「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

症
候
群
」が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、そ
の
防
止
策
と
し
て
段
ボ
ー
ル

環
境
保
護
に
貢
献
し
、

災
害
時
に
も
役
立
つ
段
ボ
ー
ル
の
魅
力

努
力
こ
そ
が
強
み

▲児島社長

▲簡易トイレ（左）と簡易ベッド（右）▲佐賀県副知事と児島社長

災害時に活用できる仮設ベッド・トイレ
2013年12月、南日本段ボール工業組合と
佐賀県が防災協定を締結。
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稚
園
、中
学
校
、高
等
学
校
、短
期
大

学
、大
学
を
開
校・開
学
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
当
時
は
、女
子
教
育
が
ま
だ

一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

創
立
の
翌
年
、女
子
教
育
奨
励
の

お
ぼ
し
め

思
召
し
を
も
っ
て
し
ょ
う
け
ん
こ
う
た
い
ご
う

昭
憲
皇
太
后（
明
治

天
皇
の
皇
后
）か
ら
、学
習
院
、お
茶
の

水
女
子
大
学
と
並
ん
で
み
う
た
御
歌（
※
）を

賜
り
ま
し
た
。九
州
に
お
け
る
女
子
教

育
の
先
駆
者
と
な
る
本
学
園
の
存
在

意
義
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
名
誉
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
本
学
園
の
大
き
な

誇
り
で
す
。

（
※
）皇
后
、皇
太
后
等
の
詠
ま
れ
た
和
歌
。

　「尚
絅
」と
い
う
校
名
は
難
解
で
す

が
、ど
の
様
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
尚
絅
」の
名
は
、有
名
な
中
国
の

古
典「
ち
ゅ
う
よ
う

中
庸
」に
あ
る「
に
し
き錦
を
き衣
て
け
い絅

を
く
わ尚
ふ
」と
い
う
句
に
由
来
し
て
い
ま

す
。こ
の
句
は
、華
や
か
な
絹
の
衣
装

（
錦
）を
着
て
も
麻
や
木
綿
の
薄
衣

（
絅
）を
重
ね
、直
接
表
に
出
さ
な
い
謙

虚
で
奥
ゆ
か
し
い
心
構
え
を
持
っ
た
女

し
ょ
う
け
い

尚 

絅
学
園
は
昨
年
、創
立

1
2
5
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。長
年
に
わ
た
り
女
子
教
育
に

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
に

は
感
嘆
致
し
ま
す
。

本
学
園
は
、1
8
8
8
年（
明

治
    21
年
）に
当
時
の
せ
い
せ
い
こ
う

済
々
黌
校

長
で
あ
っ
た 

さ
っ
さ 

と
も
ふ
さ

佐
々
友
房
氏
を
は
じ
め
と

す
る
同
志
に
よ
り
創
立
さ
れ
た「
済
々

黌
附
属
女
学
校
」を
源
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
３
年
後
の
91
年（
明
治
24

年
）に
は
、済
々
黌
か
ら
の
独
立
を
き
っ

か
け
に「
尚
絅
女
学
校
」へ
と
改
称
し

ま
し
た
。そ
の
後
、時
代
を
追
っ
て
幼

　大
学
・
短
大
の「
食
」や「
子
育
て
」

の
分
野
で
も
地
域
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　「
食
」分
野
で
は
、大
学
の「
生
活
科

学
部
」と
短
大
の「
食
物
栄
養
学
科
」

で
、そ
れ
ぞ
れ
管
理
栄
養
士
と
栄
養
士

の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た「
子
育

て
」分
野
で
は
、短
大
の「
幼
児
教
育
学

科
」に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。栄
養
士
の
資
格
が
取
れ
る
県

下
唯
一
の
短
大
か
つ
、保
育
者
を
育
成

で
き
る
市
内
唯
一
の
短
大
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
学
生
が
栄
養
士
や
保
育
者
と
し

て
巣
立
っ
て
お
り
、熊
本
の「
食
」や「
子

育
て
」の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
自

覚
を
持
って
、教
育
に
当
た
って
い
ま
す
。

　世
の
中
を
見
渡
す
と
少
子
化
の
流

れ
の
中
で
男
女
共
学
へ
と
移
行
す
る

例
も
散
見
さ
れ
ま
す
が
、女
子
校
で

あ
る
こ
と
の
良
さ
と
は
ど
の
よ
う
な

点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、異
性
の
目
を
意
識
せ
ず
に
学

業
に
集
中
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

性
の
徳
を
う
た
っ
た
も
の
で
、済
々
黌

附
属
女
学
校
創
立
の
趣
旨
に
あ
る「
日

本
古
来
の
徳
義
を
重
ん
じ
、智
徳
を
兼

ね
備
え
た
女
性
を
育
て
る
」と
い
う
言

葉
を
集
約
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　教
育
に
お
い
て
、具
体
的
に
ど
の
様

な
点
を
重
視
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
し
つ
け躾
、礼
儀
作
法
、伝
統
文
化
の
教
育

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。た
と

え
ば
、中
学
校
で
は
授
業
に
そ
う
ど
う

装
道（
き

も
の
装
い
）、茶
道
、華
道
を
取
り
入
れ

て
お
り
、高
校
で
も
礼
法
、茶
道
を
授

業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、短
大

で
も
礼
法
マ
ナ
ー
が
、大
学
で
は
日
舞
、

茶
道
、華
道
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。高
校
生
は
マ
ナ
ー
検
定

に
全
員
が
合
格
し
て
お
り
、2
0
1
2

年
度（
平
成
24
年
度
）は
初
級
2
3
4

名
、中
級
1
9
2
名
、上
級
49
名
と
い

う
実
績
で
し
た
。ま
た
、和
装
礼
法
部

は
13
年
度（
平
成
25
年
度
）に『
全
日
本

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大
会
』の

「
学
校
の
部
」で
優
勝
し
、個
人
の「
振

袖
の
部
」で
も
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

年
5
月
、大
学
も
参
加
し
た「
尚
絅
子

育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
」へ
と
発
展
的
に

改
組
し
ま
し
た
。更
に
今
年
4
月
に
は

「
尚
絅
食
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
す
。

　最
後
に
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
本
学
園
で
は
、13
年（
平
成
25
年
）か

ら
22
年（
平
成
34
年
）ま
で
の「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
中
長
期
行
動
計
画
」を
設
定

し
て
い
ま
す
。「
智
と
徳
を
兼
ね
備
え
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
心
豊
か
な

近
代
女
性
の
育
成
を
目
指
す
学
園
」

「
尚
絅
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
学
生・生

徒・卒
業
生
が
真
に
思
う
学
園
」「
地
域

勝
と
いっ
た
形
で
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
校
・
大
学
の
連
携
も
推
進

中
で
、大
学
教
員
が
高
校
で
授
業
を
行

う
高
大
連
携
授
業
や
高
校
生
に
よ
る

大
学
講
義
の
見
学
な
ど
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、先
に
述
べ
た

和
装
礼
法
部
の
よ
う
に
、中
・
高
校
で

良
い
成
績
を
収
め
た
部
活
動
等
を
、大

学・短
大
で
も
継
続
で
き
る
体
制
の
整

備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
更
に
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

て
、14
年
度（
平
成
26
年
度
）に
は
大

学
・
短
大
の
学
部
学
科
の
改
組
・
再
編

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。大
学
で
は
文

化
言
語
学
部
を
改
組
し
、グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
欠
か
せ
な
い
語
学
、情
報
、社

会
理
解
、マ
ナ
ー
を
専
門
的
に
学
ぶ

「
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」

を
新
設
し
ま
す
。短
大
で
は
総
合
生
活

学
科
の
６
フ
ィ
ー
ル
ド
を「
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
」「
生
活
デ
ザ
イ
ン
」「
福
祉
ウ
ェ

ル
ネ
ス
」の
３
つ
に
集
約
し
、学
修
内

容
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、教
育
研
究
の
質
向
上
と
地

域
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に

短
大
の
子
育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
を
昨

　
特
に
、尚
絅
ア
リ
ー
ナ
は
約
2
，

0
0
0
人
を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
を

擁
し
、武
道
場
や
観
覧
席
も
備
え
た
、

中
高
生
が
主
と
し
て
使
用
す
る
施
設

と
し
て
は
九
州
で
も
指
折
り
の
施
設

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

 

新
大
学
図
書
館
や
尚
絅
ア
リ
ー
ナ

は
、社
会
に
開
か
れ
た
学
園
と
し
て
地

域
の
方
々
に
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
ほ
か
に
、取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
改
革
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
女
子
総
合
学
園
の
利
点
を
追
及
す

る
た
め
、中
学・高
校・大
学
の
連
携
強

化
に
よ
る
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。11
年
度（
平
成
23
年
度
）

か
ら
中
高
一
貫
教
育
体
制
を
ス
タ
ー

ト
し
、礼
儀
作
法
や
伝
統
文
化
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、国
際
社
会
で
通
用
す
る

高
い
英
語
力・英
会
話
力
の
習
得
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
は
、熊

本
県
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
で
の
優

す
。ま
た
、学
生
・
生
徒
会
、ク
ラ
ブ
活

動
等
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
も
必

ず
女
性
が
就
く
こ
と
に
な
り
、自
然
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
材
が

育
っ
て
い
く
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
再
認
識
さ
れ
、近
年
は
欧
米

で
も
男
女
別
学
が
見
直
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　本
日
お
伺
い
し
て
い
る
く
ほ
ん
じ

九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、様
々
な
新
施
設
が

建
ち
学
習
環
境
が
充
実
し
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

　
10
年（
平
成
22
年
）か
ら
将
来
を
見

据
え
て
の
革
新
の
第
一
歩
と
位
置
付

け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た「
九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
事
業
」が
昨
年
３

月
に
完
了
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
で

は
、大
学
図
書
館
を
含
む
８
階
建
て
の

「
中
高
校
２
号
館
」、４
階
建
て
の
学

園
共
用
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
尚
絅
学

舎
」、「
大
学
６
号
館
」、そ
し
て
２
階

建
て
の
多
目
的
施
設「
尚
絅
ア
リ
ー

ナ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

で
存
在
感
の
あ
る
学
園
」の
３
つ
の
目

指
す
学
園
像
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

学
園
を
取
り
巻
く
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー（
関
係
者
）が
求
め
る
将
来
像
を

前
提
に
、学
園
が「
将
来
、か
く
あ
り
た

い
」と
い
う
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、尚
絅
ら
し
さ
の
追
求
、教
育
内
容

の
改
革
、学
習
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
生
・

生
徒
の
確
保
、学
生・生
徒
支
援
改
革

等
、様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。熊
本
県
下
唯
一
の
女
子

総
合
学
園
と
し
て
個
性
的
か
つ
魅
力

的
な
女
子
教
育
の
評
価
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、本
学
園
の
持

つ
特
徴・強
み
を
更
に
強
化
し
つ
つ
、改

革
を
加
速
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。

▲尚絅アリーナ前（左から池満理事長、林頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

学校法人 尚絅学園

智
と
徳
を
兼
備
え
自
立
心
豊
か
な

近
代
女
性
の
育
成
を
目
指
す

熊
本
県
下
唯
一
の
女
子
総
合
学
園
。

池満理事長 林頭取

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

新
屋
敷
支
店

学
校
法
人 

し
ょ
う
け
い

尚
絅
学
園

理
事
長池

満

　ふ
か
し淵

氏

しょうけい
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稚
園
、中
学
校
、高
等
学
校
、短
期
大

学
、大
学
を
開
校・開
学
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
当
時
は
、女
子
教
育
が
ま
だ

一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

創
立
の
翌
年
、女
子
教
育
奨
励
の

お
ぼ
し
め

思
召
し
を
も
っ
て
し
ょ
う
け
ん
こ
う
た
い
ご
う

昭
憲
皇
太
后（
明
治

天
皇
の
皇
后
）か
ら
、学
習
院
、お
茶
の

水
女
子
大
学
と
並
ん
で
み
う
た
御
歌（
※
）を

賜
り
ま
し
た
。九
州
に
お
け
る
女
子
教

育
の
先
駆
者
と
な
る
本
学
園
の
存
在

意
義
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
名
誉
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
本
学
園
の
大
き
な

誇
り
で
す
。

（
※
）皇
后
、皇
太
后
等
の
詠
ま
れ
た
和
歌
。

　「尚
絅
」と
い
う
校
名
は
難
解
で
す

が
、ど
の
様
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
尚
絅
」の
名
は
、有
名
な
中
国
の

古
典「
ち
ゅ
う
よ
う

中
庸
」に
あ
る「
に
し
き錦
を
き衣
て
け
い絅

を
く
わ尚
ふ
」と
い
う
句
に
由
来
し
て
い
ま

す
。こ
の
句
は
、華
や
か
な
絹
の
衣
装

（
錦
）を
着
て
も
麻
や
木
綿
の
薄
衣

（
絅
）を
重
ね
、直
接
表
に
出
さ
な
い
謙

虚
で
奥
ゆ
か
し
い
心
構
え
を
持
っ
た
女

し
ょ
う
け
い

尚 

絅
学
園
は
昨
年
、創
立

1
2
5
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。長
年
に
わ
た
り
女
子
教
育
に

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
に

は
感
嘆
致
し
ま
す
。

本
学
園
は
、1
8
8
8
年（
明

治
    21
年
）に
当
時
の
せ
い
せ
い
こ
う

済
々
黌
校

長
で
あ
っ
た 

さ
っ
さ 

と
も
ふ
さ

佐
々
友
房
氏
を
は
じ
め
と

す
る
同
志
に
よ
り
創
立
さ
れ
た「
済
々

黌
附
属
女
学
校
」を
源
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
３
年
後
の
91
年（
明
治
24

年
）に
は
、済
々
黌
か
ら
の
独
立
を
き
っ

か
け
に「
尚
絅
女
学
校
」へ
と
改
称
し

ま
し
た
。そ
の
後
、時
代
を
追
っ
て
幼

　大
学
・
短
大
の「
食
」や「
子
育
て
」

の
分
野
で
も
地
域
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　「
食
」分
野
で
は
、大
学
の「
生
活
科

学
部
」と
短
大
の「
食
物
栄
養
学
科
」

で
、そ
れ
ぞ
れ
管
理
栄
養
士
と
栄
養
士

の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た「
子
育

て
」分
野
で
は
、短
大
の「
幼
児
教
育
学

科
」に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。栄
養
士
の
資
格
が
取
れ
る
県

下
唯
一
の
短
大
か
つ
、保
育
者
を
育
成

で
き
る
市
内
唯
一
の
短
大
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
学
生
が
栄
養
士
や
保
育
者
と
し

て
巣
立
っ
て
お
り
、熊
本
の「
食
」や「
子

育
て
」の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
自

覚
を
持
って
、教
育
に
当
た
って
い
ま
す
。

　世
の
中
を
見
渡
す
と
少
子
化
の
流

れ
の
中
で
男
女
共
学
へ
と
移
行
す
る

例
も
散
見
さ
れ
ま
す
が
、女
子
校
で

あ
る
こ
と
の
良
さ
と
は
ど
の
よ
う
な

点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、異
性
の
目
を
意
識
せ
ず
に
学

業
に
集
中
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

性
の
徳
を
う
た
っ
た
も
の
で
、済
々
黌

附
属
女
学
校
創
立
の
趣
旨
に
あ
る「
日

本
古
来
の
徳
義
を
重
ん
じ
、智
徳
を
兼

ね
備
え
た
女
性
を
育
て
る
」と
い
う
言

葉
を
集
約
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　教
育
に
お
い
て
、具
体
的
に
ど
の
様

な
点
を
重
視
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
し
つ
け躾
、礼
儀
作
法
、伝
統
文
化
の
教
育

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。た
と

え
ば
、中
学
校
で
は
授
業
に
そ
う
ど
う

装
道（
き

も
の
装
い
）、茶
道
、華
道
を
取
り
入
れ

て
お
り
、高
校
で
も
礼
法
、茶
道
を
授

業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、短
大

で
も
礼
法
マ
ナ
ー
が
、大
学
で
は
日
舞
、

茶
道
、華
道
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。高
校
生
は
マ
ナ
ー
検
定

に
全
員
が
合
格
し
て
お
り
、2
0
1
2

年
度（
平
成
24
年
度
）は
初
級
2
3
4

名
、中
級
1
9
2
名
、上
級
49
名
と
い

う
実
績
で
し
た
。ま
た
、和
装
礼
法
部

は
13
年
度（
平
成
25
年
度
）に『
全
日
本

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大
会
』の

「
学
校
の
部
」で
優
勝
し
、個
人
の「
振

袖
の
部
」で
も
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

年
5
月
、大
学
も
参
加
し
た「
尚
絅
子

育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
」へ
と
発
展
的
に

改
組
し
ま
し
た
。更
に
今
年
4
月
に
は

「
尚
絅
食
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
す
。

　最
後
に
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
本
学
園
で
は
、13
年（
平
成
25
年
）か

ら
22
年（
平
成
34
年
）ま
で
の「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
中
長
期
行
動
計
画
」を
設
定

し
て
い
ま
す
。「
智
と
徳
を
兼
ね
備
え
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
心
豊
か
な

近
代
女
性
の
育
成
を
目
指
す
学
園
」

「
尚
絅
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
学
生・生

徒・卒
業
生
が
真
に
思
う
学
園
」「
地
域

勝
と
いっ
た
形
で
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
校
・
大
学
の
連
携
も
推
進

中
で
、大
学
教
員
が
高
校
で
授
業
を
行

う
高
大
連
携
授
業
や
高
校
生
に
よ
る

大
学
講
義
の
見
学
な
ど
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、先
に
述
べ
た

和
装
礼
法
部
の
よ
う
に
、中
・
高
校
で

良
い
成
績
を
収
め
た
部
活
動
等
を
、大

学・短
大
で
も
継
続
で
き
る
体
制
の
整

備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
更
に
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

て
、14
年
度（
平
成
26
年
度
）に
は
大

学
・
短
大
の
学
部
学
科
の
改
組
・
再
編

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。大
学
で
は
文

化
言
語
学
部
を
改
組
し
、グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
欠
か
せ
な
い
語
学
、情
報
、社

会
理
解
、マ
ナ
ー
を
専
門
的
に
学
ぶ

「
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」

を
新
設
し
ま
す
。短
大
で
は
総
合
生
活

学
科
の
６
フ
ィ
ー
ル
ド
を「
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
」「
生
活
デ
ザ
イ
ン
」「
福
祉
ウ
ェ

ル
ネ
ス
」の
３
つ
に
集
約
し
、学
修
内

容
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、教
育
研
究
の
質
向
上
と
地

域
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に

短
大
の
子
育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
を
昨

　
特
に
、尚
絅
ア
リ
ー
ナ
は
約
2
，

0
0
0
人
を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
を

擁
し
、武
道
場
や
観
覧
席
も
備
え
た
、

中
高
生
が
主
と
し
て
使
用
す
る
施
設

と
し
て
は
九
州
で
も
指
折
り
の
施
設

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

 

新
大
学
図
書
館
や
尚
絅
ア
リ
ー
ナ

は
、社
会
に
開
か
れ
た
学
園
と
し
て
地

域
の
方
々
に
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
ほ
か
に
、取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
改
革
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
女
子
総
合
学
園
の
利
点
を
追
及
す

る
た
め
、中
学・高
校・大
学
の
連
携
強

化
に
よ
る
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。11
年
度（
平
成
23
年
度
）

か
ら
中
高
一
貫
教
育
体
制
を
ス
タ
ー

ト
し
、礼
儀
作
法
や
伝
統
文
化
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、国
際
社
会
で
通
用
す
る

高
い
英
語
力・英
会
話
力
の
習
得
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
は
、熊

本
県
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
で
の
優

す
。ま
た
、学
生
・
生
徒
会
、ク
ラ
ブ
活

動
等
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
も
必

ず
女
性
が
就
く
こ
と
に
な
り
、自
然
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
材
が

育
っ
て
い
く
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
再
認
識
さ
れ
、近
年
は
欧
米

で
も
男
女
別
学
が
見
直
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　本
日
お
伺
い
し
て
い
る
く
ほ
ん
じ

九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、様
々
な
新
施
設
が

建
ち
学
習
環
境
が
充
実
し
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

　
10
年（
平
成
22
年
）か
ら
将
来
を
見

据
え
て
の
革
新
の
第
一
歩
と
位
置
付

け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た「
九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
事
業
」が
昨
年
３

月
に
完
了
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
で

は
、大
学
図
書
館
を
含
む
８
階
建
て
の

「
中
高
校
２
号
館
」、４
階
建
て
の
学

園
共
用
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
尚
絅
学

舎
」、「
大
学
６
号
館
」、そ
し
て
２
階

建
て
の
多
目
的
施
設「
尚
絅
ア
リ
ー

ナ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

で
存
在
感
の
あ
る
学
園
」の
３
つ
の
目

指
す
学
園
像
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

学
園
を
取
り
巻
く
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー（
関
係
者
）が
求
め
る
将
来
像
を

前
提
に
、学
園
が「
将
来
、か
く
あ
り
た

い
」と
い
う
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、尚
絅
ら
し
さ
の
追
求
、教
育
内
容

の
改
革
、学
習
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
生
・

生
徒
の
確
保
、学
生・生
徒
支
援
改
革

等
、様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。熊
本
県
下
唯
一
の
女
子

総
合
学
園
と
し
て
個
性
的
か
つ
魅
力

的
な
女
子
教
育
の
評
価
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、本
学
園
の
持

つ
特
徴・強
み
を
更
に
強
化
し
つ
つ
、改

革
を
加
速
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。

▲尚絅アリーナ前（左から池満理事長、林頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

学校法人 尚絅学園

智
と
徳
を
兼
備
え
自
立
心
豊
か
な

近
代
女
性
の
育
成
を
目
指
す

熊
本
県
下
唯
一
の
女
子
総
合
学
園
。

池満理事長 林頭取

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

新
屋
敷
支
店

学
校
法
人 

し
ょ
う
け
い

尚
絅
学
園

理
事
長池

満

　ふ
か
し淵

氏

しょうけい
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稚
園
、中
学
校
、高
等
学
校
、短
期
大

学
、大
学
を
開
校・開
学
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
当
時
は
、女
子
教
育
が
ま
だ

一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

創
立
の
翌
年
、女
子
教
育
奨
励
の

お
ぼ
し
め

思
召
し
を
も
っ
て
し
ょ
う
け
ん
こ
う
た
い
ご
う

昭
憲
皇
太
后（
明
治

天
皇
の
皇
后
）か
ら
、学
習
院
、お
茶
の

水
女
子
大
学
と
並
ん
で
み
う
た
御
歌（
※
）を

賜
り
ま
し
た
。九
州
に
お
け
る
女
子
教

育
の
先
駆
者
と
な
る
本
学
園
の
存
在

意
義
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
名
誉
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
本
学
園
の
大
き
な

誇
り
で
す
。

（
※
）皇
后
、皇
太
后
等
の
詠
ま
れ
た
和
歌
。

　「尚
絅
」と
い
う
校
名
は
難
解
で
す

が
、ど
の
様
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
尚
絅
」の
名
は
、有
名
な
中
国
の

古
典「
ち
ゅ
う
よ
う

中
庸
」に
あ
る「
に
し
き錦
を
き衣
て
け
い絅

を
く
わ尚
ふ
」と
い
う
句
に
由
来
し
て
い
ま

す
。こ
の
句
は
、華
や
か
な
絹
の
衣
装

（
錦
）を
着
て
も
麻
や
木
綿
の
薄
衣

（
絅
）を
重
ね
、直
接
表
に
出
さ
な
い
謙

虚
で
奥
ゆ
か
し
い
心
構
え
を
持
っ
た
女

し
ょ
う
け
い

尚 

絅
学
園
は
昨
年
、創
立

1
2
5
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。長
年
に
わ
た
り
女
子
教
育
に

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
に

は
感
嘆
致
し
ま
す
。

本
学
園
は
、1
8
8
8
年（
明

治
    21
年
）に
当
時
の
せ
い
せ
い
こ
う

済
々
黌
校

長
で
あ
っ
た 

さ
っ
さ 

と
も
ふ
さ

佐
々
友
房
氏
を
は
じ
め
と

す
る
同
志
に
よ
り
創
立
さ
れ
た「
済
々

黌
附
属
女
学
校
」を
源
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
３
年
後
の
91
年（
明
治
24

年
）に
は
、済
々
黌
か
ら
の
独
立
を
き
っ

か
け
に「
尚
絅
女
学
校
」へ
と
改
称
し

ま
し
た
。そ
の
後
、時
代
を
追
っ
て
幼

　大
学
・
短
大
の「
食
」や「
子
育
て
」

の
分
野
で
も
地
域
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　「
食
」分
野
で
は
、大
学
の「
生
活
科

学
部
」と
短
大
の「
食
物
栄
養
学
科
」

で
、そ
れ
ぞ
れ
管
理
栄
養
士
と
栄
養
士

の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た「
子
育

て
」分
野
で
は
、短
大
の「
幼
児
教
育
学

科
」に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。栄
養
士
の
資
格
が
取
れ
る
県

下
唯
一
の
短
大
か
つ
、保
育
者
を
育
成

で
き
る
市
内
唯
一
の
短
大
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
学
生
が
栄
養
士
や
保
育
者
と
し

て
巣
立
っ
て
お
り
、熊
本
の「
食
」や「
子

育
て
」の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
自

覚
を
持
って
、教
育
に
当
た
って
い
ま
す
。

　世
の
中
を
見
渡
す
と
少
子
化
の
流

れ
の
中
で
男
女
共
学
へ
と
移
行
す
る

例
も
散
見
さ
れ
ま
す
が
、女
子
校
で

あ
る
こ
と
の
良
さ
と
は
ど
の
よ
う
な

点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、異
性
の
目
を
意
識
せ
ず
に
学

業
に
集
中
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

性
の
徳
を
う
た
っ
た
も
の
で
、済
々
黌

附
属
女
学
校
創
立
の
趣
旨
に
あ
る「
日

本
古
来
の
徳
義
を
重
ん
じ
、智
徳
を
兼

ね
備
え
た
女
性
を
育
て
る
」と
い
う
言

葉
を
集
約
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　教
育
に
お
い
て
、具
体
的
に
ど
の
様

な
点
を
重
視
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
し
つ
け躾
、礼
儀
作
法
、伝
統
文
化
の
教
育

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。た
と

え
ば
、中
学
校
で
は
授
業
に
そ
う
ど
う

装
道（
き

も
の
装
い
）、茶
道
、華
道
を
取
り
入
れ

て
お
り
、高
校
で
も
礼
法
、茶
道
を
授

業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、短
大

で
も
礼
法
マ
ナ
ー
が
、大
学
で
は
日
舞
、

茶
道
、華
道
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。高
校
生
は
マ
ナ
ー
検
定

に
全
員
が
合
格
し
て
お
り
、2
0
1
2

年
度（
平
成
24
年
度
）は
初
級
2
3
4

名
、中
級
1
9
2
名
、上
級
49
名
と
い

う
実
績
で
し
た
。ま
た
、和
装
礼
法
部

は
13
年
度（
平
成
25
年
度
）に『
全
日
本

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大
会
』の

「
学
校
の
部
」で
優
勝
し
、個
人
の「
振

袖
の
部
」で
も
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

年
5
月
、大
学
も
参
加
し
た「
尚
絅
子

育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
」へ
と
発
展
的
に

改
組
し
ま
し
た
。更
に
今
年
4
月
に
は

「
尚
絅
食
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
す
。

　最
後
に
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
本
学
園
で
は
、13
年（
平
成
25
年
）か

ら
22
年（
平
成
34
年
）ま
で
の「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
中
長
期
行
動
計
画
」を
設
定

し
て
い
ま
す
。「
智
と
徳
を
兼
ね
備
え
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
心
豊
か
な

近
代
女
性
の
育
成
を
目
指
す
学
園
」

「
尚
絅
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
学
生・生

徒・卒
業
生
が
真
に
思
う
学
園
」「
地
域

勝
と
いっ
た
形
で
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
校
・
大
学
の
連
携
も
推
進

中
で
、大
学
教
員
が
高
校
で
授
業
を
行

う
高
大
連
携
授
業
や
高
校
生
に
よ
る

大
学
講
義
の
見
学
な
ど
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、先
に
述
べ
た

和
装
礼
法
部
の
よ
う
に
、中
・
高
校
で

良
い
成
績
を
収
め
た
部
活
動
等
を
、大

学・短
大
で
も
継
続
で
き
る
体
制
の
整

備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
更
に
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

て
、14
年
度（
平
成
26
年
度
）に
は
大

学
・
短
大
の
学
部
学
科
の
改
組
・
再
編

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。大
学
で
は
文

化
言
語
学
部
を
改
組
し
、グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
欠
か
せ
な
い
語
学
、情
報
、社

会
理
解
、マ
ナ
ー
を
専
門
的
に
学
ぶ

「
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」

を
新
設
し
ま
す
。短
大
で
は
総
合
生
活

学
科
の
６
フ
ィ
ー
ル
ド
を「
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
」「
生
活
デ
ザ
イ
ン
」「
福
祉
ウ
ェ

ル
ネ
ス
」の
３
つ
に
集
約
し
、学
修
内

容
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、教
育
研
究
の
質
向
上
と
地

域
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に

短
大
の
子
育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
を
昨

　
特
に
、尚
絅
ア
リ
ー
ナ
は
約
2
，

0
0
0
人
を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
を

擁
し
、武
道
場
や
観
覧
席
も
備
え
た
、

中
高
生
が
主
と
し
て
使
用
す
る
施
設

と
し
て
は
九
州
で
も
指
折
り
の
施
設

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

 

新
大
学
図
書
館
や
尚
絅
ア
リ
ー
ナ

は
、社
会
に
開
か
れ
た
学
園
と
し
て
地

域
の
方
々
に
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
ほ
か
に
、取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
改
革
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
女
子
総
合
学
園
の
利
点
を
追
及
す

る
た
め
、中
学・高
校・大
学
の
連
携
強

化
に
よ
る
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。11
年
度（
平
成
23
年
度
）

か
ら
中
高
一
貫
教
育
体
制
を
ス
タ
ー

ト
し
、礼
儀
作
法
や
伝
統
文
化
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、国
際
社
会
で
通
用
す
る

高
い
英
語
力・英
会
話
力
の
習
得
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
は
、熊

本
県
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
で
の
優

す
。ま
た
、学
生
・
生
徒
会
、ク
ラ
ブ
活

動
等
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
も
必

ず
女
性
が
就
く
こ
と
に
な
り
、自
然
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
材
が

育
っ
て
い
く
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
再
認
識
さ
れ
、近
年
は
欧
米

で
も
男
女
別
学
が
見
直
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　本
日
お
伺
い
し
て
い
る
く
ほ
ん
じ

九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、様
々
な
新
施
設
が

建
ち
学
習
環
境
が
充
実
し
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

　
10
年（
平
成
22
年
）か
ら
将
来
を
見

据
え
て
の
革
新
の
第
一
歩
と
位
置
付

け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た「
九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
事
業
」が
昨
年
３

月
に
完
了
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
で

は
、大
学
図
書
館
を
含
む
８
階
建
て
の

「
中
高
校
２
号
館
」、４
階
建
て
の
学

園
共
用
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
尚
絅
学

舎
」、「
大
学
６
号
館
」、そ
し
て
２
階

建
て
の
多
目
的
施
設「
尚
絅
ア
リ
ー

ナ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

で
存
在
感
の
あ
る
学
園
」の
３
つ
の
目

指
す
学
園
像
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

学
園
を
取
り
巻
く
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー（
関
係
者
）が
求
め
る
将
来
像
を

前
提
に
、学
園
が「
将
来
、か
く
あ
り
た

い
」と
い
う
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、尚
絅
ら
し
さ
の
追
求
、教
育
内
容

の
改
革
、学
習
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
生
・

生
徒
の
確
保
、学
生・生
徒
支
援
改
革

等
、様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。熊
本
県
下
唯
一
の
女
子

総
合
学
園
と
し
て
個
性
的
か
つ
魅
力

的
な
女
子
教
育
の
評
価
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、本
学
園
の
持

つ
特
徴・強
み
を
更
に
強
化
し
つ
つ
、改

革
を
加
速
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。

学校法人 尚絅学園

▲尚絅大学生活科学部栄養科学科の実習風景

▲尚絅高等学校の礼法の授業

▲尚絅大学短期大学部幼児教育学科の実習風景

▲尚絅中学校の英語の授業 ▲尚絅中高校2号館

▲尚絅大学九品寺1号館
くほんじ

▲楡木キャンパス
にれのき
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稚
園
、中
学
校
、高
等
学
校
、短
期
大

学
、大
学
を
開
校・開
学
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
当
時
は
、女
子
教
育
が
ま
だ

一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

創
立
の
翌
年
、女
子
教
育
奨
励
の

お
ぼ
し
め

思
召
し
を
も
っ
て
し
ょ
う
け
ん
こ
う
た
い
ご
う

昭
憲
皇
太
后（
明
治

天
皇
の
皇
后
）か
ら
、学
習
院
、お
茶
の

水
女
子
大
学
と
並
ん
で
み
う
た
御
歌（
※
）を

賜
り
ま
し
た
。九
州
に
お
け
る
女
子
教

育
の
先
駆
者
と
な
る
本
学
園
の
存
在

意
義
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
名
誉
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
本
学
園
の
大
き
な

誇
り
で
す
。

（
※
）皇
后
、皇
太
后
等
の
詠
ま
れ
た
和
歌
。

　「尚
絅
」と
い
う
校
名
は
難
解
で
す

が
、ど
の
様
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
尚
絅
」の
名
は
、有
名
な
中
国
の

古
典「
ち
ゅ
う
よ
う

中
庸
」に
あ
る「
に
し
き錦
を
き衣
て
け
い絅

を
く
わ尚
ふ
」と
い
う
句
に
由
来
し
て
い
ま

す
。こ
の
句
は
、華
や
か
な
絹
の
衣
装

（
錦
）を
着
て
も
麻
や
木
綿
の
薄
衣

（
絅
）を
重
ね
、直
接
表
に
出
さ
な
い
謙

虚
で
奥
ゆ
か
し
い
心
構
え
を
持
っ
た
女

し
ょ
う
け
い

尚 
絅
学
園
は
昨
年
、創
立

1
2
5
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。長
年
に
わ
た
り
女
子
教
育
に

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
に

は
感
嘆
致
し
ま
す
。

本
学
園
は
、1
8
8
8
年（
明

治
    21
年
）に
当
時
の
せ
い
せ
い
こ
う

済
々
黌
校

長
で
あ
っ
た 

さ
っ
さ 

と
も
ふ
さ

佐
々
友
房
氏
を
は
じ
め
と

す
る
同
志
に
よ
り
創
立
さ
れ
た「
済
々

黌
附
属
女
学
校
」を
源
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
３
年
後
の
91
年（
明
治
24

年
）に
は
、済
々
黌
か
ら
の
独
立
を
き
っ

か
け
に「
尚
絅
女
学
校
」へ
と
改
称
し

ま
し
た
。そ
の
後
、時
代
を
追
っ
て
幼

　大
学
・
短
大
の「
食
」や「
子
育
て
」

の
分
野
で
も
地
域
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　「
食
」分
野
で
は
、大
学
の「
生
活
科

学
部
」と
短
大
の「
食
物
栄
養
学
科
」

で
、そ
れ
ぞ
れ
管
理
栄
養
士
と
栄
養
士

の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た「
子
育

て
」分
野
で
は
、短
大
の「
幼
児
教
育
学

科
」に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。栄
養
士
の
資
格
が
取
れ
る
県

下
唯
一
の
短
大
か
つ
、保
育
者
を
育
成

で
き
る
市
内
唯
一
の
短
大
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
学
生
が
栄
養
士
や
保
育
者
と
し

て
巣
立
っ
て
お
り
、熊
本
の「
食
」や「
子

育
て
」の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
自

覚
を
持
って
、教
育
に
当
た
って
い
ま
す
。

　世
の
中
を
見
渡
す
と
少
子
化
の
流

れ
の
中
で
男
女
共
学
へ
と
移
行
す
る

例
も
散
見
さ
れ
ま
す
が
、女
子
校
で

あ
る
こ
と
の
良
さ
と
は
ど
の
よ
う
な

点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、異
性
の
目
を
意
識
せ
ず
に
学

業
に
集
中
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

性
の
徳
を
う
た
っ
た
も
の
で
、済
々
黌

附
属
女
学
校
創
立
の
趣
旨
に
あ
る「
日

本
古
来
の
徳
義
を
重
ん
じ
、智
徳
を
兼

ね
備
え
た
女
性
を
育
て
る
」と
い
う
言

葉
を
集
約
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　教
育
に
お
い
て
、具
体
的
に
ど
の
様

な
点
を
重
視
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
し
つ
け躾
、礼
儀
作
法
、伝
統
文
化
の
教
育

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。た
と

え
ば
、中
学
校
で
は
授
業
に
そ
う
ど
う

装
道（
き

も
の
装
い
）、茶
道
、華
道
を
取
り
入
れ

て
お
り
、高
校
で
も
礼
法
、茶
道
を
授

業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、短
大

で
も
礼
法
マ
ナ
ー
が
、大
学
で
は
日
舞
、

茶
道
、華
道
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。高
校
生
は
マ
ナ
ー
検
定

に
全
員
が
合
格
し
て
お
り
、2
0
1
2

年
度（
平
成
24
年
度
）は
初
級
2
3
4

名
、中
級
1
9
2
名
、上
級
49
名
と
い

う
実
績
で
し
た
。ま
た
、和
装
礼
法
部

は
13
年
度（
平
成
25
年
度
）に『
全
日
本

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大
会
』の

「
学
校
の
部
」で
優
勝
し
、個
人
の「
振

袖
の
部
」で
も
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

年
5
月
、大
学
も
参
加
し
た「
尚
絅
子

育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
」へ
と
発
展
的
に

改
組
し
ま
し
た
。更
に
今
年
4
月
に
は

「
尚
絅
食
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
す
。

　最
後
に
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
本
学
園
で
は
、13
年（
平
成
25
年
）か

ら
22
年（
平
成
34
年
）ま
で
の「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
中
長
期
行
動
計
画
」を
設
定

し
て
い
ま
す
。「
智
と
徳
を
兼
ね
備
え
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
心
豊
か
な

近
代
女
性
の
育
成
を
目
指
す
学
園
」

「
尚
絅
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
学
生・生

徒・卒
業
生
が
真
に
思
う
学
園
」「
地
域

勝
と
いっ
た
形
で
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
校
・
大
学
の
連
携
も
推
進

中
で
、大
学
教
員
が
高
校
で
授
業
を
行

う
高
大
連
携
授
業
や
高
校
生
に
よ
る

大
学
講
義
の
見
学
な
ど
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、先
に
述
べ
た

和
装
礼
法
部
の
よ
う
に
、中
・
高
校
で

良
い
成
績
を
収
め
た
部
活
動
等
を
、大

学・短
大
で
も
継
続
で
き
る
体
制
の
整

備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
更
に
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

て
、14
年
度（
平
成
26
年
度
）に
は
大

学
・
短
大
の
学
部
学
科
の
改
組
・
再
編

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。大
学
で
は
文

化
言
語
学
部
を
改
組
し
、グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
欠
か
せ
な
い
語
学
、情
報
、社

会
理
解
、マ
ナ
ー
を
専
門
的
に
学
ぶ

「
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」

を
新
設
し
ま
す
。短
大
で
は
総
合
生
活

学
科
の
６
フ
ィ
ー
ル
ド
を「
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
」「
生
活
デ
ザ
イ
ン
」「
福
祉
ウ
ェ

ル
ネ
ス
」の
３
つ
に
集
約
し
、学
修
内

容
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、教
育
研
究
の
質
向
上
と
地

域
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に

短
大
の
子
育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
を
昨

　
特
に
、尚
絅
ア
リ
ー
ナ
は
約
2
，

0
0
0
人
を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
を

擁
し
、武
道
場
や
観
覧
席
も
備
え
た
、

中
高
生
が
主
と
し
て
使
用
す
る
施
設

と
し
て
は
九
州
で
も
指
折
り
の
施
設

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
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に
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
ほ
か
に
、取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
改
革
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
女
子
総
合
学
園
の
利
点
を
追
及
す

る
た
め
、中
学・高
校・大
学
の
連
携
強

化
に
よ
る
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
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年
度（
平
成
23
年
度
）

か
ら
中
高
一
貫
教
育
体
制
を
ス
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ー
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し
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作
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や
伝
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文
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は
も
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ろ
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で
す
が
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際
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プ
を
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な
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ン
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な
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欧
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そ
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で
す
。
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寺
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ス
に
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、様
々
な
新
施
設
が

建
ち
学
習
環
境
が
充
実
し
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

　
10
年（
平
成
22
年
）か
ら
将
来
を
見

据
え
て
の
革
新
の
第
一
歩
と
位
置
付

け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た「
九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
事
業
」が
昨
年
３

月
に
完
了
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
で

は
、大
学
図
書
館
を
含
む
８
階
建
て
の

「
中
高
校
２
号
館
」、４
階
建
て
の
学

園
共
用
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
尚
絅
学

舎
」、「
大
学
６
号
館
」、そ
し
て
２
階

建
て
の
多
目
的
施
設「
尚
絅
ア
リ
ー

ナ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

で
存
在
感
の
あ
る
学
園
」の
３
つ
の
目

指
す
学
園
像
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

学
園
を
取
り
巻
く
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー（
関
係
者
）が
求
め
る
将
来
像
を

前
提
に
、学
園
が「
将
来
、か
く
あ
り
た

い
」と
い
う
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、尚
絅
ら
し
さ
の
追
求
、教
育
内
容

の
改
革
、学
習
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
生
・

生
徒
の
確
保
、学
生・生
徒
支
援
改
革

等
、様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。熊
本
県
下
唯
一
の
女
子

総
合
学
園
と
し
て
個
性
的
か
つ
魅
力

的
な
女
子
教
育
の
評
価
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、本
学
園
の
持

つ
特
徴・強
み
を
更
に
強
化
し
つ
つ
、改

革
を
加
速
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。

学校法人 尚絅学園

▲尚絅大学生活科学部栄養科学科の実習風景

▲尚絅高等学校の礼法の授業

▲尚絅大学短期大学部幼児教育学科の実習風景

▲尚絅中学校の英語の授業 ▲尚絅中高校2号館

▲尚絅大学九品寺1号館
くほんじ

▲楡木キャンパス
にれのき
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稚
園
、中
学
校
、高
等
学
校
、短
期
大

学
、大
学
を
開
校・開
学
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
当
時
は
、女
子
教
育
が
ま
だ

一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

創
立
の
翌
年
、女
子
教
育
奨
励
の

お
ぼ
し
め

思
召
し
を
も
っ
て
し
ょ
う
け
ん
こ
う
た
い
ご
う

昭
憲
皇
太
后（
明
治

天
皇
の
皇
后
）か
ら
、学
習
院
、お
茶
の

水
女
子
大
学
と
並
ん
で
み
う
た
御
歌（
※
）を

賜
り
ま
し
た
。九
州
に
お
け
る
女
子
教

育
の
先
駆
者
と
な
る
本
学
園
の
存
在

意
義
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
名
誉
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
本
学
園
の
大
き
な

誇
り
で
す
。

（
※
）皇
后
、皇
太
后
等
の
詠
ま
れ
た
和
歌
。

　「尚
絅
」と
い
う
校
名
は
難
解
で
す

が
、ど
の
様
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
尚
絅
」の
名
は
、有
名
な
中
国
の

古
典「
ち
ゅ
う
よ
う

中
庸
」に
あ
る「
に
し
き錦
を
き衣
て
け
い絅

を
く
わ尚
ふ
」と
い
う
句
に
由
来
し
て
い
ま

す
。こ
の
句
は
、華
や
か
な
絹
の
衣
装

（
錦
）を
着
て
も
麻
や
木
綿
の
薄
衣

（
絅
）を
重
ね
、直
接
表
に
出
さ
な
い
謙

虚
で
奥
ゆ
か
し
い
心
構
え
を
持
っ
た
女

し
ょ
う
け
い

尚 

絅
学
園
は
昨
年
、創
立

1
2
5
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。長
年
に
わ
た
り
女
子
教
育
に

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
に

は
感
嘆
致
し
ま
す
。

本
学
園
は
、1
8
8
8
年（
明

治
    21
年
）に
当
時
の
せ
い
せ
い
こ
う

済
々
黌
校

長
で
あ
っ
た 

さ
っ
さ 

と
も
ふ
さ

佐
々
友
房
氏
を
は
じ
め
と

す
る
同
志
に
よ
り
創
立
さ
れ
た「
済
々

黌
附
属
女
学
校
」を
源
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
３
年
後
の
91
年（
明
治
24

年
）に
は
、済
々
黌
か
ら
の
独
立
を
き
っ

か
け
に「
尚
絅
女
学
校
」へ
と
改
称
し

ま
し
た
。そ
の
後
、時
代
を
追
っ
て
幼

　大
学
・
短
大
の「
食
」や「
子
育
て
」

の
分
野
で
も
地
域
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　「
食
」分
野
で
は
、大
学
の「
生
活
科

学
部
」と
短
大
の「
食
物
栄
養
学
科
」

で
、そ
れ
ぞ
れ
管
理
栄
養
士
と
栄
養
士

の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た「
子
育

て
」分
野
で
は
、短
大
の「
幼
児
教
育
学

科
」に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。栄
養
士
の
資
格
が
取
れ
る
県

下
唯
一
の
短
大
か
つ
、保
育
者
を
育
成

で
き
る
市
内
唯
一
の
短
大
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
学
生
が
栄
養
士
や
保
育
者
と
し

て
巣
立
っ
て
お
り
、熊
本
の「
食
」や「
子

育
て
」の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
自

覚
を
持
って
、教
育
に
当
た
って
い
ま
す
。

　世
の
中
を
見
渡
す
と
少
子
化
の
流

れ
の
中
で
男
女
共
学
へ
と
移
行
す
る

例
も
散
見
さ
れ
ま
す
が
、女
子
校
で

あ
る
こ
と
の
良
さ
と
は
ど
の
よ
う
な

点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、異
性
の
目
を
意
識
せ
ず
に
学

業
に
集
中
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

性
の
徳
を
う
た
っ
た
も
の
で
、済
々
黌

附
属
女
学
校
創
立
の
趣
旨
に
あ
る「
日

本
古
来
の
徳
義
を
重
ん
じ
、智
徳
を
兼

ね
備
え
た
女
性
を
育
て
る
」と
い
う
言

葉
を
集
約
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　教
育
に
お
い
て
、具
体
的
に
ど
の
様

な
点
を
重
視
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
し
つ
け躾
、礼
儀
作
法
、伝
統
文
化
の
教
育

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。た
と

え
ば
、中
学
校
で
は
授
業
に
そ
う
ど
う

装
道（
き

も
の
装
い
）、茶
道
、華
道
を
取
り
入
れ

て
お
り
、高
校
で
も
礼
法
、茶
道
を
授

業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、短
大

で
も
礼
法
マ
ナ
ー
が
、大
学
で
は
日
舞
、

茶
道
、華
道
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。高
校
生
は
マ
ナ
ー
検
定

に
全
員
が
合
格
し
て
お
り
、2
0
1
2

年
度（
平
成
24
年
度
）は
初
級
2
3
4

名
、中
級
1
9
2
名
、上
級
49
名
と
い

う
実
績
で
し
た
。ま
た
、和
装
礼
法
部

は
13
年
度（
平
成
25
年
度
）に『
全
日
本

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大
会
』の

「
学
校
の
部
」で
優
勝
し
、個
人
の「
振

袖
の
部
」で
も
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

年
5
月
、大
学
も
参
加
し
た「
尚
絅
子

育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
」へ
と
発
展
的
に

改
組
し
ま
し
た
。更
に
今
年
4
月
に
は

「
尚
絅
食
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
す
。

　最
後
に
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
本
学
園
で
は
、13
年（
平
成
25
年
）か

ら
22
年（
平
成
34
年
）ま
で
の「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
中
長
期
行
動
計
画
」を
設
定

し
て
い
ま
す
。「
智
と
徳
を
兼
ね
備
え
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
心
豊
か
な

近
代
女
性
の
育
成
を
目
指
す
学
園
」

「
尚
絅
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
学
生・生

徒・卒
業
生
が
真
に
思
う
学
園
」「
地
域

勝
と
いっ
た
形
で
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
校
・
大
学
の
連
携
も
推
進

中
で
、大
学
教
員
が
高
校
で
授
業
を
行

う
高
大
連
携
授
業
や
高
校
生
に
よ
る

大
学
講
義
の
見
学
な
ど
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、先
に
述
べ
た

和
装
礼
法
部
の
よ
う
に
、中
・
高
校
で

良
い
成
績
を
収
め
た
部
活
動
等
を
、大

学・短
大
で
も
継
続
で
き
る
体
制
の
整

備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
更
に
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

て
、14
年
度（
平
成
26
年
度
）に
は
大

学
・
短
大
の
学
部
学
科
の
改
組
・
再
編

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。大
学
で
は
文

化
言
語
学
部
を
改
組
し
、グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
欠
か
せ
な
い
語
学
、情
報
、社

会
理
解
、マ
ナ
ー
を
専
門
的
に
学
ぶ

「
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」

を
新
設
し
ま
す
。短
大
で
は
総
合
生
活

学
科
の
６
フ
ィ
ー
ル
ド
を「
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
」「
生
活
デ
ザ
イ
ン
」「
福
祉
ウ
ェ

ル
ネ
ス
」の
３
つ
に
集
約
し
、学
修
内

容
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、教
育
研
究
の
質
向
上
と
地

域
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に

短
大
の
子
育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
を
昨

　
特
に
、尚
絅
ア
リ
ー
ナ
は
約
2
，

0
0
0
人
を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
を

擁
し
、武
道
場
や
観
覧
席
も
備
え
た
、

中
高
生
が
主
と
し
て
使
用
す
る
施
設

と
し
て
は
九
州
で
も
指
折
り
の
施
設

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

 

新
大
学
図
書
館
や
尚
絅
ア
リ
ー
ナ

は
、社
会
に
開
か
れ
た
学
園
と
し
て
地

域
の
方
々
に
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
ほ
か
に
、取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
改
革
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
女
子
総
合
学
園
の
利
点
を
追
及
す

る
た
め
、中
学・高
校・大
学
の
連
携
強

化
に
よ
る
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。11
年
度（
平
成
23
年
度
）

か
ら
中
高
一
貫
教
育
体
制
を
ス
タ
ー

ト
し
、礼
儀
作
法
や
伝
統
文
化
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、国
際
社
会
で
通
用
す
る

高
い
英
語
力・英
会
話
力
の
習
得
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
は
、熊

本
県
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
で
の
優

す
。ま
た
、学
生
・
生
徒
会
、ク
ラ
ブ
活

動
等
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
も
必

ず
女
性
が
就
く
こ
と
に
な
り
、自
然
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
材
が

育
っ
て
い
く
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
再
認
識
さ
れ
、近
年
は
欧
米

で
も
男
女
別
学
が
見
直
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　本
日
お
伺
い
し
て
い
る
く
ほ
ん
じ

九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、様
々
な
新
施
設
が

建
ち
学
習
環
境
が
充
実
し
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

　
10
年（
平
成
22
年
）か
ら
将
来
を
見

据
え
て
の
革
新
の
第
一
歩
と
位
置
付

け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た「
九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
事
業
」が
昨
年
３

月
に
完
了
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
で

は
、大
学
図
書
館
を
含
む
８
階
建
て
の

「
中
高
校
２
号
館
」、４
階
建
て
の
学

園
共
用
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
尚
絅
学

舎
」、「
大
学
６
号
館
」、そ
し
て
２
階

建
て
の
多
目
的
施
設「
尚
絅
ア
リ
ー

ナ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

で
存
在
感
の
あ
る
学
園
」の
３
つ
の
目

指
す
学
園
像
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

学
園
を
取
り
巻
く
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー（
関
係
者
）が
求
め
る
将
来
像
を

前
提
に
、学
園
が「
将
来
、か
く
あ
り
た

い
」と
い
う
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、尚
絅
ら
し
さ
の
追
求
、教
育
内
容

の
改
革
、学
習
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
生
・

生
徒
の
確
保
、学
生・生
徒
支
援
改
革

等
、様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。熊
本
県
下
唯
一
の
女
子

総
合
学
園
と
し
て
個
性
的
か
つ
魅
力

的
な
女
子
教
育
の
評
価
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、本
学
園
の
持

つ
特
徴・強
み
を
更
に
強
化
し
つ
つ
、改

革
を
加
速
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。

学校法人 尚絅学園

▲左から甲斐校長（中学・高校）、大羽学長（大学・短大）、池満理事長、林頭取、高橋常務理事、藤本支店長（熊本銀行）

▲歴史を感じるコレクションの展示（中高校2号館2階）▲創立125周年記念式典▲創立125周年を機に開催した「第1回ホームカミングデイ」

▲池満理事長

▲昇町校舎の正面玄関（明治40年）

熊本銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　本日のお話から、永きにわたり熊本の女子教育を担ってこられた尚絅学園の
建学の精神が、現在に受け継がれている様子が感じられました。学生や地域社
会から必要とされ信頼される学園でありながら、時代に即した改革も実行され
ている柔軟な姿勢が、教育現場に確かな地位を保ち続けておられる源泉と考え
ます。
　不断の改革と女子総合学園としての強みを活かし、熊本の女子教育を牽引し
ていかれると確信致しております。

▲尚絅学園の歴史を説明する池満理事長（左）

▲創立者 佐々友房
さっさ   ともふさ

▲昭憲皇太后から下賜された御歌
みうたか　し
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稚
園
、中
学
校
、高
等
学
校
、短
期
大

学
、大
学
を
開
校・開
学
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
当
時
は
、女
子
教
育
が
ま
だ

一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

創
立
の
翌
年
、女
子
教
育
奨
励
の

お
ぼ
し
め

思
召
し
を
も
っ
て
し
ょ
う
け
ん
こ
う
た
い
ご
う

昭
憲
皇
太
后（
明
治

天
皇
の
皇
后
）か
ら
、学
習
院
、お
茶
の

水
女
子
大
学
と
並
ん
で
み
う
た
御
歌（
※
）を

賜
り
ま
し
た
。九
州
に
お
け
る
女
子
教

育
の
先
駆
者
と
な
る
本
学
園
の
存
在

意
義
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
名
誉
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
本
学
園
の
大
き
な

誇
り
で
す
。

（
※
）皇
后
、皇
太
后
等
の
詠
ま
れ
た
和
歌
。

　「尚
絅
」と
い
う
校
名
は
難
解
で
す

が
、ど
の
様
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
尚
絅
」の
名
は
、有
名
な
中
国
の

古
典「
ち
ゅ
う
よ
う

中
庸
」に
あ
る「
に
し
き錦
を
き衣
て
け
い絅

を
く
わ尚
ふ
」と
い
う
句
に
由
来
し
て
い
ま

す
。こ
の
句
は
、華
や
か
な
絹
の
衣
装

（
錦
）を
着
て
も
麻
や
木
綿
の
薄
衣

（
絅
）を
重
ね
、直
接
表
に
出
さ
な
い
謙

虚
で
奥
ゆ
か
し
い
心
構
え
を
持
っ
た
女

し
ょ
う
け
い

尚 

絅
学
園
は
昨
年
、創
立

1
2
5
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。長
年
に
わ
た
り
女
子
教
育
に

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
に

は
感
嘆
致
し
ま
す
。

本
学
園
は
、1
8
8
8
年（
明

治
    21
年
）に
当
時
の
せ
い
せ
い
こ
う

済
々
黌
校

長
で
あ
っ
た 

さ
っ
さ 

と
も
ふ
さ

佐
々
友
房
氏
を
は
じ
め
と

す
る
同
志
に
よ
り
創
立
さ
れ
た「
済
々

黌
附
属
女
学
校
」を
源
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
３
年
後
の
91
年（
明
治
24

年
）に
は
、済
々
黌
か
ら
の
独
立
を
き
っ

か
け
に「
尚
絅
女
学
校
」へ
と
改
称
し

ま
し
た
。そ
の
後
、時
代
を
追
っ
て
幼

　大
学
・
短
大
の「
食
」や「
子
育
て
」

の
分
野
で
も
地
域
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　「
食
」分
野
で
は
、大
学
の「
生
活
科

学
部
」と
短
大
の「
食
物
栄
養
学
科
」

で
、そ
れ
ぞ
れ
管
理
栄
養
士
と
栄
養
士

の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た「
子
育

て
」分
野
で
は
、短
大
の「
幼
児
教
育
学

科
」に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。栄
養
士
の
資
格
が
取
れ
る
県

下
唯
一
の
短
大
か
つ
、保
育
者
を
育
成

で
き
る
市
内
唯
一
の
短
大
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
学
生
が
栄
養
士
や
保
育
者
と
し

て
巣
立
っ
て
お
り
、熊
本
の「
食
」や「
子

育
て
」の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
自

覚
を
持
って
、教
育
に
当
た
って
い
ま
す
。

　世
の
中
を
見
渡
す
と
少
子
化
の
流

れ
の
中
で
男
女
共
学
へ
と
移
行
す
る

例
も
散
見
さ
れ
ま
す
が
、女
子
校
で

あ
る
こ
と
の
良
さ
と
は
ど
の
よ
う
な

点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、異
性
の
目
を
意
識
せ
ず
に
学

業
に
集
中
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

性
の
徳
を
う
た
っ
た
も
の
で
、済
々
黌

附
属
女
学
校
創
立
の
趣
旨
に
あ
る「
日

本
古
来
の
徳
義
を
重
ん
じ
、智
徳
を
兼

ね
備
え
た
女
性
を
育
て
る
」と
い
う
言

葉
を
集
約
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　教
育
に
お
い
て
、具
体
的
に
ど
の
様

な
点
を
重
視
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
し
つ
け躾
、礼
儀
作
法
、伝
統
文
化
の
教
育

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。た
と

え
ば
、中
学
校
で
は
授
業
に
そ
う
ど
う

装
道（
き

も
の
装
い
）、茶
道
、華
道
を
取
り
入
れ

て
お
り
、高
校
で
も
礼
法
、茶
道
を
授

業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、短
大

で
も
礼
法
マ
ナ
ー
が
、大
学
で
は
日
舞
、

茶
道
、華
道
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。高
校
生
は
マ
ナ
ー
検
定

に
全
員
が
合
格
し
て
お
り
、2
0
1
2

年
度（
平
成
24
年
度
）は
初
級
2
3
4

名
、中
級
1
9
2
名
、上
級
49
名
と
い

う
実
績
で
し
た
。ま
た
、和
装
礼
法
部

は
13
年
度（
平
成
25
年
度
）に『
全
日
本

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大
会
』の

「
学
校
の
部
」で
優
勝
し
、個
人
の「
振

袖
の
部
」で
も
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

年
5
月
、大
学
も
参
加
し
た「
尚
絅
子

育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
」へ
と
発
展
的
に

改
組
し
ま
し
た
。更
に
今
年
4
月
に
は

「
尚
絅
食
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
す
。

　最
後
に
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
本
学
園
で
は
、13
年（
平
成
25
年
）か

ら
22
年（
平
成
34
年
）ま
で
の「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
中
長
期
行
動
計
画
」を
設
定

し
て
い
ま
す
。「
智
と
徳
を
兼
ね
備
え
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
心
豊
か
な

近
代
女
性
の
育
成
を
目
指
す
学
園
」

「
尚
絅
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
学
生・生

徒・卒
業
生
が
真
に
思
う
学
園
」「
地
域

勝
と
いっ
た
形
で
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
校
・
大
学
の
連
携
も
推
進

中
で
、大
学
教
員
が
高
校
で
授
業
を
行

う
高
大
連
携
授
業
や
高
校
生
に
よ
る

大
学
講
義
の
見
学
な
ど
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、先
に
述
べ
た

和
装
礼
法
部
の
よ
う
に
、中
・
高
校
で

良
い
成
績
を
収
め
た
部
活
動
等
を
、大

学・短
大
で
も
継
続
で
き
る
体
制
の
整

備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
更
に
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

て
、14
年
度（
平
成
26
年
度
）に
は
大

学
・
短
大
の
学
部
学
科
の
改
組
・
再
編

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。大
学
で
は
文

化
言
語
学
部
を
改
組
し
、グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
欠
か
せ
な
い
語
学
、情
報
、社

会
理
解
、マ
ナ
ー
を
専
門
的
に
学
ぶ

「
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」

を
新
設
し
ま
す
。短
大
で
は
総
合
生
活

学
科
の
６
フ
ィ
ー
ル
ド
を「
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
」「
生
活
デ
ザ
イ
ン
」「
福
祉
ウ
ェ

ル
ネ
ス
」の
３
つ
に
集
約
し
、学
修
内

容
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、教
育
研
究
の
質
向
上
と
地

域
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に

短
大
の
子
育
て
研
究
セ
ン
タ
ー
を
昨

　
特
に
、尚
絅
ア
リ
ー
ナ
は
約
2
，

0
0
0
人
を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
を

擁
し
、武
道
場
や
観
覧
席
も
備
え
た
、

中
高
生
が
主
と
し
て
使
用
す
る
施
設

と
し
て
は
九
州
で
も
指
折
り
の
施
設

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

 

新
大
学
図
書
館
や
尚
絅
ア
リ
ー
ナ

は
、社
会
に
開
か
れ
た
学
園
と
し
て
地

域
の
方
々
に
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
ほ
か
に
、取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
改
革
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
女
子
総
合
学
園
の
利
点
を
追
及
す

る
た
め
、中
学・高
校・大
学
の
連
携
強

化
に
よ
る
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。11
年
度（
平
成
23
年
度
）

か
ら
中
高
一
貫
教
育
体
制
を
ス
タ
ー

ト
し
、礼
儀
作
法
や
伝
統
文
化
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、国
際
社
会
で
通
用
す
る

高
い
英
語
力・英
会
話
力
の
習
得
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
は
、熊

本
県
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
で
の
優

す
。ま
た
、学
生
・
生
徒
会
、ク
ラ
ブ
活

動
等
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
も
必

ず
女
性
が
就
く
こ
と
に
な
り
、自
然
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
材
が

育
っ
て
い
く
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
再
認
識
さ
れ
、近
年
は
欧
米

で
も
男
女
別
学
が
見
直
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　本
日
お
伺
い
し
て
い
る
く
ほ
ん
じ

九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、様
々
な
新
施
設
が

建
ち
学
習
環
境
が
充
実
し
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

　
10
年（
平
成
22
年
）か
ら
将
来
を
見

据
え
て
の
革
新
の
第
一
歩
と
位
置
付

け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た「
九
品
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
事
業
」が
昨
年
３

月
に
完
了
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
で

は
、大
学
図
書
館
を
含
む
８
階
建
て
の

「
中
高
校
２
号
館
」、４
階
建
て
の
学

園
共
用
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
尚
絅
学

舎
」、「
大
学
６
号
館
」、そ
し
て
２
階

建
て
の
多
目
的
施
設「
尚
絅
ア
リ
ー

ナ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

で
存
在
感
の
あ
る
学
園
」の
３
つ
の
目

指
す
学
園
像
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

学
園
を
取
り
巻
く
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー（
関
係
者
）が
求
め
る
将
来
像
を

前
提
に
、学
園
が「
将
来
、か
く
あ
り
た

い
」と
い
う
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、尚
絅
ら
し
さ
の
追
求
、教
育
内
容

の
改
革
、学
習
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
生
・

生
徒
の
確
保
、学
生・生
徒
支
援
改
革

等
、様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。熊
本
県
下
唯
一
の
女
子

総
合
学
園
と
し
て
個
性
的
か
つ
魅
力

的
な
女
子
教
育
の
評
価
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、本
学
園
の
持

つ
特
徴・強
み
を
更
に
強
化
し
つ
つ
、改

革
を
加
速
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。

学校法人 尚絅学園

▲左から甲斐校長（中学・高校）、大羽学長（大学・短大）、池満理事長、林頭取、高橋常務理事、藤本支店長（熊本銀行）

▲歴史を感じるコレクションの展示（中高校2号館2階）▲創立125周年記念式典▲創立125周年を機に開催した「第1回ホームカミングデイ」

▲池満理事長

▲昇町校舎の正面玄関（明治40年）

熊本銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　本日のお話から、永きにわたり熊本の女子教育を担ってこられた尚絅学園の
建学の精神が、現在に受け継がれている様子が感じられました。学生や地域社
会から必要とされ信頼される学園でありながら、時代に即した改革も実行され
ている柔軟な姿勢が、教育現場に確かな地位を保ち続けておられる源泉と考え
ます。
　不断の改革と女子総合学園としての強みを活かし、熊本の女子教育を牽引し
ていかれると確信致しております。

▲尚絅学園の歴史を説明する池満理事長（左）

▲創立者 佐々友房
さっさ   ともふさ

▲昭憲皇太后から下賜された御歌
みうたか　し
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拠
点
と
し
、老
人
保
健
施
設
や
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
、健
診
セ
ン
タ
ー
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
含
め
、総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
健
康
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
新
病
院
は
快
適
性
が
向
上
し
、ま

た
最
新
の
医
療
機
器
も
導
入
さ
れ
、

患
者
様
に
と
っ
て
、一
層
頼
れ
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
新
病
院
は
、よ
り
充
実
し
た
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
を
患
者
様
に
ご
提
供
で
き
る

よ
う
、ま
た
職
員
が
物
理
的
に
も
心
理

的
に
も
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
、様
々
な
面
で
大
き
な
改
良
を

行
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、多
く
の
急
性
期
患
者
に
対

応
す
る
た
め
、ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト（
準

集
中
治
療
室
）を
８
床
へ
増
床
し
、手

術
室
も
４
室
に
拡
充
し
ま
し
た
。ま

た
、外
来
ス
ペ
ー
ス
を
２
倍
に
、リ
ハ
ビ

リ
ス
ペ
ー
ス
を
３
倍
に
拡
大
し
、個
室

を
29
床（
全
2
3
4
床
）設
け
る
な

ど
、患
者
様
に
と
っ
て
ゆ
と
り
あ
る
空

間
と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　
更
に
、医
療
機
器
も
充
実
さ
せ
て
お

医療法人伴帥会 愛野記念病院

　
当
院
の
年
間
の
手
術
数
は
、2
，

0
0
0
例
以
上（
長
崎
県
内
第
２
位
）

に
の
ぼ
り
、特
に「
手
外
科
」領
域
は
、

年
間
1
，3
0
0
例
以
上（
九
州
１

位
、全
国
２
位
）を
誇
り
ま
す
。

　
手
外
科
で
は
骨
折
や
脱
臼
、腱
・
靭

帯・神
経
の
断
裂
な
ど
の
外
傷
は
も
ち

ろ
ん
、手
指
の
痺
れ
や
運
動
障
害
を
き

た
す
末
梢
神
経
障
害
、切
断
さ
れ
た

手
指
の
再
接
着
術
、移
植
に
よ
る
機
能

再
建
な
ど
に
、「
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
」と
い
う
技
術
を
駆
使
し
た
専
門

的
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
微
小
外
科
や

微
小
血
管
外
科
と
も
呼
ば
れ
、手
術
の

要
と
な
る
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
、

直
径
１
ミ
リ
以
下
の
血
管
を
約
25
ミ

ク
ロ
ン（
1
ミ
ク
ロ
ン
＝
1
0
0
0
分

の
1
ミ
リ
）の
極
細
縫
合
糸
で
縫
う
な

ど
、高
度
な
技
術
力
を
要
し
ま
す
。

　
な
お
、当
院
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た

手
の
外
科
手
術
は
約
２
万
例
で
、こ
の

う
ち
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
駆
使

し
た「
切
断
指
」に
対
す
る
再
接
着
術

は
約
8
0
0
例
を
数
え
、せ

い
ち
ゃ
く
り
つ

生
着
率（
※

４
）も
90
%
以
上
を
誇
り
ま
す
。

　
ま
た
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
今

り
、心
臓
血
管
造
影
室
を
新
設
し
、

M
R
I（
※
１
）は
既
存
の
オ
ー
プ
ン
型

M
R
I
に
加
え
、全
身
の
鮮
明
な
高
画

質
画
像
が
得
ら
れ
る
超
伝
導
型
M
R
I

を
導
入
し
て
２
基
体
制
に
し
た
ほ
か
、

少
し
で
も
患
者
様
の
負
担
を
減
ら
せ
る

よ
う
に
撮
影
時
間
が
5
秒
と
短
い
最
新

の
C
T
装
置（
※
２
）も
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
階
に
は
遊
歩
道
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
の
あ
る
広
々
と
し
た
屋
上
庭
園

を
設
置
し
、入
院
患
者
様
に
憩
い
の
空

間
と
し
て
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、７

階
に
設
け
た
多
目
的
ホ
ー
ル
は

2
0
0
名
が
収
容
で
き
、様
々
な
活
動

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）Magnetic Resonance Im

aging

の
略

強
い
磁
石
と
電
波
を
使
い
体
内
の
状
態

を
断
面
像
と
し
て
描
写
す
る
検
査

（
※
2
）Com

puted Tom
ography

の
略

エッ
ク
ス
線
を
照
射
し
、身
体
の
内
部
を

画
像
化
す
る
検
査

　
地
域
の
医
療
拠
点
と
し
て
頼
も
し

い
限
り
で
す
。貴
院
は
手
術
件
数
が

多
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、特
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
る「

て

げ

か

手
外
科（
※
３
）」

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
3
）整
形
外
科
の
中
で
も
、主
と
し
て
腕
や
手・

指
を
専
門
的
に
治
療
す
る
診
療
科
目

ま
で
一
貫
し
た
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

患
者
様
の
よ
り
効
果
的
な
回
復・治
癒

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
れ
か
ら
注
力
し
て
い

き
た
い
こ
と
、ま
た
思
い
描
い
て
い
る

将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
最
大
の
注
力
点
は
地
域
貢
献
で
す
。

私
ど
も
は
病
院
を
中
心
と
し
た
伴
帥

会
グ
ル
ー
プ
で
、地
域
全
体
に
お
け
る

医
療
と
福
祉
の
質
向
上
を
図
り
、予
防

か
ら
看
取
り
ま
で
、住
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
在
、グ
ル
ー
プ

全
体
で
5
5
0
名
の
職
員
が
働
い
て
い

ま
す
が
、さ
ら
に
こ
れ
を
拡
大
し
、同
時

に
地
場
産
業
の
育
成
の
た
め
、地
元
業

者
と
の
取
引
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
新
た
な
介
護

施
設
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、そ
れ
に

よ
り
地
域
住
民
の
雇
用
も
助
成
で
き
れ

ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
救
急
医
療
に
関
し
て
は
、救
急
車
年

間
受
入
件
数
1
，0
0
0
件
を
目
標

と
し
、地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。同
時
に
、C
S（
患
者

　
手
外
科
自
体
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

日
本
で
は
６
年
前
に「
日
本
手
の
学

会
」で
専
門
医
制
度
が
設
け
ら
れ
、私

も
第
１
回
目
の
専
門
医
認
定
を
受
け

ま
し
た
。ま
た
長
崎
に
は
、私
が
代
表

を
務
め
る
設
立
35
余
年
の「
長
崎
手
の

外
科
研
究
会
」が
あ
り
、研
究
会
や
講

演
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。手
外
科
専
門
医
が
減
少
す
る
中
、

こ
の
研
究
会
の
活
発
な
活
動
の
甲
斐
も

あ
っ
て
７
名（
内
４
名
は
手
外
科
学
会

評
議
員
）の
手
外
科
専
門
医
が
育
っ
た

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
思
って
い
ま
す
。

　
ま
た
手
術
が
成
功
し
て
も
、手
の
機

能
が
回
復
し
な
け
れ
ば
手
術
を
行
っ
た

意
味
が
な
く
、術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が
大

変
重
要
に
な
り
ま
す
。当
院
で
は
、手

の
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
で
あ
る「
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
」と
い
う
作
業
療
法
士
が

６
名
在
籍
し
て
お
り
、国
内
で
も
有
数

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
機
能
回
復
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。こ
の
連
携
を
一
段

と
発
揮
す
る
た
め
に
こ
の
度
、医
師
３

名（
内
、形
成
外
科
医
１
名
）と
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
６
名
に
よ
る「
手
外
科
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。学
術
的

研
究
を
は
じ
め
、手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

日
、微
小
手
術
用
特
殊
器
具
や
医
療
技

術
そ
の
も
の
も
か
な
り
の
進
歩
を
遂
げ

て
お
り
、血
管
の
み
な
ら
ず
神
経
や
リ

ン
パ
管
の

ふ
ん
ご
う

吻
合
、は
く
り
剥
離
術
、け
っ
か
ん
へ
い
つ
き

血
管
柄
付

複
合
組
織
移
植（
※
５
）と
い
っ
た
最
先

端
医
療
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
と
と
も
に
進
歩
し
た
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
で
も
、治
療
が
困
難
な

症
例
は
も
ち
ろ
ん
存
在
し
ま
す
。し
か

し
私
自
身
の
方
針
と
し
て
、ど
ん
な
症

例
で
あ
っ
て
も
出
来
る
限
り
手
術
に
ト

ラ
イ
し
、少
し
で
も
多
く
の
患
者
様
を

助
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）手
術
後
に
機
能
し
て
い
る
割
合

（
※
5
）血
管
や
神
経
を
繋
い
だ
状
態
で
、骨
や
皮

膚
な
ど
を
他
の
部
位
へ
移
植
す
る
こ
と

　
先
生
は
、世
界
初
の
手
術
を
成
功

さ
せ
た
と
い
う
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
も
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
の
第
一
人
者
と
し
て
多
様
な
活

動
を
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
79
年（
昭
和
54
年
）に
世
界
初
と
な
る

両
腕
切
断
の
再
接
着
手
術
に
成
功
し
た

こ
と
は
、忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
の
一
つ
で

す
。新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
々
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

▲3階屋上庭園（左から貝田理事長、小幡頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

医
療
法
人

ば
ん
す
い
か
い

伴
帥
会

愛
野
記
念
病
院

地
域
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ

愛
さ
れ
続
け
る
病
院
つ
く
り
を
目
指
す
。

愛
野
記
念
病
院
は
大
正
時
代

に
島
原
で
誕
生
し
て
以
来
、地

域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
伴
帥
会
愛
野
記
念

病
院
は
、長
崎
県
雲
仙
市
愛

野
町
で
1
9
1
9
年（
大
正
８
年
）に

開
院
し
た
貝
田
医
院
が
前
身
で
す
。

島
原
半
島
の
首
根
っ
こ
に
位
置
し
て
お

り
、約
30
万
人（
島
原
半
島
15
万
人
、

諫
早
15
万
人
）の
医
療
圏
に
お
い
て
、

地
域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）

７
月
に
完
成
し
た
新
病
院
を
新
た
な

貝田理事長 小幡頭取

貝
田 

　二
氏

取
引
店
／
親
和
銀
行 

吾
妻
支
店

理
事
長

様
の
満
足
）・
E
S（
職
員
の
満
足
）・

H
S（
病
院
の
満
足
）の
向
上
を
目
標

に
、今
後
の
医
療
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。ま
た
、先
の
東
日
本
大
震
災

で
は「
災
害
支
援
ナ
ー
ス
」と
し
て
当

院
の
看
護
師
を
現
地
へ
派
遣
す
る
な

ど
、社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
、県
内
初
の
設
立
と
な
っ
た「
手

外
科
セ
ン
タ
ー
」を
は
じ
め
、将
来
的
に

は
高
齢
者
に
多
い
変
形
性
関
節
症
や
関

節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る「
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
」「

せ
き
つ
い

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
」等
の
設

立
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
後
更

に
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、特
徴
あ
る 

“
com

pact high quality hospi-
tal”

を
目
標
に「
地
域
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
皆
様
の
健
康
を
支
え
続
け
て
い
き

ま
す
。
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拠
点
と
し
、老
人
保
健
施
設
や
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
、健
診
セ
ン
タ
ー
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
含
め
、総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
健
康
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
新
病
院
は
快
適
性
が
向
上
し
、ま

た
最
新
の
医
療
機
器
も
導
入
さ
れ
、

患
者
様
に
と
っ
て
、一
層
頼
れ
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
新
病
院
は
、よ
り
充
実
し
た
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
を
患
者
様
に
ご
提
供
で
き
る

よ
う
、ま
た
職
員
が
物
理
的
に
も
心
理

的
に
も
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
、様
々
な
面
で
大
き
な
改
良
を

行
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、多
く
の
急
性
期
患
者
に
対

応
す
る
た
め
、ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト（
準

集
中
治
療
室
）を
８
床
へ
増
床
し
、手

術
室
も
４
室
に
拡
充
し
ま
し
た
。ま

た
、外
来
ス
ペ
ー
ス
を
２
倍
に
、リ
ハ
ビ

リ
ス
ペ
ー
ス
を
３
倍
に
拡
大
し
、個
室

を
29
床（
全
2
3
4
床
）設
け
る
な

ど
、患
者
様
に
と
っ
て
ゆ
と
り
あ
る
空

間
と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　
更
に
、医
療
機
器
も
充
実
さ
せ
て
お

医療法人伴帥会 愛野記念病院

　
当
院
の
年
間
の
手
術
数
は
、2
，

0
0
0
例
以
上（
長
崎
県
内
第
２
位
）

に
の
ぼ
り
、特
に「
手
外
科
」領
域
は
、

年
間
1
，3
0
0
例
以
上（
九
州
１

位
、全
国
２
位
）を
誇
り
ま
す
。

　
手
外
科
で
は
骨
折
や
脱
臼
、腱
・
靭

帯・神
経
の
断
裂
な
ど
の
外
傷
は
も
ち

ろ
ん
、手
指
の
痺
れ
や
運
動
障
害
を
き

た
す
末
梢
神
経
障
害
、切
断
さ
れ
た

手
指
の
再
接
着
術
、移
植
に
よ
る
機
能

再
建
な
ど
に
、「
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
」と
い
う
技
術
を
駆
使
し
た
専
門

的
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
微
小
外
科
や

微
小
血
管
外
科
と
も
呼
ば
れ
、手
術
の

要
と
な
る
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
、

直
径
１
ミ
リ
以
下
の
血
管
を
約
25
ミ

ク
ロ
ン（
1
ミ
ク
ロ
ン
＝
1
0
0
0
分

の
1
ミ
リ
）の
極
細
縫
合
糸
で
縫
う
な

ど
、高
度
な
技
術
力
を
要
し
ま
す
。

　
な
お
、当
院
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た

手
の
外
科
手
術
は
約
２
万
例
で
、こ
の

う
ち
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
駆
使

し
た「
切
断
指
」に
対
す
る
再
接
着
術

は
約
8
0
0
例
を
数
え
、せ

い
ち
ゃ
く
り
つ

生
着
率（
※

４
）も
90
%
以
上
を
誇
り
ま
す
。

　
ま
た
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
今

り
、心
臓
血
管
造
影
室
を
新
設
し
、

M
R
I（
※
１
）は
既
存
の
オ
ー
プ
ン
型

M
R
I
に
加
え
、全
身
の
鮮
明
な
高
画

質
画
像
が
得
ら
れ
る
超
伝
導
型
M
R
I

を
導
入
し
て
２
基
体
制
に
し
た
ほ
か
、

少
し
で
も
患
者
様
の
負
担
を
減
ら
せ
る

よ
う
に
撮
影
時
間
が
5
秒
と
短
い
最
新

の
C
T
装
置（
※
２
）も
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
階
に
は
遊
歩
道
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
の
あ
る
広
々
と
し
た
屋
上
庭
園

を
設
置
し
、入
院
患
者
様
に
憩
い
の
空

間
と
し
て
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、７

階
に
設
け
た
多
目
的
ホ
ー
ル
は

2
0
0
名
が
収
容
で
き
、様
々
な
活
動

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）Magnetic Resonance Im

aging

の
略

強
い
磁
石
と
電
波
を
使
い
体
内
の
状
態

を
断
面
像
と
し
て
描
写
す
る
検
査

（
※
2
）Com

puted Tom
ography

の
略

エッ
ク
ス
線
を
照
射
し
、身
体
の
内
部
を

画
像
化
す
る
検
査

　
地
域
の
医
療
拠
点
と
し
て
頼
も
し

い
限
り
で
す
。貴
院
は
手
術
件
数
が

多
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、特
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
る「

て

げ

か

手
外
科（
※
３
）」

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
3
）整
形
外
科
の
中
で
も
、主
と
し
て
腕
や
手・

指
を
専
門
的
に
治
療
す
る
診
療
科
目

ま
で
一
貫
し
た
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

患
者
様
の
よ
り
効
果
的
な
回
復・治
癒

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
れ
か
ら
注
力
し
て
い

き
た
い
こ
と
、ま
た
思
い
描
い
て
い
る

将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
最
大
の
注
力
点
は
地
域
貢
献
で
す
。

私
ど
も
は
病
院
を
中
心
と
し
た
伴
帥

会
グ
ル
ー
プ
で
、地
域
全
体
に
お
け
る

医
療
と
福
祉
の
質
向
上
を
図
り
、予
防

か
ら
看
取
り
ま
で
、住
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
在
、グ
ル
ー
プ

全
体
で
5
5
0
名
の
職
員
が
働
い
て
い

ま
す
が
、さ
ら
に
こ
れ
を
拡
大
し
、同
時

に
地
場
産
業
の
育
成
の
た
め
、地
元
業

者
と
の
取
引
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
新
た
な
介
護

施
設
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、そ
れ
に

よ
り
地
域
住
民
の
雇
用
も
助
成
で
き
れ

ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
救
急
医
療
に
関
し
て
は
、救
急
車
年

間
受
入
件
数
1
，0
0
0
件
を
目
標

と
し
、地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。同
時
に
、C
S（
患
者

　
手
外
科
自
体
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

日
本
で
は
６
年
前
に「
日
本
手
の
学

会
」で
専
門
医
制
度
が
設
け
ら
れ
、私

も
第
１
回
目
の
専
門
医
認
定
を
受
け

ま
し
た
。ま
た
長
崎
に
は
、私
が
代
表

を
務
め
る
設
立
35
余
年
の「
長
崎
手
の

外
科
研
究
会
」が
あ
り
、研
究
会
や
講

演
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。手
外
科
専
門
医
が
減
少
す
る
中
、

こ
の
研
究
会
の
活
発
な
活
動
の
甲
斐
も

あ
っ
て
７
名（
内
４
名
は
手
外
科
学
会

評
議
員
）の
手
外
科
専
門
医
が
育
っ
た

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
思
って
い
ま
す
。

　
ま
た
手
術
が
成
功
し
て
も
、手
の
機

能
が
回
復
し
な
け
れ
ば
手
術
を
行
っ
た

意
味
が
な
く
、術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が
大

変
重
要
に
な
り
ま
す
。当
院
で
は
、手

の
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
で
あ
る「
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
」と
い
う
作
業
療
法
士
が

６
名
在
籍
し
て
お
り
、国
内
で
も
有
数

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
機
能
回
復
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。こ
の
連
携
を
一
段

と
発
揮
す
る
た
め
に
こ
の
度
、医
師
３

名（
内
、形
成
外
科
医
１
名
）と
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
６
名
に
よ
る「
手
外
科
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。学
術
的

研
究
を
は
じ
め
、手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

日
、微
小
手
術
用
特
殊
器
具
や
医
療
技

術
そ
の
も
の
も
か
な
り
の
進
歩
を
遂
げ

て
お
り
、血
管
の
み
な
ら
ず
神
経
や
リ

ン
パ
管
の

ふ
ん
ご
う

吻
合
、は
く
り
剥
離
術
、け
っ
か
ん
へ
い
つ
き

血
管
柄
付

複
合
組
織
移
植（
※
５
）と
い
っ
た
最
先

端
医
療
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
と
と
も
に
進
歩
し
た
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
で
も
、治
療
が
困
難
な

症
例
は
も
ち
ろ
ん
存
在
し
ま
す
。し
か

し
私
自
身
の
方
針
と
し
て
、ど
ん
な
症

例
で
あ
っ
て
も
出
来
る
限
り
手
術
に
ト

ラ
イ
し
、少
し
で
も
多
く
の
患
者
様
を

助
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）手
術
後
に
機
能
し
て
い
る
割
合

（
※
5
）血
管
や
神
経
を
繋
い
だ
状
態
で
、骨
や
皮

膚
な
ど
を
他
の
部
位
へ
移
植
す
る
こ
と

　
先
生
は
、世
界
初
の
手
術
を
成
功

さ
せ
た
と
い
う
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
も
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
の
第
一
人
者
と
し
て
多
様
な
活

動
を
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
79
年（
昭
和
54
年
）に
世
界
初
と
な
る

両
腕
切
断
の
再
接
着
手
術
に
成
功
し
た

こ
と
は
、忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
の
一
つ
で

す
。新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
々
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

▲3階屋上庭園（左から貝田理事長、小幡頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

医
療
法
人

ば
ん
す
い
か
い

伴
帥
会

愛
野
記
念
病
院

地
域
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ

愛
さ
れ
続
け
る
病
院
つ
く
り
を
目
指
す
。

愛
野
記
念
病
院
は
大
正
時
代

に
島
原
で
誕
生
し
て
以
来
、地

域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
伴
帥
会
愛
野
記
念

病
院
は
、長
崎
県
雲
仙
市
愛

野
町
で
1
9
1
9
年（
大
正
８
年
）に

開
院
し
た
貝
田
医
院
が
前
身
で
す
。

島
原
半
島
の
首
根
っ
こ
に
位
置
し
て
お

り
、約
30
万
人（
島
原
半
島
15
万
人
、

諫
早
15
万
人
）の
医
療
圏
に
お
い
て
、

地
域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）

７
月
に
完
成
し
た
新
病
院
を
新
た
な

貝田理事長 小幡頭取

貝
田 

　二
氏

取
引
店
／
親
和
銀
行 

吾
妻
支
店

理
事
長

様
の
満
足
）・
E
S（
職
員
の
満
足
）・

H
S（
病
院
の
満
足
）の
向
上
を
目
標

に
、今
後
の
医
療
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。ま
た
、先
の
東
日
本
大
震
災

で
は「
災
害
支
援
ナ
ー
ス
」と
し
て
当

院
の
看
護
師
を
現
地
へ
派
遣
す
る
な

ど
、社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
、県
内
初
の
設
立
と
な
っ
た「
手

外
科
セ
ン
タ
ー
」を
は
じ
め
、将
来
的
に

は
高
齢
者
に
多
い
変
形
性
関
節
症
や
関

節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る「
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
」「

せ
き
つ
い

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
」等
の
設

立
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
後
更

に
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、特
徴
あ
る 

“
com

pact high quality hospi-
tal”

を
目
標
に「
地
域
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
皆
様
の
健
康
を
支
え
続
け
て
い
き

ま
す
。
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拠
点
と
し
、老
人
保
健
施
設
や
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
、健
診
セ
ン
タ
ー
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
含
め
、総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
健
康
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
新
病
院
は
快
適
性
が
向
上
し
、ま

た
最
新
の
医
療
機
器
も
導
入
さ
れ
、

患
者
様
に
と
っ
て
、一
層
頼
れ
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
新
病
院
は
、よ
り
充
実
し
た
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
を
患
者
様
に
ご
提
供
で
き
る

よ
う
、ま
た
職
員
が
物
理
的
に
も
心
理

的
に
も
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
、様
々
な
面
で
大
き
な
改
良
を

行
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、多
く
の
急
性
期
患
者
に
対

応
す
る
た
め
、ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト（
準

集
中
治
療
室
）を
８
床
へ
増
床
し
、手

術
室
も
４
室
に
拡
充
し
ま
し
た
。ま

た
、外
来
ス
ペ
ー
ス
を
２
倍
に
、リ
ハ
ビ

リ
ス
ペ
ー
ス
を
３
倍
に
拡
大
し
、個
室

を
29
床（
全
2
3
4
床
）設
け
る
な

ど
、患
者
様
に
と
っ
て
ゆ
と
り
あ
る
空

間
と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　
更
に
、医
療
機
器
も
充
実
さ
せ
て
お

医療法人伴帥会 愛野記念病院

　
当
院
の
年
間
の
手
術
数
は
、2
，

0
0
0
例
以
上（
長
崎
県
内
第
２
位
）

に
の
ぼ
り
、特
に「
手
外
科
」領
域
は
、

年
間
1
，3
0
0
例
以
上（
九
州
１

位
、全
国
２
位
）を
誇
り
ま
す
。

　
手
外
科
で
は
骨
折
や
脱
臼
、腱
・
靭

帯・神
経
の
断
裂
な
ど
の
外
傷
は
も
ち

ろ
ん
、手
指
の
痺
れ
や
運
動
障
害
を
き

た
す
末
梢
神
経
障
害
、切
断
さ
れ
た

手
指
の
再
接
着
術
、移
植
に
よ
る
機
能

再
建
な
ど
に
、「
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
」と
い
う
技
術
を
駆
使
し
た
専
門

的
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
微
小
外
科
や

微
小
血
管
外
科
と
も
呼
ば
れ
、手
術
の

要
と
な
る
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
、

直
径
１
ミ
リ
以
下
の
血
管
を
約
25
ミ

ク
ロ
ン（
1
ミ
ク
ロ
ン
＝
1
0
0
0
分

の
1
ミ
リ
）の
極
細
縫
合
糸
で
縫
う
な

ど
、高
度
な
技
術
力
を
要
し
ま
す
。

　
な
お
、当
院
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た

手
の
外
科
手
術
は
約
２
万
例
で
、こ
の

う
ち
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
駆
使

し
た「
切
断
指
」に
対
す
る
再
接
着
術

は
約
8
0
0
例
を
数
え
、せ

い
ち
ゃ
く
り
つ

生
着
率（
※

４
）も
90
%
以
上
を
誇
り
ま
す
。

　
ま
た
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
今

り
、心
臓
血
管
造
影
室
を
新
設
し
、

M
R
I（
※
１
）は
既
存
の
オ
ー
プ
ン
型

M
R
I
に
加
え
、全
身
の
鮮
明
な
高
画

質
画
像
が
得
ら
れ
る
超
伝
導
型
M
R
I

を
導
入
し
て
２
基
体
制
に
し
た
ほ
か
、

少
し
で
も
患
者
様
の
負
担
を
減
ら
せ
る

よ
う
に
撮
影
時
間
が
5
秒
と
短
い
最
新

の
C
T
装
置（
※
２
）も
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
階
に
は
遊
歩
道
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
の
あ
る
広
々
と
し
た
屋
上
庭
園

を
設
置
し
、入
院
患
者
様
に
憩
い
の
空

間
と
し
て
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、７

階
に
設
け
た
多
目
的
ホ
ー
ル
は

2
0
0
名
が
収
容
で
き
、様
々
な
活
動

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）Magnetic Resonance Im

aging

の
略

強
い
磁
石
と
電
波
を
使
い
体
内
の
状
態

を
断
面
像
と
し
て
描
写
す
る
検
査

（
※
2
）Com

puted Tom
ography

の
略

エッ
ク
ス
線
を
照
射
し
、身
体
の
内
部
を

画
像
化
す
る
検
査

　
地
域
の
医
療
拠
点
と
し
て
頼
も
し

い
限
り
で
す
。貴
院
は
手
術
件
数
が

多
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、特
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
る「

て

げ

か

手
外
科（
※
３
）」

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
3
）整
形
外
科
の
中
で
も
、主
と
し
て
腕
や
手・

指
を
専
門
的
に
治
療
す
る
診
療
科
目

ま
で
一
貫
し
た
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

患
者
様
の
よ
り
効
果
的
な
回
復・治
癒

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
れ
か
ら
注
力
し
て
い

き
た
い
こ
と
、ま
た
思
い
描
い
て
い
る

将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
最
大
の
注
力
点
は
地
域
貢
献
で
す
。

私
ど
も
は
病
院
を
中
心
と
し
た
伴
帥

会
グ
ル
ー
プ
で
、地
域
全
体
に
お
け
る

医
療
と
福
祉
の
質
向
上
を
図
り
、予
防

か
ら
看
取
り
ま
で
、住
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
在
、グ
ル
ー
プ

全
体
で
5
5
0
名
の
職
員
が
働
い
て
い

ま
す
が
、さ
ら
に
こ
れ
を
拡
大
し
、同
時

に
地
場
産
業
の
育
成
の
た
め
、地
元
業

者
と
の
取
引
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
新
た
な
介
護

施
設
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、そ
れ
に

よ
り
地
域
住
民
の
雇
用
も
助
成
で
き
れ

ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
救
急
医
療
に
関
し
て
は
、救
急
車
年

間
受
入
件
数
1
，0
0
0
件
を
目
標

と
し
、地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。同
時
に
、C
S（
患
者

　
手
外
科
自
体
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

日
本
で
は
６
年
前
に「
日
本
手
の
学

会
」で
専
門
医
制
度
が
設
け
ら
れ
、私

も
第
１
回
目
の
専
門
医
認
定
を
受
け

ま
し
た
。ま
た
長
崎
に
は
、私
が
代
表

を
務
め
る
設
立
35
余
年
の「
長
崎
手
の

外
科
研
究
会
」が
あ
り
、研
究
会
や
講

演
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。手
外
科
専
門
医
が
減
少
す
る
中
、

こ
の
研
究
会
の
活
発
な
活
動
の
甲
斐
も

あ
っ
て
７
名（
内
４
名
は
手
外
科
学
会

評
議
員
）の
手
外
科
専
門
医
が
育
っ
た

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
思
って
い
ま
す
。

　
ま
た
手
術
が
成
功
し
て
も
、手
の
機

能
が
回
復
し
な
け
れ
ば
手
術
を
行
っ
た

意
味
が
な
く
、術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が
大

変
重
要
に
な
り
ま
す
。当
院
で
は
、手

の
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
で
あ
る「
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
」と
い
う
作
業
療
法
士
が

６
名
在
籍
し
て
お
り
、国
内
で
も
有
数

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
機
能
回
復
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。こ
の
連
携
を
一
段

と
発
揮
す
る
た
め
に
こ
の
度
、医
師
３

名（
内
、形
成
外
科
医
１
名
）と
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
６
名
に
よ
る「
手
外
科
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。学
術
的

研
究
を
は
じ
め
、手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

日
、微
小
手
術
用
特
殊
器
具
や
医
療
技

術
そ
の
も
の
も
か
な
り
の
進
歩
を
遂
げ

て
お
り
、血
管
の
み
な
ら
ず
神
経
や
リ

ン
パ
管
の

ふ
ん
ご
う

吻
合
、は
く
り
剥
離
術
、け
っ
か
ん
へ
い
つ
き

血
管
柄
付

複
合
組
織
移
植（
※
５
）と
い
っ
た
最
先

端
医
療
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
と
と
も
に
進
歩
し
た
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
で
も
、治
療
が
困
難
な

症
例
は
も
ち
ろ
ん
存
在
し
ま
す
。し
か

し
私
自
身
の
方
針
と
し
て
、ど
ん
な
症

例
で
あ
っ
て
も
出
来
る
限
り
手
術
に
ト

ラ
イ
し
、少
し
で
も
多
く
の
患
者
様
を

助
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）手
術
後
に
機
能
し
て
い
る
割
合

（
※
5
）血
管
や
神
経
を
繋
い
だ
状
態
で
、骨
や
皮

膚
な
ど
を
他
の
部
位
へ
移
植
す
る
こ
と

　
先
生
は
、世
界
初
の
手
術
を
成
功

さ
せ
た
と
い
う
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
も
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
の
第
一
人
者
と
し
て
多
様
な
活

動
を
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
79
年（
昭
和
54
年
）に
世
界
初
と
な
る

両
腕
切
断
の
再
接
着
手
術
に
成
功
し
た

こ
と
は
、忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
の
一
つ
で

す
。新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
々
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

▲親身な姿勢で診察（中央が古賀院長） ▲院内デイケアの様子 ▲広々としたリハビリテーション室

▲カンファレンス（ミーティング）の様子 ▲救急医療の現場を引っ張る前田副院長（中央） ▲手専門のリハビリ「ハンドセラピィ」の様子 ▲マイクロサージャリーを駆使した手外科手術の様子（執刀は貝田理事長）

愛
野
記
念
病
院
は
大
正
時
代

に
島
原
で
誕
生
し
て
以
来
、地

域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
伴
帥
会
愛
野
記
念

病
院
は
、長
崎
県
雲
仙
市
愛

野
町
で
1
9
1
9
年（
大
正
８
年
）に

開
院
し
た
貝
田
医
院
が
前
身
で
す
。

島
原
半
島
の
首
根
っ
こ
に
位
置
し
て
お

り
、約
30
万
人（
島
原
半
島
15
万
人
、

諫
早
15
万
人
）の
医
療
圏
に
お
い
て
、

地
域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）

７
月
に
完
成
し
た
新
病
院
を
新
た
な

様
の
満
足
）・
E
S（
職
員
の
満
足
）・

H
S（
病
院
の
満
足
）の
向
上
を
目
標

に
、今
後
の
医
療
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。ま
た
、先
の
東
日
本
大
震
災

で
は「
災
害
支
援
ナ
ー
ス
」と
し
て
当

院
の
看
護
師
を
現
地
へ
派
遣
す
る
な

ど
、社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
、県
内
初
の
設
立
と
な
っ
た「
手

外
科
セ
ン
タ
ー
」を
は
じ
め
、将
来
的
に

は
高
齢
者
に
多
い
変
形
性
関
節
症
や
関

節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る「
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
」「

せ
き
つ
い

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
」等
の
設

立
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
後
更

に
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、特
徴
あ
る 

“
com

pact high quality hospi-
tal”

を
目
標
に「
地
域
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
皆
様
の
健
康
を
支
え
続
け
て
い
き

ま
す
。
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拠
点
と
し
、老
人
保
健
施
設
や
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
、健
診
セ
ン
タ
ー
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
含
め
、総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
健
康
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
新
病
院
は
快
適
性
が
向
上
し
、ま

た
最
新
の
医
療
機
器
も
導
入
さ
れ
、

患
者
様
に
と
っ
て
、一
層
頼
れ
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
新
病
院
は
、よ
り
充
実
し
た
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
を
患
者
様
に
ご
提
供
で
き
る

よ
う
、ま
た
職
員
が
物
理
的
に
も
心
理

的
に
も
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
、様
々
な
面
で
大
き
な
改
良
を

行
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、多
く
の
急
性
期
患
者
に
対

応
す
る
た
め
、ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト（
準

集
中
治
療
室
）を
８
床
へ
増
床
し
、手

術
室
も
４
室
に
拡
充
し
ま
し
た
。ま

た
、外
来
ス
ペ
ー
ス
を
２
倍
に
、リ
ハ
ビ

リ
ス
ペ
ー
ス
を
３
倍
に
拡
大
し
、個
室

を
29
床（
全
2
3
4
床
）設
け
る
な

ど
、患
者
様
に
と
っ
て
ゆ
と
り
あ
る
空

間
と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　
更
に
、医
療
機
器
も
充
実
さ
せ
て
お

医療法人伴帥会 愛野記念病院

　
当
院
の
年
間
の
手
術
数
は
、2
，

0
0
0
例
以
上（
長
崎
県
内
第
２
位
）

に
の
ぼ
り
、特
に「
手
外
科
」領
域
は
、

年
間
1
，3
0
0
例
以
上（
九
州
１

位
、全
国
２
位
）を
誇
り
ま
す
。

　
手
外
科
で
は
骨
折
や
脱
臼
、腱
・
靭

帯・神
経
の
断
裂
な
ど
の
外
傷
は
も
ち

ろ
ん
、手
指
の
痺
れ
や
運
動
障
害
を
き

た
す
末
梢
神
経
障
害
、切
断
さ
れ
た

手
指
の
再
接
着
術
、移
植
に
よ
る
機
能

再
建
な
ど
に
、「
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
」と
い
う
技
術
を
駆
使
し
た
専
門

的
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
微
小
外
科
や

微
小
血
管
外
科
と
も
呼
ば
れ
、手
術
の

要
と
な
る
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
、

直
径
１
ミ
リ
以
下
の
血
管
を
約
25
ミ

ク
ロ
ン（
1
ミ
ク
ロ
ン
＝
1
0
0
0
分

の
1
ミ
リ
）の
極
細
縫
合
糸
で
縫
う
な

ど
、高
度
な
技
術
力
を
要
し
ま
す
。

　
な
お
、当
院
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た

手
の
外
科
手
術
は
約
２
万
例
で
、こ
の

う
ち
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
駆
使

し
た「
切
断
指
」に
対
す
る
再
接
着
術

は
約
8
0
0
例
を
数
え
、せ

い
ち
ゃ
く
り
つ

生
着
率（
※

４
）も
90
%
以
上
を
誇
り
ま
す
。

　
ま
た
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
今

り
、心
臓
血
管
造
影
室
を
新
設
し
、

M
R
I（
※
１
）は
既
存
の
オ
ー
プ
ン
型

M
R
I
に
加
え
、全
身
の
鮮
明
な
高
画

質
画
像
が
得
ら
れ
る
超
伝
導
型
M
R
I

を
導
入
し
て
２
基
体
制
に
し
た
ほ
か
、

少
し
で
も
患
者
様
の
負
担
を
減
ら
せ
る

よ
う
に
撮
影
時
間
が
5
秒
と
短
い
最
新

の
C
T
装
置（
※
２
）も
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
階
に
は
遊
歩
道
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
の
あ
る
広
々
と
し
た
屋
上
庭
園

を
設
置
し
、入
院
患
者
様
に
憩
い
の
空

間
と
し
て
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、７

階
に
設
け
た
多
目
的
ホ
ー
ル
は

2
0
0
名
が
収
容
で
き
、様
々
な
活
動

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）Magnetic Resonance Im

aging

の
略

強
い
磁
石
と
電
波
を
使
い
体
内
の
状
態

を
断
面
像
と
し
て
描
写
す
る
検
査

（
※
2
）Com

puted Tom
ography

の
略

エッ
ク
ス
線
を
照
射
し
、身
体
の
内
部
を

画
像
化
す
る
検
査

　
地
域
の
医
療
拠
点
と
し
て
頼
も
し

い
限
り
で
す
。貴
院
は
手
術
件
数
が

多
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、特
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
る「

て

げ

か

手
外
科（
※
３
）」

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
3
）整
形
外
科
の
中
で
も
、主
と
し
て
腕
や
手・

指
を
専
門
的
に
治
療
す
る
診
療
科
目

ま
で
一
貫
し
た
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

患
者
様
の
よ
り
効
果
的
な
回
復・治
癒

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
れ
か
ら
注
力
し
て
い

き
た
い
こ
と
、ま
た
思
い
描
い
て
い
る

将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
最
大
の
注
力
点
は
地
域
貢
献
で
す
。

私
ど
も
は
病
院
を
中
心
と
し
た
伴
帥

会
グ
ル
ー
プ
で
、地
域
全
体
に
お
け
る

医
療
と
福
祉
の
質
向
上
を
図
り
、予
防

か
ら
看
取
り
ま
で
、住
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
在
、グ
ル
ー
プ

全
体
で
5
5
0
名
の
職
員
が
働
い
て
い

ま
す
が
、さ
ら
に
こ
れ
を
拡
大
し
、同
時

に
地
場
産
業
の
育
成
の
た
め
、地
元
業

者
と
の
取
引
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
新
た
な
介
護

施
設
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、そ
れ
に

よ
り
地
域
住
民
の
雇
用
も
助
成
で
き
れ

ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
救
急
医
療
に
関
し
て
は
、救
急
車
年

間
受
入
件
数
1
，0
0
0
件
を
目
標

と
し
、地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。同
時
に
、C
S（
患
者

　
手
外
科
自
体
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

日
本
で
は
６
年
前
に「
日
本
手
の
学

会
」で
専
門
医
制
度
が
設
け
ら
れ
、私

も
第
１
回
目
の
専
門
医
認
定
を
受
け

ま
し
た
。ま
た
長
崎
に
は
、私
が
代
表

を
務
め
る
設
立
35
余
年
の「
長
崎
手
の

外
科
研
究
会
」が
あ
り
、研
究
会
や
講

演
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。手
外
科
専
門
医
が
減
少
す
る
中
、

こ
の
研
究
会
の
活
発
な
活
動
の
甲
斐
も

あ
っ
て
７
名（
内
４
名
は
手
外
科
学
会

評
議
員
）の
手
外
科
専
門
医
が
育
っ
た

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
思
って
い
ま
す
。

　
ま
た
手
術
が
成
功
し
て
も
、手
の
機

能
が
回
復
し
な
け
れ
ば
手
術
を
行
っ
た

意
味
が
な
く
、術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が
大

変
重
要
に
な
り
ま
す
。当
院
で
は
、手

の
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
で
あ
る「
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
」と
い
う
作
業
療
法
士
が

６
名
在
籍
し
て
お
り
、国
内
で
も
有
数

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
機
能
回
復
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。こ
の
連
携
を
一
段

と
発
揮
す
る
た
め
に
こ
の
度
、医
師
３

名（
内
、形
成
外
科
医
１
名
）と
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
６
名
に
よ
る「
手
外
科
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。学
術
的

研
究
を
は
じ
め
、手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

日
、微
小
手
術
用
特
殊
器
具
や
医
療
技

術
そ
の
も
の
も
か
な
り
の
進
歩
を
遂
げ

て
お
り
、血
管
の
み
な
ら
ず
神
経
や
リ

ン
パ
管
の

ふ
ん
ご
う

吻
合
、は
く
り
剥
離
術
、け
っ
か
ん
へ
い
つ
き

血
管
柄
付

複
合
組
織
移
植（
※
５
）と
い
っ
た
最
先

端
医
療
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
と
と
も
に
進
歩
し
た
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
で
も
、治
療
が
困
難
な

症
例
は
も
ち
ろ
ん
存
在
し
ま
す
。し
か

し
私
自
身
の
方
針
と
し
て
、ど
ん
な
症

例
で
あ
っ
て
も
出
来
る
限
り
手
術
に
ト

ラ
イ
し
、少
し
で
も
多
く
の
患
者
様
を

助
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）手
術
後
に
機
能
し
て
い
る
割
合

（
※
5
）血
管
や
神
経
を
繋
い
だ
状
態
で
、骨
や
皮

膚
な
ど
を
他
の
部
位
へ
移
植
す
る
こ
と

　
先
生
は
、世
界
初
の
手
術
を
成
功

さ
せ
た
と
い
う
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
も
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
の
第
一
人
者
と
し
て
多
様
な
活

動
を
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
79
年（
昭
和
54
年
）に
世
界
初
と
な
る

両
腕
切
断
の
再
接
着
手
術
に
成
功
し
た

こ
と
は
、忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
の
一
つ
で

す
。新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
々
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

▲親身な姿勢で診察（中央が古賀院長） ▲院内デイケアの様子 ▲広々としたリハビリテーション室

▲カンファレンス（ミーティング）の様子 ▲救急医療の現場を引っ張る前田副院長（中央） ▲手専門のリハビリ「ハンドセラピィ」の様子 ▲マイクロサージャリーを駆使した手外科手術の様子（執刀は貝田理事長）

愛
野
記
念
病
院
は
大
正
時
代

に
島
原
で
誕
生
し
て
以
来
、地

域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
伴
帥
会
愛
野
記
念

病
院
は
、長
崎
県
雲
仙
市
愛

野
町
で
1
9
1
9
年（
大
正
８
年
）に

開
院
し
た
貝
田
医
院
が
前
身
で
す
。

島
原
半
島
の
首
根
っ
こ
に
位
置
し
て
お

り
、約
30
万
人（
島
原
半
島
15
万
人
、

諫
早
15
万
人
）の
医
療
圏
に
お
い
て
、

地
域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）

７
月
に
完
成
し
た
新
病
院
を
新
た
な

様
の
満
足
）・
E
S（
職
員
の
満
足
）・

H
S（
病
院
の
満
足
）の
向
上
を
目
標

に
、今
後
の
医
療
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。ま
た
、先
の
東
日
本
大
震
災

で
は「
災
害
支
援
ナ
ー
ス
」と
し
て
当

院
の
看
護
師
を
現
地
へ
派
遣
す
る
な

ど
、社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
、県
内
初
の
設
立
と
な
っ
た「
手

外
科
セ
ン
タ
ー
」を
は
じ
め
、将
来
的
に

は
高
齢
者
に
多
い
変
形
性
関
節
症
や
関

節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る「
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
」「

せ
き
つ
い

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
」等
の
設

立
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
後
更

に
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、特
徴
あ
る 

“
com

pact high quality hospi-
tal”

を
目
標
に「
地
域
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
皆
様
の
健
康
を
支
え
続
け
て
い
き

ま
す
。
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診療待合室 病室（4床室） 手術室

▲後方左から砂川看護部長、古賀院長、貝田理事長、小幡頭取、前田副院長、馬場支店長（親和銀行）

拠
点
と
し
、老
人
保
健
施
設
や
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
、健
診
セ
ン
タ
ー
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
含
め
、総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
健
康
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
新
病
院
は
快
適
性
が
向
上
し
、ま

た
最
新
の
医
療
機
器
も
導
入
さ
れ
、

患
者
様
に
と
っ
て
、一
層
頼
れ
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
新
病
院
は
、よ
り
充
実
し
た
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
を
患
者
様
に
ご
提
供
で
き
る

よ
う
、ま
た
職
員
が
物
理
的
に
も
心
理

的
に
も
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
、様
々
な
面
で
大
き
な
改
良
を

行
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、多
く
の
急
性
期
患
者
に
対

応
す
る
た
め
、ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト（
準

集
中
治
療
室
）を
８
床
へ
増
床
し
、手

術
室
も
４
室
に
拡
充
し
ま
し
た
。ま

た
、外
来
ス
ペ
ー
ス
を
２
倍
に
、リ
ハ
ビ

リ
ス
ペ
ー
ス
を
３
倍
に
拡
大
し
、個
室

を
29
床（
全
2
3
4
床
）設
け
る
な

ど
、患
者
様
に
と
っ
て
ゆ
と
り
あ
る
空

間
と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　
更
に
、医
療
機
器
も
充
実
さ
せ
て
お

親和銀行
小幡　修取締役頭取

医療法人伴帥会 愛野記念病院

　
当
院
の
年
間
の
手
術
数
は
、2
，

0
0
0
例
以
上（
長
崎
県
内
第
２
位
）

に
の
ぼ
り
、特
に「
手
外
科
」領
域
は
、

年
間
1
，3
0
0
例
以
上（
九
州
１

位
、全
国
２
位
）を
誇
り
ま
す
。

　
手
外
科
で
は
骨
折
や
脱
臼
、腱
・
靭

帯・神
経
の
断
裂
な
ど
の
外
傷
は
も
ち

ろ
ん
、手
指
の
痺
れ
や
運
動
障
害
を
き

た
す
末
梢
神
経
障
害
、切
断
さ
れ
た

手
指
の
再
接
着
術
、移
植
に
よ
る
機
能

再
建
な
ど
に
、「
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
」と
い
う
技
術
を
駆
使
し
た
専
門

的
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
微
小
外
科
や

微
小
血
管
外
科
と
も
呼
ば
れ
、手
術
の

要
と
な
る
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
、

直
径
１
ミ
リ
以
下
の
血
管
を
約
25
ミ

ク
ロ
ン（
1
ミ
ク
ロ
ン
＝
1
0
0
0
分

の
1
ミ
リ
）の
極
細
縫
合
糸
で
縫
う
な

ど
、高
度
な
技
術
力
を
要
し
ま
す
。

　
な
お
、当
院
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た

手
の
外
科
手
術
は
約
２
万
例
で
、こ
の

う
ち
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
駆
使

し
た「
切
断
指
」に
対
す
る
再
接
着
術

は
約
8
0
0
例
を
数
え
、せ

い
ち
ゃ
く
り
つ

生
着
率（
※

４
）も
90
%
以
上
を
誇
り
ま
す
。

　
ま
た
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
今

り
、心
臓
血
管
造
影
室
を
新
設
し
、

M
R
I（
※
１
）は
既
存
の
オ
ー
プ
ン
型

M
R
I
に
加
え
、全
身
の
鮮
明
な
高
画

質
画
像
が
得
ら
れ
る
超
伝
導
型
M
R
I

を
導
入
し
て
２
基
体
制
に
し
た
ほ
か
、

少
し
で
も
患
者
様
の
負
担
を
減
ら
せ
る

よ
う
に
撮
影
時
間
が
5
秒
と
短
い
最
新

の
C
T
装
置（
※
２
）も
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
階
に
は
遊
歩
道
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
の
あ
る
広
々
と
し
た
屋
上
庭
園

を
設
置
し
、入
院
患
者
様
に
憩
い
の
空

間
と
し
て
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、７

階
に
設
け
た
多
目
的
ホ
ー
ル
は

2
0
0
名
が
収
容
で
き
、様
々
な
活
動

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）Magnetic Resonance Im

aging

の
略

強
い
磁
石
と
電
波
を
使
い
体
内
の
状
態

を
断
面
像
と
し
て
描
写
す
る
検
査

（
※
2
）Com

puted Tom
ography

の
略

エッ
ク
ス
線
を
照
射
し
、身
体
の
内
部
を

画
像
化
す
る
検
査

　
地
域
の
医
療
拠
点
と
し
て
頼
も
し

い
限
り
で
す
。貴
院
は
手
術
件
数
が

多
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、特
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
る「

て

げ

か

手
外
科（
※
３
）」

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
3
）整
形
外
科
の
中
で
も
、主
と
し
て
腕
や
手・

指
を
専
門
的
に
治
療
す
る
診
療
科
目

ま
で
一
貫
し
た
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

患
者
様
の
よ
り
効
果
的
な
回
復・治
癒

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
れ
か
ら
注
力
し
て
い

き
た
い
こ
と
、ま
た
思
い
描
い
て
い
る

将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
最
大
の
注
力
点
は
地
域
貢
献
で
す
。

私
ど
も
は
病
院
を
中
心
と
し
た
伴
帥

会
グ
ル
ー
プ
で
、地
域
全
体
に
お
け
る

医
療
と
福
祉
の
質
向
上
を
図
り
、予
防

か
ら
看
取
り
ま
で
、住
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
在
、グ
ル
ー
プ

全
体
で
5
5
0
名
の
職
員
が
働
い
て
い

ま
す
が
、さ
ら
に
こ
れ
を
拡
大
し
、同
時

に
地
場
産
業
の
育
成
の
た
め
、地
元
業

者
と
の
取
引
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
新
た
な
介
護

施
設
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、そ
れ
に

よ
り
地
域
住
民
の
雇
用
も
助
成
で
き
れ

ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
救
急
医
療
に
関
し
て
は
、救
急
車
年

間
受
入
件
数
1
，0
0
0
件
を
目
標

と
し
、地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。同
時
に
、C
S（
患
者

　
手
外
科
自
体
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

日
本
で
は
６
年
前
に「
日
本
手
の
学

会
」で
専
門
医
制
度
が
設
け
ら
れ
、私

も
第
１
回
目
の
専
門
医
認
定
を
受
け

ま
し
た
。ま
た
長
崎
に
は
、私
が
代
表

を
務
め
る
設
立
35
余
年
の「
長
崎
手
の

外
科
研
究
会
」が
あ
り
、研
究
会
や
講

演
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。手
外
科
専
門
医
が
減
少
す
る
中
、

こ
の
研
究
会
の
活
発
な
活
動
の
甲
斐
も

あ
っ
て
７
名（
内
４
名
は
手
外
科
学
会

評
議
員
）の
手
外
科
専
門
医
が
育
っ
た

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
思
って
い
ま
す
。

　
ま
た
手
術
が
成
功
し
て
も
、手
の
機

能
が
回
復
し
な
け
れ
ば
手
術
を
行
っ
た

意
味
が
な
く
、術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が
大

変
重
要
に
な
り
ま
す
。当
院
で
は
、手

の
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
で
あ
る「
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
」と
い
う
作
業
療
法
士
が

６
名
在
籍
し
て
お
り
、国
内
で
も
有
数

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
機
能
回
復
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。こ
の
連
携
を
一
段

と
発
揮
す
る
た
め
に
こ
の
度
、医
師
３

名（
内
、形
成
外
科
医
１
名
）と
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
６
名
に
よ
る「
手
外
科
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。学
術
的

研
究
を
は
じ
め
、手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

日
、微
小
手
術
用
特
殊
器
具
や
医
療
技

術
そ
の
も
の
も
か
な
り
の
進
歩
を
遂
げ

て
お
り
、血
管
の
み
な
ら
ず
神
経
や
リ

ン
パ
管
の

ふ
ん
ご
う

吻
合
、は
く
り
剥
離
術
、け
っ
か
ん
へ
い
つ
き

血
管
柄
付

複
合
組
織
移
植（
※
５
）と
い
っ
た
最
先

端
医
療
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
と
と
も
に
進
歩
し
た
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
で
も
、治
療
が
困
難
な

症
例
は
も
ち
ろ
ん
存
在
し
ま
す
。し
か

し
私
自
身
の
方
針
と
し
て
、ど
ん
な
症

例
で
あ
っ
て
も
出
来
る
限
り
手
術
に
ト

ラ
イ
し
、少
し
で
も
多
く
の
患
者
様
を

助
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）手
術
後
に
機
能
し
て
い
る
割
合

（
※
5
）血
管
や
神
経
を
繋
い
だ
状
態
で
、骨
や
皮

膚
な
ど
を
他
の
部
位
へ
移
植
す
る
こ
と

　
先
生
は
、世
界
初
の
手
術
を
成
功

さ
せ
た
と
い
う
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
も
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
の
第
一
人
者
と
し
て
多
様
な
活

動
を
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
79
年（
昭
和
54
年
）に
世
界
初
と
な
る

両
腕
切
断
の
再
接
着
手
術
に
成
功
し
た

こ
と
は
、忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
の
一
つ
で

す
。新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
々
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

▲平成24年7月完成の新病院 ▲3階の屋上庭園 ▲手術室の見学

▲貝田理事長

　最先端の医療設備や専門性の高い医療スタッフを多く抱え、まさしく地域の
医療拠点として重要な役割を果たしておられます。
　特に貴院の強みである手外科においては、県外からも患者様が来院される
ほど評判が高く、切断指の生着率が90%超という医療技術の高さが良く理解
でしました。
　これからも、「地域の医療センター」として多くの方々の健康を支え続けられ
ることを祈念致します。

愛
野
記
念
病
院
は
大
正
時
代

に
島
原
で
誕
生
し
て
以
来
、地

域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
伴
帥
会
愛
野
記
念

病
院
は
、長
崎
県
雲
仙
市
愛

野
町
で
1
9
1
9
年（
大
正
８
年
）に

開
院
し
た
貝
田
医
院
が
前
身
で
す
。

島
原
半
島
の
首
根
っ
こ
に
位
置
し
て
お

り
、約
30
万
人（
島
原
半
島
15
万
人
、

諫
早
15
万
人
）の
医
療
圏
に
お
い
て
、

地
域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）

７
月
に
完
成
し
た
新
病
院
を
新
た
な

ユニバーサルデザインを取り入れた、すべての人に優しい空間・設備

総合受付 病室（個室） 最新鋭のMRI

◎インタビューを終えて

様
の
満
足
）・
E
S（
職
員
の
満
足
）・

H
S（
病
院
の
満
足
）の
向
上
を
目
標

に
、今
後
の
医
療
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。ま
た
、先
の
東
日
本
大
震
災

で
は「
災
害
支
援
ナ
ー
ス
」と
し
て
当

院
の
看
護
師
を
現
地
へ
派
遣
す
る
な

ど
、社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
、県
内
初
の
設
立
と
な
っ
た「
手

外
科
セ
ン
タ
ー
」を
は
じ
め
、将
来
的
に

は
高
齢
者
に
多
い
変
形
性
関
節
症
や
関

節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る「
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
」「

せ
き
つ
い

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
」等
の
設

立
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
後
更

に
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、特
徴
あ
る 

“
com

pact high quality hospi-
tal”

を
目
標
に「
地
域
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
皆
様
の
健
康
を
支
え
続
け
て
い
き

ま
す
。

み
　
と
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診療待合室 病室（4床室） 手術室

▲後方左から砂川看護部長、古賀院長、貝田理事長、小幡頭取、前田副院長、馬場支店長（親和銀行）

拠
点
と
し
、老
人
保
健
施
設
や
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
、健
診
セ
ン
タ
ー
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
含
め
、総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
健
康
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
新
病
院
は
快
適
性
が
向
上
し
、ま

た
最
新
の
医
療
機
器
も
導
入
さ
れ
、

患
者
様
に
と
っ
て
、一
層
頼
れ
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
新
病
院
は
、よ
り
充
実
し
た
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
を
患
者
様
に
ご
提
供
で
き
る

よ
う
、ま
た
職
員
が
物
理
的
に
も
心
理

的
に
も
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
、様
々
な
面
で
大
き
な
改
良
を

行
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、多
く
の
急
性
期
患
者
に
対

応
す
る
た
め
、ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト（
準

集
中
治
療
室
）を
８
床
へ
増
床
し
、手

術
室
も
４
室
に
拡
充
し
ま
し
た
。ま

た
、外
来
ス
ペ
ー
ス
を
２
倍
に
、リ
ハ
ビ

リ
ス
ペ
ー
ス
を
３
倍
に
拡
大
し
、個
室

を
29
床（
全
2
3
4
床
）設
け
る
な

ど
、患
者
様
に
と
っ
て
ゆ
と
り
あ
る
空

間
と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　
更
に
、医
療
機
器
も
充
実
さ
せ
て
お

親和銀行
小幡　修取締役頭取

医療法人伴帥会 愛野記念病院

　
当
院
の
年
間
の
手
術
数
は
、2
，

0
0
0
例
以
上（
長
崎
県
内
第
２
位
）

に
の
ぼ
り
、特
に「
手
外
科
」領
域
は
、

年
間
1
，3
0
0
例
以
上（
九
州
１

位
、全
国
２
位
）を
誇
り
ま
す
。

　
手
外
科
で
は
骨
折
や
脱
臼
、腱
・
靭

帯・神
経
の
断
裂
な
ど
の
外
傷
は
も
ち

ろ
ん
、手
指
の
痺
れ
や
運
動
障
害
を
き

た
す
末
梢
神
経
障
害
、切
断
さ
れ
た

手
指
の
再
接
着
術
、移
植
に
よ
る
機
能

再
建
な
ど
に
、「
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
」と
い
う
技
術
を
駆
使
し
た
専
門

的
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
微
小
外
科
や

微
小
血
管
外
科
と
も
呼
ば
れ
、手
術
の

要
と
な
る
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
、

直
径
１
ミ
リ
以
下
の
血
管
を
約
25
ミ

ク
ロ
ン（
1
ミ
ク
ロ
ン
＝
1
0
0
0
分

の
1
ミ
リ
）の
極
細
縫
合
糸
で
縫
う
な

ど
、高
度
な
技
術
力
を
要
し
ま
す
。

　
な
お
、当
院
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た

手
の
外
科
手
術
は
約
２
万
例
で
、こ
の

う
ち
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
駆
使

し
た「
切
断
指
」に
対
す
る
再
接
着
術

は
約
8
0
0
例
を
数
え
、せ

い
ち
ゃ
く
り
つ

生
着
率（
※

４
）も
90
%
以
上
を
誇
り
ま
す
。

　
ま
た
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
今

り
、心
臓
血
管
造
影
室
を
新
設
し
、

M
R
I（
※
１
）は
既
存
の
オ
ー
プ
ン
型

M
R
I
に
加
え
、全
身
の
鮮
明
な
高
画

質
画
像
が
得
ら
れ
る
超
伝
導
型
M
R
I

を
導
入
し
て
２
基
体
制
に
し
た
ほ
か
、

少
し
で
も
患
者
様
の
負
担
を
減
ら
せ
る

よ
う
に
撮
影
時
間
が
5
秒
と
短
い
最
新

の
C
T
装
置（
※
２
）も
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
階
に
は
遊
歩
道
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
の
あ
る
広
々
と
し
た
屋
上
庭
園

を
設
置
し
、入
院
患
者
様
に
憩
い
の
空

間
と
し
て
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、７

階
に
設
け
た
多
目
的
ホ
ー
ル
は

2
0
0
名
が
収
容
で
き
、様
々
な
活
動

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）Magnetic Resonance Im

aging

の
略

強
い
磁
石
と
電
波
を
使
い
体
内
の
状
態

を
断
面
像
と
し
て
描
写
す
る
検
査

（
※
2
）Com

puted Tom
ography

の
略

エッ
ク
ス
線
を
照
射
し
、身
体
の
内
部
を

画
像
化
す
る
検
査

　
地
域
の
医
療
拠
点
と
し
て
頼
も
し

い
限
り
で
す
。貴
院
は
手
術
件
数
が

多
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、特
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
る「

て

げ

か

手
外
科（
※
３
）」

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
3
）整
形
外
科
の
中
で
も
、主
と
し
て
腕
や
手・

指
を
専
門
的
に
治
療
す
る
診
療
科
目

ま
で
一
貫
し
た
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

患
者
様
の
よ
り
効
果
的
な
回
復・治
癒

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
れ
か
ら
注
力
し
て
い

き
た
い
こ
と
、ま
た
思
い
描
い
て
い
る

将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
最
大
の
注
力
点
は
地
域
貢
献
で
す
。

私
ど
も
は
病
院
を
中
心
と
し
た
伴
帥

会
グ
ル
ー
プ
で
、地
域
全
体
に
お
け
る

医
療
と
福
祉
の
質
向
上
を
図
り
、予
防

か
ら
看
取
り
ま
で
、住
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
在
、グ
ル
ー
プ

全
体
で
5
5
0
名
の
職
員
が
働
い
て
い

ま
す
が
、さ
ら
に
こ
れ
を
拡
大
し
、同
時

に
地
場
産
業
の
育
成
の
た
め
、地
元
業

者
と
の
取
引
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
新
た
な
介
護

施
設
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、そ
れ
に

よ
り
地
域
住
民
の
雇
用
も
助
成
で
き
れ

ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
救
急
医
療
に
関
し
て
は
、救
急
車
年

間
受
入
件
数
1
，0
0
0
件
を
目
標

と
し
、地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。同
時
に
、C
S（
患
者

　
手
外
科
自
体
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

日
本
で
は
６
年
前
に「
日
本
手
の
学

会
」で
専
門
医
制
度
が
設
け
ら
れ
、私

も
第
１
回
目
の
専
門
医
認
定
を
受
け

ま
し
た
。ま
た
長
崎
に
は
、私
が
代
表

を
務
め
る
設
立
35
余
年
の「
長
崎
手
の

外
科
研
究
会
」が
あ
り
、研
究
会
や
講

演
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。手
外
科
専
門
医
が
減
少
す
る
中
、

こ
の
研
究
会
の
活
発
な
活
動
の
甲
斐
も

あ
っ
て
７
名（
内
４
名
は
手
外
科
学
会

評
議
員
）の
手
外
科
専
門
医
が
育
っ
た

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
思
って
い
ま
す
。

　
ま
た
手
術
が
成
功
し
て
も
、手
の
機

能
が
回
復
し
な
け
れ
ば
手
術
を
行
っ
た

意
味
が
な
く
、術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が
大

変
重
要
に
な
り
ま
す
。当
院
で
は
、手

の
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
で
あ
る「
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
」と
い
う
作
業
療
法
士
が

６
名
在
籍
し
て
お
り
、国
内
で
も
有
数

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
機
能
回
復
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。こ
の
連
携
を
一
段

と
発
揮
す
る
た
め
に
こ
の
度
、医
師
３

名（
内
、形
成
外
科
医
１
名
）と
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
６
名
に
よ
る「
手
外
科
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。学
術
的

研
究
を
は
じ
め
、手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

日
、微
小
手
術
用
特
殊
器
具
や
医
療
技

術
そ
の
も
の
も
か
な
り
の
進
歩
を
遂
げ

て
お
り
、血
管
の
み
な
ら
ず
神
経
や
リ

ン
パ
管
の

ふ
ん
ご
う

吻
合
、は
く
り
剥
離
術
、け
っ
か
ん
へ
い
つ
き

血
管
柄
付

複
合
組
織
移
植（
※
５
）と
い
っ
た
最
先

端
医
療
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
と
と
も
に
進
歩
し
た
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
で
も
、治
療
が
困
難
な

症
例
は
も
ち
ろ
ん
存
在
し
ま
す
。し
か

し
私
自
身
の
方
針
と
し
て
、ど
ん
な
症

例
で
あ
っ
て
も
出
来
る
限
り
手
術
に
ト

ラ
イ
し
、少
し
で
も
多
く
の
患
者
様
を

助
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）手
術
後
に
機
能
し
て
い
る
割
合

（
※
5
）血
管
や
神
経
を
繋
い
だ
状
態
で
、骨
や
皮

膚
な
ど
を
他
の
部
位
へ
移
植
す
る
こ
と

　
先
生
は
、世
界
初
の
手
術
を
成
功

さ
せ
た
と
い
う
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
も
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
の
第
一
人
者
と
し
て
多
様
な
活

動
を
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
79
年（
昭
和
54
年
）に
世
界
初
と
な
る

両
腕
切
断
の
再
接
着
手
術
に
成
功
し
た

こ
と
は
、忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
の
一
つ
で

す
。新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
々
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

▲平成24年7月完成の新病院 ▲3階の屋上庭園 ▲手術室の見学

▲貝田理事長

　最先端の医療設備や専門性の高い医療スタッフを多く抱え、まさしく地域の
医療拠点として重要な役割を果たしておられます。
　特に貴院の強みである手外科においては、県外からも患者様が来院される
ほど評判が高く、切断指の生着率が90%超という医療技術の高さが良く理解
でしました。
　これからも、「地域の医療センター」として多くの方々の健康を支え続けられ
ることを祈念致します。

愛
野
記
念
病
院
は
大
正
時
代

に
島
原
で
誕
生
し
て
以
来
、地

域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
伴
帥
会
愛
野
記
念

病
院
は
、長
崎
県
雲
仙
市
愛

野
町
で
1
9
1
9
年（
大
正
８
年
）に

開
院
し
た
貝
田
医
院
が
前
身
で
す
。

島
原
半
島
の
首
根
っ
こ
に
位
置
し
て
お

り
、約
30
万
人（
島
原
半
島
15
万
人
、

諫
早
15
万
人
）の
医
療
圏
に
お
い
て
、

地
域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）

７
月
に
完
成
し
た
新
病
院
を
新
た
な

ユニバーサルデザインを取り入れた、すべての人に優しい空間・設備

総合受付 病室（個室） 最新鋭のMRI

◎インタビューを終えて

様
の
満
足
）・
E
S（
職
員
の
満
足
）・

H
S（
病
院
の
満
足
）の
向
上
を
目
標

に
、今
後
の
医
療
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。ま
た
、先
の
東
日
本
大
震
災

で
は「
災
害
支
援
ナ
ー
ス
」と
し
て
当

院
の
看
護
師
を
現
地
へ
派
遣
す
る
な

ど
、社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
、県
内
初
の
設
立
と
な
っ
た「
手

外
科
セ
ン
タ
ー
」を
は
じ
め
、将
来
的
に

は
高
齢
者
に
多
い
変
形
性
関
節
症
や
関

節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る「
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
」「

せ
き
つ
い

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
」等
の
設

立
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。今
後
更

に
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、特
徴
あ
る 

“
com

pact high quality hospi-
tal”

を
目
標
に「
地
域
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
皆
様
の
健
康
を
支
え
続
け
て
い
き

ま
す
。

み
　
と
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「常に誠心誠意を尽くし、段ボールを通じて社会に貢献する」をモットーに、
九州・中国地方のお客様へ段ボールをお届けしてきました。
お客様の様々なニーズにお応えするべく、日頃よりコツコツと努力を続け、
研鑽を積み重ねています。段ボールは目立たない存在ですが、物流になく
てはならないものであり、豊かで快適な社会づくりの一翼を担っています。
これからも九州の物流を陰で支える存在として、顧客第一、品質本位を
胸に、地域に貢献してまいります。

児島段ボール 株式会社
■ 設　　立：1959年
■ 所 在 地：福岡市博多区
■ 資 本 金：4,200万円
■ 従 業 員：240名
■ 事業内容：
　 段ボールシート
　 及び段ボールケース製造・販売 
■ 事業拠点：
　（本社）福岡市博多区
　（福岡工場）福岡県古賀市
　（佐賀工場）佐賀県神埼郡
　（熊本工場）熊本市南区城南町
　（大分営業所）大分県城崎町

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

■ 取 引 店：
本店営業部
092-723-2131

創業当時の段ボール製造風景

包装力で、
モノと人と環境を
優しく包みます。

会
社
概
要

ト
ッ
プ
に
聞
く

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、

ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」

の
実
践
に
引
き
続
き
努
め
て
参
り
ま
す
。

Ｆ
Ｆ
Ｇ
本
社
ビ
ル
１
階
受
付
横
に
展
示

今
回
は
、 

く
り
や
ま
び
ん
ご  

と
し
や
す

栗
山
備
後
利
安
像
。黒
田
八
虎（
黒
田
二
十
四
騎
の
中
で
、更
に
優
秀
な
功
績
を
残
し
た
8
人
）の
ひ
と
り
、

黒
田
孝
高（
官
兵
衛
）の
側
近
と
し
て
仕
え
た
。
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　（大分営業所）大分県城崎町

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

■ 取 引 店：
本店営業部
092-723-2131

創業当時の段ボール製造風景

包装力で、
モノと人と環境を
優しく包みます。
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Ｆ
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Ｇ
本
社
ビ
ル
１
階
受
付
横
に
展
示

今
回
は
、 

く
り
や
ま
び
ん
ご  

と
し
や
す

栗
山
備
後
利
安
像
。黒
田
八
虎（
黒
田
二
十
四
騎
の
中
で
、更
に
優
秀
な
功
績
を
残
し
た
8
人
）の
ひ
と
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医療法人
ばんすいかい
伴帥会 愛野記念病院

■ 設　　立：1979年
■ 所 在 地：長崎県雲仙市
■ 病 床 数：一般病床234床
　   ＨＣＵ〈ハイケアユニット〉8床
　   亜急性期病床40床含む
■ 診療科目：愛野記念病院

■ グループ：

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

学校法人 
しょうけい
尚絅学園

■ 創　　立：1888年
■ 所 在 地：熊本市中央区
■ 従 業 員：198名
　 教員133名・事務65名
　 （2013年９月末現在）
■ 学 生 数：2,128名
　 大学546名・短大598名・
　 高校662名・中学61名・
　 幼稚園261名
■ 事業内容：学校経営
■ キャンパス：
　 熊本市中央区（

くほんじ
九品寺キャンパス）

　 熊本市北区（
にれのき
楡木キャンパス）

■ 取 引 店：
吾妻支店
0957-38-3115

■ 取 引 店：
新屋敷支店
096-371-6000

患者様第一をモットーに安心で良質な医療を提供し、地域に根付いた病院
つくりを目指してきました。平成24年7月に新たに建て替えた新病院は、
医療設備の充実はもちろんのこと、外来スペースは従来の2倍の広さで、
庭園や遊歩道などの憩いの場も設けています。
当病院の特徴である手外科の手術件数は、年間1,300件以上で全国ベス
ト５を誇っています。この手外科を中心に、救急医療や介護事業も充実させ
ることで、地域の総合病院として皆様の健康を支え続けていきます。

地域の中核病院として、
皆様に愛される病院を

目指していきます。

本学園は、昨年創立125周年を迎えた女子総合学園で、女子教育が一般
的になる前の明治時代から九州の女子教育に力を尽くして参りました。
現在は「日本古来の徳義を重んじ、智徳を兼ね備えた女性を育てる」という
建学の精神を尊重しながら、地域社会への貢献を高めるため、子育てや
食育に関する研究センターの設置等も積極的に行っています。
これからも熊本県下唯一の女子総合学園として、個性的かつ魅力的な
女子教育を行い、社会に貢献して参ります。

女子総合学園
ならではの

女性が輝ける
魅力ある職場です。

整形外科、手外科、内科、呼吸器内科、
循環器内科、消化器内科、外科、消化
器外科、形成外科、リハビリテー
ション科、アレルギー科、リウマチ科、
麻酔科、皮膚科、耳鼻咽喉科、心療
内科、放射線科

愛野健康センター、ケアマネジメント
センター、愛の訪問看護ステーション、
介護老人保健施設「ガイアの里」、
グループホーム「

つばきこうや
椿高野」「山椿」
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2014年（平成26年）2月9日（日）
 9 ：00
10：00
10：45
15：00

マラソン、ぺアリレーマラソン　北九州市役所前をスタート
ファンラン（3キロ、5キロ）　北九州国際会議場前をスタート
ファンラン終了　（フィニッシュは北九州国際会議場前）
マラソン、ぺアリレーマラソン終了　（フィニッシュは北九州国際会議場前）

ファンラン
Start・Finish

折し返し地点
門司港レトロ

寄稿　北九州マラソン実行委員会寄稿　北九州マラソン実行委員会

開催日時

北九州マラソン実行委員会

北九州市、（一財）福岡陸上競技協会主　　催

主　　管

コース

マラソン
ぺアリレー Finish

マラソン
ぺアリレー Srart
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　今大会は北九州市の見所を取りいれた魅力

満載のコースになっています。まず、スタート地

点の小倉北区市役所前。小倉城や中央図書

館、リバーウォーク北九州などの特徴的な建物

と、広大な勝山公園、おだやかな紫川の流れが

絶妙な調和を見せる北九州独特の都市景観を

作り出しています。スタート後は到津の森公園を

過ぎ、日本近代製鉄発祥の地・八幡東区東田地

区へ。東田第一高炉、いのちのたび博物館、ス

ペースワールドに見送られながら戸畑区へ進

みます。

　戸畑から小倉へ戻ると海岸沿いを門司港方

面へ向かいます。途中、門司駅付近では右手に

大正レトロの雰囲気残す門司赤煉瓦プレイス、

左手に武蔵、小次郎決闘の地・巌流島（舟島）

が目に入ると、折り返し地点の門司港岸壁まで

あと少し。真正面に関門橋を見据えながら小倉

へと反転。フィニッシュの国際会議場前まで、北

九州の観光資産となった「工場風景」をお楽し

みいただけます。

　２００７年の東京マラソン開催以降ランニング

人口が増え、１０００万人を超えたともいわれてい

ます。そんな中「市民マラソン大会」が脚光を浴

びるようになり、全国各地で開催されています。

　２０１４年2月９日、当市初のフルマラソン大会

「北九州マラソン２０１４」を開催します。大会の

テーマは「未来へ、かける」。

　「駆ける」―走る。「架ける」―つなぐ架け橋。

「翔ける」―上昇する。「掛ける」―声を掛け合

う…。たくさんの想いを「かける」に込めました。

市制50周年の記念事業にふさわしい、「未来

へ  かける」きっかけになればと考えています。

いとうづ

北九州市の           魅力が詰まった４２．195ｋｍ
若戸大橋

関門海峡
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撮影協力：北九州市立大学地域創生学群「まちなかコンシェルジュ隊」

スタート地点 市役所前からスタート。北九州の様々な景色を楽しみながら
走ることができます

カウントダウンボード
11月1日、小倉駅にて。除幕式には北九州市の
マスコットキャラクターも登場しました

1万人のランナー応援企画
「みんなｄｅフレフレ! ガンバレ!! キャンペーン」

同日開催「北九州夢・未来フェスタ2014」では
空と海から北九州マラソンを応援します！

①  8：30～10：30
②14：30～16：30

市庁舎周辺上空
あさの汐風公園
周辺上空

①11：00～12：00
②12：30～13：30　
※乗船申し込みは終了しています

関門海峡ファミリークルーズ飛行船「夢・未来号」フライト

祝 北九州市制50周年

オリジナルのメッセージやイ
ラストを入れて応援できる
メガホンを特設ＷＥＢサイト
よりダウン
ロードいただ
けます。

ランナーへの“愛”や“勇気”や“笑い”や“癒し”を与えるメッセージを
募集しました。当日は「言葉の力」でランナーを応援します。

フレフレ！ガンバレ！！メッセージ

フレフレ！ガンバレ！！メガホン

フレフレ！ガンバレ！！ステージ

東田ステージ（約7km付近）

旭町ステージ（約12km付近）

浅野ステージ（約20km付近）

小森江ステージ（約27km付近）

門司港ステージ（約30km付近）

大里ステージ（約37km付近）

フィニッシュステージ（フィニッシュ付近）

名　称 場　所 最寄駅
東田大通り公園

ローソン戸畑旭町店駐車場

国道199号沿い芝生スペース

豊光産業駐車場

海峡ドラマシップ芝生広場

楽の湯もじ駐車場
※交通規制中は国道199号は横断できません

西日本総合展示場横
（国際会議場前側）

スペースワールド駅

戸畑駅

小倉駅

小森江駅

門司港駅

門司駅

小倉駅

沿道７か所にステージから祇園太鼓・チアリーディング・ブラスバンドなどの
パフォーマンスでエールを送ります。

の
り
し
ろ

大会を支える
　北九州マラソン2014の参加ランナーは

１万人超、制限時間は６時間。この間、大規模

な交通規制を実施することとなります。沿道

の住民や事業所のご理解ご協力があって初

めて開催することができます。

　また、４千人を超える市民ボランティアにも

受付、給水所運営、仮設トイレ管理、道路の

安全確保など様 な々場面でお手伝いいただ

きます。ボランティアの皆さんが大会終了後

「良かった。また参加したい」と思えるような

大会になって初めて成功と言えるでしょう。

市
民
の
力

　ランナーにとって沿道からの応援が何よりの力に。
苦しい状況で走るランナーの市民マラソン大会への
評価は“応援の温かさ”にあるといっても過言ではあり
ません。
　開催１００日前の11月１日、小倉駅にカウントダウン
ボードを設置し、応援キャンペーンを開始しました。沿
道7か所に設置した「フレフレ！ガンバレ！！ステージ」
や、ＷＥＢサイトからダウンロードして作れる「フレフレ！
ガンバレ！！メガホン」など、精一杯のエールを送れるよ
う様 な々取り組みを行っています。給食所で提供する
ランナー用の食品にも多くの企業からご協力をいただ
きました。
　“走る人、手伝う人、応援する人、みんな北九州マラ
ソンの参加者です”をスローガンに、北九州マラソン
2014は、参加してくださったすべての市民が主役とし
て、笑顔になれる大会を目指しています。

応援の力が
ランナーの力に
応援の力が
ランナーの力に

●北九州マラソン コースMAP
http://kitakyushu-marathon. jp/ganbare/
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走ることができます

カウントダウンボード
11月1日、小倉駅にて。除幕式には北九州市の
マスコットキャラクターも登場しました

1万人のランナー応援企画
「みんなｄｅフレフレ! ガンバレ!! キャンペーン」

同日開催「北九州夢・未来フェスタ2014」では
空と海から北九州マラソンを応援します！

①  8：30～10：30
②14：30～16：30

市庁舎周辺上空
あさの汐風公園
周辺上空

①11：00～12：00
②12：30～13：30　
※乗船申し込みは終了しています

関門海峡ファミリークルーズ飛行船「夢・未来号」フライト

祝 北九州市制50周年

オリジナルのメッセージやイ
ラストを入れて応援できる
メガホンを特設ＷＥＢサイト
よりダウン
ロードいただ
けます。

ランナーへの“愛”や“勇気”や“笑い”や“癒し”を与えるメッセージを
募集しました。当日は「言葉の力」でランナーを応援します。

フレフレ！ガンバレ！！メッセージ

フレフレ！ガンバレ！！メガホン

フレフレ！ガンバレ！！ステージ

東田ステージ（約7km付近）

旭町ステージ（約12km付近）

浅野ステージ（約20km付近）

小森江ステージ（約27km付近）

門司港ステージ（約30km付近）

大里ステージ（約37km付近）

フィニッシュステージ（フィニッシュ付近）

名　称 場　所 最寄駅
東田大通り公園

ローソン戸畑旭町店駐車場

国道199号沿い芝生スペース

豊光産業駐車場

海峡ドラマシップ芝生広場

楽の湯もじ駐車場
※交通規制中は国道199号は横断できません

西日本総合展示場横
（国際会議場前側）

スペースワールド駅

戸畑駅

小倉駅

小森江駅

門司港駅

門司駅

小倉駅

沿道７か所にステージから祇園太鼓・チアリーディング・ブラスバンドなどの
パフォーマンスでエールを送ります。

の
り
し
ろ

大会を支える
　北九州マラソン2014の参加ランナーは

１万人超、制限時間は６時間。この間、大規模

な交通規制を実施することとなります。沿道

の住民や事業所のご理解ご協力があって初

めて開催することができます。

　また、４千人を超える市民ボランティアにも

受付、給水所運営、仮設トイレ管理、道路の

安全確保など様 な々場面でお手伝いいただ

きます。ボランティアの皆さんが大会終了後

「良かった。また参加したい」と思えるような

大会になって初めて成功と言えるでしょう。

市
民
の
力

　ランナーにとって沿道からの応援が何よりの力に。
苦しい状況で走るランナーの市民マラソン大会への
評価は“応援の温かさ”にあるといっても過言ではあり
ません。
　開催１００日前の11月１日、小倉駅にカウントダウン
ボードを設置し、応援キャンペーンを開始しました。沿
道7か所に設置した「フレフレ！ガンバレ！！ステージ」
や、ＷＥＢサイトからダウンロードして作れる「フレフレ！
ガンバレ！！メガホン」など、精一杯のエールを送れるよ
う様 な々取り組みを行っています。給食所で提供する
ランナー用の食品にも多くの企業からご協力をいただ
きました。
　“走る人、手伝う人、応援する人、みんな北九州マラ
ソンの参加者です”をスローガンに、北九州マラソン
2014は、参加してくださったすべての市民が主役とし
て、笑顔になれる大会を目指しています。

応援の力が
ランナーの力に
応援の力が
ランナーの力に

●北九州マラソン コースMAP
http://kitakyushu-marathon. jp/ganbare/



FILE No.4
九州の「地域ブランド」をご紹介致します。
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海苔の生産量乾燥椎茸の生産量

今月の注目データ

DATA in 九州

　11月から始まり４月まで続く海苔の収穫が、寒さ厳しいこの季節に最盛期を迎えていま
す。九州西部の内海・有明海に面する各県では、生産量第１位の佐賀県を筆頭に多くの海苔が
生産されています。
　日本最大の干満の差（最大６ｍ）を利用して養殖される海苔は、海の中で栄養を吸収し、潮
が引いて海上に顔を出した時に太陽の光を浴びて旨味をしっかりと閉じ込めます。
　こうして出来た有明海苔は独特の赤みを帯びた黒色に輝き、高級海苔として全国で賞味され
ます。

海苔の生産量

今月は「乾燥椎茸の生産量」と「海苔の生産量」です。

（出所：農林水産省「平成24年漁業・養殖業生産統計」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

海苔の生産量（平成24年）
90,000
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三重県
第7位

愛知県
第8位

千葉県
第9位

岡山県
第10位

宮城県

乾燥椎茸の生産量
　乾燥椎茸（※1）の生産量は、大分県が国内生産量の約５割を占め、全国１位を誇ってい
ます。
　生椎茸は、約９割が菌床栽培（※2）でつくられる一方、乾燥椎茸は、ほぼ全てが原木栽
培（※3）の椎茸からつくられます。大分県には原木栽培に最適なクヌギの林が全国一広い
47,000haあることから生産が盛んであると考えられます。
　クヌギの原木で栽培した椎茸を乾燥することで、香りが良く、肉厚で良質な乾燥椎茸がつ
くられます。乾燥椎茸には日本料理の三大うま味成分（※4）であるグアニル酸のほか、ビ
タミンDをはじめとした栄養分や食物繊維等が豊富に含まれており、美味しく、健康にもい
い食品です。

しいたけ

なま

（※1）乾燥椎茸：椎茸を乾燥させた食品。干し椎茸、乾椎茸とも呼ばれる。
（※2）菌床栽培：オガクズに米ぬか・フスマ・水を加えた人工の培地（菌床）を用い、ハウス内で栽培する方法。
（※3）原木栽培：伐採し枯れた木に直接菌を植え付け栽培する方法。
（※4）日本料理の三大うま味成分：イノシン酸（かつお節等）、グルタミン酸（昆布等）、グアニル酸（乾燥椎茸等）。

かん

乾燥椎茸の生産量（平成24年）

（出所：林野庁「平成24年特用林産基礎資料」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
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内
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し
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1
3
年

７
〜
９
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
２
次
速
報
値
）

で
は
、物
価
変
動
を
除
い
た
実
質
成
長

率
が
前
期
比
＋
0
・
3
％（
年
率
＋
1
・

1
％
）と
、４
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス

成
長
と
な
り
ま
し
た（
前
年
同
期
比
の

実
質
成
長
率
は
＋
2・4
％
）。

　「
13
年
7
〜
9
月
期（
以
下
、実
績
）」

の
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
改
善

－

悪
化
）に
つ
い

て
、福
岡
県
は
＋
22（
前
期
比
＋
14
）、

熊
本
県
は
＋
33（
同
＋
18
）、長
崎
県
は

▲
３（
同
▲
２
）、佐
賀
県
は
▲
３（
同

▲
６
）、大
分
県
は
▲
７（
同
＋
４
）、宮
崎

県
は
＋
６（
同
▲
６
）、鹿
児
島
県
は
＋
35

（
同
＋
８
）と
、福
岡
、熊
本
、大
分
、鹿
児

島
の
４
県
で
改
善
し
て
い
ま
す
。

　「
10
〜
12
月
期（
以
下
、見
込
み
）」、

「
14
年
１
〜
３
月
期（
以
下
、予
想
）」の

業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、鹿
児
島
県
は

悪
化
し
た
後
改
善
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

福
岡
県
、熊
本
県
は
改
善
し
た
後
横
ば

い
、他
の
４
県
は
２
期
連
続
の
改
善
を

予
測
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
政
府
の
財
政

第
17
回
景
況
感
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

特 集

景況感の変
化

（BSI調査
）

2,065社へ
の

アンケート
結果より

Special feature

九州7県の企業（2,065社）を対象

とした｢企業動向調査アンケート

（2013年12月実施）｣を基に、7県

企業の景況感についてレポート

します。

特 集

７
県
企
業
の
景
況
感

BSIとは景気を判断する上での指数の
一つで、アンケート調査において「良い」
と回答した企業割合から「悪い」と回答し
た企業割合を差し引いた指数です

Ｆ
Ｆ
Ｇ
オ
リ
ジ
ナ
ル
調
査

２．調査時点：2013年12月下旬～1月中旬
３．調査方法
(1)調査対象期間
　 2013年4～6月期：実績、13年7～9月期：実績、
　 13年10～12月期：見込み、14年1～3月期：予想
(2)分析方法
　 各期について、前年同期と比較して業況が「良い」 
　と答えた企業割合から「悪い」と答えた企業割合を
　差し引いた指数(ＢＳＩ)を基に経済動向を予測

１．調査対象
(1)福岡県、熊本県、長崎県、
　 佐賀県、大分県、宮崎県、
　鹿児島県の7県に所在
　する企業。

(2)７県の業種別構成比を基に無作為抽出。
　 福岡県 407社   (回答企業 93社　回収率 22.9％)
　 熊本県 225社   (回答企業 54社　回収率 24.0％)
　 長崎県 446社   (回答企業156社　  回収率 35.0％)
　 佐賀県 245社   (回答企業 35社　回収率 14.3％) 
　 大分県 246社   (回答企業 27社　回収率 11.0％)
　 宮崎県 248社   (回答企業 17社　回収率  6.9 ％)
　 鹿児島県248社 (回答企業 26社　回収率 10.5％)

▲図1　九州7県の業況BSIの推移（全産業）
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3月
期

見込み・予想

業　種 企業数 構成比（％）
食料品
繊維製品

化学・石油製品
窯業・土石･生コン
鉄鋼・非鉄
金属製品
一般機械

電子部品・電気機械
輸送用機械
その他製造業

建設業
卸売業
小売業
不動産業
運輸・倉庫業
ホテル・旅館業
サービス業

合計

31
5
11
21
10
20
14
15
14
14

7.6
1.2
2.7
5.1
2.5
4.9
3.4
3.7
3.4
3.4

66
52
41
15
24
12
43

408

16.2
12.7
10.0
3.7
5.9
2.9
10.5

100.0

業　種 企業数 構成比（％）

▲表１　回答企業の業種別構成
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内
閣
府
が
公
表
し
た
2
0
1
3
年

７
〜
９
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
２
次
速
報
値
）

で
は
、物
価
変
動
を
除
い
た
実
質
成
長

率
が
前
期
比
＋
0
・
3
％（
年
率
＋
1
・

1
％
）と
、４
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス

成
長
と
な
り
ま
し
た（
前
年
同
期
比
の

実
質
成
長
率
は
＋
2・4
％
）。

　「
13
年
7
〜
9
月
期（
以
下
、実
績
）」

の
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
改
善

－

悪
化
）に
つ
い

て
、福
岡
県
は
＋
22（
前
期
比
＋
14
）、

熊
本
県
は
＋
33（
同
＋
18
）、長
崎
県
は

▲
３（
同
▲
２
）、佐
賀
県
は
▲
３（
同

▲
６
）、大
分
県
は
▲
７（
同
＋
４
）、宮
崎

県
は
＋
６（
同
▲
６
）、鹿
児
島
県
は
＋
35

（
同
＋
８
）と
、福
岡
、熊
本
、大
分
、鹿
児

島
の
４
県
で
改
善
し
て
い
ま
す
。

　「
10
〜
12
月
期（
以
下
、見
込
み
）」、

「
14
年
１
〜
３
月
期（
以
下
、予
想
）」の

業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、鹿
児
島
県
は

悪
化
し
た
後
改
善
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

福
岡
県
、熊
本
県
は
改
善
し
た
後
横
ば

い
、他
の
４
県
は
２
期
連
続
の
改
善
を

予
測
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
政
府
の
財
政

第
17
回
景
況
感
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

特 集

景況感の変
化

（BSI調査
）

2,065社へ
の

アンケート
結果より

Special feature

九州7県の企業（2,065社）を対象

とした｢企業動向調査アンケート

（2013年12月実施）｣を基に、7県

企業の景況感についてレポート

します。

特 集

７
県
企
業
の
景
況
感

BSIとは景気を判断する上での指数の
一つで、アンケート調査において「良い」
と回答した企業割合から「悪い」と回答し
た企業割合を差し引いた指数です

Ｆ
Ｆ
Ｇ
オ
リ
ジ
ナ
ル
調
査

２．調査時点：2013年12月下旬～1月中旬
３．調査方法
(1)調査対象期間
　 2013年4～6月期：実績、13年7～9月期：実績、
　 13年10～12月期：見込み、14年1～3月期：予想
(2)分析方法
　 各期について、前年同期と比較して業況が「良い」 
　と答えた企業割合から「悪い」と答えた企業割合を
　差し引いた指数(ＢＳＩ)を基に経済動向を予測

１．調査対象
(1)福岡県、熊本県、長崎県、
　 佐賀県、大分県、宮崎県、
　鹿児島県の7県に所在
　する企業。

(2)７県の業種別構成比を基に無作為抽出。
　 福岡県 407社   (回答企業 93社　回収率 22.9％)
　 熊本県 225社   (回答企業 54社　回収率 24.0％)
　 長崎県 446社   (回答企業156社　  回収率 35.0％)
　 佐賀県 245社   (回答企業 35社　回収率 14.3％) 
　 大分県 246社   (回答企業 27社　回収率 11.0％)
　 宮崎県 248社   (回答企業 17社　回収率  6.9 ％)
　 鹿児島県248社 (回答企業 26社　回収率 10.5％)

▲図1　九州7県の業況BSIの推移（全産業）
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期

4～
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期

2013年
7～
9月
期

10～
12月
期
1～
3月
期

見込み・予想

業　種 企業数 構成比（％）
食料品
繊維製品

化学・石油製品
窯業・土石･生コン
鉄鋼・非鉄
金属製品
一般機械

電子部品・電気機械
輸送用機械
その他製造業

建設業
卸売業
小売業
不動産業
運輸・倉庫業
ホテル・旅館業
サービス業

合計

31
5
11
21
10
20
14
15
14
14

7.6
1.2
2.7
5.1
2.5
4.9
3.4
3.7
3.4
3.4

66
52
41
15
24
12
43

408

16.2
12.7
10.0
3.7
5.9
2.9
10.5

100.0

業　種 企業数 構成比（％）

▲表１　回答企業の業種別構成
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政
策
や
日
銀
の
金
融
政
策
に
対
す
る
期

待
感
を
背
景
に
し
た
景
気
回
復
が
定
着

し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、見
込
み
や
予
想
で

は
実
績
を
上
回
る
改
善
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、先
行
き
に
明
る
い
見
通
し
を
持
つ

企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
製
造
業
の
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
の
実
績
を
見

る
と
、福
岡
県
は
＋
5（
前
期
比
＋
12
）、

熊
本
県
は
＋
42（
同
＋
16
）、長
崎
県
は

▲
24（
同
±
０
）、佐
賀
県
は
+
７（
同

▲
６
）、大
分
県
は
▲
23（
同
±
０
）、宮
崎

県
は
±
０（
同
▲
38
）、鹿
児
島
県
は
＋
67

（
同
±
０
）と
な
っ
て
い
ま
す
。見
込
み
、

予
想
は
い
ず
れ
の
県
も
改
善
ま
た
は

横
ば
い
と
な
っ
て
お
り
、業
況
の
改
善

を
予
想
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
ま

す
。低
迷
し
て
い
た
長
崎
県
や
大
分

県
で
も
、改
善
を
見
通
す
企
業
が

増
え
て
い
ま
す
。

　　
非
製
造
業
の
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
の
実
績
を

見
る
と
、福
岡
県
は
＋
36（
前
期
比
＋

16
）、熊
本
県
は
＋
29（
同
＋
20
）、長
崎

県
は
＋
７（
同
▲
３
）、佐
賀
県
は
▲
10

（
同
▲
５
）、大
分
県
は
＋
７（
同
＋
７
）、

宮
崎
県
は
＋
11（
同
＋
22
）、鹿
児
島
県

は
＋
25（
同
＋
10
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

見
込
み
、予
想
は
福
岡
県
と
鹿
児
島
県

で
下
落
が
あ
る
も
の
の
、総
じ
て
改
善
ま

た
は
横
ば
い
と
な
り
、全
て
の
県
で
プ
ラ

ス
と
な
って
い
ま
す
。

　
消
費
者
心
理
の
改
善
に
よ
って
小
売
、

卸
売
を
中
心
と
し
た
改
善
が
鮮
明
と

な
って
い
る
他
、ホ
テ
ル・旅
館
の
改
善
も

顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、建
設
で
も

公
共
工
事
や
、消
費
税
増
税
を
意
識
し

た
住
宅
の
駆
け
込
み
着
工
の
増
加
を
背

景
に
大
幅
な
改
善
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

７
県
の
非
製
造
業
の
景
況
感
は
明
る
い

見
通
し
と
な
って
い
ま
す
。

　
売
上
高
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
増
加

－

減
少
）の
実

績
は
、＋
17（
前
期
比
＋
８
）と
改
善
し
、

先
行
き
に
つ
い
て
も
見
込
み
が
＋
27（
同

＋
10
）、予
想
が
＋
31（
同
＋
４
）と
改
善

が
続
い
て
い
ま
す
。大
半
の
業
種
が
改
善

を
予
想
し
て
い
ま
す
が
、特
に
製
造
業
で

は
鉄
鋼・非
鉄
、金
属
製
品
、非
製
造
業

で
は
小
売
の
改
善
が
顕
著
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
経
常
利
益
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
増
加

－

減
少
）の

実
績
は
、＋
7（
前
期
比
＋
２
）と
な
っ
て

お
り
、先
行
き
は
見
込
み
が
＋
16（
同
＋

９
）、予
想
が
＋
25（
同
＋
９
）で
、売
上

高
同
様
に
改
善
が
続
い
て
い
ま
す
。

業
種
別
で
は
、製
造
業
で
は
鉄
鋼
・

非
鉄
、金
属
製
品
、繊
維
製
品
が
、非
製

造
業
で
は
小
売
が
大
幅
に
改
善
し
て
い

ま
す
。

　
仕
入
価
格
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
上
昇

－

低
下
）

の
実
績
は
＋
45（
前
期
比
＋
12
）、見
込

み
は
＋
56（
同
＋
11
）、予
想
は
＋
60（
同

＋
４
）と
、先
行
き
の
仕
入
価
格
の
上
昇

を
見
込
む
企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、販
売
価
格
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
上

昇

－

低
下
）の
実
績
は
＋
３（
前
期
比

＋
１
）、見
込
み
は
＋
11（
同
＋
８
）、予
想

は
＋
16（
同
＋
５
）と
、上
昇
を
見
込
む

企
業
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、仕
入
価

格
Ｂ
Ｓ
Ｉ
と
の
乖
離
が
大
き
く
、仕
入

価
格
上
昇
を
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
な

い
企
業
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

第
17
回
景
況
感
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

特 集

▲図4　売上高BSI、経常利益BSIの推移

▲図5　仕入価格BSI、販売価格BSIの推移

▲図2　九州7県の業況BSIの推移（製造業）
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▲図3　九州7県の業況BSIの推移（非製造業）
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政
策
や
日
銀
の
金
融
政
策
に
対
す
る
期

待
感
を
背
景
に
し
た
景
気
回
復
が
定
着

し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、見
込
み
や
予
想
で

は
実
績
を
上
回
る
改
善
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、先
行
き
に
明
る
い
見
通
し
を
持
つ

企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
製
造
業
の
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
の
実
績
を
見

る
と
、福
岡
県
は
＋
5（
前
期
比
＋
12
）、

熊
本
県
は
＋
42（
同
＋
16
）、長
崎
県
は

▲
24（
同
±
０
）、佐
賀
県
は
+
７（
同

▲
６
）、大
分
県
は
▲
23（
同
±
０
）、宮
崎

県
は
±
０（
同
▲
38
）、鹿
児
島
県
は
＋
67

（
同
±
０
）と
な
っ
て
い
ま
す
。見
込
み
、

予
想
は
い
ず
れ
の
県
も
改
善
ま
た
は

横
ば
い
と
な
っ
て
お
り
、業
況
の
改
善

を
予
想
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
ま

す
。低
迷
し
て
い
た
長
崎
県
や
大
分

県
で
も
、改
善
を
見
通
す
企
業
が

増
え
て
い
ま
す
。

　　
非
製
造
業
の
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
の
実
績
を

見
る
と
、福
岡
県
は
＋
36（
前
期
比
＋

16
）、熊
本
県
は
＋
29（
同
＋
20
）、長
崎

県
は
＋
７（
同
▲
３
）、佐
賀
県
は
▲
10

（
同
▲
５
）、大
分
県
は
＋
７（
同
＋
７
）、

宮
崎
県
は
＋
11（
同
＋
22
）、鹿
児
島
県

は
＋
25（
同
＋
10
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

見
込
み
、予
想
は
福
岡
県
と
鹿
児
島
県

で
下
落
が
あ
る
も
の
の
、総
じ
て
改
善
ま

た
は
横
ば
い
と
な
り
、全
て
の
県
で
プ
ラ

ス
と
な
って
い
ま
す
。

　
消
費
者
心
理
の
改
善
に
よ
って
小
売
、

卸
売
を
中
心
と
し
た
改
善
が
鮮
明
と

な
って
い
る
他
、ホ
テ
ル・旅
館
の
改
善
も

顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、建
設
で
も

公
共
工
事
や
、消
費
税
増
税
を
意
識
し

た
住
宅
の
駆
け
込
み
着
工
の
増
加
を
背

景
に
大
幅
な
改
善
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

７
県
の
非
製
造
業
の
景
況
感
は
明
る
い

見
通
し
と
な
って
い
ま
す
。

　
売
上
高
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
増
加

－
減
少
）の
実

績
は
、＋
17（
前
期
比
＋
８
）と
改
善
し
、

先
行
き
に
つ
い
て
も
見
込
み
が
＋
27（
同

＋
10
）、予
想
が
＋
31（
同
＋
４
）と
改
善

が
続
い
て
い
ま
す
。大
半
の
業
種
が
改
善

を
予
想
し
て
い
ま
す
が
、特
に
製
造
業
で

は
鉄
鋼・非
鉄
、金
属
製
品
、非
製
造
業

で
は
小
売
の
改
善
が
顕
著
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
経
常
利
益
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
増
加

－

減
少
）の

実
績
は
、＋
7（
前
期
比
＋
２
）と
な
っ
て

お
り
、先
行
き
は
見
込
み
が
＋
16（
同
＋

９
）、予
想
が
＋
25（
同
＋
９
）で
、売
上

高
同
様
に
改
善
が
続
い
て
い
ま
す
。

業
種
別
で
は
、製
造
業
で
は
鉄
鋼
・

非
鉄
、金
属
製
品
、繊
維
製
品
が
、非
製

造
業
で
は
小
売
が
大
幅
に
改
善
し
て
い

ま
す
。

　
仕
入
価
格
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
上
昇

－

低
下
）

の
実
績
は
＋
45（
前
期
比
＋
12
）、見
込

み
は
＋
56（
同
＋
11
）、予
想
は
＋
60（
同

＋
４
）と
、先
行
き
の
仕
入
価
格
の
上
昇

を
見
込
む
企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、販
売
価
格
Ｂ
Ｓ
Ｉ（
上

昇

－

低
下
）の
実
績
は
＋
３（
前
期
比

＋
１
）、見
込
み
は
＋
11（
同
＋
８
）、予
想

は
＋
16（
同
＋
５
）と
、上
昇
を
見
込
む

企
業
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、仕
入
価

格
Ｂ
Ｓ
Ｉ
と
の
乖
離
が
大
き
く
、仕
入

価
格
上
昇
を
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
な

い
企
業
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

第
17
回
景
況
感
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

特 集

▲図4　売上高BSI、経常利益BSIの推移

▲図5　仕入価格BSI、販売価格BSIの推移

▲図2　九州7県の業況BSIの推移（製造業）
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▲図3　九州7県の業況BSIの推移（非製造業）
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業況BSIの詳細
　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　造　業

食料品

化学・石油製品

土石･生コン

鉄鋼・非鉄

金属製品

一般機械

電子部品･電気機械

輸送用機械

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

不動産業

運輸・倉庫業

ホテル・旅館業

サービス業

7.7

▲7.3

0.0

▲14.3

75.0

▲40.0

▲42.9

▲16.7

▲100.0

100.0

20.0

30.0

66.7

▲33.3

20.0

50.0

0.0

0.0

31.9

22.0

22.2

14.3

75.0

0.0

0.0

16.7

0.0

100.0

40.0

40.0

66.7

22.2

40.0

50.0

0.0

40.0

41.8

26.8

22.2

42.9

50.0

20.0

0.0

16.7

100.0

50.0

54.0

65.0

100.0

22.2

40.0

75.0

0.0

20.0

44.0

48.8

55.6

57.1

25.0

60.0

57.1

50.0

0.0

0.0

40.0

50.0

33.3

22.2

40.0

50.0

100.0

20.0

24.2

29.3

22.2

28.6

0.0

40.0

42.9

33.3

100.0

0.0

20.0

10.0

0.0

55.6

20.0

0.0

0.0

40.0

38.5

51.2

66.7

28.6

50.0

40.0

71.4

66.7

0.0

0.0

28.0

30.0

0.0

44.4

40.0

0.0

100.0

20.0

19.8

22.0

11.1

28.6

0.0

40.0

28.6

16.7

0.0

50.0

18.0

5.0

0.0

33.3

20.0

25.0

0.0

60.0

22.0

4.9

11.1

14.3

50.0

▲20.0

▲28.6

0.0

100.0

0.0

36.0

60.0

100.0

▲11.1

20.0

50.0

0.0

▲40.0

14.3

12.2

11.1

28.6

▲25.0

20.0

14.3

16.7

200.0

▲100.0

16.0

30.0

33.3

22.2

0.0

0.0

0.0

▲40.0

48.4

34.1

33.3

28.6

75.0

40.0

14.3

16.7

100.0

50.0

60.0

55.0

100.0

77.8

40.0

50.0

0.0

40.0

37.4

48.8

33.3

57.1

25.0

40.0

71.4

66.7

0.0

50.0

28.0

40.0

0.0

11.1

40.0

25.0

100.0

20.0

14.3

17.1

33.3

14.3

0.0

20.0

14.3

16.7

0.0

0.0

12.0

5.0

0.0

11.1

20.0

25.0

0.0

40.0

34.1

17.1

0.0

14.3

75.0

20.0

0.0

0.0

100.0

50.0

48.0

50.0

100.0

66.7

20.0

25.0

0.0

0.0

12.1

12.2

▲11.1

0.0

25.0

40.0

28.6

0.0

0.0

50.0

12.0

▲10.0

0.0

77.8

0.0

▲25.0

0.0

40.0

50.5

41.5

33.3

28.6

75.0

60.0

57.1

0.0

100.0

0.0

58.0

55.0

83.3

77.8

20.0

75.0

0.0

40.0

34.1

46.3

33.3

57.1

25.0

40.0

42.9

83.3

0.0

100.0

24.0

40.0

0.0

0.0

40.0

0.0

100.0

20.0

15.4

12.2

33.3

14.3

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0

0.0

18.0

5.0

16.7

22.2

40.0

25.0

0.0

40.0

35.2

29.3

0.0

14.3

75.0

60.0

57.1

▲16.7

100.0

0.0

40.0

50.0

66.7

55.6

▲20.0

50.0

0.0

0.0

1.1

12.2

0.0

0.0

0.0

40.0

57.1

▲16.7

0.0

▲50.0

▲8.0

0.0

▲33.3

▲11.1

▲40.0

25.0

0.0

0.0

福 岡 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　造　業

食料品

化学・石油製品

土石･生コン

金属製品

一般機械

電子部品･電気機械

輸送用機械

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

不動産業

運輸・倉庫業

ホテル・旅館業

サービス業

14.8

26.3

▲25.0

0.0

100.0

0.0

100.0

100.0

50.0

8.6

28.6

11.1

0.0

▲25.0

50.0

0.0

0.0

31.5

42.1

25.0

0.0

100.0

20.0

100.0

100.0

50.0

25.7

42.9

22.2

25.0

0.0

50.0

33.3

16.7

42.6

52.6

25.0

33.3

100.0

40.0

100.0

100.0

50.0

37.1

42.9

44.4

25.0

0.0

50.0

100.0

16.7

51.9

42.1

25.0

100.0

0.0

60.0

0.0

0.0

50.0

57.1

42.9

66.7

50.0

75.0

50.0

33.3

66.7

16.7

15.8

50.0

0.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

17.1

14.3

11.1

25.0

25.0

0.0

33.3

16.7

48.1

36.8

25.0

66.7

0.0

60.0

0.0

0.0

50.0

54.3

42.9

44.4

75.0

75.0

50.0

0.0

83.3

9.3

10.5

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.6

14.3

11.1

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

33.3

42.1

▲25.0

33.3

100.0

40.0

100.0

100.0

50.0

28.6

28.6

33.3

25.0

▲25.0

50.0

100.0

16.7

18.5

15.8

0.0

33.3

0.0

40.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

22.2

25.0

0.0

0.0

100.0

16.7

57.4

68.4

25.0

33.3

100.0

100.0

100.0

66.7

100.0

51.4

71.4

33.3

50.0

75.0

50.0

33.3

50.0

33.3

15.8

25.0

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

42.9

28.6

55.6

50.0

25.0

50.0

33.3

50.0

9.3

15.8

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

5.7

0.0

11.1

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

48.1

52.6

▲25.0

33.3

100.0

100.0

100.0

33.3

100.0

45.7

71.4

22.2

50.0

75.0

50.0

0.0

50.0

14.8

10.5

0.0

0.0

0.0

60.0

0.0

▲66.7

50.0

17.1

42.9

▲11.1

25.0

100.0

0.0

▲100.0

33.3

57.4

63.2

25.0

33.3

100.0

100.0

0.0

66.7

100.0

54.3

42.9

66.7

75.0

75.0

0.0

66.7

33.3

33.3

26.3

50.0

66.7

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

37.1

42.9

33.3

25.0

0.0

100.0

33.3

50.0

9.3

10.5

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

8.6

14.3

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

16.7

48.1

52.6

0.0

33.3

100.0

100.0

0.0

33.3

100.0

45.7

28.6

66.7

75.0

50.0

0.0

66.7

16.7

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

▲100.0

0.0

0.0

0.0

▲42.9

44.4

25.0

▲25.0

▲50.0

66.7

▲33.3

熊 本 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

業況BSIの詳細
　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　造　業

食料品

繊維製品

窯業

土石･生コン

鉄鋼・非鉄

金属製品

一般機械

電子部品･電気機械

輸送用機械

その他製造業

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

不動産業

運輸・倉庫業

ホテル・旅館業

サービス業

▲1.3

▲23.5

▲22.2

▲50.0

▲100.0

▲10.0

▲60.0

▲50.0

▲20.0

▲33.3

33.3

▲33.3

9.7

38.1

11.5

▲20.0

25.0

▲30.0

28.6

10.0

23.4

13.7

11.1

0.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

33.3

50.0

0.0

28.2

47.6

26.9

13.3

25.0

20.0

42.9

20.0

26.0

17.6

33.3

0.0

0.0

30.0

0.0

0.0

0.0

33.3

16.7

16.7

30.1

47.6

26.9

6.7

25.0

20.0

57.1

30.0

51.9

49.0

55.6

50.0

0.0

50.0

40.0

50.0

80.0

0.0

33.3

66.7

53.4

42.9

57.7

53.3

75.0

30.0

42.9

70.0

24.7

37.3

33.3

50.0

100.0

30.0

60.0

50.0

20.0

66.7

16.7

33.3

18.4

9.5

15.4

33.3

0.0

50.0

14.3

10.0

44.8

41.2

33.3

0.0

0.0

50.0

40.0

25.0

80.0

33.3

50.0

33.3

46.6

42.9

53.8

53.3

75.0

20.0

28.6

50.0

29.2

41.2

33.3

100.0

100.0

20.0

60.0

75.0

20.0

33.3

33.3

50.0

23.3

9.5

19.2

40.0

0.0

60.0

14.3

20.0

▲3.2

▲23.5

0.0

▲100.0

▲100.0

10.0

▲60.0

▲75.0

▲20.0

0.0

▲16.7

▲33.3

6.8

38.1

7.7

▲33.3

25.0

▲40.0

42.9

10.0

▲1.9

0.0

22.2

▲50.0

0.0

20.0

0.0

▲25.0

0.0

33.3

▲50.0

0.0

▲2.9

0.0

▲3.8

▲13.3

0.0

▲10.0

14.3

0.0

32.5

31.4

33.3

0.0

100.0

20.0

40.0

0.0

0.0

100.0

33.3

50.0

33.0

47.6

30.8

13.3

25.0

30.0

57.1

30.0

43.5

41.2

44.4

0.0

0.0

60.0

20.0

75.0

80.0

0.0

33.3

16.7

44.7

38.1

53.8

60.0

75.0

10.0

28.6

45.0

24.0

27.5

22.2

100.0

0.0

20.0

40.0

25.0

20.0

0.0

33.3

33.3

22.3

14.3

15.4

26.7

0.0

60.0

14.3

25.0

8.4

3.9

11.1

▲100.0

100.0

0.0

0.0

▲25.0

▲20.0

100.0

0.0

16.7

10.7

33.3

15.4

▲13.3

25.0

▲30.0

42.9

5.0

11.7

27.5

11.1

0.0

200.0

▲10.0

60.0

50.0

0.0

100.0

16.7

50.0

3.9

▲4.8

7.7

20.0

0.0

10.0

0.0

▲5.0

30.5

33.3

44.4

50.0

0.0

20.0

40.0

0.0

40.0

66.7

66.7

0.0

29.1

38.1

26.9

33.3

25.0

30.0

42.9

15.0

55.2

49.0

33.3

0.0

100.0

70.0

60.0

100.0

60.0

0.0

16.7

50.0

58.3

52.4

61.5

60.0

75.0

40.0

57.1

65.0

14.3

17.6

22.2

50.0

0.0

10.0

0.0

0.0

0.0

33.3

16.7

50.0

12.6

9.5

11.5

6.7

0.0

30.0

0.0

20.0

16.2

15.7

22.2

0.0

0.0

10.0

40.0

0.0

40.0

33.3

50.0

▲50.0

16.5

28.6

15.4

26.7

25.0

0.0

42.9

▲5.0

7.8

11.8

11.1

100.0

▲100.0

10.0

40.0

25.0

60.0

▲66.7

50.0

▲66.7

5.8

▲4.8

0.0

40.0

0.0

30.0

0.0

▲10.0

長 崎 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　造　業

食料品

繊維製品

窯業

金属製品

一般機械

電子部品･電気機械

その他製造業

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

不動産業

運輸・倉庫業

ホテル・旅館業

サービス業

2.9

13.3

25.0

▲100.0

100.0

66.7

▲100.0

▲33.3

0.0

▲5.0

0.0

66.7

▲50.0

0.0

50.0

0.0

▲100.0

31.4

40.0

50.0

0.0

100.0

66.7

0.0

0.0

0.0

25.0

14.3

66.7

0.0

50.0

50.0

0.0

0.0

34.3

46.7

50.0

0.0

100.0

66.7

0.0

33.3

0.0

25.0

28.6

33.3

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

40.0

33.3

25.0

0.0

0.0

33.3

0.0

66.7

100.0

45.0

71.4

33.3

50.0

0.0

50.0

100.0

0.0

28.6

26.7

25.0

100.0

0.0

0.0

100.0

33.3

0.0

30.0

14.3

0.0

50.0

50.0

0.0

0.0

100.0

28.6

13.3

0.0

0.0

0.0

33.3

100.0

0.0

0.0

40.0

71.4

33.3

0.0

0.0

50.0

100.0

0.0

37.1

40.0

50.0

100.0

0.0

0.0

0.0

66.7

100.0

35.0

0.0

33.3

50.0

50.0

50.0

0.0

100.0

▲2.9

6.7

0.0

▲100.0

100.0

66.7

0.0

▲33.3

▲100.0

▲10.0

28.6

0.0

0.0

0.0

▲50.0

0.0

▲100.0

▲5.7

▲6.7

▲25.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

▲100.0

▲5.0

28.6

▲66.7

50.0

0.0

▲100.0

0.0

0.0

42.9

40.0

0.0

100.0

50.0

100.0

0.0

33.3

0.0

45.0

85.7

0.0

50.0

50.0

50.0

0.0

0.0

28.6

46.7

75.0

0.0

50.0

0.0

100.0

33.3

100.0

15.0

14.3

33.3

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

28.6

13.3

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

40.0

0.0

66.7

50.0

50.0

50.0

0.0

100.0

14.3

26.7

▲25.0

100.0

50.0

100.0

0.0

0.0

0.0

5.0

85.7

▲66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

▲100.0

17.1

20.0

▲25.0

200.0

▲50.0

33.3

0.0

33.3

100.0

15.0

57.1

▲66.7

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

54.3

66.7

50.0

100.0

50.0

100.0

100.0

33.3

100.0

45.0

57.1

0.0

100.0

0.0

50.0

100.0

33.3

34.3

33.3

50.0

0.0

50.0

0.0

0.0

66.7

0.0

35.0

42.9

33.3

0.0

50.0

50.0

0.0

33.3

11.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

66.7

0.0

50.0

0.0

0.0

33.3

42.9

66.7

50.0

100.0

50.0

100.0

100.0

33.3

100.0

25.0

57.1

▲66.7

100.0

▲50.0

50.0

100.0

0.0

28.6

40.0

75.0

0.0

0.0

0.0

100.0

33.3

100.0

20.0

▲28.6

0.0

100.0

▲50.0

50.0

100.0

100.0

佐 賀 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

44FFG MONTHLY SURVEY Vol.68
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業況BSIの詳細
　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　造　業

食料品

化学・石油製品

土石･生コン

鉄鋼・非鉄

金属製品

一般機械

電子部品･電気機械

輸送用機械

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

不動産業

運輸・倉庫業

ホテル・旅館業

サービス業

7.7

▲7.3

0.0

▲14.3

75.0

▲40.0

▲42.9

▲16.7

▲100.0

100.0

20.0

30.0

66.7

▲33.3

20.0

50.0

0.0

0.0

31.9

22.0

22.2

14.3

75.0

0.0

0.0

16.7

0.0

100.0

40.0

40.0

66.7

22.2

40.0

50.0

0.0

40.0

41.8

26.8

22.2

42.9

50.0

20.0

0.0

16.7

100.0

50.0

54.0

65.0

100.0

22.2

40.0

75.0

0.0

20.0

44.0

48.8

55.6

57.1

25.0

60.0

57.1

50.0

0.0

0.0

40.0

50.0

33.3

22.2

40.0

50.0

100.0

20.0

24.2

29.3

22.2

28.6

0.0

40.0

42.9

33.3

100.0

0.0

20.0

10.0

0.0

55.6

20.0

0.0

0.0

40.0

38.5

51.2

66.7

28.6

50.0

40.0

71.4

66.7

0.0

0.0

28.0

30.0

0.0

44.4

40.0

0.0

100.0

20.0

19.8

22.0

11.1

28.6

0.0

40.0

28.6

16.7

0.0

50.0

18.0

5.0

0.0

33.3

20.0

25.0

0.0

60.0

22.0

4.9

11.1

14.3

50.0

▲20.0

▲28.6

0.0

100.0

0.0

36.0

60.0

100.0

▲11.1

20.0

50.0

0.0

▲40.0

14.3

12.2

11.1

28.6

▲25.0

20.0

14.3

16.7

200.0

▲100.0

16.0

30.0

33.3

22.2

0.0

0.0

0.0

▲40.0

48.4

34.1

33.3

28.6

75.0

40.0

14.3

16.7

100.0

50.0

60.0

55.0

100.0

77.8

40.0

50.0

0.0

40.0

37.4

48.8

33.3

57.1

25.0

40.0

71.4

66.7

0.0

50.0

28.0

40.0

0.0

11.1

40.0

25.0

100.0

20.0

14.3

17.1

33.3

14.3

0.0

20.0

14.3

16.7

0.0

0.0

12.0

5.0

0.0

11.1

20.0

25.0

0.0

40.0

34.1

17.1

0.0

14.3

75.0

20.0

0.0

0.0

100.0

50.0

48.0

50.0

100.0

66.7

20.0

25.0

0.0

0.0

12.1

12.2

▲11.1

0.0

25.0

40.0

28.6

0.0

0.0

50.0

12.0

▲10.0

0.0

77.8

0.0

▲25.0

0.0

40.0

50.5

41.5

33.3

28.6

75.0

60.0

57.1

0.0

100.0

0.0

58.0

55.0

83.3

77.8

20.0

75.0

0.0

40.0

34.1

46.3

33.3

57.1

25.0

40.0

42.9

83.3

0.0

100.0

24.0

40.0

0.0

0.0

40.0

0.0

100.0

20.0

15.4

12.2

33.3

14.3

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0

0.0

18.0

5.0

16.7

22.2

40.0

25.0

0.0

40.0

35.2

29.3

0.0

14.3

75.0

60.0

57.1

▲16.7

100.0

0.0

40.0

50.0

66.7

55.6

▲20.0

50.0

0.0

0.0

1.1

12.2

0.0

0.0

0.0

40.0

57.1

▲16.7

0.0

▲50.0

▲8.0

0.0

▲33.3

▲11.1

▲40.0

25.0

0.0

0.0

福 岡 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　造　業

食料品

化学・石油製品

土石･生コン

金属製品

一般機械

電子部品･電気機械

輸送用機械

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

不動産業

運輸・倉庫業

ホテル・旅館業

サービス業

14.8

26.3

▲25.0

0.0

100.0

0.0

100.0

100.0

50.0

8.6

28.6

11.1

0.0

▲25.0

50.0

0.0

0.0

31.5

42.1

25.0

0.0

100.0

20.0

100.0

100.0

50.0

25.7

42.9

22.2

25.0

0.0

50.0

33.3

16.7

42.6

52.6

25.0

33.3

100.0

40.0

100.0

100.0

50.0

37.1

42.9

44.4

25.0

0.0

50.0

100.0

16.7

51.9

42.1

25.0

100.0

0.0

60.0

0.0

0.0

50.0

57.1

42.9

66.7

50.0

75.0

50.0

33.3

66.7

16.7

15.8

50.0

0.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

17.1

14.3

11.1

25.0

25.0

0.0

33.3

16.7

48.1

36.8

25.0

66.7

0.0

60.0

0.0

0.0

50.0

54.3

42.9

44.4

75.0

75.0

50.0

0.0

83.3

9.3

10.5

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.6

14.3

11.1

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

33.3

42.1

▲25.0

33.3

100.0

40.0

100.0

100.0

50.0

28.6

28.6

33.3

25.0

▲25.0

50.0

100.0

16.7

18.5

15.8

0.0

33.3

0.0

40.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

22.2

25.0

0.0

0.0

100.0

16.7

57.4

68.4

25.0

33.3

100.0

100.0

100.0

66.7

100.0

51.4

71.4

33.3

50.0

75.0

50.0

33.3

50.0

33.3

15.8

25.0

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

42.9

28.6

55.6

50.0

25.0

50.0

33.3

50.0

9.3

15.8

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

5.7

0.0

11.1

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

48.1

52.6

▲25.0

33.3

100.0

100.0

100.0

33.3

100.0

45.7

71.4

22.2

50.0

75.0

50.0

0.0

50.0

14.8

10.5

0.0

0.0

0.0

60.0

0.0

▲66.7

50.0

17.1

42.9

▲11.1

25.0

100.0

0.0

▲100.0

33.3

57.4

63.2

25.0

33.3

100.0

100.0

0.0

66.7

100.0

54.3

42.9

66.7

75.0

75.0

0.0

66.7

33.3

33.3

26.3

50.0

66.7

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

37.1

42.9

33.3

25.0

0.0

100.0

33.3

50.0

9.3

10.5

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

8.6

14.3

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

16.7

48.1

52.6

0.0

33.3

100.0

100.0

0.0

33.3

100.0

45.7

28.6

66.7

75.0

50.0

0.0

66.7

16.7

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

▲100.0

0.0

0.0

0.0

▲42.9

44.4

25.0

▲25.0

▲50.0

66.7

▲33.3

熊 本 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

業況BSIの詳細
　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　造　業

食料品

繊維製品

窯業

土石･生コン

鉄鋼・非鉄

金属製品

一般機械

電子部品･電気機械

輸送用機械

その他製造業

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

不動産業

運輸・倉庫業

ホテル・旅館業

サービス業

▲1.3

▲23.5

▲22.2

▲50.0

▲100.0

▲10.0

▲60.0

▲50.0

▲20.0

▲33.3

33.3

▲33.3

9.7

38.1

11.5

▲20.0

25.0

▲30.0

28.6

10.0

23.4

13.7

11.1

0.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

33.3

50.0

0.0

28.2

47.6

26.9

13.3

25.0

20.0

42.9

20.0

26.0

17.6

33.3

0.0

0.0

30.0

0.0

0.0

0.0

33.3

16.7

16.7

30.1

47.6

26.9

6.7

25.0

20.0

57.1

30.0

51.9

49.0

55.6

50.0

0.0

50.0

40.0

50.0

80.0

0.0

33.3

66.7

53.4

42.9

57.7

53.3

75.0

30.0

42.9

70.0

24.7

37.3

33.3

50.0

100.0

30.0

60.0

50.0

20.0

66.7

16.7

33.3

18.4

9.5

15.4

33.3

0.0

50.0

14.3

10.0

44.8

41.2

33.3

0.0

0.0

50.0

40.0

25.0

80.0

33.3

50.0

33.3

46.6

42.9

53.8

53.3

75.0

20.0

28.6

50.0

29.2

41.2

33.3

100.0

100.0

20.0

60.0

75.0

20.0

33.3

33.3

50.0

23.3

9.5

19.2

40.0

0.0

60.0

14.3

20.0

▲3.2

▲23.5

0.0

▲100.0

▲100.0

10.0

▲60.0

▲75.0

▲20.0

0.0

▲16.7

▲33.3

6.8

38.1

7.7

▲33.3

25.0

▲40.0

42.9

10.0

▲1.9

0.0

22.2

▲50.0

0.0

20.0

0.0

▲25.0

0.0

33.3

▲50.0

0.0

▲2.9

0.0

▲3.8

▲13.3

0.0

▲10.0

14.3

0.0

32.5

31.4

33.3

0.0

100.0

20.0

40.0

0.0

0.0

100.0

33.3

50.0

33.0

47.6

30.8

13.3

25.0

30.0

57.1

30.0

43.5

41.2

44.4

0.0

0.0

60.0

20.0

75.0

80.0

0.0

33.3

16.7

44.7

38.1

53.8

60.0

75.0

10.0

28.6

45.0

24.0

27.5

22.2

100.0

0.0

20.0

40.0

25.0

20.0

0.0

33.3

33.3

22.3

14.3

15.4

26.7

0.0

60.0

14.3

25.0

8.4

3.9

11.1

▲100.0

100.0

0.0

0.0

▲25.0

▲20.0

100.0

0.0

16.7

10.7

33.3

15.4

▲13.3

25.0

▲30.0

42.9

5.0

11.7

27.5

11.1

0.0

200.0

▲10.0

60.0

50.0

0.0

100.0

16.7

50.0

3.9

▲4.8

7.7

20.0

0.0

10.0

0.0

▲5.0

30.5

33.3

44.4

50.0

0.0

20.0

40.0

0.0

40.0

66.7

66.7

0.0

29.1

38.1

26.9

33.3

25.0

30.0

42.9

15.0

55.2

49.0

33.3

0.0

100.0

70.0

60.0

100.0

60.0

0.0

16.7

50.0

58.3

52.4

61.5

60.0

75.0

40.0

57.1

65.0

14.3

17.6

22.2

50.0

0.0

10.0

0.0

0.0

0.0

33.3

16.7

50.0

12.6

9.5

11.5

6.7

0.0

30.0

0.0

20.0

16.2

15.7

22.2

0.0

0.0

10.0

40.0

0.0

40.0

33.3

50.0

▲50.0

16.5

28.6

15.4

26.7

25.0

0.0

42.9

▲5.0

7.8

11.8

11.1

100.0

▲100.0

10.0

40.0

25.0

60.0

▲66.7

50.0

▲66.7

5.8

▲4.8

0.0

40.0

0.0

30.0

0.0

▲10.0

長 崎 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　造　業

食料品

繊維製品

窯業

金属製品

一般機械

電子部品･電気機械

その他製造業

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

不動産業

運輸・倉庫業

ホテル・旅館業

サービス業

2.9

13.3

25.0

▲100.0

100.0

66.7

▲100.0

▲33.3

0.0

▲5.0

0.0

66.7

▲50.0

0.0

50.0

0.0

▲100.0

31.4

40.0

50.0

0.0

100.0

66.7

0.0

0.0

0.0

25.0

14.3

66.7

0.0

50.0

50.0

0.0

0.0

34.3

46.7

50.0

0.0

100.0

66.7

0.0

33.3

0.0

25.0

28.6

33.3

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

40.0

33.3

25.0

0.0

0.0

33.3

0.0

66.7

100.0

45.0

71.4

33.3

50.0

0.0

50.0

100.0

0.0

28.6

26.7

25.0

100.0

0.0

0.0

100.0

33.3

0.0

30.0

14.3

0.0

50.0

50.0

0.0

0.0

100.0

28.6

13.3

0.0

0.0

0.0

33.3

100.0

0.0

0.0

40.0

71.4

33.3

0.0

0.0

50.0

100.0

0.0

37.1

40.0

50.0

100.0

0.0

0.0

0.0

66.7

100.0

35.0

0.0

33.3

50.0

50.0

50.0

0.0

100.0

▲2.9

6.7

0.0

▲100.0

100.0

66.7

0.0

▲33.3

▲100.0

▲10.0

28.6

0.0

0.0

0.0

▲50.0

0.0

▲100.0

▲5.7

▲6.7

▲25.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

▲100.0

▲5.0

28.6

▲66.7

50.0

0.0

▲100.0

0.0

0.0

42.9

40.0

0.0

100.0

50.0

100.0

0.0

33.3

0.0

45.0

85.7

0.0

50.0

50.0

50.0

0.0

0.0

28.6

46.7

75.0

0.0

50.0

0.0

100.0

33.3

100.0

15.0

14.3

33.3

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

28.6

13.3

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

40.0

0.0

66.7

50.0

50.0

50.0

0.0

100.0

14.3

26.7

▲25.0

100.0

50.0

100.0

0.0

0.0

0.0

5.0

85.7

▲66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

▲100.0

17.1

20.0

▲25.0

200.0

▲50.0

33.3

0.0

33.3

100.0

15.0

57.1

▲66.7

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

54.3

66.7

50.0

100.0

50.0

100.0

100.0

33.3

100.0

45.0

57.1

0.0

100.0

0.0

50.0

100.0

33.3

34.3

33.3

50.0

0.0

50.0

0.0

0.0

66.7

0.0

35.0

42.9

33.3

0.0

50.0

50.0

0.0

33.3

11.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

66.7

0.0

50.0

0.0

0.0

33.3

42.9

66.7

50.0

100.0

50.0

100.0

100.0

33.3

100.0

25.0

57.1

▲66.7

100.0

▲50.0

50.0

100.0

0.0

28.6

40.0

75.0

0.0

0.0

0.0

100.0

33.3

100.0

20.0

▲28.6

0.0

100.0

▲50.0

50.0

100.0

100.0

佐 賀 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異
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業況BSIの詳細
　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　　造　　業

食料品

一般機械

電子部品･電気機械

輸送用機械

その他製造業

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

サービス業

▲11.1

▲23.1

0.0

▲100.0

▲66.7

▲50.0

16.7

0.0

0.0

▲33.3

16.7

0.0

14.8

7.7

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

21.4

33.3

0.0

33.3

0.0

22.2

15.4

0.0

0.0

33.3

0.0

16.7

28.6

33.3

0.0

33.3

50.0

59.3

61.5

100.0

0.0

33.3

50.0

83.3

57.1

33.3

66.7

50.0

100.0

25.9

30.8

0.0

100.0

66.7

50.0

0.0

21.4

33.3

33.3

16.7

0.0

48.1

46.2

100.0

0.0

0.0

50.0

66.7

50.0

66.7

33.3

50.0

50.0

29.6

38.5

0.0

100.0

66.7

50.0

16.7

21.4

0.0

66.7

16.7

0.0

▲7.4

▲23.1

0.0

▲100.0

▲33.3

▲50.0

0.0

7.1

33.3

▲66.7

16.7

50.0

3.7

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

▲16.7

7.1

33.3

▲33.3

0.0

50.0

40.7

30.8

0.0

0.0

33.3

50.0

33.3

50.0

33.3

33.3

66.7

50.0

37.0

30.8

100.0

0.0

33.3

0.0

33.3

42.9

66.7

66.7

16.7

50.0

22.2

38.5

0.0

100.0

33.3

50.0

33.3

7.1

0.0

0.0

16.7

0.0

18.5

▲7.7

0.0

▲100.0

0.0

0.0

0.0

42.9

33.3

33.3

50.0

50.0

25.9

15.4

0.0

0.0

33.3

50.0

0.0

35.7

0.0

100.0

33.3

0.0

51.9

53.8

0.0

100.0

33.3

100.0

50.0

50.0

66.7

0.0

83.3

0.0

37.0

30.8

100.0

0.0

33.3

0.0

33.3

42.9

33.3

100.0

0.0

100.0

11.1

15.4

0.0

0.0

33.3

0.0

16.7

7.1

0.0

0.0

16.7

0.0

40.7

38.5

0.0

100.0

0.0

100.0

33.3

42.9

66.7

0.0

66.7

0.0

22.2

46.2

0.0

200.0

0.0

100.0

33.3

0.0

33.3

▲33.3

16.7

▲50.0

大 分 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　　造　　業

食料品

土石･生コン

電子部品･電気機械

輸送用機械

非　製　造　業

建設業

卸売業

小売業

運輸・倉庫業

サービス業

26.9

66.7

50.0

100.0

100.0

0.0

15.0

33.3

25.0

25.0

66.7

▲33.3

46.2

66.7

50.0

100.0

100.0

0.0

40.0

33.3

50.0

50.0

66.7

16.7

53.8

83.3

50.0

100.0

100.0

100.0

45.0

33.3

50.0

50.0

66.7

33.3

34.6

33.3

50.0

0.0

0.0

100.0

35.0

66.7

25.0

25.0

33.3

33.3

19.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

25.0

25.0

0.0

50.0

26.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

35.0

66.7

25.0

25.0

33.3

33.3

19.2

16.7

50.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

25.0

25.0

0.0

33.3

34.6

66.7

0.0

100.0

100.0

100.0

25.0

33.3

25.0

25.0

66.7

0.0

7.7

0.0

▲50.0

0.0

0.0

100.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

38.5

83.3

50.0

100.0

100.0

100.0

25.0

33.3

50.0

25.0

33.3

0.0

46.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

60.0

66.7

50.0

50.0

66.7

66.7

15.4

16.7

50.0

0.0

0.0

0.0

15.0

0.0

0.0

25.0

0.0

33.3

23.1

66.7

0.0

100.0

100.0

100.0

10.0

33.3

50.0

0.0

33.3

▲33.3

▲11.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

▲15.0

0.0

25.0

▲25.0

▲33.3

▲33.3

46.2

66.7

50.0

50.0

100.0

100.0

40.0

33.3

50.0

75.0

33.3

16.7

38.5

33.3

50.0

50.0

0.0

0.0

40.0

66.7

25.0

25.0

66.7

33.3

15.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

25.0

0.0

0.0

50.0

30.8

66.7

50.0

50.0

100.0

100.0

20.0

33.3

25.0

75.0

33.3

▲33.3

7.7

0.0

50.0

▲50.0

0.0

0.0

10.0

0.0

▲25.0

75.0

0.0

0.0

鹿 児 島 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

　（単位：％、ポイント）

全　　　産　　　業　　　

製　　造　　業

食料品

繊維製品

化学・石油製品

金属製品

輸送用機械

その他製造業

非　製　造　業

建設業

小売業

運輸・倉庫業

サービス業

11.8

37.5

50.0

50.0

100.0

▲100.0

0.0

100.0

▲11.1

▲40.0

▲100.0

50.0

100.0

35.3

50.0

50.0

50.0

100.0

0.0

0.0

100.0

22.2

0.0

0.0

50.0

100.0

29.4

25.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

100.0

100.0

41.2

37.5

50.0

50.0

0.0

0.0

100.0

0.0

44.4

60.0

0.0

50.0

0.0

23.5

12.5

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

33.3

40.0

100.0

0.0

0.0

47.1

50.0

50.0

50.0

0.0

0.0

100.0

100.0

44.4

80.0

0.0

0.0

0.0

23.5

25.0

0.0

0.0

100.0

100.0

0.0

0.0

22.2

20.0

100.0

0.0

0.0

5.9

0.0

50.0

50.0

▲100.0

▲100.0

0.0

0.0

11.1

▲20.0

▲100.0

100.0

100.0

▲5.9

▲37.5

0.0

0.0

▲200.0

0.0

0.0

▲100.0

22.2

20.0

0.0

50.0

0.0

41.2

37.5

50.0

50.0

0.0

100.0

0.0

0.0

44.4

40.0

0.0

50.0

100.0

47.1

37.5

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

100.0

55.6

60.0

100.0

50.0

0.0

11.8

25.0

0.0

0.0

100.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

29.4

12.5

50.0

50.0

▲100.0

100.0

▲100.0

0.0

44.4

40.0

0.0

50.0

100.0

23.5

12.5

0.0

0.0

0.0

200.0

▲100.0

0.0

33.3

60.0

100.0

▲50.0

0.0

47.1

50.0

50.0

50.0

100.0

100.0

0.0

0.0

44.4

60.0

0.0

0.0

100.0

47.1

37.5

50.0

50.0

0.0

0.0

100.0

0.0

55.6

40.0

100.0

100.0

0.0

5.9

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

41.2

37.5

50.0

50.0

100.0

100.0

0.0

▲100.0

44.4

60.0

0.0

0.0

100.0

11.8

25.0

0.0

0.0

200.0

0.0

100.0

▲100.0

0.0

20.0

0.0

▲50.0

0.0

宮 崎 県
2013年4～6期（実績)

改善 不変 悪化 BSI 改善 不変 悪化 BSI

2013年7～9期（実績)
差異

2013年10～12期（見込み) 2014年1～3期（予想)

改善 不変 悪化 BSI
差異

改善 不変 悪化 BSI
差異

●
天神山
小学校 白水池

←博多南駅方面

春日中央通り

〈新店舗〉
春日支店

大土居

天神山小入口
セブンイレブン

● ドラッグストア
モリ●

い
け
い
け
通
り

住所

TEL
自動サービスコーナー

設備

〒816-0855
福岡県春日市天神山５丁目10番２号
092-586-6725
8：00-21：00（平日・土日・祝日）
全自動貸金庫・多目的トイレ 等

■ 福岡銀行春日支店

■
快
適
で
機
能
的
な
新
店
舗
が
誕
生

　
福
岡
銀
行
は
、平
成
26
年
１
月
27
日（
月
）、福
岡

県
春
日
市
天
神
山
に「
春
日
支
店
」を
新
た
に
オ
ー
プ

ン
致
し
ま
し
た
。

　
春
日
支
店
は
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
あ
な
た
の
い
ち
ば

ん
に
。」を
実
践
し
て
い
く
た
め
、お
客
様
に
と
っ
て
快

適
で
機
能
的
な
空
間
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提

供
で
き
る
店
舗
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。そ
れ
に
向
け

た
新
た
な
試
み
と
し
て
、通
常
は
１
階
の
自
動
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
の
み
に
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
、窓
口
の

あ
る
２
階
に
も
１
台
設
置
し
て
お
り
、窓
口
受
付
と
並

行
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
更
な
る
利
便
性
の
向
上
を
追
及

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
今
後
も
、「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」を

追
求
し
、お
客
様
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。行
員一同
、皆
様
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
１
月

福
岡
銀
行 

春
日
支
店
を
新
た
に
オ
ー
プ
ン

こ
の
度
、
福
岡
銀
行
は
、
新
店
舗
「
春
日
支
店
」
（
福
岡
県
春
日
市
）
を
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
店
舗
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

か
す
が

て
ん
じ
ん
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●
天神山
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←博多南駅方面
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岡
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
福岡県の景気は、生産に足元弱さが見られるものの、個人消費は前年比プラス推移を継続する等、総じて緩

やかな持ち直しの動きが続いています。
生産は、新型車販売に備えた生産調整等により足元は持ち直しの動きに弱さが見られます。個人消費は、大型

小売店販売額、自動車販売が前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。住宅建設は10ヵ月連続で前年
を上回り好調に推移しています。

（森山 裕司）

1.生産活動 足元、持ち直しの動きに弱さが見られる
10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は87.9と前月比0.9％上昇しました。
足元の生産は、持ち直しの動きに弱さが見られま

す。
主要業種では、医薬品が増産となった化学が上昇

しました。新型車販売に備えた生産調整等により輸送
機械は前月並み水準で推移しています。

3.住宅建設

11月の新設住宅着工戸数は、4,083戸と前年同月
比29.4％増加し、10ヵ月連続で前年を上回りました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「持

家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を大幅に上回る等、好
調に推移しています。

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 足元は回復に向けた動きが一服
11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比17.8％減の970件、金額が前年同月比8.9％減の
297億円となりました。
発注者別では、「市町村」で学校の改修工事等の大

型案件があったものの、「県」が前年を大きく下回り、
全体では８ヵ月ぶりに前年を下回っています。

西日本建設業保証出所■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比5.3％増の20件、負債総額は同88.9％
増の約51億円となりました。
食品製造業で10億円超の大型倒産がある等、負債

総額は前年を大きく上回りました。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 持ち直しの動きが続いている
11月の大型小売店販売額は、前年同月比2.7％増

の597億円となりました。
月中旬以降の気温低下によりコートやセーターの

売れ行きが伸びた他、高価格帯のハンドバッグ等、身
の回り品も好調。また、惣菜等が好調だった飲食料品
も前年を上回っています。
11月の自動車販売は、前年同月比17.8％増の

15,118台となっています（乗用車は同16.7％増、軽
自動車は同19.9％増）。

F u k u o k a

好調に推移している

経 済 動 向 〈福岡県〉

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州７県 2010年＝100、福岡県 2005年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所 福岡県 全国 九州７県

■福岡県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
福岡県の景気は、生産に足元弱さが見られるものの、個人消費は前年比プラス推移を継続する等、総じて緩

やかな持ち直しの動きが続いています。
生産は、新型車販売に備えた生産調整等により足元は持ち直しの動きに弱さが見られます。個人消費は、大型

小売店販売額、自動車販売が前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。住宅建設は10ヵ月連続で前年
を上回り好調に推移しています。

（森山 裕司）

1.生産活動 足元、持ち直しの動きに弱さが見られる
10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は87.9と前月比0.9％上昇しました。
足元の生産は、持ち直しの動きに弱さが見られま

す。
主要業種では、医薬品が増産となった化学が上昇

しました。新型車販売に備えた生産調整等により輸送
機械は前月並み水準で推移しています。

3.住宅建設

11月の新設住宅着工戸数は、4,083戸と前年同月
比29.4％増加し、10ヵ月連続で前年を上回りました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「持

家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を大幅に上回る等、好
調に推移しています。

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 足元は回復に向けた動きが一服
11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比17.8％減の970件、金額が前年同月比8.9％減の
297億円となりました。
発注者別では、「市町村」で学校の改修工事等の大

型案件があったものの、「県」が前年を大きく下回り、
全体では８ヵ月ぶりに前年を下回っています。

西日本建設業保証出所■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比5.3％増の20件、負債総額は同88.9％
増の約51億円となりました。
食品製造業で10億円超の大型倒産がある等、負債

総額は前年を大きく上回りました。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 持ち直しの動きが続いている
11月の大型小売店販売額は、前年同月比2.7％増

の597億円となりました。
月中旬以降の気温低下によりコートやセーターの

売れ行きが伸びた他、高価格帯のハンドバッグ等、身
の回り品も好調。また、惣菜等が好調だった飲食料品
も前年を上回っています。
11月の自動車販売は、前年同月比17.8％増の

15,118台となっています（乗用車は同16.7％増、軽
自動車は同19.9％増）。

F u k u o k a

好調に推移している

経 済 動 向 〈福岡県〉

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州７県 2010年＝100、福岡県 2005年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所 福岡県 全国 九州７県

■福岡県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、個人消費に持ち直しの動きが見られる他、主要指標である生産が底堅く推移する等、緩や
かな持ち直しの動きが続いています。
生産は、電子部品・デバイスが増産となる等、底堅く推移しています。個人消費は、大型小売店販売額、自動車

販売ともに前年を上回り、持ち直しの動きが見られます。住宅建設や公共工事も好調に推移しています。
（大仲 陽介）

1.生産活動

10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は103.6と前月比4.5％上昇しました。
生産は、若干の上下動が見られるものの、概ね底堅

く推移しています。
主要業種では、スマートフォン向け半導体が増産と

なった電子部品・デバイスや、半導体製造装置の生産
が増加した一般機械が上昇しています。

3.住宅建設

11月の新設住宅着工戸数は、1,221戸と前年同月
比20.1％増加しました。
消費税増税を意識して９月までに契約された「持

家」や「分譲（戸建）」の着工が大幅に増加する等、着工
戸数は好調に推移しています。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比7.3％減の770件、金額が同15.7％増の200億円
となりました。
発注者別では、ダム工事の発注があった「県」が前

年を大幅に上回る等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比44.4％減の５件、負債総額が同84.6％
減の約３億円となりました。
介護事業で１億円の倒産が発生しましたが、負債総

額、件数ともに低水準に抑制されています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

11月の大型小売店販売額は、前年同月比2.6％増
の141億円となりました。
衣料品の販売は同0.6％減となりましたが、飲食料

品は惣菜等の好調に加え、野菜価格の上昇もあり前
年を上回りました。
11月の自動車販売は、前年同月比17.2％増の

5,731台となっています（乗用車は同20.8％増、軽自
動車は同13.1％増）。

緩やかな持ち直しの動きが続いている

底堅く推移している

好調に推移している

好調に推移している

負債総額、件数ともに低水準に抑制

持ち直しの動きが見られる
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熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所 熊本県 全国 九州７県

120

110

60

80

70

100

90

熊本県 全国 九州8県

■熊本県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所

10.0

5.0

0.0

▲5.0

▲10.0

（%）

2010 2011 2012 20132009

2010 2011 2012 20132009

54FFG MONTHLY SURVEY Vol.68



経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、個人消費に持ち直しの動きが見られる他、主要指標である生産が底堅く推移する等、緩や
かな持ち直しの動きが続いています。
生産は、電子部品・デバイスが増産となる等、底堅く推移しています。個人消費は、大型小売店販売額、自動車

販売ともに前年を上回り、持ち直しの動きが見られます。住宅建設や公共工事も好調に推移しています。
（大仲 陽介）

1.生産活動

10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は103.6と前月比4.5％上昇しました。
生産は、若干の上下動が見られるものの、概ね底堅

く推移しています。
主要業種では、スマートフォン向け半導体が増産と

なった電子部品・デバイスや、半導体製造装置の生産
が増加した一般機械が上昇しています。

3.住宅建設

11月の新設住宅着工戸数は、1,221戸と前年同月
比20.1％増加しました。
消費税増税を意識して９月までに契約された「持

家」や「分譲（戸建）」の着工が大幅に増加する等、着工
戸数は好調に推移しています。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比7.3％減の770件、金額が同15.7％増の200億円
となりました。
発注者別では、ダム工事の発注があった「県」が前

年を大幅に上回る等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比44.4％減の５件、負債総額が同84.6％
減の約３億円となりました。
介護事業で１億円の倒産が発生しましたが、負債総

額、件数ともに低水準に抑制されています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

11月の大型小売店販売額は、前年同月比2.6％増
の141億円となりました。
衣料品の販売は同0.6％減となりましたが、飲食料

品は惣菜等の好調に加え、野菜価格の上昇もあり前
年を上回りました。
11月の自動車販売は、前年同月比17.2％増の

5,731台となっています（乗用車は同20.8％増、軽自
動車は同13.1％増）。

緩やかな持ち直しの動きが続いている

底堅く推移している

好調に推移している

好調に推移している

負債総額、件数ともに低水準に抑制

持ち直しの動きが見られる
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、主要指標である生産に上向きの兆しが見られる他、個人消費に持ち直しの動きが見られる等、
総じて緩やかな持ち直しの動きが見られます。
生産は、建設関係のクレーンの増産によりはん用・生産用機械が上昇する等、足元では上向きの兆しが見られま

す。個人消費は、大型小売店販売額、自動車販売ともに前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。住宅建設
は、着工戸数増加の動きが一服しています。

（下田 大氣）

1.生産活動 足元では上向きの兆しが見られる
10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は86.4と前月比0.6%％低下しまし
た。
主要業種では、半導体集積回路の減産により電子

部品・デバイスが大きく低下し全体を押し下げました
が、建設関係のクレーンの増産によりはん用・生産用
機械が上昇する等、生産は足元では上向きの兆しが
見られます。

3.住宅建設 着工戸数増加の動きが一服
11月の新設住宅着工戸数は、416戸と前年同月比

20.0％減少しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「持

家」と「分譲（戸建）」は前年を大きく上回りました。「貸
家」と「分譲（マンション）」の着工は前年を大きく下
回っています。足元では、着工戸数増加の動きに一服
感が見られます。

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 好調に推移している
11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比4.1％増の482件、金額が同13.6％増の146億円
となりました。
発注者別では、空港関連工事があった「市町」が前

年を上回る等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比20%増の６件、負債総額が同約３倍の
約15億円となりました。
海運業で負債額5億円を上回る倒産が2件発生し、

負債総額は前年を大きく上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 持ち直しの動きが続いている
11月の大型小売店販売額は、前年同月比3.0％増

の101億円となりました。
主力の衣料品は冬物衣料が振るわなかったもの

の、惣菜・果物を中心に飲食料品が前年を大きく上回
り全体を押し上げました。
11月の自動車販売は、前年同月比14.4％増の

3,858台となっています（乗用車は同14.0％増、軽自
動車は同14.8％増）。

緩やかな持ち直しの動きが見られる

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

長崎県
■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県・長崎県 2010年＝100）

長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所 全国 九州7県

■長崎県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、主要指標である生産に上向きの兆しが見られる他、個人消費に持ち直しの動きが見られる等、
総じて緩やかな持ち直しの動きが見られます。
生産は、建設関係のクレーンの増産によりはん用・生産用機械が上昇する等、足元では上向きの兆しが見られま

す。個人消費は、大型小売店販売額、自動車販売ともに前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。住宅建設
は、着工戸数増加の動きが一服しています。

（下田 大氣）

1.生産活動 足元では上向きの兆しが見られる
10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は86.4と前月比0.6%％低下しまし
た。
主要業種では、半導体集積回路の減産により電子

部品・デバイスが大きく低下し全体を押し下げました
が、建設関係のクレーンの増産によりはん用・生産用
機械が上昇する等、生産は足元では上向きの兆しが
見られます。

3.住宅建設 着工戸数増加の動きが一服
11月の新設住宅着工戸数は、416戸と前年同月比

20.0％減少しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「持

家」と「分譲（戸建）」は前年を大きく上回りました。「貸
家」と「分譲（マンション）」の着工は前年を大きく下
回っています。足元では、着工戸数増加の動きに一服
感が見られます。

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 好調に推移している
11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比4.1％増の482件、金額が同13.6％増の146億円
となりました。
発注者別では、空港関連工事があった「市町」が前

年を上回る等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比20%増の６件、負債総額が同約３倍の
約15億円となりました。
海運業で負債額5億円を上回る倒産が2件発生し、

負債総額は前年を大きく上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 持ち直しの動きが続いている
11月の大型小売店販売額は、前年同月比3.0％増

の101億円となりました。
主力の衣料品は冬物衣料が振るわなかったもの

の、惣菜・果物を中心に飲食料品が前年を大きく上回
り全体を押し上げました。
11月の自動車販売は、前年同月比14.4％増の

3,858台となっています（乗用車は同14.0％増、軽自
動車は同14.8％増）。

緩やかな持ち直しの動きが見られる

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

長崎県
■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県・長崎県 2010年＝100）

長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所 全国 九州7県

■長崎県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、個人消費に弱さが見られるものの、主要指標である生産は底堅く推移しており、総じて緩や
かな持ち直しの動きが見られます。
生産は、一般機械や電子部品・デバイスが増産となる等、底堅く推移しています。個人消費は、自動車販売が

前年を上回ったものの、大型小売店販売額が前年を下回る等、弱含みで推移しています。住宅建設は、着工戸数
が前年を上回る等、好調に推移しています。

（下田 大氣）

1.生産活動

10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は91.2と前月比5.0％低下しました。
生産は月次の振れを伴いつつも、底堅く推移して

います。
主要業種では、医薬品が減産となった化学が低下

しましたが、一般機械や電子部品・デバイスは上昇し
ました。

3.住宅建設

11月の新設住宅着工戸数は、618戸と前年同月比
24.1％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により「持

家」、「貸家」、「分譲（戸建）」が前年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比7.2％増の371件、金額が同7.9％増の86億円とな
りました。
発注者別では、学校関連施設の大型案件があった

「独立行政法人等」や浄水場関連工事等があった「市
町村」が前年を上回る等、堅調に推移しています。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額が同93.0%
減の約40百万円となりました。
負債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

11月の大型小売店販売額は、前年同月比1.4％減
の56億円となりました。
衣料品は、月初の気温高により冬物の売れ行きが

鈍く前年を下回りました。主力の飲食料品は惣菜等
が好調で前年を上回りました。
11月の自動車販売は、前年同月比23.8％増の

2,730台となっています（乗用車は同24.2％増、軽自
動車は同23.4％増）

緩やかな持ち直しの動きが見られる

月次の振れを伴いつつも、底堅く推移している

好調に推移している

堅調に推移している

負債総額、件数ともに低水準に抑制

弱含みで推移している

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県 2010年＝100、佐賀県 2005年＝100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所 佐賀県 全国 九州７県

■佐賀県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、個人消費に弱さが見られるものの、主要指標である生産は底堅く推移しており、総じて緩や
かな持ち直しの動きが見られます。
生産は、一般機械や電子部品・デバイスが増産となる等、底堅く推移しています。個人消費は、自動車販売が

前年を上回ったものの、大型小売店販売額が前年を下回る等、弱含みで推移しています。住宅建設は、着工戸数
が前年を上回る等、好調に推移しています。

（下田 大氣）

1.生産活動

10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は91.2と前月比5.0％低下しました。
生産は月次の振れを伴いつつも、底堅く推移して

います。
主要業種では、医薬品が減産となった化学が低下

しましたが、一般機械や電子部品・デバイスは上昇し
ました。

3.住宅建設

11月の新設住宅着工戸数は、618戸と前年同月比
24.1％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により「持

家」、「貸家」、「分譲（戸建）」が前年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比7.2％増の371件、金額が同7.9％増の86億円とな
りました。
発注者別では、学校関連施設の大型案件があった

「独立行政法人等」や浄水場関連工事等があった「市
町村」が前年を上回る等、堅調に推移しています。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額が同93.0%
減の約40百万円となりました。
負債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

11月の大型小売店販売額は、前年同月比1.4％減
の56億円となりました。
衣料品は、月初の気温高により冬物の売れ行きが

鈍く前年を下回りました。主力の飲食料品は惣菜等
が好調で前年を上回りました。
11月の自動車販売は、前年同月比23.8％増の

2,730台となっています（乗用車は同24.2％増、軽自
動車は同23.4％増）

緩やかな持ち直しの動きが見られる

月次の振れを伴いつつも、底堅く推移している

好調に推移している

堅調に推移している

負債総額、件数ともに低水準に抑制

弱含みで推移している

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県 2010年＝100、佐賀県 2005年＝100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所 佐賀県 全国 九州７県

■佐賀県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の最近の経済動向

大分県の景気

大分県の景気は、個人消費が底堅く推移する他、主要指標である生産にも上向きの兆しが見られる等、総じて
持ち直しの動きが見られます。
生産は、総合指数が２ヵ月連続で前月を上回る等、足元では上向きの兆しが見られます。個人消費は、大型小

売店販売額がほぼ前年並み水準で推移した他、自動車販売が前年を大きく上回る等、底堅く推移しています。住
宅建設は好調に推移しています。

（松永 圭史）

1.生産活動

10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は97.4と前月比0.8％上昇しました。
生産は、総合指数が２ヵ月連続で前月を上回る等、

足元では上向きの兆しが見られます。
主要業種では、農薬や医薬品が増産となった化学・

石油製品が上昇しました。

3.住宅建設

11月の新設住宅着工戸数は、前年同月比26.4％
増の799戸となりました。
「持家」「貸家」「分譲（戸建）」で前年を上回る等、好
調に推移しています。なお、「持家」は７ヵ月連続で前
年を上回っています。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比27.0％減の313件、金額が同12.1％減の78億円
となりました。
発注者別では、中学校校舎改築工事の発注があっ

た「市町村」が前年を上回りましたが、全体では14ヵ
月ぶりに前年を下回り、足元は回復に向けた動きが一
服しています。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比40.0％減の３件、負債総額が同85.5％
減の約２億円となりました。
１億円を超える倒産はなく、負債総額、件数ともに
低水準に抑制されています。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

11月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％増
の103億円となりました。
衣料品は、月上旬の気温が高かったため冬物衣料

の売れ行きが伸び悩み前年を下回りました。主力の
飲食料品は、惣菜等の販売が好調で前年を上回りま
した。消費税増税前の駆け込み需要が見られる高額
品は好調に推移しています。
11月の自動車販売は、前年同月比16.9％増の

3,869台となっています（乗用車は同22.8％増、軽自
動車は同9.9％増）。

持ち直しの動きが見られる

足元では上向きの兆しが見られる

好調に推移している

足元は回復に向けた動きが一服

負債総額、件数ともに低水準に抑制

底堅く推移している
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■大分県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の最近の経済動向

大分県の景気

大分県の景気は、個人消費が底堅く推移する他、主要指標である生産にも上向きの兆しが見られる等、総じて
持ち直しの動きが見られます。
生産は、総合指数が２ヵ月連続で前月を上回る等、足元では上向きの兆しが見られます。個人消費は、大型小

売店販売額がほぼ前年並み水準で推移した他、自動車販売が前年を大きく上回る等、底堅く推移しています。住
宅建設は好調に推移しています。

（松永 圭史）

1.生産活動

10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見
ると、総合指数は97.4と前月比0.8％上昇しました。
生産は、総合指数が２ヵ月連続で前月を上回る等、

足元では上向きの兆しが見られます。
主要業種では、農薬や医薬品が増産となった化学・

石油製品が上昇しました。

3.住宅建設

11月の新設住宅着工戸数は、前年同月比26.4％
増の799戸となりました。
「持家」「貸家」「分譲（戸建）」で前年を上回る等、好
調に推移しています。なお、「持家」は７ヵ月連続で前
年を上回っています。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比27.0％減の313件、金額が同12.1％減の78億円
となりました。
発注者別では、中学校校舎改築工事の発注があっ

た「市町村」が前年を上回りましたが、全体では14ヵ
月ぶりに前年を下回り、足元は回復に向けた動きが一
服しています。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比40.0％減の３件、負債総額が同85.5％
減の約２億円となりました。
１億円を超える倒産はなく、負債総額、件数ともに
低水準に抑制されています。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

11月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％増
の103億円となりました。
衣料品は、月上旬の気温が高かったため冬物衣料

の売れ行きが伸び悩み前年を下回りました。主力の
飲食料品は、惣菜等の販売が好調で前年を上回りま
した。消費税増税前の駆け込み需要が見られる高額
品は好調に推移しています。
11月の自動車販売は、前年同月比16.9％増の

3,869台となっています（乗用車は同22.8％増、軽自
動車は同9.9％増）。

持ち直しの動きが見られる

足元では上向きの兆しが見られる

好調に推移している

足元は回復に向けた動きが一服

負債総額、件数ともに低水準に抑制

底堅く推移している

2012

800

700

600

500

400

300

100

200

0

（戸）
100

50

0

▲50

（％）

前年比

10 11

2012
10 1198765411 12 1 2 3

2013

300

250

200

150

100

50

0

（億円）
100

50

0

▲50

（％）

前年比

2012

30

40

20

10

0

（億円） （件数）

11 12

5

10

20

15

9 10
2013

875 642 312 1
0

倒産件数

負債総額

大分県
■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県・大分県 2010年＝100）

大分県、九州経済産業局、経済産業省出所 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県

■大分県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 持ち直しの動きが続いている

1.生産活動 持ち直しの動きが続いている
10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は101.2と前月比0.7％上昇しました。
生産は、持ち直しの動きが続いています。
主要業種では、一部先における増産があった化学

が前月比8.8％上昇しました。

3.住宅建設 好調に推移している
11月の新設住宅着工戸数は、840戸と前年同月比

25.0％増加しました。
「持家」の着工が前年を上回った他、前年に着工が
なかった「分譲（マンション）」で着工（99戸）がある等、
好調に推移しています。

国土交通省出所■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 足元は回復に向けた動きが一服
11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比10.4％減の485件、金額が同8.2％減の91億円と
なりました。
発注者別では、浄水場関連工事の発注があった「市

町村」が前年を上回りましたが、全体では２ヵ月連続で
前年を下回り、足元は回復に向けた動きが一服して
います。

西日本建設業保証出所■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準に抑制
12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同数の１件、負債総額が前年同月比57.1％増
の約２億円となりました。
不動産賃貸業で約２億円の倒産が発生しましたが、

負債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
11月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％増

の74億円となりました。
衣料品は、月上旬の気温が高かったため冬物衣料

の出足が鈍くなり前年を下回りました。主力の飲食料
品は前年並み水準を維持しています。消費税増税前
の駆け込み需要が見られる高額品は好調に推移して
います。
11月の自動車販売は、前年比16.8％増の3,596

台となっています（乗用車は同13.9％増、軽自動車は
同20.1％増）。
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宮崎県の景気は、個人消費が底堅く推移する他、主要指標である生産が増加する等、総じて持ち直しの動き
が続いています。
生産は、主要業種である化学が増産となる等、持ち直しの動きが続いています。個人消費は、大型小売店販売

額がほぼ前年並み水準で推移した他、自動車販売が前年を大きく上回る等、底堅く推移しています。住宅建設は
好調に推移しています。　

（松永 圭史）

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州７県・宮崎県 2010年＝100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所 宮崎県 全国 九州７県
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 持ち直しの動きが続いている

1.生産活動 持ち直しの動きが続いている
10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は101.2と前月比0.7％上昇しました。
生産は、持ち直しの動きが続いています。
主要業種では、一部先における増産があった化学

が前月比8.8％上昇しました。

3.住宅建設 好調に推移している
11月の新設住宅着工戸数は、840戸と前年同月比

25.0％増加しました。
「持家」の着工が前年を上回った他、前年に着工が
なかった「分譲（マンション）」で着工（99戸）がある等、
好調に推移しています。

国土交通省出所■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 足元は回復に向けた動きが一服
11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比10.4％減の485件、金額が同8.2％減の91億円と
なりました。
発注者別では、浄水場関連工事の発注があった「市

町村」が前年を上回りましたが、全体では２ヵ月連続で
前年を下回り、足元は回復に向けた動きが一服して
います。

西日本建設業保証出所■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準に抑制
12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同数の１件、負債総額が前年同月比57.1％増
の約２億円となりました。
不動産賃貸業で約２億円の倒産が発生しましたが、

負債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
11月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％増

の74億円となりました。
衣料品は、月上旬の気温が高かったため冬物衣料

の出足が鈍くなり前年を下回りました。主力の飲食料
品は前年並み水準を維持しています。消費税増税前
の駆け込み需要が見られる高額品は好調に推移して
います。
11月の自動車販売は、前年比16.8％増の3,596

台となっています（乗用車は同13.9％増、軽自動車は
同20.1％増）。
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宮崎県の景気は、個人消費が底堅く推移する他、主要指標である生産が増加する等、総じて持ち直しの動き
が続いています。
生産は、主要業種である化学が増産となる等、持ち直しの動きが続いています。個人消費は、大型小売店販売

額がほぼ前年並み水準で推移した他、自動車販売が前年を大きく上回る等、底堅く推移しています。住宅建設は
好調に推移しています。　

（松永 圭史）

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州７県・宮崎県 2010年＝100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所 宮崎県 全国 九州７県
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■宮崎県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 持ち直しの動きに弱さが見られる
鹿児島県の景気は、個人消費が底堅く推移しているものの、主要指標である生産に弱さが見られる等、総じて

持ち直しの動きに弱さが見られます。
生産は、パソコンや携帯電話部品が減産となった電気･情報通信機械が低下する等、持ち直しの動きに弱さが

見られます。個人消費は、大型小売店販売額が前年並みで推移し、自動車販売が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。住宅建設は消費税増税を意識した駆け込み着工により好調に推移しています。

（森山 裕司）

1.生産活動 持ち直しの動きに弱さが見られる
10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は88.0と前月比1.9％低下しました。
比重の高い電子部品・デバイスが低水準で推移す

る等、生産は持ち直しの動きに弱さが見られます。
主要業種では、ファインセラミックスが増産となっ

た窯業・土石製品が上昇しました。パソコンや携帯電
話部品の生産が減少した電機・情報通信機械は低下
しています。

3.住宅建設 好調に推移している
11月の新設住宅着工戸数は、1,026戸と前年同月

比22.4％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「持

家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を大幅に上回る等、好
調に推移しています。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ３ヵ月ぶりに前年を上回る
11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比1.8％減の756件、金額が同6.5％増の197億円と
なりました。
発注者別では、道路整備工事等があった「県」が前

年を大幅に上回り、全体では３ヵ月ぶりに前年を上回
りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準に抑制
12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月と同数の７件、負債総額が同42.2％増の
約７億円となりました。
食品製造業で３億円の倒産が１件ありましたが、負

債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
11月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％減

の143億円となりました。
飲食料品が惣菜を中心に好調だった一方で、月上

旬の気温高でスーパーの冬物衣料の出足が鈍く、衣
料品は前年を下回りました。
11月の自動車販売は、前年比14.2％増の4,800

台となっています（乗用車は同21.0％増、軽自動車は
同5.2％増）。

■鹿児島の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県・鹿児島県 2010年＝100）
鹿児島、九州経済産業局、経済産業省出所 鹿児島県 全国 九州７県

鹿児島県 全国 九州8県

■鹿児島の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所

2012

1,200

1,000

800

600

400

200

0

（戸）
100

50

0

▲50

（％）

前年比

11109
2013

7 86511 12 1 2 3 4

2012

350

300

250

200

150

100

50

0

（億円）

50

100

0

▲50

（％）

11109
2013

7 86511 12 1 2 3 4

前年比

2012

30

40

20

10

0

（億円） （件数）

5

10

15

20

0
121110

2013
8 9762 3 412 1 5

負債総額

倒産件数

60

10.0

5.0

0.0

▲5.0

▲15.0

▲10.0

（%）

2010 2011 2012 20132009

120

110

60

80

70

100

90

2010 2011 2012 20132009

64FFG MONTHLY SURVEY Vol.68



経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 持ち直しの動きに弱さが見られる
鹿児島県の景気は、個人消費が底堅く推移しているものの、主要指標である生産に弱さが見られる等、総じて

持ち直しの動きに弱さが見られます。
生産は、パソコンや携帯電話部品が減産となった電気･情報通信機械が低下する等、持ち直しの動きに弱さが

見られます。個人消費は、大型小売店販売額が前年並みで推移し、自動車販売が前年を上回る等、底堅く推移し
ています。住宅建設は消費税増税を意識した駆け込み着工により好調に推移しています。

（森山 裕司）

1.生産活動 持ち直しの動きに弱さが見られる
10月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は88.0と前月比1.9％低下しました。
比重の高い電子部品・デバイスが低水準で推移す

る等、生産は持ち直しの動きに弱さが見られます。
主要業種では、ファインセラミックスが増産となっ

た窯業・土石製品が上昇しました。パソコンや携帯電
話部品の生産が減少した電機・情報通信機械は低下
しています。

3.住宅建設 好調に推移している
11月の新設住宅着工戸数は、1,026戸と前年同月

比22.4％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「持

家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を大幅に上回る等、好
調に推移しています。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ３ヵ月ぶりに前年を上回る
11月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比1.8％減の756件、金額が同6.5％増の197億円と
なりました。
発注者別では、道路整備工事等があった「県」が前

年を大幅に上回り、全体では３ヵ月ぶりに前年を上回
りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準に抑制
12月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月と同数の７件、負債総額が同42.2％増の
約７億円となりました。
食品製造業で３億円の倒産が１件ありましたが、負

債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
11月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％減

の143億円となりました。
飲食料品が惣菜を中心に好調だった一方で、月上

旬の気温高でスーパーの冬物衣料の出足が鈍く、衣
料品は前年を下回りました。
11月の自動車販売は、前年比14.2％増の4,800

台となっています（乗用車は同21.0％増、軽自動車は
同5.2％増）。

■鹿児島の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県・鹿児島県 2010年＝100）
鹿児島、九州経済産業局、経済産業省出所 鹿児島県 全国 九州７県

鹿児島県 全国 九州8県

■鹿児島の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）ｐは速報値、ｒは修正値。鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。大型小売店販売額は、店舗調整前の
値。なお、前年比増減率は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値 の前年比。可処分
所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

▲1.8
1.0
1.9
1.3
1.5
1.9
2.2
2.3
2.2
2.3
2.7
2.5
2.8
2.9
2.6
2.7
3.1

40,930
41,350
42,126
41,443
41,533
42,126
41,922
42,027
42,673
42,198
42,230
42,413
42,387
42,431
42,913
42,549
42,820

1.7
3.5
2.4
2.1
1.7
2.4
2.4
2.9
3.2
3.8
4.1
4.3
4.2
4.3
4.2
4.3
4.5

57,671
59,694
61,144
60,236
60,530
61,144
60,967
61,277
62,995
62,927
63,155
63,394
62,809
62,753
63,461
62,811
63,259

▲13.9
▲4.4
▲4.8
6.0

▲11.9
▲13.7
▲5.2
▲11.7
▲20.0
▲10.5
▲9.0
▲8.0
▲0.1
▲15.3
▲11.9
▲7.3
▲10.6

13,321
12,734
12,124
1,035
964
890
934
916
929
899
1,045
897
1,025
819
820
959
862

5.1
4.5
4.4
4.2
4.2
4.3
4.2
4.3
4.1
4.1
4.1
3.9
3.8
4.1
4.0
4.0
4.0

0.52
0.65
0.80
0.81
0.82
0.83
0.85
0.85
0.86
0.89
0.90
0.92
0.94
0.95
0.95
0.98
1.00

318,315
308,838
313,874
315,161
300,181
359,482
321,065
298,682
350,957
340,423
307,926
296,512
310,387
312,622
315,443
316,555
300,994

429,967
420,538
425,005
401,061
354,350
755,418
354,287
395,795
363,271
385,584
318,353
591,825
454,329
388,907
349,578
401,139
356,208

1,284,665
1,138,752
1,557,681
102,868
110,660
97,686
125,521
151,270
200,988
120,937
116,460
145,530
152,038
121,824
161,895
121,574
136,099

▲0.2
▲3.0
1.6
0.3
1.7
2.1
3.8
2.0
6.5
0.4
1.1
1.2
▲0.7
0.6
5.2
0.4
0.3

0.5
▲2.2
1.1
▲0.5
1.0
0.7
▲0.4
▲2.4
▲0.4
▲0.2
2.8
1.7
1.3
▲0.3
1.0
0.0
0.5

0.1
▲11.4
36.8
2.3
7.8
2.3
5.0
2.6
1.9
1.4
▲8.4
▲2.9
1.6
10.0
28.9
18.2
23.0

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
10.9
▲18.5
26.4
▲10.9
▲3.3
▲3.9
▲13.5
▲13.3
▲16.8
0.4
▲9.0
▲17.6
▲15.5
▲7.9
12.6
18.5
13.4

2,920,499
2,381,121
3,008,634
195,897
213,225
185,999
205,941
261,062
368,730
187,420
191,560
232,759
249,318
188,521
283,577
232,159
241,856

億円 前年比（％）
▲2.1
▲0.9
▲0.0
▲2.4
1.6
0.7
▲2.9
▲2.9
3.5
▲1.0
0.9
4.5
▲0.7
0.9
1.7
0.8
1.2

195,791
195,933
195,916
15,672
16,630
21,048
16,872
14,239
16,598
15,508
15,889
16,385
17,127
15,823
15,060
15,911
16,963

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.3
▲0.0
▲0.4
▲0.2
▲0.1
▲0.3
▲0.7
▲0.9
▲0.7
▲0.3
0.2
0.7
0.9
1.0
1.1
1.5

100.0
101.5
100.6
100.0
99.9
100.3
100.5
101.0
101.1
101.5
101.6
101.6
102.2
102.4
102.6
102.5
102.5

100.0
99.7
99.7
99.6
99.2
99.3
99.3
99.2
99.4
99.7
99.8
99.8
100.0
100.3
100.6
100.7
100.8

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

▲0.1
1.5
▲0.9
▲1.1
▲1.1
▲0.7
▲0.4
▲0.1
▲0.5
0.1
0.6
1.2
2.2
2.3
2.2
2.5
2.6

前年比（％）
19.6
16.2
5.2
14.2
2.4
9.8
5.0
9.1
▲0.3
▲6.9
21.7
24.3
6.0
8.5
23.5
▲2.7
▲1.0

前年比（％）
▲7.3
▲4.1
11.4
48.2
23.2
11.2
1.6
▲2.4
10.7
7.8
11.6
13.1
19.4
7.0
21.5
3.3
17.1

前年比（％）
7.2
0.1
2.0
13.0
9.2
9.2
8.6
2.3
11.4
17.5
13.5
13.8
11.1
11.2
14.2
17.6
22.6

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

3.1
2.6
5.8
25.2
10.3
10.0
5.0
3.0
7.3
5.8
14.5
15.3
12.4
8.8
19.4
7.1
14.1

813,126
834,215
882,797
84,251
80,145
75,944
69,289
68,969
71,456
77,894
79,751
83,704
84,801
84,343
88,539
90,226
91,475

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

▲2.2
3.5
1.3
15.3
9.9
10.8
▲6.9
37.3
37.9
23.0
27.2
20.4
21.4
14.3
11.1
14.2
13.7

76,043
78,693
79,685
7,575
7,029
6,565
5,862
7,672
8,379
7,987
7,632
8,138
8,013
7,861
8,697
8,650
7,991

▲10.6
▲3.4
14.3
28.2
6.2
15.6
6.7
▲4.8
▲11.7
28.6
24.8
21.7
29.4
7.9
29.4
3.5
4.9

113,626
109,755
125,423
13,721
8,972
8,243
6,039
6,708
12,338
15,991
10,842
13,868
15,725
12,267
15,235
14,205
9,416

18.0
12.1
3.8
▲1.5
0.9
1.9
7.1
12.0
5.6
9.5
10.1
11.8
19.7
16.0
16.5
26.2
21.1

24.4
▲2.7
▲2.7
▲6.5
▲4.1
▲5.8
6.3
▲2.9
1.1
3.8
10.1
7.4
12.2
14.6
11.5
18.6
18.4

7.0
7.8
▲0.9
▲0.8
3.8
▲1.3
▲7.5
4.2
14.2
▲8.8
10.5
▲2.7
▲0.0
5.4
▲2.1
0.6
9.3

▲5.7
4.3
5.8
5.2
4.9
5.2
3.0
0.4
▲2.7
▲4.0
▲2.7
▲2.9
▲2.8
▲3.3
▲3.5
▲3.8
▲5.1

15.5
▲3.7
1.2
▲5.1
▲6.0
▲7.8
▲4.2
▲8.6
▲5.9
▲3.0
▲2.1
▲5.1
1.4
▲1.3
4.6
6.3
6.6

100.0
97.2
97.8
94.3
93.4
94.7
94.1
94.9
95.0
95.9
97.7
94.7
97.9
97.0
98.3
99.3
99.2

100.0
104.3
110.4
112.2
111.8
110.4
108.6
107.3
106.6
107.4
107.0
107.0
108.7
108.5
108.3
108.0
106.1

100.0
96.3
97.5
93.3
91.8
95.2
96.3
98.0
97.2
95.8
96.8
93.7
95.6
95.5
96.9
99.1
99.1

15.6
▲2.8
0.6
▲4.7
▲5.5
▲7.6
▲6.0
▲10.1
▲7.2
▲3.4
▲1.1
▲4.6
1.8
▲0.4
5.1
5.4
4.8

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

1.4
3.7
4.4
4.5
4.0
4.4
4.3
4.4
3.8
3.5
3.5
3.4
3.5
3.5
2.8
3.5
4.0

140,690
145,885
152,234
149,907
150,417
152,234
151,652
152,365
153,089
152,742
152,304
152,316
152,748
153,283
154,735
155,163
156,479

1.9
2.0
2.8
2.9
2.0
2.8
2.7
3.6
3.3
2.9
3.3
4.1
4.3
5.1
2.8
3.2
4.6

182,364
186,080
191,215
189,492
189,326
191,215
189,644
191,736
194,338
196,511
194,228
197,013
196,182
197,473
195,642
195,541
197,949

▲21.9
4.0
▲2.3
33.3
▲21.6
▲26.9
▲24.2
7.7

▲31.0
▲12.1
5.7
47.6
▲36.8
▲42.4
28.6
▲9.1
13.8

375
390
381
44
29
19
25
28
29
29
37
31
24
19
36
40
33

0.46
0.58
0.70
0.71
0.71
0.72
0.72
0.73
0.74
0.77
0.78
0.78
0.80
0.81
0.81
0.84
0.85

303,663
298,184
312,533
307,298
297,276
346,525
298,003
267,475
315,160
298,476
318,662
273,282
352,901
315,668
294,012
286,827
289,131

389,184
391,156
409,613
396,091
338,318
743,321
344,298
402,626
321,637
364,158
318,753
536,511
456,357
371,656
338,388
356,977
340,458

113,650
91,956
117,560
7,498
8,277
7,410
8,437
10,990
13,917
7,336
7,078
8,707
9,468
7,530
11,761
9,207
9,659

▲0.6
▲1.8
4.8
5.5
12.7
4.8
▲8.1
▲9.5
▲8.6
▲8.6
5.2

▲18.6
16.6
6.5
8.8
▲6.7
▲2.7

▲0.5
0.5
4.7
▲6.1
6.3
5.2
2.8
3.2
▲6.7
▲2.7
8.0
▲5.0
11.3
▲3.7
0.2
▲9.9
0.6

14.1
▲19.1
27.8
▲8.2
▲2.0
▲0.6
▲8.6
▲12.9
▲17.4
4.1

▲12.5
▲18.5
▲19.3
▲7.9
18.0
22.8
16.7

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
53,413
46,901
62,719
3,810
4,550
3,902
5,126
6,235
8,120
4,884
4,562
5,699
6,230
5,108
6,596
5,181
5,455

3.1
▲12.2
33.7
▲9.7
12.3
4.2
▲1.4
0.2
8.4
5.1

▲11.2
▲4.5
0.7
13.7
28.9
36.0
19.9

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
▲3.0
4.3
0.1
▲2.0
2.0
▲1.4
▲0.6
▲0.0
4.1
▲1.8
0.6
4.7
▲0.6
▲0.1
1.5
0.4
2.7

652,922
689,334
689,812
55,115
58,111
75,711
61,014
50,025
58,277
53,502
55,393
56,095
62,702
55,561
52,490
55,351
59,659

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.2
▲0.1
▲0.7
▲0.5
▲0.7
▲0.5
▲1.0
▲1.3
▲1.1
▲0.6
▲0.3
0.0
0.3
1.1
0.8
0.9

100.0
99.8
99.6
99.3
99.0
98.9
99.4
99.1
99.1
99.3
99.4
99.2
99.5
99.6
100.5
100.1
99.9

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）
11.4
▲0.5
10.4
6.6

▲25.3
65.2
9.7
16.3
▲12.9
7.2
69.6
14.1
71.7
67.4
66.0
28.0
178.8

2,574
2,560
2,825
245
181
420
187
202
316
241
289
202
350
312
514
313
506

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲0.6
▲15.7
11.1
45.0
8.7
12.3
▲8.0
45.2
▲3.9
70.7
38.1
36.7
53.8
34.0
66.4
17.8
▲8.9

17.4
13.9
6.9
16.7
0.4
3.6
7.0
1.3
16.5
5.8
6.5
15.6
10.2
7.8
19.0
4.5
50.4

33.8
0.2
2.0
▲3.9
▲6.5
▲7.7
▲7.3
▲13.6
▲2.4
8.2
▲1.6
10.5
9.8
13.2
13.2
15.5
21.9

3,941
3,321
3,691
501
326
291
163
225
467
479
260
428
447
396
642
591
297

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲0.7
46.1
▲5.8
▲10.2
▲20.5
0.5

▲11.1
38.0
19.8
57.6
67.1
58.7
76.7
63.9
60.0
▲16.0
▲26.0

前年比（％）
6.5
8.6
11.4
7.5
15.9
10.4
▲11.0
▲9.8
18.0
39.7
13.9
▲16.2
15.5
▲11.9
7.5
20.5
51.5

前年比（％）
14.1
▲0.7
▲0.3
6.8
7.5
19.8
1.9
10.1
13.4
17.2
16.9
17.8
4.4
▲0.4
22.2
12.3
30.1

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

7.4
12.2
3.3
1.3
3.8
10.3
▲7.7
6.2
17.4
37.0
29.3
7.7
24.8
8.0
24.0
8.0
29.4

31,156
34,945
36,111
3,275
3,155
3,514
2,756
2,938
3,366
3,550
3,526
3,486
3,619
3,283
3,785
3,536
4,083

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 電気機械 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
12.6
112.2
9.9
▲1.6
0.3
3.2
0.1
1.0
0.2
▲1.7
▲1.1
▲9.9
1.7
0.9
0.9
▲0.3

127.5
270.6
297.5
293.4
300.2
308.4
291.5
298.5
318.9
307.6
278.6
269.6
280.9
290.1
316.4
292.5

季調値 前年比（％）
18.4
▲0.5
1.3
▲6.1
▲4.9
▲10.1
▲10.2
▲12.7
▲11.0
0.3
▲8.5
▲2.6
▲1.3
▲4.0
1.2
▲1.9

92.8
92.4
93.6
87.6
90.7
88.5
87.6
87.7
89.7
94.4
88.3
89.1
97.2
90.5
85.8
86.0

季調値 前年比（％）
37.9
4.4
6.7

▲11.6
▲11.0
▲17.5
▲16.0
▲18.9
▲18.0
1.2

▲20.6
▲3.5
▲8.2
▲10.3
▲0.7
▲8.3

109.8
114.6
122.3
113.7
112.5
111.2
105.0
109.9
106.7
129.3
102.3
112.2
126.6
117.8
104.4
104.2

季調値 前年比（％）
25.9
8.5
▲7.8
▲5.2
▲12.8
▲3.6
▲7.0
▲3.3
▲2.6
▲6.0
0.1
16.8
6.0
17.8
▲1.6
▲3.9

91.5
99.3
91.6
93.1
87.3
95.6
94.6
85.6
81.5
86.2
87.8
109.8
102.9
108.2
88.9
89.4

季調値 前年比（％）
29.6
9.9

▲13.2
▲13.2
▲0.3
▲19.5
▲18.2
▲12.6
▲12.7
▲13.8
▲13.8
16.3
15.2
0.9
0.1
▲8.2

93.0
102.3
88.8
89.9
83.0
73.6
76.5
80.6
77.9
84.0
79.8
110.2
107.0
85.5
85.9
82.5

季調値 前年比（％）
29.4
▲3.1
▲2.4
▲10.7
▲2.3
▲1.7
▲6.7
▲5.0
▲2.2
▲3.4
▲1.5
▲1.4
0.4
▲4.1
▲0.5
8.0

98.4
95.3
93.0
84.3
85.4
84.7
91.5
93.2
99.3
90.4
98.3
94.4
90.6
87.1
94.1
91.1

季調値 前年比（％）
17.4
▲0.6
0.4
▲4.0
▲4.2
▲8.6
▲8.0
▲10.4
▲8.3
1.4
▲7.2
0.2
0.0
▲4.3
▲0.3
▲1.2

93.4
92.9
93.3
88.9
89.3
88.0
89.5
88.5
89.4
94.1
88.2
93.2
97.6
90.7
87.1
87.9

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）ｐは速報値、ｒは修正値。鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。大型小売店販売額は、店舗調整前の
値。なお、前年比増減率は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値 の前年比。可処分
所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

▲1.8
1.0
1.9
1.3
1.5
1.9
2.2
2.3
2.2
2.3
2.7
2.5
2.8
2.9
2.6
2.7
3.1

40,930
41,350
42,126
41,443
41,533
42,126
41,922
42,027
42,673
42,198
42,230
42,413
42,387
42,431
42,913
42,549
42,820

1.7
3.5
2.4
2.1
1.7
2.4
2.4
2.9
3.2
3.8
4.1
4.3
4.2
4.3
4.2
4.3
4.5

57,671
59,694
61,144
60,236
60,530
61,144
60,967
61,277
62,995
62,927
63,155
63,394
62,809
62,753
63,461
62,811
63,259

▲13.9
▲4.4
▲4.8
6.0

▲11.9
▲13.7
▲5.2
▲11.7
▲20.0
▲10.5
▲9.0
▲8.0
▲0.1
▲15.3
▲11.9
▲7.3
▲10.6

13,321
12,734
12,124
1,035
964
890
934
916
929
899
1,045
897
1,025
819
820
959
862

5.1
4.5
4.4
4.2
4.2
4.3
4.2
4.3
4.1
4.1
4.1
3.9
3.8
4.1
4.0
4.0
4.0

0.52
0.65
0.80
0.81
0.82
0.83
0.85
0.85
0.86
0.89
0.90
0.92
0.94
0.95
0.95
0.98
1.00

318,315
308,838
313,874
315,161
300,181
359,482
321,065
298,682
350,957
340,423
307,926
296,512
310,387
312,622
315,443
316,555
300,994

429,967
420,538
425,005
401,061
354,350
755,418
354,287
395,795
363,271
385,584
318,353
591,825
454,329
388,907
349,578
401,139
356,208

1,284,665
1,138,752
1,557,681
102,868
110,660
97,686
125,521
151,270
200,988
120,937
116,460
145,530
152,038
121,824
161,895
121,574
136,099

▲0.2
▲3.0
1.6
0.3
1.7
2.1
3.8
2.0
6.5
0.4
1.1
1.2
▲0.7
0.6
5.2
0.4
0.3

0.5
▲2.2
1.1
▲0.5
1.0
0.7
▲0.4
▲2.4
▲0.4
▲0.2
2.8
1.7
1.3
▲0.3
1.0
0.0
0.5

0.1
▲11.4
36.8
2.3
7.8
2.3
5.0
2.6
1.9
1.4
▲8.4
▲2.9
1.6
10.0
28.9
18.2
23.0

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
10.9
▲18.5
26.4
▲10.9
▲3.3
▲3.9
▲13.5
▲13.3
▲16.8
0.4
▲9.0
▲17.6
▲15.5
▲7.9
12.6
18.5
13.4

2,920,499
2,381,121
3,008,634
195,897
213,225
185,999
205,941
261,062
368,730
187,420
191,560
232,759
249,318
188,521
283,577
232,159
241,856

億円 前年比（％）
▲2.1
▲0.9
▲0.0
▲2.4
1.6
0.7
▲2.9
▲2.9
3.5
▲1.0
0.9
4.5
▲0.7
0.9
1.7
0.8
1.2

195,791
195,933
195,916
15,672
16,630
21,048
16,872
14,239
16,598
15,508
15,889
16,385
17,127
15,823
15,060
15,911
16,963

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.3
▲0.0
▲0.4
▲0.2
▲0.1
▲0.3
▲0.7
▲0.9
▲0.7
▲0.3
0.2
0.7
0.9
1.0
1.1
1.5

100.0
101.5
100.6
100.0
99.9
100.3
100.5
101.0
101.1
101.5
101.6
101.6
102.2
102.4
102.6
102.5
102.5

100.0
99.7
99.7
99.6
99.2
99.3
99.3
99.2
99.4
99.7
99.8
99.8
100.0
100.3
100.6
100.7
100.8

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

▲0.1
1.5
▲0.9
▲1.1
▲1.1
▲0.7
▲0.4
▲0.1
▲0.5
0.1
0.6
1.2
2.2
2.3
2.2
2.5
2.6

前年比（％）
19.6
16.2
5.2
14.2
2.4
9.8
5.0
9.1
▲0.3
▲6.9
21.7
24.3
6.0
8.5
23.5
▲2.7
▲1.0

前年比（％）
▲7.3
▲4.1
11.4
48.2
23.2
11.2
1.6
▲2.4
10.7
7.8
11.6
13.1
19.4
7.0
21.5
3.3
17.1

前年比（％）
7.2
0.1
2.0
13.0
9.2
9.2
8.6
2.3
11.4
17.5
13.5
13.8
11.1
11.2
14.2
17.6
22.6

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

3.1
2.6
5.8
25.2
10.3
10.0
5.0
3.0
7.3
5.8
14.5
15.3
12.4
8.8
19.4
7.1
14.1

813,126
834,215
882,797
84,251
80,145
75,944
69,289
68,969
71,456
77,894
79,751
83,704
84,801
84,343
88,539
90,226
91,475

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

▲2.2
3.5
1.3
15.3
9.9
10.8
▲6.9
37.3
37.9
23.0
27.2
20.4
21.4
14.3
11.1
14.2
13.7

76,043
78,693
79,685
7,575
7,029
6,565
5,862
7,672
8,379
7,987
7,632
8,138
8,013
7,861
8,697
8,650
7,991

▲10.6
▲3.4
14.3
28.2
6.2
15.6
6.7
▲4.8
▲11.7
28.6
24.8
21.7
29.4
7.9
29.4
3.5
4.9

113,626
109,755
125,423
13,721
8,972
8,243
6,039
6,708
12,338
15,991
10,842
13,868
15,725
12,267
15,235
14,205
9,416

18.0
12.1
3.8
▲1.5
0.9
1.9
7.1
12.0
5.6
9.5
10.1
11.8
19.7
16.0
16.5
26.2
21.1

24.4
▲2.7
▲2.7
▲6.5
▲4.1
▲5.8
6.3
▲2.9
1.1
3.8
10.1
7.4
12.2
14.6
11.5
18.6
18.4

7.0
7.8
▲0.9
▲0.8
3.8
▲1.3
▲7.5
4.2
14.2
▲8.8
10.5
▲2.7
▲0.0
5.4
▲2.1
0.6
9.3

▲5.7
4.3
5.8
5.2
4.9
5.2
3.0
0.4
▲2.7
▲4.0
▲2.7
▲2.9
▲2.8
▲3.3
▲3.5
▲3.8
▲5.1

15.5
▲3.7
1.2
▲5.1
▲6.0
▲7.8
▲4.2
▲8.6
▲5.9
▲3.0
▲2.1
▲5.1
1.4
▲1.3
4.6
6.3
6.6

100.0
97.2
97.8
94.3
93.4
94.7
94.1
94.9
95.0
95.9
97.7
94.7
97.9
97.0
98.3
99.3
99.2

100.0
104.3
110.4
112.2
111.8
110.4
108.6
107.3
106.6
107.4
107.0
107.0
108.7
108.5
108.3
108.0
106.1

100.0
96.3
97.5
93.3
91.8
95.2
96.3
98.0
97.2
95.8
96.8
93.7
95.6
95.5
96.9
99.1
99.1

15.6
▲2.8
0.6
▲4.7
▲5.5
▲7.6
▲6.0
▲10.1
▲7.2
▲3.4
▲1.1
▲4.6
1.8
▲0.4
5.1
5.4
4.8

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

1.4
3.7
4.4
4.5
4.0
4.4
4.3
4.4
3.8
3.5
3.5
3.4
3.5
3.5
2.8
3.5
4.0

140,690
145,885
152,234
149,907
150,417
152,234
151,652
152,365
153,089
152,742
152,304
152,316
152,748
153,283
154,735
155,163
156,479

1.9
2.0
2.8
2.9
2.0
2.8
2.7
3.6
3.3
2.9
3.3
4.1
4.3
5.1
2.8
3.2
4.6

182,364
186,080
191,215
189,492
189,326
191,215
189,644
191,736
194,338
196,511
194,228
197,013
196,182
197,473
195,642
195,541
197,949

▲21.9
4.0
▲2.3
33.3
▲21.6
▲26.9
▲24.2
7.7

▲31.0
▲12.1
5.7
47.6
▲36.8
▲42.4
28.6
▲9.1
13.8

375
390
381
44
29
19
25
28
29
29
37
31
24
19
36
40
33

0.46
0.58
0.70
0.71
0.71
0.72
0.72
0.73
0.74
0.77
0.78
0.78
0.80
0.81
0.81
0.84
0.85

303,663
298,184
312,533
307,298
297,276
346,525
298,003
267,475
315,160
298,476
318,662
273,282
352,901
315,668
294,012
286,827
289,131

389,184
391,156
409,613
396,091
338,318
743,321
344,298
402,626
321,637
364,158
318,753
536,511
456,357
371,656
338,388
356,977
340,458

113,650
91,956
117,560
7,498
8,277
7,410
8,437
10,990
13,917
7,336
7,078
8,707
9,468
7,530
11,761
9,207
9,659

▲0.6
▲1.8
4.8
5.5
12.7
4.8
▲8.1
▲9.5
▲8.6
▲8.6
5.2

▲18.6
16.6
6.5
8.8
▲6.7
▲2.7

▲0.5
0.5
4.7
▲6.1
6.3
5.2
2.8
3.2
▲6.7
▲2.7
8.0
▲5.0
11.3
▲3.7
0.2
▲9.9
0.6

14.1
▲19.1
27.8
▲8.2
▲2.0
▲0.6
▲8.6
▲12.9
▲17.4
4.1

▲12.5
▲18.5
▲19.3
▲7.9
18.0
22.8
16.7

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
53,413
46,901
62,719
3,810
4,550
3,902
5,126
6,235
8,120
4,884
4,562
5,699
6,230
5,108
6,596
5,181
5,455

3.1
▲12.2
33.7
▲9.7
12.3
4.2
▲1.4
0.2
8.4
5.1

▲11.2
▲4.5
0.7
13.7
28.9
36.0
19.9

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
▲3.0
4.3
0.1
▲2.0
2.0
▲1.4
▲0.6
▲0.0
4.1
▲1.8
0.6
4.7
▲0.6
▲0.1
1.5
0.4
2.7

652,922
689,334
689,812
55,115
58,111
75,711
61,014
50,025
58,277
53,502
55,393
56,095
62,702
55,561
52,490
55,351
59,659

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.2
▲0.1
▲0.7
▲0.5
▲0.7
▲0.5
▲1.0
▲1.3
▲1.1
▲0.6
▲0.3
0.0
0.3
1.1
0.8
0.9

100.0
99.8
99.6
99.3
99.0
98.9
99.4
99.1
99.1
99.3
99.4
99.2
99.5
99.6
100.5
100.1
99.9

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）
11.4
▲0.5
10.4
6.6

▲25.3
65.2
9.7
16.3
▲12.9
7.2
69.6
14.1
71.7
67.4
66.0
28.0
178.8

2,574
2,560
2,825
245
181
420
187
202
316
241
289
202
350
312
514
313
506

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲0.6
▲15.7
11.1
45.0
8.7
12.3
▲8.0
45.2
▲3.9
70.7
38.1
36.7
53.8
34.0
66.4
17.8
▲8.9

17.4
13.9
6.9
16.7
0.4
3.6
7.0
1.3
16.5
5.8
6.5
15.6
10.2
7.8
19.0
4.5
50.4

33.8
0.2
2.0
▲3.9
▲6.5
▲7.7
▲7.3
▲13.6
▲2.4
8.2
▲1.6
10.5
9.8
13.2
13.2
15.5
21.9

3,941
3,321
3,691
501
326
291
163
225
467
479
260
428
447
396
642
591
297

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲0.7
46.1
▲5.8
▲10.2
▲20.5
0.5

▲11.1
38.0
19.8
57.6
67.1
58.7
76.7
63.9
60.0
▲16.0
▲26.0

前年比（％）
6.5
8.6
11.4
7.5
15.9
10.4
▲11.0
▲9.8
18.0
39.7
13.9
▲16.2
15.5
▲11.9
7.5
20.5
51.5

前年比（％）
14.1
▲0.7
▲0.3
6.8
7.5
19.8
1.9
10.1
13.4
17.2
16.9
17.8
4.4
▲0.4
22.2
12.3
30.1

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

7.4
12.2
3.3
1.3
3.8
10.3
▲7.7
6.2
17.4
37.0
29.3
7.7
24.8
8.0
24.0
8.0
29.4

31,156
34,945
36,111
3,275
3,155
3,514
2,756
2,938
3,366
3,550
3,526
3,486
3,619
3,283
3,785
3,536
4,083

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 電気機械 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
12.6
112.2
9.9
▲1.6
0.3
3.2
0.1
1.0
0.2
▲1.7
▲1.1
▲9.9
1.7
0.9
0.9
▲0.3

127.5
270.6
297.5
293.4
300.2
308.4
291.5
298.5
318.9
307.6
278.6
269.6
280.9
290.1
316.4
292.5

季調値 前年比（％）
18.4
▲0.5
1.3
▲6.1
▲4.9
▲10.1
▲10.2
▲12.7
▲11.0
0.3
▲8.5
▲2.6
▲1.3
▲4.0
1.2
▲1.9

92.8
92.4
93.6
87.6
90.7
88.5
87.6
87.7
89.7
94.4
88.3
89.1
97.2
90.5
85.8
86.0

季調値 前年比（％）
37.9
4.4
6.7

▲11.6
▲11.0
▲17.5
▲16.0
▲18.9
▲18.0
1.2

▲20.6
▲3.5
▲8.2
▲10.3
▲0.7
▲8.3

109.8
114.6
122.3
113.7
112.5
111.2
105.0
109.9
106.7
129.3
102.3
112.2
126.6
117.8
104.4
104.2

季調値 前年比（％）
25.9
8.5
▲7.8
▲5.2
▲12.8
▲3.6
▲7.0
▲3.3
▲2.6
▲6.0
0.1
16.8
6.0
17.8
▲1.6
▲3.9

91.5
99.3
91.6
93.1
87.3
95.6
94.6
85.6
81.5
86.2
87.8
109.8
102.9
108.2
88.9
89.4

季調値 前年比（％）
29.6
9.9

▲13.2
▲13.2
▲0.3
▲19.5
▲18.2
▲12.6
▲12.7
▲13.8
▲13.8
16.3
15.2
0.9
0.1
▲8.2

93.0
102.3
88.8
89.9
83.0
73.6
76.5
80.6
77.9
84.0
79.8
110.2
107.0
85.5
85.9
82.5

季調値 前年比（％）
29.4
▲3.1
▲2.4
▲10.7
▲2.3
▲1.7
▲6.7
▲5.0
▲2.2
▲3.4
▲1.5
▲1.4
0.4
▲4.1
▲0.5
8.0

98.4
95.3
93.0
84.3
85.4
84.7
91.5
93.2
99.3
90.4
98.3
94.4
90.6
87.1
94.1
91.1

季調値 前年比（％）
17.4
▲0.6
0.4
▲4.0
▲4.2
▲8.6
▲8.0
▲10.4
▲8.3
1.4
▲7.2
0.2
0.0
▲4.3
▲0.3
▲1.2

93.4
92.9
93.3
88.9
89.3
88.0
89.5
88.5
89.4
94.1
88.2
93.2
97.6
90.7
87.1
87.9

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

▲0.8
1.0
1.8
1.4
1.6
1.8
1.0
1.3
2.0
2.1
3.2
2.5
3.0
2.9
2.0
3.5
4.3

22,815
23,035
23,456
23,191
23,164
23,456
23,225
23,288
23,961
23,403
23,727
23,664
23,848
23,896
23,998
24,009
24,164

1.1
1.6
1.6
0.8
0.5
1.6
1.4
1.3
1.7
1.2
2.9
3.0
3.4
3.7
3.8
4.8
5.4

42,018
42,677
43,379
42,670
42,851
43,379
43,162
43,209
44,298
44,439
44,334
45,007
44,628
44,819
44,611
44,712
45,179

▲41.0
8.3
▲2.6
33.3
▲9.1
▲28.6
▲33.3
0.0

▲66.7
0.0

▲70.0
▲50.0
▲33.3
20.0
100.0
▲75.0
▲70.0

72
78
76
8
10
5
4
4
2
5
3
4
4
6
6
2
3

0.46
0.58
0.64
0.66
0.65
0.65
0.67
0.68
0.70
0.71
0.71
0.72
0.74
0.74
0.75
0.76
0.77

311,550
271,058
275,314
261,589
301,154
335,310
315,207
275,922
300,322
362,766
264,538
271,495
324,568
322,265
362,656
312,855
275,205

448,225
336,448
333,216
298,327
283,582
677,457
340,535
348,963
319,064
381,014
301,634
655,659
375,664
384,311
322,467
370,417
287,988

23,656
18,633
23,255
1,461
1,588
1,388
1,761
2,094
2,914
1,424
1,366
1,580
1,917
1,353
2,009
1,824
1,774

1.0
▲13.0
1.6
▲1.4
27.4
25.4
30.2
12.1
3.4
40.5
5.7
18.6
20.6
5.5
15.2
19.6
▲8.6

15.5
▲24.9
▲1.0
▲7.9
▲3.7
24.9
33.4
8.6
16.1
28.2
30.6
58.8
11.9
21.0
10.0
24.2
1.6

13.1
▲21.2
24.8
▲12.4
▲5.1
▲5.7
▲11.3
▲12.2
▲12.5
▲0.8
▲15.9
▲27.1
▲18.1
▲16.4
3.9
24.8
11.7

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
21,371
18,210
24,759
1,622
1,780
1,688
2,167
2,267
3,165
1,976
1,824
2,415
2,496
1,829
2,455
1,861
2,043

▲1.6
▲14.8
36.0
2.0
10.1
4.8
10.2
3.0
2.7
5.3
▲8.6
1.6
3.2
1.4
26.0
14.7
14.8

百万円 前年比（％）
▲1.0
▲1.9
▲3.7
▲2.9
2.5
▲1.2
1.3
▲1.2
8.7
▲1.4
1.5
5.9
2.1
▲1.0
2.3
3.2
3.0

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.5
0.0
▲0.6
▲0.1
▲0.1
▲0.7
▲0.7
▲0.9
▲0.9
▲0.5
0.1
0.3
0.6
0.8
0.9
1.3

100.0
99.5
99.5
99.3
99.2
99.1
99.0
99.0
99.1
99.1
99.3
99.3
99.5
100.0
100.3
100.2
100.5

千人 前年比（％）
▲6.1
▲10.2
▲0.9
▲0.9
▲0.9
6.5
▲3.8
41.5
10.0
5.2
7.4
16.5
13.7
5.2
20.9
▲2.5
3.0

2,241
2,013
1,995
214
202
117
103
148
179
172
271
138
159
270
188
209
208

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
▲6.1
35.9
5.5

▲13.6
▲63.9
13.5
▲55.5
29.7
▲71.9
37.7
29.9
60.7
▲49.0
▲3.5
▲54.2
▲6.7
51.8

560
761
803
60
25
51
33
111
49
68
77
61
30
43
38
56
39

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲9.5
▲10.4
0.7
32.1
5.5

▲23.7
46.4
▲55.6
53.8
28.5
15.3
82.3
48.5
▲15.2
71.9
▲7.1
13.6

12.6
18.5
2.4

▲21.5
▲47.6
63.4
▲2.1
▲1.5
▲16.3
63.9
▲16.3
3.4
58.0
▲4.7
▲12.3
14.8
105.5

▲3.5
▲12.2
▲14.5
▲18.6
▲75.1
215.7
63.0
▲77.9
▲21.7
▲7.8
48.6
76.1
▲24.0
▲70.2
7.0
7.7
10.5

1,774
1,590
1,601
230
128
109
93
53
259
125
90
168
240
156
290
214
146

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲4.4
11.5
0.9
▲9.2
▲8.1
▲3.1
▲5.4
▲12.9
5.8
1.5
▲7.2
28.9
17.2
23.4
11.3
▲6.2
▲13.6

57,267
63,871
64,448
4,727
5,525
6,441
5,109
4,335
5,770
5,571
5,099
5,184
4,457
4,948
4,501
4,433
4,773

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
▲7.1
72.5
▲7.3
▲87.1
195.0
560.0
▲82.8
▲75.7
1,416.7
161.0
▲70.8
▲34.7
446.2
30.2
96.2
▲10.0
▲78.0

前年比（％）
▲16.2
▲8.2
22.5
76.0
0.6
▲0.6
▲0.5
11.0
▲57.7
113.5
79.3
3.7
92.4
10.6
64.0
▲44.5
▲30.5

前年比（％）
5.9
0.9
14.9
14.6
▲16.2
70.1
3.5

▲29.1
1.8
14.7
▲8.5
9.0
2.3
0.0
▲3.5
25.8
15.7

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

▲5.2
0.6
15.3
4.9
7.2
50.6
▲17.3
▲20.4
▲8.6
59.7
5.1
0.5
61.1
4.9
25.6
▲13.9
▲20.0

5,466
5,501
6,344
561
520
491
478
457
573
669
498
604
738
580
613
483
416

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 造船
生産高

機械等
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 億円 前年比（％）
0.9

▲20.9
5.0
18.7
10.6
1.0
▲5.4
▲11.5
6.0
7.7
51.7
33.0
18.3
21.1
34.7
▲5.2

前年比（％）
11.1
▲21.5
▲16.3
▲12.8
▲7.3
9.4

▲11.4
▲14.6
▲11.4
▲3.9
7.3
25.1
13.0
▲10.1
1.3
0.7
▲1.5

2,506
1,982
2,080
179
174
167
153
170
195
174
220
249
225
216
214
170

億円 前年比（％）
▲8.3
0.4

▲17.2
▲42.4
▲32.3
▲15.8
▲9.0
▲29.1
5.3

▲22.1
6.9
24.9
14.7
10.7
▲13.7
11.0

1,954
1,963
1,626
121
113
135
133
111
145
112
143
194
138
130
125
134

季調値 前年比（％）
▲2.5
1.0
18.6
3.1

▲25.7
▲19.9
▲26.3
▲26.1
▲35.7
▲30.0
▲25.4
▲29.2
▲34.9
▲36.4
▲8.0
▲4.1

100.0
101.0
119.8
100.6
88.6
95.5
82.0
90.4
82.3
85.2
86.2
92.7
102.2
90.2
109.5
96.5

季調値 前年比（％）
12.8
▲18.3
▲0.5
7.8

151.7
39.3
▲5.5
▲45.0
▲45.7
▲36.5
▲40.4
▲39.0
▲26.7
▲48.4
▲39.1
▲55.7

100.0
81.7
81.3
77.2
70.1
90.8
92.0
81.0
50.7
60.6
60.3
46.0
51.7
35.2
41.8
34.2

季調値 前年比（％）
5.1
▲0.2
5.0
15.5
14.9
3.0
5.7
3.0
3.3
8.5
9.3
12.5
0.4
▲3.4
1.6
1.4

100.0
99.8
104.8
107.4
113.4
107.6
105.6
108.4
113.6
109.5
111.3
115.6
101.4
101.5
104.2
109.0

季調値 前年比（％）
50.7
▲0.6
▲34.7
▲28.4
▲3.3
17.5
32.6
49.8
56.7
18.7
6.5
▲4.7
69.3
28.1
18.4
58.9

100.0
99.4
65.0
62.7
71.7
71.8
92.6
94.7
89.7
69.5
68.2
69.0
90.1
79.5
84.2
99.6

季調値 前年比（％）
9.5
▲5.7
▲1.3
0.0
▲5.3
▲2.9
▲7.3
▲10.0
▲13.5
▲19.0
▲11.6
▲22.9
▲13.3
▲14.1
▲5.7
0.6

100.0
94.3
93.1
85.9
83.5
88.4
86.7
92.4
82.9
77.7
84.8
74.1
82.4
81.3
86.9
86.4

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.0
2.1
2.7
2.8
2.2
2.7
2.5
2.7
4.0
3.1
3.3
3.2
3.2
3.3
2.5
2.3
3.0

30,272
30,903
31,741
31,196
31,146
31,741
31,356
31,371
32,258
31,533
31,755
31,868
31,883
31,944
32,483
31,929
32,079

2.1
1.4
3.2
2.0
1.9
3.2
2.9
3.3
3.7
2.1
3.5
3.5
3.3
3.9
2.4
3.4
3.7

50,857
51,564
53,225
51,771
51,941
53,225
52,430
52,683
53,526
53,758
54,041
54,500
53,504
53,919
53,652
53,520
53,870

▲10.2
▲3.5
▲10.9
0.0

▲18.2
▲18.2
▲12.5
50.0
▲33.3
▲33.3
16.7
▲50.0
▲16.7
▲37.5
▲12.5
▲50.0
▲44.4

114
110
98
10
9
9
7
9
8
4
7
5
5
5
7
5
5

0.46
0.61
0.68
0.69
0.68
0.69
0.71
0.72
0.75
0.80
0.82
0.85
0.91
0.90
0.91
0.90
0.94

297,101
277,713
314,374
316,053
306,416
329,491
263,996
272,580
283,930
265,558
373,172
246,458
264,428
265,747
331,725
310,515
291,899

377,069
351,844
396,686
430,666
338,072
630,279
339,859
373,370
389,226
341,221
335,650
560,036
416,459
386,725
300,185
364,351
306,331

38,068
29,430
37,962
2,388
2,597
2,335
2,603
3,431
4,525
2,457
2,205
2,761
3,123
2,393
3,578
2,944
3,147

▲4.8
▲6.5
13.2
15.9
10.9
1.7

▲21.5
▲22.6
▲22.1
▲28.1
50.1
▲19.5
▲1.5
▲13.8
24.4
▲1.8
▲4.7

▲4.5
▲6.7
12.7
17.9
3.7
▲3.9
▲4.2
▲14.3
6.5
▲2.0
14.0
2.0
15.9
16.8
▲7.1
▲15.4
▲9.4

15.9
▲22.7
29.0
▲10.8
▲4.7
▲0.0
▲10.6
▲11.1
▲20.2
1.4

▲18.6
▲22.3
▲17.4
▲9.4
15.7
23.3
21.2

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,647
22,718
31,789
2,234
2,282
2,044
2,671
3,288
3,871
2,608
2,408
2,825
3,188
2,401
3,195
2,298
2,582

2.5
▲14.7
39.9
15.4
7.2
5.1
8.3
9.6
7.6
4.3
▲5.4
▲4.1
2.4
▲5.0
26.0
2.9
13.1

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
▲2.9
▲2.5
▲0.8
▲2.6
2.3
▲0.9
▲0.0
▲3.3
2.2
▲1.9
1.9
3.8
▲0.2
▲3.4
0.7
2.0
2.6

169,324
166,476
165,154
13,115
13,717
18,682
14,956
11,641
13,950
12,784
13,227
13,245
15,165
12,650
12,008
13,377
14,077

指数 前年比（％）
▲0.3
▲0.5
▲0.4
▲1.0
▲0.8
▲0.9
▲0.9
▲1.2
▲1.6
▲1.1
▲0.7
▲0.1
0.3
0.2
0.7
0.9
1.6

100.0
99.5
99.1
98.9
98.4
98.3
98.2
98.0
98.3
98.7
98.9
99.0
99.3
99.5
99.7
99.8
100.0

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）
60.9
22.8
▲24.8
▲35.1
9.3
▲9.4
▲4.2
1.1

▲68.1
149.3
99.1
66.2
160.8
17.0
▲43.1
22.6
3.5

1,128
1,385
1,042
113
71
102
56
69
38
148
118
104
125
104
109
138
74

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲5.3
▲14.9
5.4
22.0
4.9
11.7
71.1
▲3.2
▲7.7
84.0
41.5
130.0
65.4
42.0
75.3
37.6
15.7

6.7
16.8
1.3
37.9
▲3.1
▲5.6
▲13.6
45.1
▲7.5
▲7.9
8.0
19.5
24.2
▲9.5
13.2
▲19.4
1.6

▲3.5
4.5
▲2.3
1.0
30.6
42.1
▲12.2
27.5
32.9
45.5
60.8
60.6
60.9
50.8
63.7
87.1
42.2

2,012
1,713
1,806
210
172
152
166
102
211
228
155
259
239
225
335
289
200

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲53.0
112.1
21.1
47.5
21.6
▲10.7
14.3
▲39.3
▲23.8
23.2
12.1
▲26.8
▲42.6
11.6
▲18.1
▲58.6
3.3

前年比（％）
▲13.0
7.6
34.1
68.6
72.2
28.2
1.2
6.0
▲0.8
▲48.6
22.7
46.1
▲33.0
66.3
7.0
38.1
▲7.2

前年比（％）
10.3
4.7
▲3.8
22.9
4.9

▲22.2
25.4
13.5
1.1
23.2
19.6
14.7
24.1
28.7
▲14.5
15.9
57.4

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

▲10.2
13.8
14.5
42.3
30.2
▲2.0
13.3
3.3
▲5.1
▲15.5
20.1
18.9
▲16.7
37.7
▲6.9
11.5
20.1

8,842
10,063
11,521
965
1,017
1,004
808
869
916
983
1,087
1,232
875
1,261
881
1,076
1,221

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲13.4
16.5
▲9.2
▲15.3
▲17.8
▲3.6
▲10.9
▲11.1
▲7.4
▲4.3
▲8.9
▲12.5
▲9.1
▲4.8
2.1
12.7

97.2
113.2
102.8
99.2
97.1
102.7
95.5
89.8
88.6
98.3
96.8
98.7
93.8
97.9
105.6
111.8

季調値 前年比（％）
16.9
1.6
2.4
10.8
4.3
▲6.1
▲2.4
▲18.3
▲3.5
0.5
6.2
3.4
7.0
0.3
0.9
3.3

92.6
94.1
96.3
99.8
98.1
96.5
92.2
87.9
98.8
92.6
105.8
93.5
93.1
94.6
93.8
103.1

季調値 前年比（％）
13.8
▲2.3
▲5.5
▲5.5
▲8.1
▲15.5
1.3

▲14.8
▲3.8
10.3
▲9.0
1.5
13.6
▲8.8
▲2.7
▲10.5

81.0
79.1
74.7
75.0
65.4
72.8
82.3
83.2
86.3
75.6
67.3
62.1
64.7
72.7
71.6
67.2

季調値 前年比（％）
85.0
18.2
▲14.5
▲37.8
▲54.4
▲16.3
▲17.9
▲34.3
▲15.7
▲34.1
▲18.9
▲15.2
11.2
13.6
25.9
81.4

90.7
107.2
91.6
57.9
77.1
104.9
83.2
86.0
90.1
59.4
95.5
77.6
85.6
97.2
88.0
105.0

季調値 前年比（％）
10.2
▲11.6
21.6
44.8
60.0
25.7
▲0.2
▲26.9
▲4.6
6.5
31.4
26.7
▲0.5
0.7
7.2
0.8

114.3
101.0
122.8
139.6
147.5
127.9
110.1
89.6
110.3
125.2
154.1
146.7
113.4
114.8
132.6
140.7

季調値 前年比（％）
▲1.7
4.8
0.1
4.5
▲0.9
0.4
▲4.7
▲11.3
▲5.3
▲1.7
▲6.0
▲3.6
4.8
5.3
6.3
3.9

94.1
98.6
98.7
98.4
100.8
98.9
93.8
93.0
97.6
96.8
98.9
91.5
98.4
99.8
102.9
102.3

季調値 前年比（％）
21.0
▲1.6
1.9
10.6
3.2
▲2.8
▲6.0
▲16.8
▲1.0
3.8
4.2
1.4
8.8
1.2
7.5
1.9

97.1
95.6
97.4
101.7
98.6
97.7
92.0
87.0
97.9
98.2
107.9
96.1
97.8
96.4
99.1
103.6

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

120,621
121,789
117,232
9,047
9,844
12,738
10,684
8,615
10,037
9,073
9,618
9,635
11,015
9,805
8,824
9,335
10,139

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

▲0.8
1.0
1.8
1.4
1.6
1.8
1.0
1.3
2.0
2.1
3.2
2.5
3.0
2.9
2.0
3.5
4.3

22,815
23,035
23,456
23,191
23,164
23,456
23,225
23,288
23,961
23,403
23,727
23,664
23,848
23,896
23,998
24,009
24,164

1.1
1.6
1.6
0.8
0.5
1.6
1.4
1.3
1.7
1.2
2.9
3.0
3.4
3.7
3.8
4.8
5.4

42,018
42,677
43,379
42,670
42,851
43,379
43,162
43,209
44,298
44,439
44,334
45,007
44,628
44,819
44,611
44,712
45,179

▲41.0
8.3
▲2.6
33.3
▲9.1
▲28.6
▲33.3
0.0

▲66.7
0.0

▲70.0
▲50.0
▲33.3
20.0
100.0
▲75.0
▲70.0

72
78
76
8
10
5
4
4
2
5
3
4
4
6
6
2
3

0.46
0.58
0.64
0.66
0.65
0.65
0.67
0.68
0.70
0.71
0.71
0.72
0.74
0.74
0.75
0.76
0.77

311,550
271,058
275,314
261,589
301,154
335,310
315,207
275,922
300,322
362,766
264,538
271,495
324,568
322,265
362,656
312,855
275,205

448,225
336,448
333,216
298,327
283,582
677,457
340,535
348,963
319,064
381,014
301,634
655,659
375,664
384,311
322,467
370,417
287,988

23,656
18,633
23,255
1,461
1,588
1,388
1,761
2,094
2,914
1,424
1,366
1,580
1,917
1,353
2,009
1,824
1,774

1.0
▲13.0
1.6
▲1.4
27.4
25.4
30.2
12.1
3.4
40.5
5.7
18.6
20.6
5.5
15.2
19.6
▲8.6

15.5
▲24.9
▲1.0
▲7.9
▲3.7
24.9
33.4
8.6
16.1
28.2
30.6
58.8
11.9
21.0
10.0
24.2
1.6

13.1
▲21.2
24.8
▲12.4
▲5.1
▲5.7
▲11.3
▲12.2
▲12.5
▲0.8
▲15.9
▲27.1
▲18.1
▲16.4
3.9
24.8
11.7

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
21,371
18,210
24,759
1,622
1,780
1,688
2,167
2,267
3,165
1,976
1,824
2,415
2,496
1,829
2,455
1,861
2,043

▲1.6
▲14.8
36.0
2.0
10.1
4.8
10.2
3.0
2.7
5.3
▲8.6
1.6
3.2
1.4
26.0
14.7
14.8

百万円 前年比（％）
▲1.0
▲1.9
▲3.7
▲2.9
2.5
▲1.2
1.3
▲1.2
8.7
▲1.4
1.5
5.9
2.1
▲1.0
2.3
3.2
3.0

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.5
0.0
▲0.6
▲0.1
▲0.1
▲0.7
▲0.7
▲0.9
▲0.9
▲0.5
0.1
0.3
0.6
0.8
0.9
1.3

100.0
99.5
99.5
99.3
99.2
99.1
99.0
99.0
99.1
99.1
99.3
99.3
99.5
100.0
100.3
100.2
100.5

千人 前年比（％）
▲6.1
▲10.2
▲0.9
▲0.9
▲0.9
6.5
▲3.8
41.5
10.0
5.2
7.4
16.5
13.7
5.2
20.9
▲2.5
3.0

2,241
2,013
1,995
214
202
117
103
148
179
172
271
138
159
270
188
209
208

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
▲6.1
35.9
5.5

▲13.6
▲63.9
13.5
▲55.5
29.7
▲71.9
37.7
29.9
60.7
▲49.0
▲3.5
▲54.2
▲6.7
51.8

560
761
803
60
25
51
33
111
49
68
77
61
30
43
38
56
39

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

▲9.5
▲10.4
0.7
32.1
5.5

▲23.7
46.4
▲55.6
53.8
28.5
15.3
82.3
48.5
▲15.2
71.9
▲7.1
13.6

12.6
18.5
2.4

▲21.5
▲47.6
63.4
▲2.1
▲1.5
▲16.3
63.9
▲16.3
3.4
58.0
▲4.7
▲12.3
14.8
105.5

▲3.5
▲12.2
▲14.5
▲18.6
▲75.1
215.7
63.0
▲77.9
▲21.7
▲7.8
48.6
76.1
▲24.0
▲70.2
7.0
7.7
10.5

1,774
1,590
1,601
230
128
109
93
53
259
125
90
168
240
156
290
214
146

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲4.4
11.5
0.9
▲9.2
▲8.1
▲3.1
▲5.4
▲12.9
5.8
1.5
▲7.2
28.9
17.2
23.4
11.3
▲6.2
▲13.6

57,267
63,871
64,448
4,727
5,525
6,441
5,109
4,335
5,770
5,571
5,099
5,184
4,457
4,948
4,501
4,433
4,773

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
▲7.1
72.5
▲7.3
▲87.1
195.0
560.0
▲82.8
▲75.7
1,416.7
161.0
▲70.8
▲34.7
446.2
30.2
96.2
▲10.0
▲78.0

前年比（％）
▲16.2
▲8.2
22.5
76.0
0.6
▲0.6
▲0.5
11.0
▲57.7
113.5
79.3
3.7
92.4
10.6
64.0
▲44.5
▲30.5

前年比（％）
5.9
0.9
14.9
14.6
▲16.2
70.1
3.5

▲29.1
1.8
14.7
▲8.5
9.0
2.3
0.0
▲3.5
25.8
15.7

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

▲5.2
0.6
15.3
4.9
7.2
50.6
▲17.3
▲20.4
▲8.6
59.7
5.1
0.5
61.1
4.9
25.6
▲13.9
▲20.0

5,466
5,501
6,344
561
520
491
478
457
573
669
498
604
738
580
613
483
416

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 造船
生産高

機械等
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 億円 前年比（％）
0.9

▲20.9
5.0
18.7
10.6
1.0
▲5.4
▲11.5
6.0
7.7
51.7
33.0
18.3
21.1
34.7
▲5.2

前年比（％）
11.1
▲21.5
▲16.3
▲12.8
▲7.3
9.4

▲11.4
▲14.6
▲11.4
▲3.9
7.3
25.1
13.0
▲10.1
1.3
0.7
▲1.5

2,506
1,982
2,080
179
174
167
153
170
195
174
220
249
225
216
214
170

億円 前年比（％）
▲8.3
0.4

▲17.2
▲42.4
▲32.3
▲15.8
▲9.0
▲29.1
5.3

▲22.1
6.9
24.9
14.7
10.7
▲13.7
11.0

1,954
1,963
1,626
121
113
135
133
111
145
112
143
194
138
130
125
134

季調値 前年比（％）
▲2.5
1.0
18.6
3.1

▲25.7
▲19.9
▲26.3
▲26.1
▲35.7
▲30.0
▲25.4
▲29.2
▲34.9
▲36.4
▲8.0
▲4.1

100.0
101.0
119.8
100.6
88.6
95.5
82.0
90.4
82.3
85.2
86.2
92.7
102.2
90.2
109.5
96.5

季調値 前年比（％）
12.8
▲18.3
▲0.5
7.8

151.7
39.3
▲5.5
▲45.0
▲45.7
▲36.5
▲40.4
▲39.0
▲26.7
▲48.4
▲39.1
▲55.7

100.0
81.7
81.3
77.2
70.1
90.8
92.0
81.0
50.7
60.6
60.3
46.0
51.7
35.2
41.8
34.2

季調値 前年比（％）
5.1
▲0.2
5.0
15.5
14.9
3.0
5.7
3.0
3.3
8.5
9.3
12.5
0.4
▲3.4
1.6
1.4

100.0
99.8
104.8
107.4
113.4
107.6
105.6
108.4
113.6
109.5
111.3
115.6
101.4
101.5
104.2
109.0

季調値 前年比（％）
50.7
▲0.6
▲34.7
▲28.4
▲3.3
17.5
32.6
49.8
56.7
18.7
6.5
▲4.7
69.3
28.1
18.4
58.9

100.0
99.4
65.0
62.7
71.7
71.8
92.6
94.7
89.7
69.5
68.2
69.0
90.1
79.5
84.2
99.6

季調値 前年比（％）
9.5
▲5.7
▲1.3
0.0
▲5.3
▲2.9
▲7.3
▲10.0
▲13.5
▲19.0
▲11.6
▲22.9
▲13.3
▲14.1
▲5.7
0.6

100.0
94.3
93.1
85.9
83.5
88.4
86.7
92.4
82.9
77.7
84.8
74.1
82.4
81.3
86.9
86.4

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.0
2.1
2.7
2.8
2.2
2.7
2.5
2.7
4.0
3.1
3.3
3.2
3.2
3.3
2.5
2.3
3.0

30,272
30,903
31,741
31,196
31,146
31,741
31,356
31,371
32,258
31,533
31,755
31,868
31,883
31,944
32,483
31,929
32,079

2.1
1.4
3.2
2.0
1.9
3.2
2.9
3.3
3.7
2.1
3.5
3.5
3.3
3.9
2.4
3.4
3.7

50,857
51,564
53,225
51,771
51,941
53,225
52,430
52,683
53,526
53,758
54,041
54,500
53,504
53,919
53,652
53,520
53,870

▲10.2
▲3.5
▲10.9
0.0

▲18.2
▲18.2
▲12.5
50.0
▲33.3
▲33.3
16.7
▲50.0
▲16.7
▲37.5
▲12.5
▲50.0
▲44.4

114
110
98
10
9
9
7
9
8
4
7
5
5
5
7
5
5

0.46
0.61
0.68
0.69
0.68
0.69
0.71
0.72
0.75
0.80
0.82
0.85
0.91
0.90
0.91
0.90
0.94

297,101
277,713
314,374
316,053
306,416
329,491
263,996
272,580
283,930
265,558
373,172
246,458
264,428
265,747
331,725
310,515
291,899

377,069
351,844
396,686
430,666
338,072
630,279
339,859
373,370
389,226
341,221
335,650
560,036
416,459
386,725
300,185
364,351
306,331

38,068
29,430
37,962
2,388
2,597
2,335
2,603
3,431
4,525
2,457
2,205
2,761
3,123
2,393
3,578
2,944
3,147

▲4.8
▲6.5
13.2
15.9
10.9
1.7

▲21.5
▲22.6
▲22.1
▲28.1
50.1
▲19.5
▲1.5
▲13.8
24.4
▲1.8
▲4.7

▲4.5
▲6.7
12.7
17.9
3.7
▲3.9
▲4.2
▲14.3
6.5
▲2.0
14.0
2.0
15.9
16.8
▲7.1
▲15.4
▲9.4

15.9
▲22.7
29.0
▲10.8
▲4.7
▲0.0
▲10.6
▲11.1
▲20.2
1.4

▲18.6
▲22.3
▲17.4
▲9.4
15.7
23.3
21.2

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,647
22,718
31,789
2,234
2,282
2,044
2,671
3,288
3,871
2,608
2,408
2,825
3,188
2,401
3,195
2,298
2,582

2.5
▲14.7
39.9
15.4
7.2
5.1
8.3
9.6
7.6
4.3
▲5.4
▲4.1
2.4
▲5.0
26.0
2.9
13.1

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
▲2.9
▲2.5
▲0.8
▲2.6
2.3
▲0.9
▲0.0
▲3.3
2.2
▲1.9
1.9
3.8
▲0.2
▲3.4
0.7
2.0
2.6

169,324
166,476
165,154
13,115
13,717
18,682
14,956
11,641
13,950
12,784
13,227
13,245
15,165
12,650
12,008
13,377
14,077

指数 前年比（％）
▲0.3
▲0.5
▲0.4
▲1.0
▲0.8
▲0.9
▲0.9
▲1.2
▲1.6
▲1.1
▲0.7
▲0.1
0.3
0.2
0.7
0.9
1.6

100.0
99.5
99.1
98.9
98.4
98.3
98.2
98.0
98.3
98.7
98.9
99.0
99.3
99.5
99.7
99.8
100.0

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）
60.9
22.8
▲24.8
▲35.1
9.3
▲9.4
▲4.2
1.1

▲68.1
149.3
99.1
66.2
160.8
17.0
▲43.1
22.6
3.5

1,128
1,385
1,042
113
71
102
56
69
38
148
118
104
125
104
109
138
74

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲5.3
▲14.9
5.4
22.0
4.9
11.7
71.1
▲3.2
▲7.7
84.0
41.5
130.0
65.4
42.0
75.3
37.6
15.7

6.7
16.8
1.3
37.9
▲3.1
▲5.6
▲13.6
45.1
▲7.5
▲7.9
8.0
19.5
24.2
▲9.5
13.2
▲19.4
1.6

▲3.5
4.5
▲2.3
1.0
30.6
42.1
▲12.2
27.5
32.9
45.5
60.8
60.6
60.9
50.8
63.7
87.1
42.2

2,012
1,713
1,806
210
172
152
166
102
211
228
155
259
239
225
335
289
200

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲53.0
112.1
21.1
47.5
21.6
▲10.7
14.3
▲39.3
▲23.8
23.2
12.1
▲26.8
▲42.6
11.6
▲18.1
▲58.6
3.3

前年比（％）
▲13.0
7.6
34.1
68.6
72.2
28.2
1.2
6.0
▲0.8
▲48.6
22.7
46.1
▲33.0
66.3
7.0
38.1
▲7.2

前年比（％）
10.3
4.7
▲3.8
22.9
4.9

▲22.2
25.4
13.5
1.1
23.2
19.6
14.7
24.1
28.7
▲14.5
15.9
57.4

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

▲10.2
13.8
14.5
42.3
30.2
▲2.0
13.3
3.3
▲5.1
▲15.5
20.1
18.9
▲16.7
37.7
▲6.9
11.5
20.1

8,842
10,063
11,521
965
1,017
1,004
808
869
916
983
1,087
1,232
875
1,261
881
1,076
1,221

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲13.4
16.5
▲9.2
▲15.3
▲17.8
▲3.6
▲10.9
▲11.1
▲7.4
▲4.3
▲8.9
▲12.5
▲9.1
▲4.8
2.1
12.7

97.2
113.2
102.8
99.2
97.1
102.7
95.5
89.8
88.6
98.3
96.8
98.7
93.8
97.9
105.6
111.8

季調値 前年比（％）
16.9
1.6
2.4
10.8
4.3
▲6.1
▲2.4
▲18.3
▲3.5
0.5
6.2
3.4
7.0
0.3
0.9
3.3

92.6
94.1
96.3
99.8
98.1
96.5
92.2
87.9
98.8
92.6
105.8
93.5
93.1
94.6
93.8
103.1

季調値 前年比（％）
13.8
▲2.3
▲5.5
▲5.5
▲8.1
▲15.5
1.3

▲14.8
▲3.8
10.3
▲9.0
1.5
13.6
▲8.8
▲2.7
▲10.5

81.0
79.1
74.7
75.0
65.4
72.8
82.3
83.2
86.3
75.6
67.3
62.1
64.7
72.7
71.6
67.2

季調値 前年比（％）
85.0
18.2
▲14.5
▲37.8
▲54.4
▲16.3
▲17.9
▲34.3
▲15.7
▲34.1
▲18.9
▲15.2
11.2
13.6
25.9
81.4

90.7
107.2
91.6
57.9
77.1
104.9
83.2
86.0
90.1
59.4
95.5
77.6
85.6
97.2
88.0
105.0

季調値 前年比（％）
10.2
▲11.6
21.6
44.8
60.0
25.7
▲0.2
▲26.9
▲4.6
6.5
31.4
26.7
▲0.5
0.7
7.2
0.8

114.3
101.0
122.8
139.6
147.5
127.9
110.1
89.6
110.3
125.2
154.1
146.7
113.4
114.8
132.6
140.7

季調値 前年比（％）
▲1.7
4.8
0.1
4.5
▲0.9
0.4
▲4.7
▲11.3
▲5.3
▲1.7
▲6.0
▲3.6
4.8
5.3
6.3
3.9

94.1
98.6
98.7
98.4
100.8
98.9
93.8
93.0
97.6
96.8
98.9
91.5
98.4
99.8
102.9
102.3

季調値 前年比（％）
21.0
▲1.6
1.9
10.6
3.2
▲2.8
▲6.0
▲16.8
▲1.0
3.8
4.2
1.4
8.8
1.2
7.5
1.9

97.1
95.6
97.4
101.7
98.6
97.7
92.0
87.0
97.9
98.2
107.9
96.1
97.8
96.4
99.1
103.6

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

120,621
121,789
117,232
9,047
9,844
12,738
10,684
8,615
10,037
9,073
9,618
9,635
11,015
9,805
8,824
9,335
10,139

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
2.5
▲2.2
2.0
3.6
5.6
▲1.4
14.4
▲3.8
▲11.4
13.1
▲8.7
▲5.7
6.2
8.0
6.0
2.8

100.0
97.8
99.7
102.8
98.8
100.6
106.7
99.5
94.1
109.9
100.1
90.6
100.9
103.5
102.4
105.6

32.0
1.5
3.4
▲1.0
2.9
6.5
1.5
▲7.1
2.2
▲0.4
2.2
▲0.7
4.8
5.7
4.9
2.2

100.0
100.5
99.9
97.5
98.9
100.1
101.3
95.4
95.9
104.5
102.0
90.1
96.8
94.8
96.6
97.4

6.3
0.4
▲0.6
▲3.2
▲1.3
▲1.9
3.3
▲2.4
▲8.7
5.9
2.6

▲10.9
▲7.0
▲5.6
▲0.5
▲0.2

100.0
101.6
105.0
103.8
106.4
108.6
104.0
83.9
104.5
115.6
109.1
103.7
118.2
113.5
104.0
106.1

100.0
100.3
111.1
101.8
100.1
107.4
107.7
111.7
72.8
109.3
74.5
70.3
73.8
71.0
89.9
88.0

17.7
0.2
10.8
▲2.8
▲8.3
1.5
▲8.6
▲0.1
▲38.8
0.7

▲37.4
▲41.1
▲34.9
▲38.1
▲14.5
▲13.5

100.0
107.3
96.5
103.5
102.9
98.0
105.6
102.3
117.4
128.3
144.3
99.8
92.5
95.8
97.4
109.3

▲0.5
7.3

▲10.1
▲2.3
3.1
3.0
3.0
▲1.6
38.6
77.6
99.3
7.2

▲19.0
▲0.3
▲8.5
5.5

100.0
98.6
99.3
95.2
96.6
101.1
96.4
96.6
92.7
102.1
100.2
89.0
94.9
94.2
90.3
94.7

6.6
▲1.4
0.7
▲4.8
6.5
▲0.9
▲2.6
▲4.6
▲12.0
3.6
5.8

▲10.1
▲11.6
▲5.1
▲4.9
▲0.5

100.0
108.4
102.4
101.0
103.8
106.1
108.0
95.7
104.6
106.7
108.6
108.9
104.7
103.5
107.7
102.6

2.9
8.4
▲5.5
▲5.7
▲0.4
5.1
5.1
▲2.3
5.1
4.0
11.3
2.6
1.8
1.2
1.9
1.7

18.4
13.5
▲10.8
▲25.0
▲4.2
▲26.1
16.4
17.0
4.4
8.9
42.8
15.7
13.4
53.1
2.0
50.7
25.1

37.5
24.5
▲5.2
▲26.8
7.0
7.8
20.2
41.2
1.8
25.9
25.2
49.9
34.3
13.0
2.4
39.9
33.8

1,536
1,288
1,396
153
88
161
101
108
172
259
136
147
108
122
225
166
78

7.8
▲16.1
8.3
7.8
28.8
94.0
41.8
44.3
5.1
73.2
91.6
69.6
19.9
13.4
26.3
8.9

▲12.1

742
958
635
59
81
61
44
51
38
184
61
119
48
75
203
57
59

43.9
29.2
▲33.8
▲24.0
▲26.8
19.4
22.1
51.7
39.9
208.3
18.6
98.9
▲8.4
35.4
250.2
▲4.3
▲27.1

5,758
5,691
6,670
576
632
625
734
452
436
599
623
607
663
699
568
630
799

▲1.4
▲1.2
17.2
31.2
73.6
31.3
58.5
▲10.8
41.1
▲14.2
42.2
22.6
11.6
22.6
▲25.6
9.4
26.4

12.2
1.9
1.4

▲6.6
30.7
▲2.0
13.9
0.0
17.6
▲3.7
11.7
35.6
18.4
4.8
21.3
16.3
19.7

▲21.4
▲12.3
19.6
138.8
37.1
91.0
42.5
▲27.2
185.4
41.0
87.2
9.6
41.0
19.8
▲2.8
▲9.3
80.7

67.5
30.3
65.1
▲13.2
1,354.5
25.6
576.9
9.1

▲35.6
▲68.4
33.3
43.3
▲50.0
191.4
▲81.3
91.3
▲32.5

100.0
99.7
99.9
99.9
99.3
99.3
99.2
99.2
99.4
99.7
99.6
99.8
100.2
100.5
101.0
101.0
101.1

▲1.4
▲0.3
0.2
▲0.1
▲0.2
▲0.1
▲0.7
▲1.0
▲1.1
▲0.8
▲0.9
0.2
0.8
0.6
1.1
1.1
1.8

123,366
124,448
123,046
9,850
10,245
13,488
10,756
8,998
10,262
9,112
9,541
9,369
11,068
9,813
8,853
9,798
10,321

▲0.0
0.9
▲1.1
▲3.3
1.4
▲4.7
▲3.3
▲4.8
0.5
▲3.9
▲2.2
2.8
▲3.1
▲2.8
0.4
▲0.5
0.7

25,763
20,956
25,785
1,598
1,785
1,562
1,941
2,372
3,083
1,595
1,630
1,813
2,096
1,658
2,512
1,939
2,195

13.2
▲18.7
23.0
▲14.4
▲8.1
▲5.1
▲7.4
▲9.6
▲15.6
▲3.6
▲9.4
▲24.1
▲22.2
▲6.0
15.7
21.3
23.0

18,048
15,760
21,346
1,300
1,520
1,454
1,681
2,065
2,737
1,584
1,552
1,822
2,297
1,726
2,109
1,554
1,670

0.3
▲12.7
35.4
1.6
4.9
5.4
▲3.1
1.9
7.7
▲2.8
▲13.9
▲9.4
7.7
11.4
28.4
19.5
9.9

425,081
446,998
464,878
417,113
406,511
825,735
374,808
400,762
376,841
369,929
335,041
590,217
533,177
443,695
357,602
440,462
373,825

▲4.2
5.2
4.0
0.9
10.1
▲12.8
▲2.5
▲7.3
▲5.4
▲8.8
▲3.4
▲13.9
12.2
8.1
▲8.4
5.6
▲8.0

294,219
320,368
341,720
347,208
347,186
373,965
325,979
301,221
356,159
343,334
325,465
332,147
315,796
420,884
314,577
295,625
315,648

▲2.8
8.9
6.7
4.6
18.5
▲7.4
6.2

▲18.2
21.9
▲8.9
▲3.7
19.0
▲1.9
11.5
▲15.2
▲14.9
▲9.1

0.54
0.66
0.73
0.75
0.75
0.75
0.75
0.74
0.74
0.77
0.78
0.80
0.80
0.79
0.79
0.80
0.80

71
66
67
6
3
5
4
7
2
6
9
4
6
6
2
5
4

▲26.8
▲7.0
1.5
0.0

▲50.0
▲16.7
▲42.9
40.0
▲66.7
▲33.3
12.5
▲20.0
50.0
20.0
▲50.0
▲16.7
33.3

32,839
33,559
33,721
33,369
33,466
33,721
33,422
33,596
34,140
34,362
34,131
34,748
34,140
34,402
34,004
33,936
34,315

2.5
2.2
0.5
0.3
0.5
0.5
0.1
0.4
1.6
2.1
1.8
2.4
1.7
2.7
1.3
1.7
2.5

21,176
21,078
21,245
21,030
20,936
21,245
21,151
21,186
21,356
21,183
21,185
21,271
21,251
21,338
21,341
21,320
21,585

0.7
▲0.5
0.8
1.3
0.3
0.8
1.4
1.4
1.7
1.5
0.9
1.4
1.1
1.8
0.1
1.4
3.1

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計調査課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

41.9
▲12.3
▲14.5
▲26.2
▲18.0
▲0.9
0.4

▲20.2
▲12.2
▲29.1
▲30.0
▲22.0
▲16.2
▲34.7
▲26.7
▲14.5

112.3
98.4
84.2
68.2
73.8
88.4
85.9
68.5
81.7
71.3
70.6
68.0
70.6
49.1
54.3
58.4

12.9
9.4

▲15.3
▲15.5
▲34.0
14.8
▲17.4
▲21.8
3.1

▲34.9
43.1
13.8
▲11.8
▲13.4
20.0
15.3

100.2
100.3
94.0
92.9
92.1
93.6
94.5
96.6
92.7
91.3
96.6
91.1
93.4
93.9
96.0
91.2

18.0
0.0
▲6.3
▲5.3
▲8.7
▲3.5
▲2.0
▲3.8
▲4.2
▲7.5
▲1.2
▲2.2
5.2
2.7
6.8
0.2

49.4
54.1
45.8
45.4
39.8
53.3
35.0
45.2
41.4
36.9
65.0
38.5
45.7
42.6
47.6
53.2

114.3
133.2
130.4
139.5
154.6
124.5
125.1
126.8
117.5
120.5
127.0
127.6
132.6
150.4
141.1
115.2

▲5.1
16.6
▲2.1
8.3
10.1
▲10.1
8.7
▲0.8
▲19.2
▲17.6
▲16.5
▲6.9
39.0
37.4
16.5
▲12.6

93.7
98.1
97.8
95.9
94.7
94.2
97.0
95.8
95.4
95.2
101.9
95.9
94.4
97.1
95.1
96.8

1.1
4.7
▲0.3
▲2.6
▲8.0
▲5.3
▲5.5
▲7.8
▲4.5
▲2.4
5.3
▲0.9
▲2.8
1.3
▲5.1
2.2

92.9
92.7
88.0
87.1
85.1
88.3
88.1
90.8
87.7
88.6
91.5
87.1
87.7
88.4
88.0
89.6

14.3
▲0.3
▲5.1
▲4.2
▲7.2
▲2.0
▲1.5
▲1.1
▲3.6
▲3.4
▲0.2
▲0.9
3.1
2.1
6.0
4.7

92.6
95.8
95.9
91.6
94.1
95.9
95.3
89.5
93.9
94.4
92.1
93.8
95.8
91.2
90.5
85.1

0.5
3.5
0.1
▲5.8
▲4.6
▲0.7
▲0.1
▲2.7
▲2.2
▲8.2
▲8.1
▲4.8
▲0.5
▲2.3
▲6.8
▲5.9

12.9
▲39.4
15.6
▲5.6
▲13.4
59.0
▲26.1
1,829.1
863.1
▲91.1
▲32.8
▲25.3
2,787.8
81.8
▲49.8
1,614.3
▲74.9

21.2
▲12.1
11.4
36.7
6.0
▲0.9
44.2
▲13.8
▲2.6
▲16.7
▲12.4
57.2
▲27.0
0.8

▲28.8
▲15.8
25.8

1,058
978
1,077
105
80
103
63
43
70
113
88
109
178
104
105
146
86

▲15.3
▲7.5
10.1
10.4
27.7
75.2
45.7
▲24.8
▲39.4
▲9.7
2.0
35.4
79.9
20.3
8.9
39.5
7.9

647
662
596
63
57
52
62
46
40
61
43
44
55
42
64
61
77

68.7
2.3

▲10.0
76.3
▲44.8
▲5.6
130.7
64.8
115.0
▲18.9
115.6
▲24.5
▲24.6
34.3
▲31.4
▲4.4
34.9

4,075
4,417
4,524
478
498
449
372
493
372
546
339
394
384
436
562
424
618

▲9.0
8.4
2.4
45.7
▲5.3
▲13.3
42.5
51.2
3.3
33.5
8.7
14.2
▲11.1
48.8
55.7
▲11.3
24.1

3.4
2.9
▲0.8
▲5.7
5.0
3.1
9.3
13.5
15.0
16.5
28.0
17.8
3.1
36.4
20.4
15.7
61.7

▲31.7
10.6
12.3
187.8
3.8
4.2
32.1
180.2
12.0
13.8
▲24.6
1.9

▲11.3
▲3.0
58.6
▲32.4
9.7

135.7
60.9
▲20.2
▲21.4
▲62.6
▲73.9
677.8
▲28.6
▲45.8
166.7
92.9
115.4
▲58.5
442.1
360.0
▲9.1
2.5

100.0
99.4
99.3
99.1
98.9
98.7
98.8
98.5
98.7
98.9
99.1
99.3
99.3
99.7
100.1
100.1
100.0

▲0.8
▲0.7
▲0.1
▲0.3
▲0.3
▲0.4
▲0.6
▲1.0
▲1.2
▲0.8
▲0.5
0.2
0.3
0.5
1.0
1.0
1.1

69,828
70,066
67,989
5,420
5,717
7,182
6,058
4,957
5,501
5,224
5,379
5,365
5,856
5,629
4,957
5,394
5,639

1.2
0.3
▲3.0
▲2.4
1.2
▲3.3
▲4.2
▲2.8
4.3
▲3.1
0.4
0.9
▲2.3
▲4.0
▲1.8
▲0.5
▲1.4

16,289
12,548
15,960
1,038
1,071
953
1,184
1,476
1,937
948
948
1,105
1,252
981
1,435
1,207
1,303

14.7
▲23.0
27.2
▲5.7
▲7.4
▲4.2
▲14.0
▲11.4
▲18.3
5.9

▲13.4
▲23.5
▲24.4
▲3.2
3.9
16.3
21.7

12,945
11,414
15,561
1,056
1,135
983
1,251
1,469
1,879
1,199
1,187
1,371
1,581
1,160
1,568
1,275
1,401

▲5.0
▲11.8
36.3
0.3
18.0
▲6.6
0.9
0.5
▲5.6
▲1.6
▲6.7
▲6.2
8.1
3.4
35.4
20.7
23.4

456,205
429,542
430,581
386,621
332,343
703,010
375,326
422,361
334,443
415,698
286,774
579,437
450,397
445,512
337,141
456,997
329,192

4.1
▲5.8
0.2
▲7.1
▲11.0
▲5.6
2.8
▲4.7
▲16.0
2.0

▲13.4
▲8.4
▲3.8
11.7
12.2
18.2
▲0.9

326,601
314,463
322,774
342,069
271,193
396,460
348,346
289,718
391,470
385,153
301,996
284,351
311,010
295,628
271,086
293,536
319,730

▲1.8
▲3.7
2.6
▲0.3
▲16.5
1.4
0.2

▲16.0
11.5
2.5
▲0.8
▲1.6
3.0
5.8
0.6

▲14.2
17.9

0.49
0.62
0.72
0.74
0.73
0.73
0.78
0.79
0.80
0.77
0.75
0.75
0.78
0.76
0.77
0.78
0.80

47
45
57
6
6
3
2
1
6
6
5
3
7
5
9
2
3

▲21.7
▲4.3
26.7
50.0
200.0
▲25.0
▲60.0
▲87.5
100.0
200.0
0.0

▲25.0
40.0
25.0
50.0
▲66.7
▲50.0

21,104
21,268
21,627
21,212
21,278
21,627
21,459
21,455
22,270
22,019
22,105
22,576
22,277
22,158
21,853
21,923
22,154

1.7
0.8
1.7
0.8
0.9
1.7
1.9
1.4
2.3
1.8
2.8
3.3
3.4
3.1
2.1
3.4
4.1

11,214
11,217
11,261
11,145
11,135
11,261
11,172
11,180
11,431
11,190
11,305
11,394
11,422
11,544
11,419
11,421
11,508

▲0.2
0.0
0.4
0.2
0.1
0.4
0.4
0.3
1.4
0.7
1.5
1.9
2.4
3.6
0.8
2.5
3.3

経済指標 大分 Oita

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
2.5
▲2.2
2.0
3.6
5.6
▲1.4
14.4
▲3.8
▲11.4
13.1
▲8.7
▲5.7
6.2
8.0
6.0
2.8

100.0
97.8
99.7
102.8
98.8
100.6
106.7
99.5
94.1
109.9
100.1
90.6
100.9
103.5
102.4
105.6

32.0
1.5
3.4
▲1.0
2.9
6.5
1.5
▲7.1
2.2
▲0.4
2.2
▲0.7
4.8
5.7
4.9
2.2

100.0
100.5
99.9
97.5
98.9
100.1
101.3
95.4
95.9
104.5
102.0
90.1
96.8
94.8
96.6
97.4

6.3
0.4
▲0.6
▲3.2
▲1.3
▲1.9
3.3
▲2.4
▲8.7
5.9
2.6

▲10.9
▲7.0
▲5.6
▲0.5
▲0.2

100.0
101.6
105.0
103.8
106.4
108.6
104.0
83.9
104.5
115.6
109.1
103.7
118.2
113.5
104.0
106.1

100.0
100.3
111.1
101.8
100.1
107.4
107.7
111.7
72.8
109.3
74.5
70.3
73.8
71.0
89.9
88.0

17.7
0.2
10.8
▲2.8
▲8.3
1.5
▲8.6
▲0.1
▲38.8
0.7

▲37.4
▲41.1
▲34.9
▲38.1
▲14.5
▲13.5

100.0
107.3
96.5
103.5
102.9
98.0
105.6
102.3
117.4
128.3
144.3
99.8
92.5
95.8
97.4
109.3

▲0.5
7.3

▲10.1
▲2.3
3.1
3.0
3.0
▲1.6
38.6
77.6
99.3
7.2

▲19.0
▲0.3
▲8.5
5.5

100.0
98.6
99.3
95.2
96.6
101.1
96.4
96.6
92.7
102.1
100.2
89.0
94.9
94.2
90.3
94.7

6.6
▲1.4
0.7
▲4.8
6.5
▲0.9
▲2.6
▲4.6
▲12.0
3.6
5.8

▲10.1
▲11.6
▲5.1
▲4.9
▲0.5

100.0
108.4
102.4
101.0
103.8
106.1
108.0
95.7
104.6
106.7
108.6
108.9
104.7
103.5
107.7
102.6

2.9
8.4
▲5.5
▲5.7
▲0.4
5.1
5.1
▲2.3
5.1
4.0
11.3
2.6
1.8
1.2
1.9
1.7

18.4
13.5
▲10.8
▲25.0
▲4.2
▲26.1
16.4
17.0
4.4
8.9
42.8
15.7
13.4
53.1
2.0
50.7
25.1

37.5
24.5
▲5.2
▲26.8
7.0
7.8
20.2
41.2
1.8
25.9
25.2
49.9
34.3
13.0
2.4
39.9
33.8

1,536
1,288
1,396
153
88
161
101
108
172
259
136
147
108
122
225
166
78

7.8
▲16.1
8.3
7.8
28.8
94.0
41.8
44.3
5.1
73.2
91.6
69.6
19.9
13.4
26.3
8.9

▲12.1

742
958
635
59
81
61
44
51
38
184
61
119
48
75
203
57
59

43.9
29.2
▲33.8
▲24.0
▲26.8
19.4
22.1
51.7
39.9
208.3
18.6
98.9
▲8.4
35.4
250.2
▲4.3
▲27.1

5,758
5,691
6,670
576
632
625
734
452
436
599
623
607
663
699
568
630
799

▲1.4
▲1.2
17.2
31.2
73.6
31.3
58.5
▲10.8
41.1
▲14.2
42.2
22.6
11.6
22.6
▲25.6
9.4
26.4

12.2
1.9
1.4
▲6.6
30.7
▲2.0
13.9
0.0
17.6
▲3.7
11.7
35.6
18.4
4.8
21.3
16.3
19.7

▲21.4
▲12.3
19.6
138.8
37.1
91.0
42.5
▲27.2
185.4
41.0
87.2
9.6
41.0
19.8
▲2.8
▲9.3
80.7

67.5
30.3
65.1
▲13.2
1,354.5
25.6
576.9
9.1

▲35.6
▲68.4
33.3
43.3
▲50.0
191.4
▲81.3
91.3
▲32.5

100.0
99.7
99.9
99.9
99.3
99.3
99.2
99.2
99.4
99.7
99.6
99.8
100.2
100.5
101.0
101.0
101.1

▲1.4
▲0.3
0.2
▲0.1
▲0.2
▲0.1
▲0.7
▲1.0
▲1.1
▲0.8
▲0.9
0.2
0.8
0.6
1.1
1.1
1.8

123,366
124,448
123,046
9,850
10,245
13,488
10,756
8,998
10,262
9,112
9,541
9,369
11,068
9,813
8,853
9,798
10,321

▲0.0
0.9
▲1.1
▲3.3
1.4
▲4.7
▲3.3
▲4.8
0.5
▲3.9
▲2.2
2.8
▲3.1
▲2.8
0.4
▲0.5
0.7

25,763
20,956
25,785
1,598
1,785
1,562
1,941
2,372
3,083
1,595
1,630
1,813
2,096
1,658
2,512
1,939
2,195

13.2
▲18.7
23.0
▲14.4
▲8.1
▲5.1
▲7.4
▲9.6
▲15.6
▲3.6
▲9.4
▲24.1
▲22.2
▲6.0
15.7
21.3
23.0

18,048
15,760
21,346
1,300
1,520
1,454
1,681
2,065
2,737
1,584
1,552
1,822
2,297
1,726
2,109
1,554
1,670

0.3
▲12.7
35.4
1.6
4.9
5.4
▲3.1
1.9
7.7
▲2.8
▲13.9
▲9.4
7.7
11.4
28.4
19.5
9.9

425,081
446,998
464,878
417,113
406,511
825,735
374,808
400,762
376,841
369,929
335,041
590,217
533,177
443,695
357,602
440,462
373,825

▲4.2
5.2
4.0
0.9
10.1
▲12.8
▲2.5
▲7.3
▲5.4
▲8.8
▲3.4
▲13.9
12.2
8.1
▲8.4
5.6
▲8.0

294,219
320,368
341,720
347,208
347,186
373,965
325,979
301,221
356,159
343,334
325,465
332,147
315,796
420,884
314,577
295,625
315,648

▲2.8
8.9
6.7
4.6
18.5
▲7.4
6.2

▲18.2
21.9
▲8.9
▲3.7
19.0
▲1.9
11.5
▲15.2
▲14.9
▲9.1

0.54
0.66
0.73
0.75
0.75
0.75
0.75
0.74
0.74
0.77
0.78
0.80
0.80
0.79
0.79
0.80
0.80

71
66
67
6
3
5
4
7
2
6
9
4
6
6
2
5
4

▲26.8
▲7.0
1.5
0.0

▲50.0
▲16.7
▲42.9
40.0
▲66.7
▲33.3
12.5
▲20.0
50.0
20.0
▲50.0
▲16.7
33.3

32,839
33,559
33,721
33,369
33,466
33,721
33,422
33,596
34,140
34,362
34,131
34,748
34,140
34,402
34,004
33,936
34,315

2.5
2.2
0.5
0.3
0.5
0.5
0.1
0.4
1.6
2.1
1.8
2.4
1.7
2.7
1.3
1.7
2.5

21,176
21,078
21,245
21,030
20,936
21,245
21,151
21,186
21,356
21,183
21,185
21,271
21,251
21,338
21,341
21,320
21,585

0.7
▲0.5
0.8
1.3
0.3
0.8
1.4
1.4
1.7
1.5
0.9
1.4
1.1
1.8
0.1
1.4
3.1

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計調査課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

41.9
▲12.3
▲14.5
▲26.2
▲18.0
▲0.9
0.4

▲20.2
▲12.2
▲29.1
▲30.0
▲22.0
▲16.2
▲34.7
▲26.7
▲14.5

112.3
98.4
84.2
68.2
73.8
88.4
85.9
68.5
81.7
71.3
70.6
68.0
70.6
49.1
54.3
58.4

12.9
9.4

▲15.3
▲15.5
▲34.0
14.8
▲17.4
▲21.8
3.1

▲34.9
43.1
13.8
▲11.8
▲13.4
20.0
15.3

100.2
100.3
94.0
92.9
92.1
93.6
94.5
96.6
92.7
91.3
96.6
91.1
93.4
93.9
96.0
91.2

18.0
0.0
▲6.3
▲5.3
▲8.7
▲3.5
▲2.0
▲3.8
▲4.2
▲7.5
▲1.2
▲2.2
5.2
2.7
6.8
0.2

49.4
54.1
45.8
45.4
39.8
53.3
35.0
45.2
41.4
36.9
65.0
38.5
45.7
42.6
47.6
53.2

114.3
133.2
130.4
139.5
154.6
124.5
125.1
126.8
117.5
120.5
127.0
127.6
132.6
150.4
141.1
115.2

▲5.1
16.6
▲2.1
8.3
10.1
▲10.1
8.7
▲0.8
▲19.2
▲17.6
▲16.5
▲6.9
39.0
37.4
16.5
▲12.6

93.7
98.1
97.8
95.9
94.7
94.2
97.0
95.8
95.4
95.2
101.9
95.9
94.4
97.1
95.1
96.8

1.1
4.7
▲0.3
▲2.6
▲8.0
▲5.3
▲5.5
▲7.8
▲4.5
▲2.4
5.3
▲0.9
▲2.8
1.3
▲5.1
2.2

92.9
92.7
88.0
87.1
85.1
88.3
88.1
90.8
87.7
88.6
91.5
87.1
87.7
88.4
88.0
89.6

14.3
▲0.3
▲5.1
▲4.2
▲7.2
▲2.0
▲1.5
▲1.1
▲3.6
▲3.4
▲0.2
▲0.9
3.1
2.1
6.0
4.7

92.6
95.8
95.9
91.6
94.1
95.9
95.3
89.5
93.9
94.4
92.1
93.8
95.8
91.2
90.5
85.1

0.5
3.5
0.1
▲5.8
▲4.6
▲0.7
▲0.1
▲2.7
▲2.2
▲8.2
▲8.1
▲4.8
▲0.5
▲2.3
▲6.8
▲5.9

12.9
▲39.4
15.6
▲5.6
▲13.4
59.0
▲26.1
1,829.1
863.1
▲91.1
▲32.8
▲25.3
2,787.8
81.8
▲49.8
1,614.3
▲74.9

21.2
▲12.1
11.4
36.7
6.0
▲0.9
44.2
▲13.8
▲2.6
▲16.7
▲12.4
57.2
▲27.0
0.8

▲28.8
▲15.8
25.8

1,058
978
1,077
105
80
103
63
43
70
113
88
109
178
104
105
146
86

▲15.3
▲7.5
10.1
10.4
27.7
75.2
45.7
▲24.8
▲39.4
▲9.7
2.0
35.4
79.9
20.3
8.9
39.5
7.9

647
662
596
63
57
52
62
46
40
61
43
44
55
42
64
61
77

68.7
2.3

▲10.0
76.3
▲44.8
▲5.6
130.7
64.8
115.0
▲18.9
115.6
▲24.5
▲24.6
34.3
▲31.4
▲4.4
34.9

4,075
4,417
4,524
478
498
449
372
493
372
546
339
394
384
436
562
424
618

▲9.0
8.4
2.4
45.7
▲5.3
▲13.3
42.5
51.2
3.3
33.5
8.7
14.2
▲11.1
48.8
55.7
▲11.3
24.1

3.4
2.9
▲0.8
▲5.7
5.0
3.1
9.3
13.5
15.0
16.5
28.0
17.8
3.1
36.4
20.4
15.7
61.7

▲31.7
10.6
12.3
187.8
3.8
4.2
32.1
180.2
12.0
13.8
▲24.6
1.9

▲11.3
▲3.0
58.6
▲32.4
9.7

135.7
60.9
▲20.2
▲21.4
▲62.6
▲73.9
677.8
▲28.6
▲45.8
166.7
92.9
115.4
▲58.5
442.1
360.0
▲9.1
2.5

100.0
99.4
99.3
99.1
98.9
98.7
98.8
98.5
98.7
98.9
99.1
99.3
99.3
99.7
100.1
100.1
100.0

▲0.8
▲0.7
▲0.1
▲0.3
▲0.3
▲0.4
▲0.6
▲1.0
▲1.2
▲0.8
▲0.5
0.2
0.3
0.5
1.0
1.0
1.1

69,828
70,066
67,989
5,420
5,717
7,182
6,058
4,957
5,501
5,224
5,379
5,365
5,856
5,629
4,957
5,394
5,639

1.2
0.3
▲3.0
▲2.4
1.2
▲3.3
▲4.2
▲2.8
4.3
▲3.1
0.4
0.9
▲2.3
▲4.0
▲1.8
▲0.5
▲1.4

16,289
12,548
15,960
1,038
1,071
953
1,184
1,476
1,937
948
948
1,105
1,252
981
1,435
1,207
1,303

14.7
▲23.0
27.2
▲5.7
▲7.4
▲4.2
▲14.0
▲11.4
▲18.3
5.9

▲13.4
▲23.5
▲24.4
▲3.2
3.9
16.3
21.7

12,945
11,414
15,561
1,056
1,135
983
1,251
1,469
1,879
1,199
1,187
1,371
1,581
1,160
1,568
1,275
1,401

▲5.0
▲11.8
36.3
0.3
18.0
▲6.6
0.9
0.5
▲5.6
▲1.6
▲6.7
▲6.2
8.1
3.4
35.4
20.7
23.4

456,205
429,542
430,581
386,621
332,343
703,010
375,326
422,361
334,443
415,698
286,774
579,437
450,397
445,512
337,141
456,997
329,192

4.1
▲5.8
0.2
▲7.1
▲11.0
▲5.6
2.8
▲4.7
▲16.0
2.0

▲13.4
▲8.4
▲3.8
11.7
12.2
18.2
▲0.9

326,601
314,463
322,774
342,069
271,193
396,460
348,346
289,718
391,470
385,153
301,996
284,351
311,010
295,628
271,086
293,536
319,730

▲1.8
▲3.7
2.6
▲0.3
▲16.5
1.4
0.2

▲16.0
11.5
2.5
▲0.8
▲1.6
3.0
5.8
0.6

▲14.2
17.9

0.49
0.62
0.72
0.74
0.73
0.73
0.78
0.79
0.80
0.77
0.75
0.75
0.78
0.76
0.77
0.78
0.80

47
45
57
6
6
3
2
1
6
6
5
3
7
5
9
2
3

▲21.7
▲4.3
26.7
50.0
200.0
▲25.0
▲60.0
▲87.5
100.0
200.0
0.0

▲25.0
40.0
25.0
50.0
▲66.7
▲50.0

21,104
21,268
21,627
21,212
21,278
21,627
21,459
21,455
22,270
22,019
22,105
22,576
22,277
22,158
21,853
21,923
22,154

1.7
0.8
1.7
0.8
0.9
1.7
1.9
1.4
2.3
1.8
2.8
3.3
3.4
3.1
2.1
3.4
4.1

11,214
11,217
11,261
11,145
11,135
11,261
11,172
11,180
11,431
11,190
11,305
11,394
11,422
11,544
11,419
11,421
11,508

▲0.2
0.0
0.4
0.2
0.1
0.4
0.4
0.3
1.4
0.7
1.5
1.9
2.4
3.6
0.8
2.5
3.3

経済指標 大分 Oita

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5

2012 年
2011 年
2010 年

2012.10 
11
12

8
9
10
11

2013. 1

7

 2

6

3
4
5
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）

2012 年
2011 年

季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
2010 年

経済指標宮崎 Miyazaki

15.0
4.6
▲2.9
2.7
▲8.8
8.9
▲7.6
▲11.4
▲3.5
▲15.7
▲14.8
▲12.7
▲1.2
▲15.2
▲2.8
▲6.8

100.0
104.6
101.6
110.4
83.6
107.6
95.4
99.4
94.5
85.7
87.8
85.5
102.0
88.3
94.5
102.8

56.8
▲21.7
▲10.3
1.1
▲3.4
12.3
6.3

▲10.8
▲11.8
8.6

▲11.1
10.2
0.3
39.1
20.0
20.9

100.0
97.4
98.2
99.5
96.3
99.1
96.3
96.8
96.1
98.7
96.9
92.9
96.1
102.1
100.5
101.2

11.8
▲2.6
0.8
5.4
2.1
2.3
▲1.5
▲7.8
▲6.3
0.9
0.1
▲2.1
1.2
4.2
4.3
1.7

100.0
78.3
70.3
70.1
66.5
74.1
72.6
70.0
74.2
73.8
61.2
64.6
68.7
95.3
86.2
84.8

100.0
118.9
122.1
119.2
117.3
119.8
126.9
127.1
125.9
127.9
146.1
131.8
136.3
137.6
132.4
130.8

21.6
18.9
2.7
▲5.8
▲7.2
▲10.3
▲8.2
▲5.1
▲5.8
4.4
21.8
13.3
13.0
14.5
22.0
9.7

100.0
96.5
104.3
107.2
105.5
107.0
106.1
106.3
99.5
106.0
105.8
94.4
92.8
106.8
108.4
108.6

▲7.1
▲3.5
8.1
12.4
11.3
9.5
4.0
▲2.7
▲3.0
3.9
0.4
▲6.9
▲2.3
▲2.3
3.7
1.3

100.0
101.4
102.8
102.2
102.6
108.0
104.5
107.1
107.9
100.3
100.6
103.0
102.1
106.9
110.9
104.4

9.5
1.4
1.4
1.9
▲0.5
▲2.1
7.2
▲0.4
2.0
▲1.1
▲2.3
▲0.8
1.0
6.4
10.4
2.2

100.0
111.4
116.5
116.9
113.3
112.5
111.3
109.9
107.2
108.6
109.7
111.1
110.0
109.5
109.0
110.2

▲0.6
11.4
4.5
0.9
▲4.3
▲3.0
▲3.2
▲7.5
▲9.6
▲7.6
▲7.7
▲4.1
▲5.6
▲6.6
▲6.8
▲5.7

16.2
2.4
14.2
33.0
19.7
41.3
9.7
21.2
32.1
24.6
28.6
46.4
10.6
11.6
24.1
17.4
30.7

29.5
16.8
▲11.9
▲1.4
▲33.0
36.2
▲28.9
50.9
7.9
18.1
▲3.9
30.3
▲27.1
▲26.0
0.3
32.6
26.6

1,474
1,375
1,366
167
99
90
112
74
131
141
221
152
159
168
210
159
91

▲15.2
▲6.7
▲0.7
21.1
▲6.7
▲10.4
25.9
17.2
▲21.5
12.4
175.1
19.4
28.8
48.6
73.8
▲4.7
▲8.2

659
622
520
51
46
53
20
47
25
117
78
84
54
70
41
84
50

32.0
▲5.6
▲16.4
▲6.7
▲5.6
3.8

▲24.2
41.1
0.4

228.7
205.1
230.9
14.5
4.4

▲50.9
65.3
9.2

5,738
6,076
6,754
687
672
588
586
450
472
673
751
460
587
705
854
859
840

2.4
5.9
11.2
31.6
19.4
▲21.8
8.5
▲0.2
22.3
18.3
10.4
▲8.7
▲0.8
33.3
53.6
25.0
25.0

4.9
9.0
0.1
8.5
16.9
▲18.7
19.4
5.7
7.4
12.0
27.3
▲9.2
16.1
27.1
26.2
8.4
21.9

5.6
1.4
13.8
78.2
59.1
▲39.2
5.5
54.7
30.3
▲22.6
33.0
▲9.5
4.5
51.2
52.0
8.4
2.6

▲18.5
12.1
55.1
14.7
▲52.9
178.6
▲30.5
▲60.7
60.7
353.8
▲38.5
▲5.4
21.3
▲28.6
310.0
346.2
198.0

100.0
99.8
99.9
100.0
99.3
99.5
99.9
99.5
99.7
99.8
99.7
99.7
99.8
100.4
100.8
100.7
100.6

▲1.2
▲0.2
0.1
0.1
▲0.6
▲0.5
▲0.1
▲0.5
▲0.9
▲0.9
▲0.5
0.1
0.3
0.6
0.7
0.7
1.3

90,594
89,145
88,398
6,979
7,339
9,634
7,942
6,284
7,256
6,938
7,068
6,824
7,841
7,117
6,226
6,916
7,389

▲2.9
▲2.5
▲0.8
▲2.5
1.7
▲2.7
▲1.5
▲4.5
3.4
▲3.6
▲0.9
1.5
0.1
▲5.1
▲2.8
▲0.9
0.7

23,603
18,199
23,989
1,530
1,616
1,314
1,720
1,965
2,627
1,532
1,568
1,707
1,899
1,471
2,039
1,801
1,876

14.2
▲22.9
31.8
▲16.0
▲5.3
▲8.6
▲15.4
▲17.5
▲23.7
▲4.5
▲11.3
▲23.3
▲25.0
▲12.3
9.4
17.7
16.1

17,073
14,632
20,879
1,416
1,430
1,499
1,695
1,950
2,414
1,589
1,564
1,982
1,944
1,676
1,976
1,470
1,718

▲2.8
▲14.3
42.7
10.8
2.7
10.6
5.5
2.4
2.4
▲6.0
▲9.8
1.1
▲3.6
5.8
17.7
3.8
20.1

369,981
374,940
326,592
323,584
304,974
648,159
284,278
319,092
296,286
309,452
256,396
632,908
320,275
344,645
312,337
359,027
288,292

13.6
1.3

▲12.9
▲15.3
▲3.7
16.0
3.6
15.1
15.3
17.0
21.1
29.8
5.1
21.9
10.4
11.0
▲5.5

301,201
287,889
263,379
289,361
297,462
295,685
285,727
232,031
313,221
275,320
263,379
281,275
255,704
280,700
278,466
309,503
324,853

11.2
▲4.4
▲8.5
10.5
6.9
▲1.4
17.0
1.1
20.5
1.2
1.3
15.5
▲0.5
22.5
▲1.4
7.0
9.2

0.45
0.58
0.69
0.71
0.72
0.73
0.72
0.70
0.72
0.70
0.73
0.74
0.80
0.79
0.82
0.83
0.84

65
57
68
14
4
1
6
1
2
2
3
3
5
4
1
8
2

▲15.6
▲12.3
19.3
366.7
100.0
▲80.0
20.0
▲83.3
▲77.8
▲66.7
▲50.0
0.0
66.7
▲42.9
▲75.0
▲42.9
▲50.0

24,839
25,446
25,954
25,431
25,452
25,954
25,692
25,794
26,470
26,597
26,507
26,829
26,605
26,748
26,694
26,550
26,762

2.6
2.4
2.0
1.6
1.6
2.0
1.7
2.1
3.5
2.7
3.5
3.1
3.4
4.2
3.7
4.4
5.1

17,256
17,771
18,421
17,770
18,071
18,421
18,296
18,345
18,671
18,425
18,501
18,623
18,761
18,886
19,063
19,028
19,410

5.0
3.0
3.7
3.0
3.9
3.7
3.9
3.9
4.2
4.6
5.0
5.1
5.7
6.3
4.4
7.1
7.4

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計調査課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
25.0
▲18.4
▲24.4
▲18.4
▲23.0
▲24.7
▲15.4
▲30.0
▲19.6
▲17.5
▲14.4
▲23.4
▲18.8
▲20.5
▲15.5
▲19.4

100.0
81.6
61.7
58.3
55.8
55.4
52.5
53.4
55.0
58.4
54.8
48.0
46.8
45.8
47.1
47.0

30.2
▲17.6
28.7
3.2
14.8
26.5
11.4
7.1
12.0
18.4
28.8
12.0
6.9

▲15.9
29.0
19.2

100.0
92.3
88.7
88.1
88.2
89.2
87.0
84.8
85.6
89.2
88.5
85.6
85.7
83.6
89.7
88.0

11.5
▲7.7
▲3.9
▲0.1
▲0.5
▲2.4
▲1.6
▲10.6
▲6.1
▲0.8
▲1.4
▲3.7
1.7
▲3.6
5.7
▲0.1

100.0
82.5
106.1
94.8
107.0
118.0
110.7
110.0
110.6
107.6
133.6
122.9
133.9
97.4
137.6
112.9

100.0
85.6
78.3
85.4
87.0
96.7
95.9
96.8
93.2
93.7
86.3
86.9
82.0
83.1
84.0
88.0

24.1
▲14.4
▲8.5
21.9
21.1
41.4
50.1
46.1
29.5
31.3
15.3
12.7
5.1
3.2
3.6
3.0

100.0
98.0
101.5
103.0
103.1
102.1
98.9
97.9
101.5
106.4
104.1
100.5
103.2
103.3
104.2
103.5

▲3.9
▲2.0
3.6
4.8
4.0
2.5
0.0
▲4.5
3.5
9.0
▲0.8
▲2.5
4.4
▲0.4
2.7
0.5

100.0
95.4
94.2
90.6
91.0
91.9
91.0
90.7
91.0
90.6
95.4
89.9
90.5
89.7
94.0
89.3

7.7
▲4.6
▲1.3
1.7
▲2.7
▲7.1
▲3.7
▲10.9
▲7.5
▲5.5
1.1
▲7.3
▲0.6
▲3.7
2.0
▲1.4

100.0
116.7
106.4
95.7
101.8
105.2
107.7
117.0
116.2
127.9
119.6
114.9
120.6
120.3
123.6
126.5

2.6
16.7
▲8.8
▲23.5
▲16.1
▲11.4
▲6.9
1.7
1.1
11.6
9.3
8.1
18.4
21.4
28.1
32.2

3.1
51.4
▲25.7
▲30.8
▲4.3
▲27.5
304.5
410.5
18.4
124.8
124.3
49.7
▲7.8
14.4
0.5

▲25.3
▲7.1

14.0
7.5
▲5.2
▲25.8
▲9.2
▲18.2
▲19.5
▲1.3
16.6
14.0
18.3
31.7
10.8
35.3
10.8
76.3
46.2

2,176
2,006
2,376
311
185
191
108
146
306
156
153
205
207
285
295
244
197

▲4.5
▲7.8
18.4
53.2
21.9
19.5
▲9.6
▲21.1
25.2
65.1
45.9
71.1
0.7
0.5

▲11.2
▲21.7
6.5

821
932
1,063
118
179
98
90
95
85
58
57
214
91
81
71
69
59

9.5
13.5
14.0
7.8

154.5
▲14.2
▲39.3
87.7
33.9
▲26.4
▲18.9
245.1
7.1
72.1
15.2
▲41.3
▲66.9

8,669
9,039
9,701
745
838
1,035
671
866
779
1,138
644
904
958
993
1,119
1,038
1,026

6.0
4.3
7.3

▲11.0
1.8
11.7
9.3
43.4
3.7
57.8
▲12.4
▲11.8
17.1
8.1
24.9
39.3
22.4

5.9
6.0
▲3.0
▲3.2
5.4
15.3
▲5.2
13.8
23.3
12.0
20.5
18.5
15.5
38.8
37.7
11.7
27.1

2.2
▲7.0
21.8
38.6
▲4.3
14.5
27.3
70.3
▲16.2
150.6
▲40.6
▲21.1
35.5
▲26.4
17.4
64.7
26.7

26.4
56.0
1.8

▲81.0
4.8
10.9
25.6
128.6
▲23.5
30.0
▲33.8
▲31.7
▲9.9
27.4
1.4

247.5
▲25.0

100.0
99.7
99.3
99.2
99.0
98.8
98.6
98.3
99.0
99.0
99.2
99.3
99.5
99.8
100.0
100.1
100.0

▲0.2
▲0.3
▲0.4
▲0.8
▲0.3
▲0.5
▲0.8
▲0.9
▲0.9
▲0.8
▲0.5
0.2
0.5
0.8
0.8
0.9
1.0

161,771
164,957
162,863
13,417
14,365
19,054
13,283
11,291
13,394
12,803
13,223
12,544
14,612
13,092
11,933
13,402
14,246

▲2.2
2.0
▲1.3
▲1.2
5.0
▲2.1
▲1.4
▲0.9
2.2
▲2.4
0.6
5.9
▲2.3
▲0.7
1.2
▲0.1
▲0.8

31,990
25,305
32,261
1,960
2,367
2,127
2,310
2,724
3,991
1,984
1,974
2,200
2,470
2,048
2,872
2,443
2,869

18.3
▲20.9
27.5
▲13.4
2.6
4.7
▲9.6
▲16.5
▲13.7
▲4.8
▲11.8
▲22.5
▲30.3
▲6.8
16.9
24.6
21.2

21,945
18,618
26,228
1,634
1,812
1,635
2,232
2,466
3,465
1,973
1,968
2,114
2,572
2,093
2,564
1,923
1,906

▲0.4
▲15.2
40.9
1.1
10.5
1.4
5.8
▲1.4
11.6
▲2.0
▲11.0
▲14.2
▲4.8
3.2
27.2
17.7
5.2

452,291
457,131
438,338
369,454
353,413
838,395
374,978
421,758
393,883
469,068
321,187
618,940
537,812
455,445
374,878
419,177
378,148

▲1.7
1.1
▲4.1
▲14.6
▲9.0
▲9.6
▲4.0
1.1
▲0.9
13.3
2.6
▲0.1
19.4
17.4
21.4
13.5
7.0

331,761
312,314
331,023
276,471
287,937
368,873
350,498
298,799
340,404
405,509
326,159
271,882
400,229
320,831
306,919
335,265
331,568

▲6.0
▲5.9
6.0

▲17.7
▲2.5
▲7.4
▲18.6
▲3.1
▲10.9
20.8
2.3

▲14.0
33.2
▲0.6
▲5.1
21.3
15.2

0.44
0.55
0.65
0.66
0.65
0.67
0.68
0.68
0.70
0.71
0.71
0.74
0.76
0.75
0.73
0.71
0.69

64
64
72
8
5
7
5
6
4
4
8
7
17
6
3
5
4

▲16.9
0.0
12.5
33.3
▲28.6
16.7
0.0
50.0
▲42.9
▲20.0
60.0
16.7
750.0
▲45.5
▲57.1
▲37.5
▲20.0

37,747
38,496
39,277
38,809
38,670
39,277
39,046
39,386
39,924
40,419
39,982
40,655
40,152
40,383
40,260
40,327
40,550

1.8
2.0
2.0
1.8
1.9
2.0
2.0
1.7
1.6
0.7
1.5
2.9
3.5
4.1
3.6
3.9
4.9

26,971
27,594
28,174
27,666
27,789
28,174
28,095
28,107
28,208
27,963
28,124
28,382
28,559
28,602
28,788
28,921
29,163

0.5
2.3
2.1
2.2
2.4
2.1
1.9
2.1
2.3
2.0
2.8
3.6
3.9
3.9
4.2
4.5
4.9

経済指標 鹿児島 Kagoshima

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

電子部品

11

2012.10
11
12

10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

11

2012.10
11
12

10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

11

2012.10
11
12

10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3

2012.10
11
12

11
10
9
8
7

5
6

4

2013. 1
2
3
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）

2012 年
2011 年

季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
2010 年

経済指標宮崎 Miyazaki

15.0
4.6
▲2.9
2.7
▲8.8
8.9
▲7.6
▲11.4
▲3.5
▲15.7
▲14.8
▲12.7
▲1.2
▲15.2
▲2.8
▲6.8

100.0
104.6
101.6
110.4
83.6
107.6
95.4
99.4
94.5
85.7
87.8
85.5
102.0
88.3
94.5
102.8

56.8
▲21.7
▲10.3
1.1
▲3.4
12.3
6.3

▲10.8
▲11.8
8.6

▲11.1
10.2
0.3
39.1
20.0
20.9

100.0
97.4
98.2
99.5
96.3
99.1
96.3
96.8
96.1
98.7
96.9
92.9
96.1
102.1
100.5
101.2

11.8
▲2.6
0.8
5.4
2.1
2.3
▲1.5
▲7.8
▲6.3
0.9
0.1
▲2.1
1.2
4.2
4.3
1.7

100.0
78.3
70.3
70.1
66.5
74.1
72.6
70.0
74.2
73.8
61.2
64.6
68.7
95.3
86.2
84.8

100.0
118.9
122.1
119.2
117.3
119.8
126.9
127.1
125.9
127.9
146.1
131.8
136.3
137.6
132.4
130.8

21.6
18.9
2.7
▲5.8
▲7.2
▲10.3
▲8.2
▲5.1
▲5.8
4.4
21.8
13.3
13.0
14.5
22.0
9.7

100.0
96.5
104.3
107.2
105.5
107.0
106.1
106.3
99.5
106.0
105.8
94.4
92.8
106.8
108.4
108.6

▲7.1
▲3.5
8.1
12.4
11.3
9.5
4.0
▲2.7
▲3.0
3.9
0.4
▲6.9
▲2.3
▲2.3
3.7
1.3

100.0
101.4
102.8
102.2
102.6
108.0
104.5
107.1
107.9
100.3
100.6
103.0
102.1
106.9
110.9
104.4

9.5
1.4
1.4
1.9
▲0.5
▲2.1
7.2
▲0.4
2.0
▲1.1
▲2.3
▲0.8
1.0
6.4
10.4
2.2

100.0
111.4
116.5
116.9
113.3
112.5
111.3
109.9
107.2
108.6
109.7
111.1
110.0
109.5
109.0
110.2

▲0.6
11.4
4.5
0.9
▲4.3
▲3.0
▲3.2
▲7.5
▲9.6
▲7.6
▲7.7
▲4.1
▲5.6
▲6.6
▲6.8
▲5.7

16.2
2.4
14.2
33.0
19.7
41.3
9.7
21.2
32.1
24.6
28.6
46.4
10.6
11.6
24.1
17.4
30.7

29.5
16.8
▲11.9
▲1.4
▲33.0
36.2
▲28.9
50.9
7.9
18.1
▲3.9
30.3
▲27.1
▲26.0
0.3
32.6
26.6

1,474
1,375
1,366
167
99
90
112
74
131
141
221
152
159
168
210
159
91

▲15.2
▲6.7
▲0.7
21.1
▲6.7
▲10.4
25.9
17.2
▲21.5
12.4
175.1
19.4
28.8
48.6
73.8
▲4.7
▲8.2

659
622
520
51
46
53
20
47
25
117
78
84
54
70
41
84
50

32.0
▲5.6
▲16.4
▲6.7
▲5.6
3.8

▲24.2
41.1
0.4

228.7
205.1
230.9
14.5
4.4

▲50.9
65.3
9.2

5,738
6,076
6,754
687
672
588
586
450
472
673
751
460
587
705
854
859
840

2.4
5.9
11.2
31.6
19.4
▲21.8
8.5
▲0.2
22.3
18.3
10.4
▲8.7
▲0.8
33.3
53.6
25.0
25.0

4.9
9.0
0.1
8.5
16.9
▲18.7
19.4
5.7
7.4
12.0
27.3
▲9.2
16.1
27.1
26.2
8.4
21.9

5.6
1.4
13.8
78.2
59.1
▲39.2
5.5
54.7
30.3
▲22.6
33.0
▲9.5
4.5
51.2
52.0
8.4
2.6

▲18.5
12.1
55.1
14.7
▲52.9
178.6
▲30.5
▲60.7
60.7
353.8
▲38.5
▲5.4
21.3
▲28.6
310.0
346.2
198.0

100.0
99.8
99.9
100.0
99.3
99.5
99.9
99.5
99.7
99.8
99.7
99.7
99.8
100.4
100.8
100.7
100.6

▲1.2
▲0.2
0.1
0.1
▲0.6
▲0.5
▲0.1
▲0.5
▲0.9
▲0.9
▲0.5
0.1
0.3
0.6
0.7
0.7
1.3

90,594
89,145
88,398
6,979
7,339
9,634
7,942
6,284
7,256
6,938
7,068
6,824
7,841
7,117
6,226
6,916
7,389

▲2.9
▲2.5
▲0.8
▲2.5
1.7
▲2.7
▲1.5
▲4.5
3.4
▲3.6
▲0.9
1.5
0.1
▲5.1
▲2.8
▲0.9
0.7

23,603
18,199
23,989
1,530
1,616
1,314
1,720
1,965
2,627
1,532
1,568
1,707
1,899
1,471
2,039
1,801
1,876

14.2
▲22.9
31.8
▲16.0
▲5.3
▲8.6
▲15.4
▲17.5
▲23.7
▲4.5
▲11.3
▲23.3
▲25.0
▲12.3
9.4
17.7
16.1

17,073
14,632
20,879
1,416
1,430
1,499
1,695
1,950
2,414
1,589
1,564
1,982
1,944
1,676
1,976
1,470
1,718

▲2.8
▲14.3
42.7
10.8
2.7
10.6
5.5
2.4
2.4
▲6.0
▲9.8
1.1
▲3.6
5.8
17.7
3.8
20.1

369,981
374,940
326,592
323,584
304,974
648,159
284,278
319,092
296,286
309,452
256,396
632,908
320,275
344,645
312,337
359,027
288,292

13.6
1.3

▲12.9
▲15.3
▲3.7
16.0
3.6
15.1
15.3
17.0
21.1
29.8
5.1
21.9
10.4
11.0
▲5.5

301,201
287,889
263,379
289,361
297,462
295,685
285,727
232,031
313,221
275,320
263,379
281,275
255,704
280,700
278,466
309,503
324,853

11.2
▲4.4
▲8.5
10.5
6.9
▲1.4
17.0
1.1
20.5
1.2
1.3
15.5
▲0.5
22.5
▲1.4
7.0
9.2

0.45
0.58
0.69
0.71
0.72
0.73
0.72
0.70
0.72
0.70
0.73
0.74
0.80
0.79
0.82
0.83
0.84

65
57
68
14
4
1
6
1
2
2
3
3
5
4
1
8
2

▲15.6
▲12.3
19.3
366.7
100.0
▲80.0
20.0
▲83.3
▲77.8
▲66.7
▲50.0
0.0
66.7
▲42.9
▲75.0
▲42.9
▲50.0

24,839
25,446
25,954
25,431
25,452
25,954
25,692
25,794
26,470
26,597
26,507
26,829
26,605
26,748
26,694
26,550
26,762

2.6
2.4
2.0
1.6
1.6
2.0
1.7
2.1
3.5
2.7
3.5
3.1
3.4
4.2
3.7
4.4
5.1

17,256
17,771
18,421
17,770
18,071
18,421
18,296
18,345
18,671
18,425
18,501
18,623
18,761
18,886
19,063
19,028
19,410

5.0
3.0
3.7
3.0
3.9
3.7
3.9
3.9
4.2
4.6
5.0
5.1
5.7
6.3
4.4
7.1
7.4

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計調査課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
25.0
▲18.4
▲24.4
▲18.4
▲23.0
▲24.7
▲15.4
▲30.0
▲19.6
▲17.5
▲14.4
▲23.4
▲18.8
▲20.5
▲15.5
▲19.4

100.0
81.6
61.7
58.3
55.8
55.4
52.5
53.4
55.0
58.4
54.8
48.0
46.8
45.8
47.1
47.0

30.2
▲17.6
28.7
3.2
14.8
26.5
11.4
7.1
12.0
18.4
28.8
12.0
6.9

▲15.9
29.0
19.2

100.0
92.3
88.7
88.1
88.2
89.2
87.0
84.8
85.6
89.2
88.5
85.6
85.7
83.6
89.7
88.0

11.5
▲7.7
▲3.9
▲0.1
▲0.5
▲2.4
▲1.6
▲10.6
▲6.1
▲0.8
▲1.4
▲3.7
1.7
▲3.6
5.7
▲0.1

100.0
82.5
106.1
94.8
107.0
118.0
110.7
110.0
110.6
107.6
133.6
122.9
133.9
97.4
137.6
112.9

100.0
85.6
78.3
85.4
87.0
96.7
95.9
96.8
93.2
93.7
86.3
86.9
82.0
83.1
84.0
88.0

24.1
▲14.4
▲8.5
21.9
21.1
41.4
50.1
46.1
29.5
31.3
15.3
12.7
5.1
3.2
3.6
3.0

100.0
98.0
101.5
103.0
103.1
102.1
98.9
97.9
101.5
106.4
104.1
100.5
103.2
103.3
104.2
103.5

▲3.9
▲2.0
3.6
4.8
4.0
2.5
0.0
▲4.5
3.5
9.0
▲0.8
▲2.5
4.4
▲0.4
2.7
0.5

100.0
95.4
94.2
90.6
91.0
91.9
91.0
90.7
91.0
90.6
95.4
89.9
90.5
89.7
94.0
89.3

7.7
▲4.6
▲1.3
1.7
▲2.7
▲7.1
▲3.7
▲10.9
▲7.5
▲5.5
1.1
▲7.3
▲0.6
▲3.7
2.0
▲1.4

100.0
116.7
106.4
95.7
101.8
105.2
107.7
117.0
116.2
127.9
119.6
114.9
120.6
120.3
123.6
126.5

2.6
16.7
▲8.8
▲23.5
▲16.1
▲11.4
▲6.9
1.7
1.1
11.6
9.3
8.1
18.4
21.4
28.1
32.2

3.1
51.4
▲25.7
▲30.8
▲4.3
▲27.5
304.5
410.5
18.4
124.8
124.3
49.7
▲7.8
14.4
0.5

▲25.3
▲7.1

14.0
7.5
▲5.2
▲25.8
▲9.2
▲18.2
▲19.5
▲1.3
16.6
14.0
18.3
31.7
10.8
35.3
10.8
76.3
46.2

2,176
2,006
2,376
311
185
191
108
146
306
156
153
205
207
285
295
244
197

▲4.5
▲7.8
18.4
53.2
21.9
19.5
▲9.6
▲21.1
25.2
65.1
45.9
71.1
0.7
0.5

▲11.2
▲21.7
6.5

821
932
1,063
118
179
98
90
95
85
58
57
214
91
81
71
69
59

9.5
13.5
14.0
7.8

154.5
▲14.2
▲39.3
87.7
33.9
▲26.4
▲18.9
245.1
7.1
72.1
15.2
▲41.3
▲66.9

8,669
9,039
9,701
745
838
1,035
671
866
779
1,138
644
904
958
993
1,119
1,038
1,026

6.0
4.3
7.3

▲11.0
1.8
11.7
9.3
43.4
3.7
57.8
▲12.4
▲11.8
17.1
8.1
24.9
39.3
22.4

5.9
6.0
▲3.0
▲3.2
5.4
15.3
▲5.2
13.8
23.3
12.0
20.5
18.5
15.5
38.8
37.7
11.7
27.1

2.2
▲7.0
21.8
38.6
▲4.3
14.5
27.3
70.3
▲16.2
150.6
▲40.6
▲21.1
35.5
▲26.4
17.4
64.7
26.7

26.4
56.0
1.8

▲81.0
4.8
10.9
25.6
128.6
▲23.5
30.0
▲33.8
▲31.7
▲9.9
27.4
1.4

247.5
▲25.0

100.0
99.7
99.3
99.2
99.0
98.8
98.6
98.3
99.0
99.0
99.2
99.3
99.5
99.8
100.0
100.1
100.0

▲0.2
▲0.3
▲0.4
▲0.8
▲0.3
▲0.5
▲0.8
▲0.9
▲0.9
▲0.8
▲0.5
0.2
0.5
0.8
0.8
0.9
1.0

161,771
164,957
162,863
13,417
14,365
19,054
13,283
11,291
13,394
12,803
13,223
12,544
14,612
13,092
11,933
13,402
14,246

▲2.2
2.0
▲1.3
▲1.2
5.0
▲2.1
▲1.4
▲0.9
2.2
▲2.4
0.6
5.9
▲2.3
▲0.7
1.2
▲0.1
▲0.8

31,990
25,305
32,261
1,960
2,367
2,127
2,310
2,724
3,991
1,984
1,974
2,200
2,470
2,048
2,872
2,443
2,869

18.3
▲20.9
27.5
▲13.4
2.6
4.7
▲9.6
▲16.5
▲13.7
▲4.8
▲11.8
▲22.5
▲30.3
▲6.8
16.9
24.6
21.2

21,945
18,618
26,228
1,634
1,812
1,635
2,232
2,466
3,465
1,973
1,968
2,114
2,572
2,093
2,564
1,923
1,906

▲0.4
▲15.2
40.9
1.1
10.5
1.4
5.8
▲1.4
11.6
▲2.0
▲11.0
▲14.2
▲4.8
3.2
27.2
17.7
5.2

452,291
457,131
438,338
369,454
353,413
838,395
374,978
421,758
393,883
469,068
321,187
618,940
537,812
455,445
374,878
419,177
378,148

▲1.7
1.1
▲4.1
▲14.6
▲9.0
▲9.6
▲4.0
1.1
▲0.9
13.3
2.6
▲0.1
19.4
17.4
21.4
13.5
7.0

331,761
312,314
331,023
276,471
287,937
368,873
350,498
298,799
340,404
405,509
326,159
271,882
400,229
320,831
306,919
335,265
331,568

▲6.0
▲5.9
6.0

▲17.7
▲2.5
▲7.4
▲18.6
▲3.1
▲10.9
20.8
2.3

▲14.0
33.2
▲0.6
▲5.1
21.3
15.2

0.44
0.55
0.65
0.66
0.65
0.67
0.68
0.68
0.70
0.71
0.71
0.74
0.76
0.75
0.73
0.71
0.69

64
64
72
8
5
7
5
6
4
4
8
7
17
6
3
5
4

▲16.9
0.0
12.5
33.3
▲28.6
16.7
0.0
50.0
▲42.9
▲20.0
60.0
16.7
750.0
▲45.5
▲57.1
▲37.5
▲20.0

37,747
38,496
39,277
38,809
38,670
39,277
39,046
39,386
39,924
40,419
39,982
40,655
40,152
40,383
40,260
40,327
40,550

1.8
2.0
2.0
1.8
1.9
2.0
2.0
1.7
1.6
0.7
1.5
2.9
3.5
4.1
3.6
3.9
4.9

26,971
27,594
28,174
27,666
27,789
28,174
28,095
28,107
28,208
27,963
28,124
28,382
28,559
28,602
28,788
28,921
29,163

0.5
2.3
2.1
2.2
2.4
2.1
1.9
2.1
2.3
2.0
2.8
3.6
3.9
3.9
4.2
4.5
4.9

経済指標 鹿児島 Kagoshima

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
2011 年
2010 年

2012 年
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2010 年

2012 年
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2012 年
2011 年
2010 年
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平成24年8月27日現在

福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
小田 周平

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
安恒 忠紀

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
菅 大輔

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［タイ代表］
佐々木　隆夫

［所長］
貞方 泰徳

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
酒口 昇

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
藤井 雅博

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール
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太宰府天満宮（だざいふてんまんぐう）　心字池に掛かる太鼓橋
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We look into your eyes, lend an ear to you,
and engage with you.

“To be your Bank of choice,”
recognizing our customers as top priority,
we find what we can do for you, and carry out what we should do.

Furthermore, FFG aims to be a value-creating partner
for all of our stakeholders.

We hope you find it informative
for deepening your understanding of region. 

February 2014
Fukuoka Financial Group, Inc.

皆様を見つめ、耳を傾け、
そして皆様とともに歩んで参ります。

「あなたのいちばんに。」。
真っ先にお客様から選んでいただけるために、
何ができるか見つけて、取り組んで参ります。

さらに、FFGは、価値創造のパートナーとなる様、
目指しています。

地域への理解を深めていただくことが
有益になる様、願っています。

2014年2月
株式会社 ふくおかフィナンシャルグループ

合 併 号

トップに聞く！
児島　圭多朗 氏　児島段ボール 株式会社　代表取締役社長
池満　淵 氏　学校法人 尚絅学園　理事長
貝田　　二 氏　医療法人伴帥会 愛野記念病院　理事長

北九州市制50周年記念
北九州マラソン2014

景況感調査アンケート
特 集

寄 稿


